
本書の見かた

本書ではお車の各装置や装備の正しい取り扱いかたと、快適ド
ライブ情報やお手入れのしかた、万一のときの応急処置などを
記載しています。

◎ お車を安全･快適にお使いいただくため、ご使用前に必ず
   お読みください。
◎ 「警告」「注意」は安全のために特に重要です。
   よく読んでお守りください。

●

●

●

●

●

●

●

コントロールパネルのスイッチは＜＊＊＊＊＞、操作画面に表示さ
れるメニューや項目は［＊＊＊＊］と表示しています。
参照して読んでいただきたいページなどを、　マークで表示し
ています。
本書では、標準装備またはメーカーオプションのナビゲーショ
ンシステムを装着した車両のことを「メーカーオプションナビ
ゲーションシステム装着車」と示しています。
日産販売会社で取り付けられた装備（ディーラーオプション）
については、その装備に付属の取扱説明書をお読みください。
点検･整備、保証については別冊のメンテナンスノートをお
読みください。
メーカーオプションナビゲーションシステム装着車は、別冊の
ナビゲーションシステム取扱説明書も合わせてお読みくださ
い。
その他、ご不明な点はカーライフアドバイザー（営業部員）に
お申しつけください。

　　本書の中で使用しているマークと意味は次のようになってい
　ます。
●

守らないと装備品や車両の破損につながる
おそれがあります。

安全のために守っていただきたいこと。
守らないと生命の危険または重大な傷害
につながるおそれがあります。
守らないと傷害につながるおそれがあり
ます。

お車のために守っていただきたいこと。

お車を使ううえで知っておいていただきたいこと。
知っておくとお車の性能を十分にお使い
いただけるとともに、いろいろな装備を
上手に使うことができます。
安全のためにしてはならない行為。
（イラスト内に表示されています）

知識

アドバイス

警告

注意
●

●

●

●

●

交通ルールやマナーを守って運転しましょう。
自然環境保護に配慮してください。
本書と別冊のメンテナンスノートはお車の中に保管してく
ださい。
お車をゆずられるときは次に所有される方のために、本書
をお車に付けておいてください。
車両の仕様変更により、本書の内容が実車と一致しない場
合がありますのであらかじめご了承ください。
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イラスト目次外観フロント
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3☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

マルチセンシングフロントカメラ（ P.389）
ワイパー（ P.186）
ボンネット（ P.375）
ヘッドランプ（前照灯）（ P.177、 P.365）
フロントレーダー（ P.388）
フロントビューカメラ（ P.389）
フォグランプ★（ P.184、 P.365）
ソナー（ P.97、 P.390）
パノラミックガラスルーフ★（ P.145）
ドアミラー（ P.142）
パワーウインドー（ P.144）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ P.183、 P.365）
サイドビューカメラ（ P.389）
ドア（ P.112）
車幅灯（ P.177、 P.365）
タイヤ（ P.378）
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外観リヤ
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5☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ハイマウントストップランプ（ P.365）
インテリジェント ルームミラーカメラ（ P.392）
リヤデフォッガー（ P.361）
尾灯（ P.177、 P.365）
リヤワイパー（ P.186）
リヤビューカメラ（ P.389）
バックドア（ P.116）
番号灯（ P.177、 P.365）
バックドアオープナースイッチ（ P.116）
ソナー（ P.97、 P.390）
ハンズフリーセンサー★（ P.117）
尾灯／制動灯（ P.177、 P.365）
燃料補給口（ P.149）
チャイルドセーフティドアロック（ P.113）
サイドレーダー★（ P.388）
方向指示器 兼 非常点滅表示灯（ P.183、 P.365）
後退灯（ P.365）
リヤフォグランプ★（ P.184、 P.365）
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車室内



車室内
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7☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ルームランプ★（ P.290）
アクティブ・ノイズ・コントロールマイク（ P.307）
アシストグリップ（ P.310）
サンバイザー（ P.309）
SOSコールスイッチ★（ P.295）
パノラミックガラスルーフスイッチ★（ P.146）
マップランプ（ P.290）
オーバーヘッドコンソール（ P.294）
インテリジェント ルームミラー（ P.139）
ロックノブ（ P.113）
ポジションメモリースイッチ★（ P.126）
シートベルト（ P.26）
パワーウインドースイッチ（ P.144）
ロアコンソールトレイ（ P.292）
フロントシート（ P.125）
SRSサイドエアバッグ（前席）（ P.33）
リヤ読書灯★（ P.291）
SRSカーテンエアバッグ（ P.34）
アームレスト（ P.132）
カップホルダー（ P.293）
セカンドシート（ P.130、 P.133）
ラゲッジルームランプ（ P.291）
サードシート★（ P.136）
ジャッキ★（ P.371）
工具★（ P.371）
タイヤ応急修理キット（ P.319）
電源ソケット（ P.299）
100V AC電源（1500W）★（ P.301）
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運転席まわり



運転席まわり
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9☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

ワイパー・ウォッシャースイッチ（ P.186）
ナビゲーションシステム★（別冊※）
ステアリングスイッチ（左）
- アドバンスドドライブアシストディスプレイ（ P.64）
- オーディオ★（ P.162、別冊※）
- ボイスアシスタント★（別冊※）
セレクトレバー（ P.169）
カップホルダー（ P.293）
電動パーキングブレーキスイッチ（ P.170）
オートブレーキホールドスイッチ（ P.171）
室内間接照明★（ P.291）
ドライブモードセレクター（ P.190）
アドバンスドヒルディセントコントロールスイッチ★（ P.202）
センターコンソールボックス（ P.292）
プロパイロット パーキングスイッチ★（ P.275）
EVモードスイッチ（ P.194）
e-Pedalスイッチ（ P.189）
ステアリングスイッチ（右）
- プロパイロット（ナビリンク機能付）★（ P.211）
- クルーズコントロール★（ P.195）
- ハンズフリーフォン★（別冊※）
- 音声操作★（別冊※）
HDMI端子★（別冊※）
メーター（ P.46）
ライトスイッチ（ P.177）
方向指示器スイッチ（ P.183）
フォグランプスイッチ★（ P.184）
リヤフォグランプスイッチ★（ P.184）
ボンネットオープナー（ P.375）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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インストルメントパネル



インストルメントパネル
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11☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

非常点滅表示灯スイッチ
オートエアコンシステム（ P.151、 P.155）
助手席ヒーターシートスイッチ（ P.299）
助手席SRSエアバッグ（ P.31）
発炎筒（ P.315）
グローブボックス（ P.292）
USB電源ソケット★（ P.300、別冊※）
電源ソケット（ P.299）
ワイヤレス充電器★（ P.306）
パワースイッチ（ P.166）
後席ヒーターシートスイッチ★（ P.299）
後席エアコンスイッチ★（ P.155）
リヤウインドーデフォッガースイッチ（ P.361）
運転席ヒーターシートスイッチ（ P.299）
ハンドル位置調節レバー（ P.138）
ヘッドアップディスプレイ★（ P.100）
ヘッドアップディスプレイスイッチ★（ P.100）
ハンドル支援スイッチ★／セーフティ・シールドスイッチ★（ P.216）
TRIP RESETスイッチ（ P.50）
ヘッドランプレベライザースイッチ★（ P.184）
リモコンオートバックドア運転席スイッチ★（ P.116）
イルミネーションコントロールスイッチ（ P.105）
100V AC電源（1500W） メインスイッチ★（ P.301）
ETCユニット★（別冊※）
運転席SRSエアバッグ（ P.31）

※ ナビゲーションシステム取扱説明書をお読みください。
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e-POWERの特徴

e-POWERってどんな車？ P.14

安全にご利用いただくために
高電圧部品について P.16
e-POWERの取り扱いに関する注意事項 P.17
e-POWERが事故にあったときの注意事項 P.17

e-POWERと上手に付き合うために

燃費を良くするためのポイント P.19
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e-POWERの特徴

e-POWERってどんな車？
e-POWERはガソリンエンジンで発電用モー
ターを動かすことにより発電し、その電力を
リチウムイオンバッテリーに蓄えたり直接走
行用モーターに供給したりします。そしてそ
れらの電力で走行用モーターを駆動し走行す
る自動車です。

走行用モーター
リチウムイオンバッテリーに蓄えられた電
力やエンジンと発電用モーターで発電され
た電力を使用して、エンジンの代わりにタ
イヤを動かす力を生み出します。

発電用モーター
ガソリンエンジンの力により発電します。

リチウムイオンバッテリー
発電用モーターで発電された電力や走行用
モーターの回生電力を蓄え、走行時に走行
用モーターに電力を供給します。
リチウムイオンバッテリーの残量が低下す
ると、エンジンが始動し自動的に充電を行
うため、電気自動車のような外部からの充
電は必要ありません。
ただし、車両を長時間放置すると少しずつ
放電するため、少なくとも2～3か月に一
度、約30分間は運転してください。（リ
チウムイオンバッテリーがダメージを受
け、使用できなくなるおそれがありま
す。）
万一、リチウムイオンバッテリーがあが
り、e-POWERシステムを始動できない場
合は、日産販売会社にご連絡ください。

回生ブレーキ
ガソリンエンジン車のエンジンブレーキの
代わりに走行用モーターを使って減速する
ことを回生ブレーキと呼びます。減速する
ときに発電するため、発電した電力でリチ
ウムイオンバッテリーを充電することがで
き、エネルギーを無駄にせず燃費を良くす
ることができます。

車両接近通報装置
本車両は走行時の音がとても静かで通行人
が車両の接近に気づきにくいため、警報装
置がついています。交差点などの徐行中に
警報音が鳴ります。
車両接近通報装置  (P.203)

エンジンが作動するとき
e-POWERシステムでは次のようなときに
エンジンが作動する場合があります。
●リチウムイオンバッテリーの残量が少な
いとき（発電のため）

●アクセルペダルを強く踏み込んだとき
（発電のため）

●長い下り坂を走行しているとき（燃料を 
使用せずに減速度を生成するため）

●暖房をONにしたとき（熱源となるエン
ジン水温を上げるため）

●エンジンが冷えているとき（暖機のた
め）

● e-POWERシステムが作動している状態
でボンネットを開けたとき（整備時の事
故を防止するため）

●チャージモード中（発電のため）
チャージモード  (P.194)

●フロントガラスの＜デフロスタースイッ
チ＞をONにしたとき

e-POWERシステム特有の音や振動
e-POWERシステム始動後は、次のような
特有の音や振動が発生する場合があります
が異常ではありません。
●エンジンルームからのモーター音
●エンジンの始動・停止による音や振動
●アクセルペダルから足を離したときやブ
レーキペダルを踏んだときの作動音や
モーター音

●急加速時のエンジン音
●コンソール下部付近、フロントシート下
からのファン作動音

●歩行者に車両の接近を知らせるための音
車両状態記録機能  (P.398)

 知識
● 回生ブレーキは、長い下り坂でリチ
ウムイオンバッテリーが満充電に
なった場合や低温時、滑りやすい路
面ではブレーキの効きが弱くなるこ
とがあります。また、指定サイズ
以外のタイヤを使用しているときや
タイヤの状態によっては、回生ブ
レーキが正常に作動しなくなること
があります。
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15☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

 知識
● 従来のガソリンエンジン車と比較し
て、アイドリング時のエンジン回転
数は高めに設定されています。これ
はアイドリング中でもリチウムイオ
ンバッテリーを充電するためで、異
常ではありません。
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安全にご利用いただくために

高電圧部品について
e-POWERシステムには以下の高電圧部品が使われています。高電圧部品は高い電圧を使用しているため、分解や取り外しは絶対にしないでく
ださい。 また、走行した直後などに高温になることがあるため、手を触れないようにしてください。主な高電圧部品は次のとおりです。
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17☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

e-POWERの取り扱いに関する注
意事項

e-POWERシステムを適切に取り扱うため、
次のことを必ずお守りください。

e-POWERが事故にあったときの
注意事項

事故が発生したときは、次のことを必ずお守
りください。

 警告
● 高電圧部位には触れない。
最大で約420Vの直流高電圧が使用
されているため、高電圧ケーブルや
コネクター、高電圧部品（走行用
モーターやリチウムイオンバッテ
リー、DC/DCコンバーターなど）
には触れないでください。感電する
と生命にかかわる重大な傷害を受け
るおそれがあります。車両のエンジ
ンルーム内に貼られているラベルの
記載事項に必ず従ってください。

● リチウムイオンバッテリー、
DC/DCコンバーター、1500W 
ACインバーター★に水をかけな
い。
車室内、ラゲッジルームにふたのな
いバケツや水槽など、水がこぼれる
おそれがあるものは置かないでくだ
さい。リチウムイオンバッテリーに
水がかかると故障の原因になりま
す。

 注意
● 高温に注意する。
走行直後はエンジンルーム内が高温
になっている可能性があります。エ
ンジンルーム内に貼られているラベ
ルの記載事項に必ず従ってくださ
い。

● 冷却用空気取入口をふさがない。
フロントシート下にリチウムイオン
バッテリーを冷却するための空気取
入口があります。
性能低下や車両故障につながるた
め、荷物や衣類などで空気取入口を
ふさがないでください。また、液
体や砂など、異物が入らないように
注意してください。万一、リチウ
ムイオンバッテリー周辺に多量の液
体をこぼしてしまった場合は、すみ
やかに日産販売会社にご連絡くださ
い。

● フロントシート下には重量物を載せ
ない。

フロントシート下にはリチウムイオ
ンバッテリーが配置されているた
め、重量物を載せたり踏みつけたり
して強い負荷を掛けないよう注意し
てください。

 警告
● 高電圧部品および高電圧ケーブルが
露出しているときは絶対に触れな
い。
高電圧部品および高電圧ケーブルの
位置は、（ P.16）を確認してく
ださい。

● リチウムイオンバッテリーから液漏
れが見られる場合は、すみやかに日
産販売会社に連絡する。
火災が発生するおそれがあります。

● 車室内や車外に液体が漏れていると
きは絶対に触れない。
万一、リチウムイオンバッテリーか
ら漏れた液体が皮膚や衣服に付着し
たときは、水道水などのきれいな水
で洗い流し、すみやかに医師の診察
を受けてください。

● 走行中、床下に強い衝撃を受けたと
きは、安全な場所に停車し、損傷
がないか点検する。
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 警告
床下に損傷が見られる場合は、絶対
に触れずすみやかに日産販売会社に
ご連絡ください。

● リチウムイオンバッテリーや高電圧
部品から火災が発生したときは、で
きるだけ早く車両から離れる。
火災を消火するときは、必ず電気火
災用の消火器（ABC、BCまたはC
タイプ）を使用してください。消
火栓などから大量の放水が可能な場
合のみ、水での消火も可能です。
不適切な消火作業は危険なため、絶
対に行わないでください。

● 事故などで車両が損傷し、安全であ
ることを確認できない場合は、車両
から離れて日産販売会社に連絡す
る。
日産販売会社に連絡するときは、
（ガソリンエンジン車ではなく）e-
POWERシステムである旨をご連絡
ください。

● 板金・塗装による修理が必要な場合
は、必ず日産販売会社に連絡する。
車体が大きく破損・変形していると
き、破損の状態によっては漏電や感
電のおそれがあります。高電圧部位
（リチウムイオンバッテリーな
ど）、およびこれらを接続する配線
（オレンジ色）には絶対に触らない
でください。

● 事故などでランプが破損したまま走
行しない。

内部に水などが入ると、発煙し火災
につながるおそれがあります。

 アドバイス
● けん引が必要なときは、2WD車は
前輪または4輪を、e-4ORCE
（4WD）車は4輪を持ち上げてけ
ん引してください。けん引時に駆動
輪が接地していると、走行用モー
ターが発電し、車両を破損するおそ
れがあります。
けん引について  (P.315)

 知識
● 衝突時やe-POWERシステムに異常
があると、高電圧システムがOFF
になり走行可能表示灯が消灯する場
合があります。これはケガや事故に
つながる危険を最小限に抑えるもの
で、異常ではありません。
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e-POWERと上手に付き合うために

燃費を良くするためのポイント
燃費は、道路状況、天候や気温、乗員数な
どに大きく左右されます。
次のようなことに気をつけ電力の消費を抑え
ると、燃費が良くなります。

お出かけ前に
電力の消費が少ないルートを選択する。
●上り坂の走行は電力の消費が多くなりま
す。上り坂の少ないルートを選択すると
電力の消費を抑えられます。

不要な荷物は積んだままにしない。
●荷物を減らし、車両重量を軽くすること
で、電力の消費を抑えられます。

適切なタイヤ空気圧にする。
●タイヤ空気圧が低下していると、より多
くの電力を消費します。
タイヤの点検項目  (P.378)

運転するときは

■ なめらかに発進、加速する。

●急発進、急加速をすると、より多くの
電力を消費し、燃費が悪くなります。

●パワーメーター（ P.50）で電力の消
費状況を確認しながら加速することで、
電力の消費を抑えた加速ができます。

■ 車間距離に余裕を持ち、必要以上の減
速を極力避ける。

●必要以上の減速を避けることで、再加速
するための電力の消費を抑制できます。

■ 高速道路などで速度を出しすぎない。

●速度の出しすぎは、電力を無駄に消費し
ます。

■ エアコンの設定温度を控えめにし、必
要がなければこまめにOFFにする。

●エアコンによる余分な電力の消費を抑え
られます。

●暖房使用時、設定温度を24℃以下に下
げると燃費が良くなります。

■ 寒いときは、エアコンの代わりにヒー
ターシートやステアリングヒーターを
使用する。

●エアコンを使わずにヒーターシートやス
テアリングヒーター★を活用すること
で、エンジン作動頻度を抑えられ燃費が
良くなります。

ヒーターシート  (P.299)
ステアリングヒーター★  (P.298)

■ デフロスターは必要以上に使用しな
い。

●窓のくもりが取れたら、他の吹き出し口
に切り替えることで、エンジン作動頻度
を抑えられ燃費が良くなります。

■ ECOモードで走行する。

●ECOモードの方がSTANDARD
（AUTO）モード、SPORTモードよ
り、エンジン作動頻度を抑えられ燃費が
良くなります。

●ECOモードやSPORTモードを使用して
いるときは、アクセルペダルを緩めたと
きの回生ブレーキによる減速力が強くな
り、減速時のエネルギーをより多く回収
できます。

●ECOモードが最も燃費重視のモードとな
ります。
ECOモード←STANDARD（AUTO）
モード←SPORTモードの順に燃費が良
くなります。
ドライブモードセレクター  (P.190)

 知識
● 燃費が大幅に悪化する場合は、次の
ようなことが原因として考えられま
す。
― 走行するルートの地形に上り坂が
多い

― 高速道路など、高速で走行を続け
ている

― 頻繁に急発進、急加速、急ブ
レーキをしている
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運転する前に
運転前の準備 P.22
運転するときに注意すること P.23
心臓ペースメーカーなどをご使用の方の注意事項 P.24

シートベルト
3点式シートベルト P.26
シートベルトの注意事項 P.27

エアバッグ
SRSエアバッグ P.29
SRSエアバッグ（前席） P.31
SRSサイドエアバッグ（前席） P.33
SRSカーテンエアバッグ P.34

お子さまの安全のために
お子さまを乗せるときに注意すること P.35
チャイルドシート P.36

盗難防止機能
イモビライザー（盗難防止装置） P.43
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運転する前に

運転前の準備
正しい運転姿勢がとれるよう、ハンドル（ P.138）、シート（ P.125）、ミラー
（ P.139）を調節し、シートベルトを着用してください。

正しい運転姿勢について
シートベルトの着用
●走行前に必ずシートベルトを正しく着用
してください。
シートベルト  (P.26)

●小さなお子さまを乗せるときは、お子さ
まの年齢や体格に合ったチャイルドシー
トをご使用ください。
チャイルドシート  (P.36)

ミラーの調節
●ハンドル、シートを調節したあと、ミ
ラーを調節します。確実に後方確認がで

 警告
● ハンドル、シート、ミラーの調節
は、必ず走行前に行う。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● ハンドルやシートを調節したあと
は、確実に固定されていることを確
認する。
固定されていないと運転姿勢が突然
変わり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
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きる位置に、ミラーを調節してくださ
い。
ドアミラー  (P.142)
インテリジェント ルームミラー  

(P.139)

運転するときに注意すること

 警告
排気ガスには十分注意する
● 排気ガスには無色無臭で有害な一酸
化炭素が含まれています。一酸化炭
素を吸い込むと一酸化炭素中毒にな
り、重大な健康障害におよぶか、
死亡につながるおそれがあります。

● 次の状況では、e-POWERシステム
を長時間作動したままにしない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりするおそれがあ
ります。
― 雪が積もった場所に駐停車すると
き

― 降雪時に駐停車するとき
― 車庫や屋内、壁などに囲まれた換
気が悪い場所に駐停車するとき

― 仮眠や長時間の駐車をするとき
― 排気管が腐食または損傷している
おそれがあるとき

― 他車の排気口が近くにあるとき
● 走行する前に、バックドアが確実に
閉まっていることを確認する。

走行中に排気ガスが侵入するおそれ
があります。

● 車室内に排気ガスが侵入したと感じ
たときは、窓を開けて十分に換気を
する。

● 排気管に穴や亀裂がある場合や排気
音に異常があるときは、日産販売会
社で点検を受ける。
排気ガスが車室内に侵入するおそれ
があり危険です。

車室内に人やペットを残さない
● お子さま、介護を必要とされる方、
ペットを車室内に残さない。
炎天下では車室内が高温になり、生
命にかかわるおそれがあり危険で
す。

診断機接続用のコネクターにはご注意を
● 診断機接続用のコネクターには、後
付け用品を取り付けないでくださ
い。12Vバッテリーがあがった
り、警告灯が点灯したりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあり
ます。

燃料が入った容器やスプレー缶などを積
まない
● ガソリンや可燃性ガスの入ったスプ
レー缶などは積まない。
引火や爆発するおそれがあり危険で
す。

火気には十分注意する
● 操作部が露出しているガスライター
をグローブボックスなどの小物入れ
に入れない。また、床やシートの
すき間に落としたままにしない。
荷物を押し込んだときやシートを動
かしたときに、ライターの着火ボタ
ンが押されてガスが噴出し、火災に
つながるおそれがあります。また、
ライターを使用したあと、すぐに収
納すると火災を起こすおそれがあり
ます。

● 灰皿を使ったあとは、マッチやタバ
コの火が消えていることを確認し、
必ずふたを閉める。
紙くずなど燃えやすいものは入れな
いでください。出火するおそれがあ
ります。

故障や破損したまま走行しない
● 排気音が大きくなったときは、日産
販売会社で点検を受ける。
排気管が腐食したり路面干渉などで
損傷したりしているおそれがありま
す。また、排気管に穴が開いたま
ま走行を続けると、高温の排気ガス
が漏れ、排気ガスが車室内に侵入
し、火災につながるおそれがありま
す。

● 事故などでランプが破損したまま走
行しない。
内部に水などが入ると、発煙し火災
につながるおそれがあります。
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心臓ペースメーカーなどをご使用
の方の注意事項

心臓ペースメーカーなどをご使用の方は、次
のことにご注意ください。

 警告
e-POWERシステムを作動したまま仮眠
をしない
● 万一、シフトポジションが 以外だ
と、急発進し、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。また、セ
レクトレバーを操作したり、アクセ
ルペダルを踏み込んだりして思わぬ
事故やエンジン過熱による火災など
につながるおそれがあり危険です。

 注意
● ウインドーにアクセサリーを取り付
けない。
視界の妨げになったり、吸盤がレン
ズの働きをしたりして火災を起こす
おそれがあります。また、SRSエ
アバッグが作動したときアクセサ
リーが飛んでケガをするなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。

改造しない
● 市販の不適合品のマフラー取り付け
や、日産純正部品以外の車両の性能
や機能に適さない部品を使用しな
い。
正常な性能を発揮できないだけでな
く、故障や火災など思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

● 電装品などを取り付けるときは、必
ず日産販売会社にご相談ください。
不適切な取り付けや誤った配線は、
故障や火災など思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

● ハンドルの取り外しや交換を不適切
に行うと、SRSエアバッグが正常
に作動しなかったり、不意に作動し
たりして、思わぬ傷害を受けるおそ
れがあります。

 アドバイス
改造しない
● 12Vバッテリーの端子に電装品や
アース線などを直接つながないでく
ださい。12Vバッテリーあがりの
おそれがあります。

● 日産自動車が国土交通省に届け出を
した部品以外を装着すると、違法改
造になることがあります。

無線送信機の取り付けについて
● お車に無線送信機を取り付けると、
電装システムに影響をおよぼす可能
性があります。悪影響を防ぐための
措置や取り付け方法については、必
ず日産販売会社にご相談ください。
お客さまのご要望により、無線送信
機の取り付けに関する詳しい情報
（周波数帯域・電力レベル・アン
テナ位置・取り付け条件）を日産
販売会社にてご提供します。

 警告
インテリジェントキーについて
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 警告
● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用
されている方は、アンテナから約
22cm以下の範囲に装着部位を近づ
けない。
ドアおよびバックドア開閉時、ドア
ハンドルのセンサー操作時、e-
POWERシステム始動時などに発生
するキーの電波が植込み型心臓ペー
スメーカーおよび植込み型除細動器
（ICD）の作動に影響を与えるおそ
れがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の
医療電気機器を使用されている方
は、医療電気機器製造業者などへ影
響を確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に
影響を与える場合があります。

SOSコール★について
● SOSコールは無線通信機能を利用し
ているため、心臓ペースメーカーや
その他医療用電気機器を使用する場
合は、当該の各医療用電気機器メー
カー、もしくは販売業者に電波によ
る影響について必ず確認する。
SOSコールの電波が医療用電気機器
の動作に影響を与える場合がありま
す。
先進事故自動通報システム★  

(P.295)
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シートベルト

3点式シートベルト
シートベルトは、シートに身体を固定するこ
とで安全を確保するための安全装置です。
走行するときは、必ずシートベルトを正しく
着用してください。

ELR（緊急固定）付シートベルトに
ついて

●身体の動きに合わせて伸縮し、衝突時な
ど強い衝撃を受けると、ベルトがロック
し身体を固定します。

プリテンショナーシートベルトにつ
いて

●正面衝突などで車両前方から強い衝撃を
受けたときに、装着したシートベルトを
瞬時に巻き取り、乗員の拘束性能を高め
ます。

● SRSエアバッグシステム（運転席・助
手席）と同時に作動します。

SRSエアバッグ  (P.29)
●フロントシートにはダブルプリテンショ
ナー機構が付いています。車両前方から
強い衝撃を受けたとき、肩からシートベ
ルトを巻き上げると同時に腰側からも巻
き上げ、乗員の拘束性能を高めます。

シートベルトの着用のしかた

1. 正しい姿勢でシートに座り、タング
を持ってベルトをゆっくり引き出し
ます。
ベルトを腰骨のできるだけ低い位置
に掛け、たるみがないように密着さ
せます。

 注意
● プリテンショナーシートベルトの部
品や配線を修理しない。また、電
気テスターを使ってプリテンショ
ナーのシステムの回路診断をしな
い。
誤って作動したり、正常に作動しな
くなったりするおそれがあります。

 警告
● SRSエアバッグ警告灯が点灯してい
るときは走行しない。
＜パワースイッチ＞をONにしてか
ら約7秒間はシステムチェックを行
うため、プリテンショナーが作動し
ません。必ずSRSエアバッグ警告
灯が消灯してから走行してくださ
い。

 注意
● 廃車にするときやプリテンショナー
シートベルトを廃棄するときは、必
ず日産販売会社に相談する。

 アドバイス
● プリテンショナーが作動したとき作
動音や白煙が出ますが、火災ではあ
りません。

● プリテンショナーは、一度作動する
と再使用できません。衝突を起こし
たときは必ず日産販売会社で点検を
受け、作動済みの場合は交換してく
ださい。

 警告
● ベルトが肩に確実にかかる位置にア
ンカーの高さを調節する。また、
アンカーが確実に固定されているこ
とを確認する。
万一のときに肩からベルトが外れる
など、シートベルトが十分な効果を
発揮せず、重大な傷害につながるお
それがあります。

● セカンドシート中央席のシートベル
トを使用するときは、バックルに
「CENTER」と表示されているも
のを使用する。
シートベルトが正しく着用できず、
万一のときに重大な傷害につながる
おそれがあります。
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2. ベルトがねじれないようにして、タ
ングをバックルに “カチッ” と音
がするまで確実に差し込みます。

3. 肩ベルトのアンカー位置の高さを調
節します。（フロントシートのみ）
ノブを引きながらアンカー部を上下
させ、ベルトが肩に確実に掛かる位
置に調節し手を離します。手を離し

たあと、“カチッ” と音がするま
で動かし固定させます。

4. 外すときは、バックルのボタンを押
し、タングを持ってゆっくり戻しま
す。

●ベルトがロックして引き出せないとき
は、一度ベルトを強く引いてから緩め、
再度ゆっくり引き出してください。

シートベルトの注意事項

 警告
● 走行する前に全員がシートベルトを
着用する。
着用しないと、万一の事故時や急ブ
レーキ時に、生命にかかわる重大な
傷害につながるおそれがあります。

● シートベルトを着用するときは、次
のことを必ず守る。
シートベルトを正しく着用しない
と、万一のとき重大な傷害につなが
るおそれがあります。
― 運転者は正しい運転姿勢で、同乗
者は正しい着座姿勢で着用してく
ださい。

― 2人以上で1本のベルトを使用しな
いでください。

― ベルトはねじれた状態で着用しな
いでください。ねじれがあるとベ
ルトの幅が狭くなり、万一のとき
衝撃力が分散できず、局部的に強
い力を受けることがあります。

― 腰部ベルトは腰骨のできるだけ低
い位置にぴったりと着用してくだ
さい。ベルトが腰骨からずれてい
ると、腰部に強い圧迫を受けるこ
とがあります。

― 肩ベルトは脇の下を通さず、確実
に肩に掛けてください。肩に十分
に掛かっていないと、上半身が拘
束できないことがあります。

― クリップなどで故意にベルトにた
るみを付け、身体から浮いた状態
に調節しないでください。ベルト
にたるみがあると、十分な効果が
発揮できないことがあります。

● シートの背もたれを倒したまま走行
しない。
シートベルトが効果を十分発揮せ
ず、衝突時などに身体がシートベル
トの下に入り込み、ベルトにより重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● バックルや巻き取り装置の中に異物
を入れない。
シートベルトが正常に機能を発揮せ
ず、万一のとき重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● 妊娠中や疾患のある方も、万一のと
きのためにシートベルトを着用す
る。
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 警告
ただし、局部的に強い圧迫を受ける
おそれがあるため医師に相談し、注
意事項を確認してください。妊娠中
の方は、腰ベルトを腹部から避け腰
部のできるだけ低い位置にぴったり
と着用してください。肩ベルトは確
実に肩を通し、腹部を避けて胸部に
掛かるように着用してください。

● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させる。
お子さまをひざの上に抱いている
と、衝突時などにお子さまを支える
ことができず、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

● シートベルトが首や顔に当たるな
ど、適正な着用ができない小さなお
子さまには、チャイルドシートを使
用する。
チャイルドシート  (P.36)

● 事故などで衝撃を受けたり傷がつい
たりしたシートベルトは、日産販売
会社に点検を依頼する。
一度強い衝撃を受けたシートベルト
やベルト部分に傷がついたり破れた
りしているシートベルトは、機能を
十分に発揮しないことがあります。

 注意
● シートベルトの清掃にベンジンやガ
ソリンなどの有機溶剤は絶対に使用
しない。

ベルトの性能が落ち、シートベルト
が機能を十分に発揮できないことが
あります。シートベルトの清掃は中
性洗剤かぬるま湯で行い、乾かして
からお使いください。
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エアバッグ

SRSエアバッグ
SRSエアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けたときにふくらみ、乗員へ
の衝撃を緩和します。シートベルトと併用することで安全性を高めるため、シートベルトは必
ず着用してください。

SRSエアバッグの種類
29

●SRSエアバッグは高温のガスにより高速
でふくらむため、事故の状態によって
は、擦過傷、打撲、やけどなどを負う
ことがあります。

●SRSエアバッグがふくらむとき、作動
音や白煙が出ますが火災ではありませ
ん。また、発生するガスによりむせる
ことがありますが毒性はありません。

●SRSとは、「Supplemental 
Restraint System」の略でシートベル
トの補助拘束装置の意味です。

 アドバイス
● 廃車にするときやSRSエアバッグを
廃棄するときは必ず日産販売会社に
ご相談ください。

● SRSエアバッグは、一度ふくらむ
と再使用できません。日産販売会社
で交換してください。
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SRSエアバッグの作動

SRSエアバッグは、＜パワースイッチ＞
がONのときに作動可能です。
＜パワースイッチ＞をONにしたあと、約
7秒間はSRSエアバッグ警告灯が点灯しま
す。このとき、システムチェックを行う
ため、SRSエアバッグは作動しません。
警告灯が消灯してから走行してください。
SRSエアバッグは、正面衝突や側面衝突
で衝撃を受けたときに作動します。ただ
し、衝撃が車体で吸収または分散され、
車両の損傷は大きくても乗員への衝撃が強
くならないときは、作動しないことがあり
ます。
SRSエアバッグが作動するような衝撃を感
知すると、非常点滅表示灯が自動的に点滅
します。＜非常点滅表示灯スイッチ＞を押
すと消灯しますが、二次災害を防ぐため、
安全が確保できるまでは消灯しないことを
おすすめします。また、衝撃の大きさに
よっては、点滅しないことがあります。

●助手席SRSエアバッグ、助手席側の
SRSサイドエアバッグおよびSRSカーテ
ンエアバッグは、乗員がいなくても作動
します。

SRSエアバッグの注意事項

 警告
● SRSエアバッグ警告灯が次の状態の
ときは走行しない。
― ＜パワースイッチ＞をONにした
直後、SRSエアバッグ警告灯が
約7秒間点灯しないとき（消灯し
たままのとき）

― SRSエアバッグ警告灯が点灯また
は点滅し続けるとき

SRSエアバッグが正常に作動せず、
重大な事故につながるおそれがあり
ます。日産販売会社にご相談くださ
い。

● 正しい姿勢でシートベルトを正しく
着用する。
SRSエアバッグはシートベルトを補
助する装置です。SRSエアバッグ
だけでは、身体の飛び出しなどを防
止することはできません。また、
SRSエアバッグの効果が発揮されな
いおそれがあります。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下
げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。
チャイルドシート  (P.36)

● 必ず次のことを守る。
SRSエアバッグが誤って作動したり
正常に作動しなくなったりし、重大
な傷害につながるおそれがありま
す。
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SRSエアバッグ（前席）
車両前方から強い衝撃を受けたときSRSエア
バッグが瞬時にふくらみ、乗員の頭部にかか
る衝撃を緩和します。

格納場所

運転席SRSエアバッグは、ハンドル部に
格納されています。
助手席SRSエアバッグは、助手席側イン
ストルメントパネル部に格納されていま
す。

SRSエアバッグが作動するとき
●次のような衝撃が強いときに作動しま
す。
― 25km/h以上の速度で厚いコンクリー
トのような壁に正面衝突したとき

― 車両前方左右、約30°以内の方向か
ら強い衝撃（上記と同等）を受けた
とき

●次のような車両下部に強い衝撃を受けた
ときも作動することがあります。（車両
の損傷は少なくても乗員への衝撃は強い
とき）
― 高速で縁石などに衝突したとき
― 深い穴や溝に落ち込んだとき
― ジャンプして地面にぶつかったとき

●助手席SRSエアバッグが作動した衝撃で
フロントガラスが割れることがありま
す。

●運転席、助手席SRSエアバッグはふく
らんだあとすぐにしぼむため、視界の妨
げになることはありません。

SRSエアバッグが作動しにくいとき
次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
●停車している同クラスの車に約50km/h
以下の速度で衝突したとき

●衝突時に折れない電柱などに約30km/h
以下の速度で正面衝突したとき

●トラックなどの荷台の下にもぐり込んだ
ようなとき

●斜め前方からガードレールなどに衝突し
たとき

 警告
― SRSエアバッグ格納部を修理する
ときは、日産販売会社にご相談く
ださい。また、SRSエアバッグ
格納部に傷がついているとき、お
よびひび割れがあるときは、その
まま使用せず日産販売会社で交換
してください。
SRSエアバッグ（前席）の格納
場所は（ P.31）をお読みくだ
さい。
SRSサイドエアバッグ（前席）
の格納場所は（ P.33）をお読
みください。
SRSカーテンエアバッグの格納場
所は（ P.34）をお読みくださ
い。

― SRSエアバッグ格納部に過度の衝
撃を与えないでください。

― 電気テスターを使用したSRSエア
バッグの回路診断、または回路を
変更しないでください。

― エアロパーツなどの取り付けや、
サスペンションを改造するとき
は、日産販売会社にご相談くださ
い。不適正な改造をすると衝撃を
正しく検知できません。

● SRSエアバッグが作動したときは、
30分経過するまでエアバッグに触ら
ない。
高温になるため、やけどをするおそ
れがあります。

● SRSエアバッグ作動時の残留物
（カス）などが目や皮膚に付着した
ときは、できるだけ早く水で洗い流
す。
皮膚の弱い方などは、まれに皮膚に
刺激を感じることがあります。
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SRSエアバッグが作動しないとき
一度、SRSエアバッグが作動したあとに
衝突しても作動しません。また、次のよ
うなときは作動しません。
●横方向や後ろから衝突されたとき
●横転、転覆したとき

SRSエアバッグ（前席）の注意事項

 警告

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づ
けない。また、内がけでのハンド
ル操作はしない。
ハンドルから顔をできるだけ（約
30cm以上）離し、ハンドルにも
たれかかるなど、手や顔、胸など
を不必要に近づけないでください。
SRSエアバッグ作動時に強い衝撃を
受け、重大な傷害につながるおそれ
があります。

● 不適正なハンドルに交換したり、
SRSエアバッグ格納部にステッカー
などを貼ったりしない。
SRSエアバッグ作動時に正常に作動
しなくなり、重大な傷害につながる
おそれがあります。

● フロントガラスにアクセサリーなど
を付けない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。

● SRSエアバッグ格納部に身体を近づ
けない。また、お子さまを近づか
せない。
SRSエアバッグ作動時に強い衝撃を
受け、重大な傷害につながるおそれ
があります。

SRSエアバッグ格納部に手や足を置
いたり、顔や胸などを不必要に近づ
けたりしないでください。また、
お子さまをSRSエアバッグ格納部の
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りせず、後席シートに乗せてくださ
い。

● チャイルドシートは後席シートに取
り付ける。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。
やむをえず助手席シートに取り付け
るときは、シートをできるだけ後ろ
に下げ、必ず前向きに取り付けてく
ださい。乳児用チャイルドシートな
ど後ろ向きにしか使用できないシー
トは必ず後席シートに取り付けてく
ださい。

● チャイルドシートは走行する前に確
実に固定されていることを確認す
る。
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SRSサイドエアバッグ（前席）
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSサイドエアバッグが瞬時にふ
くらみ、乗員の主に胸部にかかる衝撃を緩和
します。

格納場所

SRSサイドエアバッグは、運転席、助手
席ともにシート背もたれ側面（外側）に
格納されています。

SRSサイドエアバッグが作動すると
き

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSサイドエアバッグが作動しにく
いとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルームまたはラゲッジルームに
側面衝突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSサイドエアバッグが作動しない
とき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに
衝突しても作動しません。また、次のよ
うなときは作動しません。
●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき

SRSサイドエアバッグの注意事項

 警告
固定方法および取り扱いかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってください。

● SRSエアバッグ格納部およびその周
辺にステッカーなどを貼ったり、ア
クセサリーや芳香剤などを置いたり
しない。
SRSエアバッグ作動時に重大な傷害
につながるおそれがあります。

 警告
● SRSサイドエアバッグの格納部に近
づかない。
ドアにもたれるなど、フロントシー
トの背もたれ側面（外側）に近づ
かないでください。特にお子さまが
窓から腕を出したり、フロントシー
トの背もたれを抱えたりしないよう
に注意してください。万一のとき重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● フロントシートのSRSサイドエア
バッグ格納部付近に傘やカバンなど
を置かない。

● シートカバーは、フロントシート背
もたれ側面を覆わないものを使用す
る。
SRSサイドエアバッグが正しく作動
しないおそれがあります。
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SRSカーテンエアバッグ
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃を
受けた側のSRSカーテンエアバッグが瞬時に
ふくらみ、乗員の主に頭部にかかる衝撃を緩
和します。

格納場所

SRSカーテンエアバッグは、運転席側、
助手席側ともに窓側の天井部に格納されて
います。

SRSカーテンエアバッグが作動する
とき

次のような衝撃が強いときに作動します。
●一般的な乗用車に25km/h以上の速度で
側面に真横から衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグが作動しに
くいとき

次のような衝撃が弱いときは作動しないこ
とがあります。
●側面に斜め方向から衝突されたとき
●側面にバイクが真横から衝突したとき
●エンジンルームまたはラゲッジルームに
側面衝突されたとき

●横転、転覆したとき
●斜め前方から衝突したとき
●電柱などに衝突したとき

SRSカーテンエアバッグが作動しな
いとき

一度、SRSエアバッグが作動したあとに
衝突しても作動しません。また、次のよ
うなときは作動しません。
●停車中や走行中の車に正面衝突したとき
●後ろから衝突されたとき

SRSカーテンエアバッグの注意事項

 注意
● ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ない。
SRSサイドエアバッグ誤作動するお
それがあります。

 警告
● SRSカーテンエアバッグの格納部に
近づかない。

万一のとき重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

● センターピラー（ロックピラー）
まわり、ルーフサイド部などの
SRSカーテンエアバッグ格納部付近
に、アクセサリーやハンガーなどを
取り付けない。
SRSカーテンエアバッグが作動した
ときに重大な傷害を受けるおそれが
あります。

 注意
● ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ない。
SRSカーテンエアバッグ誤作動する
おそれがあります。



お子さまの安全のために
安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
の
た
め
に

35☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

お子さまの安全のために

お子さまを乗せるときに注意する
こと

お子さまを乗せるときは、次のことに注意し
てください。

 警告
お子さまにもシートベルトを着用する
● お子さまにも必ずシートベルトを着
用させる。
お子さまをひざの上に抱いている
と、衝突時などにお子さまを支える
ことができず、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

3点式シートベルト  (P.26)

小さなお子さまにはチャイルドシートを
使用する
● シートベルトが首や顔に当たるな
ど、適正な着用ができない小さなお
子さまには、チャイルドシートを使
用する。
チャイルドシート  (P.36)

チャイルドシートは後席シートに取り付
ける
● チャイルドシートは後席シートに取
り付け、走行する前に確実に固定さ
れていることを確認する。
固定方法および取り扱いかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従ってください。

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。
SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下
げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。

● チャイルドシートは使用していない
ときでもシートにしっかりと固定す
るか、ラゲッジルーム（荷室）な
どに収納する。
車室内に放置したままにすると、急
ブレーキ時などに思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

お子さまは後席シートに乗せる
● お子さまを助手席に乗せるのは避け
る。

お子さまの動作が気になったり、ス
イッチ、レバー類のいたずらなど安
全運転の妨げになったりするおそれ
があります。
また、助手席SRSエアバッグの格
納部に近づいていると、万一の事故
などでSRSエアバッグが作動したと
きに強い衝撃を受け、重大な傷害に
つながるおそれがあります。

ドア、ウインドーなどは大人が操作する
● ドアやウインドーなどの開閉は、お
子さまには操作させない。
開閉時に手、首、足などを挟んだ
りして、重大な傷害につながるおそ
れがあります。

● チャイルドセーフティドアロック
（ P.113）や＜パワーウイン
ドーロックスイッチ＞
（ P.144）を使用し、お子さま
が操作できないようにしてくださ
い。

窓から手や顔を出さない
● お子さまが腕や顔を出さないように
注意する。
急ブレーキ時に窓枠などにぶつかっ
たり、車外の障害物に当たったりし
て、重大な傷害につながるおそれが
あります。

車室内にお子さまだけを残さない
● 車から離れるときは、必ずお子さま
を一緒に降ろす。
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チャイルドシート
お子さまの年齢や体格に合わせてチャイルド
シートを選択し、車両に適切に取り付けてく
ださい。

チャイルドシートについて

●乳児用チャイルドシート、チャイルド
シート、ジュニアチャイルドシートを総
称してチャイルドシートと呼んでいま
す。

●UN R44またはR129はチャイルドシー
トに関する国際法です。UN R44また
はR129の基準に適合した汎用（ユニ
バーサル）チャイルドシートには、認
可マークが貼られています。

●チャイルドシートには、乳児用チャイル
ドシート、チャイルドシート、ジュニ
アチャイルドシートの3種類がありま
す。お子さまの年齢や体格に合わせて、
適切なチャイルドシートをお選びくださ
い。

●チャイルドシートの固定方法および取り
扱いかたは、チャイルドシートに付属の
取扱説明書に従ってください。

●この車はUN R44またはR129の基準に
適合したi-Sizeチャイルドシート対応ISO 
FIX対応取付装置を標準装備していま
す。

 警告
炎天下では車室内が高温になり、生
命にかかわるおそれがあり危険で
す。

● お子さまのいたずらで車の発進、火
災など、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

 警告

● 助手席には、チャイルドシートを後
ろ向きに取り付けない。

SRSエアバッグが作動したときに強
い衝撃を受け、死亡または重大な傷
害につながるおそれがあります。や
むをえず助手席に取り付けるとき
は、シートをできるだけ後ろに下
げ、必ず前向きに取り付けてくださ
い。
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チャイルドシートの選びかた
この車両には、シートベルトで取り付ける
チャイルドシートと、i-SizeおよびISO 
FIX対応チャイルドシートを取り付けるこ
とができます。i-SizeおよびISO FIX対応
チャイルドシートは、シートベルトを使わ
ずに固定するため、簡単に取り付けること
ができます。

■ シートベルト固定タイプのチャイルド
シート

シートベルトを使ってチャイルドシートを
固定します。
シートベルト固定タイプのチャイルド

シートの取り付けかた  (P.41)

■ i-SizeおよびISO FIX対応チャイルド
シート

セカンドシートに付属しているi-Sizeチャ
イルドシート対応ISO FIX対応取付装置で
固定します。
使用できるチャイルドシートについて  

(P.38)
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使用できるチャイルドシートについて
チャイルドシートの取り付け位置により、使用できるチャイルドシートが異なります。

※1：チャイルドシートを取り付ける際は、シートを最も後方に移動させてください。高さ調整ができる場合は最も高い位置に調整し
てください。
※2：チャイルドシートを取り付ける際は、前席が干渉しない位置にスライドを移動させてください。
※3：サポートレッグ付きチャイルドシートは装着しないでください。
※4：チャイルドシートを取り付ける際は、前席シートスライドを最も前方に移動させ130mm後方に移動させてください。（全長
260mm）
※5：チャイルドシートを取り付ける際は、前席シートスライドを最も前方に移動させ最初にロックする位置に調整してください。
※6：チャイルドシートを取り付ける際は、前席の背もたれを最も前傾させ最初にロックする位置に調整してください。



お子さまの安全のために
安
全
な
ド
ラ
イ
ブ
の
た
め
に

39☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

幼児拘束装置メーカーに関する詳細情報

● ISO FIX対応のチャイルドシートをすでにお持ちの場合、ご使用前にUN R44またはR129の基準に適合していることを確認してくだ
さい。詳しくは、チャイルドシートに付属の取扱説明書を参照してください。

シート位置番号
助手席 後席

汎用ベルトに適する着席位置（〇/X） 〇
（前向きのみ） 〇 〇 〇 〇 〇

i-Size着席位置（〇/X） X 〇 X 〇 X X

横向き固定具に適する着席位置（L1/L2） - - - - - -

適する最大の後向き固定具
（R1/R2X/R2/R3） - R3 - R3 - -

適する最大の前向き固定具（F2X/F2/F3） - F3 - F3 - -

適する最大のブースター固定具（B2/B3） - B3 - B3 - -
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■ 推奨チャイルドシート

日産自動車が推奨するチャイルドシートです。詳しくは日産販売会社にご相談ください。

チャイルドシートがヘッドレストに干渉し安定して取り付けられない場合は、一番上に調整してください。上げても安定しない場合には
取り外してください。

年齢
（目安）

体重
（目安）

身長
（目安） 推奨チャイルドシート

座席位置

0-18か月 <13kg <100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（後向き）

X 〇 X 〇 X X

9か月-4歳 9-18kg 76-100cm 日産i-Sizeチャイルドシート
（前向き、後向き）

X 〇 X 〇 X X

4-6歳 15-25kg 100-125cm 日産ジュニアシートevo
（前向き）

〇
（ベル
ト取付
のみ）

〇
〇

（ベル
ト取付
のみ）

〇
〇
（ベル
ト取付
のみ）

〇
（ベル 
ト取 
付の 
み）

6-12歳 22-36kg 125-150cm 日産ジュニアシートevo
（前向き）

〇
（ベル
ト取付
のみ）

〇
〇

（ベル
ト取付
のみ）

〇
〇
（ベル
ト取付
のみ）

〇
（ベル 
ト取 
付の 
み）
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シートベルト固定タイプのチャイル
ドシートの取り付けかた

1. ヘッドレストを外し（ヘッドレスト
とチャイルドシートが干渉してチャ
イルドシートを正しく取り付けられ
ない場合）、チャイルドシートを座
席に置きます。
シートベルトをチャイルドシートに
通し、タングをバックルに “カ

チッ” と音がするまで確実に差し込
みます。
ヘッドレストの調節のしかた  

(P.129)

2. チャイルドシートに付属の取扱説明
書に従って固定します。
チャイルドシートを前後左右にゆす
り、しっかり固定されていることを
確認します。

i-SizeおよびISO FIX対応チャイル
ドシートの取り付けかた

1. i-Sizeチャイルドシート対応ISO FIX
ロアアンカレッジは、セカンドシー

 警告
● チャイルドシートが確実に固定され
ていることを確認する。
確実に固定されていないと、急ブ
レーキや衝突などでチャイルドシー
トが飛び出し、重大な傷害を受ける
おそれがあります。必ずチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従って
取り付けてください。

 警告
● i-SizeおよびISO FIX対応チャイルド
シートを取り付けるときは、セカン
ドシートのヘッドレストを取り外
す。（ヘッドレストとチャイルド
シートが干渉してチャイルドシート
を正しく取り付けられない場合）

● チャイルドシートが確実に固定され
ていることを確認する。
確実に固定されていないと、急ブ
レーキや衝突などでチャイルドシー
トが飛び出し、重大な傷害を受ける
おそれがあります。必ずチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従って
取り付けてください。

● チャイルドシートを取り付けるとき
は、アンカレッジ部周辺に異物がな
いことやシートベルトなどがかみ込
んでいないことを確認する。
チャイルドシートが確実に固定され
ず、急ブレーキや衝突などでチャイ
ルドシートが飛び出し、重大な傷害
を受けるおそれがあります。
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ト左右背もたれのマーク下側にあり
ます。
ヘッドレストを外して（ヘッドレス
トとチャイルドシートが干渉して
チャイルドシートを正しく取り付け
られない場合）、チャイルドシート
を座席に置き、チャイルドシートに
付属の取扱説明書に従ってロアアン
カレッジに固定します。
ヘッドレストの調節のしかた  

(P.129)

2. テザーアンカレッジは、後席シート
背もたれ裏側にあります。
テザーアンカレッジにフックを固定
し、テザーベルトを締めます。
チャイルドシートを前後左右にゆす
り、しっかり固定されていることを
確認します。

●シートカバーを装着するときは、スリッ
トがあるものを使用してください。
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盗難防止機能

イモビライザー（盗難防止装置）

イモビライザー（盗難防止装置）に
ついて

車両の盗難に対する防御性能を高めるため
に、あらかじめ登録されているインテリ
ジェントキー以外でのe-POWERシステム
の始動（＜パワースイッチ＞ON）を禁
止するシステムです。
●キーに登録された信号は、キーごとに異
なります。
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MEMO



メーターの見かた

メ
ー
タ
ー
の
見
か
た

計器類

各部名称（メータータイプ クラシック表示） P.46

各部名称（メータータイプ エンハンス表示） P.47

各部名称（メータータイプ ） P.48
メーター P.49

警告灯・表示灯

警告灯の表示位置（メータータイプ クラシック表示） P.55

警告灯の表示位置（メータータイプ エンハンス表示） P.56

警告灯の表示位置（メータータイプ ） P.57

表示灯の表示位置（メータータイプ クラシック表示） P.58

表示灯の表示位置（メータータイプ エンハンス表示） P.59

表示灯の表示位置（メータータイプ ） P.60
表示灯がついたときは P.61

アドバンスドドライブアシストディスプレイ
アドバンスドドライブアシストディスプレイとは
（メインメニュー） P.64
車両情報画面 P.65
アドバンスドドライブアシストディスプレイとは
（ショートカットメニュー） P.76
各種設定画面 P.81
その他の表示機能 P.97

ヘッドアップディスプレイ★
ヘッドアップディスプレイとは P.100

走行支援機能画面 P.100
各種設定画面 P.102

メーターの明るさの調節
イルミネーションコントロール P.105
45
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計器類

各部名称（メータータイプ クラシック表示）
＜パワースイッチ＞をONにすると、計器類が表示されます。＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで 
［メーター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッチを押すと表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、クラシック表示とエン
ハンス表示の2種類あります。
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各部名称（メータータイプ エンハンス表示）
＜パワースイッチ＞をONにすると、計器類が表示されます。＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで 
［メーター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッチを押すと表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、クラシック表示とエン
ハンス表示の2種類あります。
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各部名称（メータータイプ ）
＜パワースイッチ＞をONにすると、計器類が表示されます。
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メーター
メーターには、パワーメーター、リチウム
イオンバッテリー残量計、航続可能距離表示
などがあります。＜パワースイッチ＞をON
にすると表示します。

スピードメーター（速度計）
●走行速度を表示します。

燃料計／航続可能距離表示

燃料計
●燃料の残量を表示します。
●燃料タンクの容量は約55ℓです。
航続可能距離表示
●現在の燃料残量と平均燃費から、走行可
能な距離を表示します。

●燃料残量警告灯（ P.334）が点灯し
たあとも燃料を補給しないと［---］と
表示します。

時計
●時刻を表示します。
●ナビゲーションシステム装着車は、ナビ
ゲーションシステムの時計と連動してお
り、時刻は自動的に調整されます。
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［時計］⇒
［時計設定モード］を選択すると、時
刻の設定を手動に切り替えることができ
ます。
設定の詳細については時計（ P.89）
または（ P.64）をお読みください。

●ナビゲーションシステム非装着車の時計
は、12Vバッテリーを外すと記憶が消
去されます。バッテリーを接続後、正
しい時刻に調整してください。

ナビゲーションシステム装着車の時計
は、12Vバッテリーを接続後しばらく
走行すると、自動的に調整されます。

●時刻の表示は、12時間表示または24時
間 表示を選択できます。

外気温度計
●外気温を表示します。
●外気温センサー取り付け部の温度を表示
するため、実際の外気温とは異なること
があります。

 知識
● の矢印は燃料補給口が車両右側
にあることを示しています。

● 坂道やカーブなどでは、タンク内の
燃料が移動するため、正しく表示さ
れない場合があります。燃料が少な
くなってきたら、早めの給油を心が
けてください。

● 10ℓ以下の給油では、航続可能距
離が更新されないことがあります。
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オドメーター（積算距離計）／トリッ
プメーター（区間距離計）

●＜TRIP RESET＞スイッチを押すごと
に、オドメーター⇒トリップメーター
［A］⇒トリップメーター［B］⇒オ
ドメーターの順に切り替わります。

オドメーター（積算距離計）
●総走行距離をkmで表示します。
トリップメーター（区間距離計）
●リセットしてからの走行距離をkmで
表示します。［A］と［B］でそれぞ
れ使い分けることができます。

●［A］または［B］のどちらかリセッ
トしたい方を表示し、＜TRIP 
RESET＞スイッチを1秒以上押すとリ
セットされます。

● 12Vバッテリーを外したときは、ト
リップメーターの［A］と［B］の記
憶が消去され0に戻ります。

パワーメーター （メータータイプ
クラシック表示）

走行中の出力（加速力）と回生量（電力
の回収量）を表示します。
エンハンス表示に切り替えができます。
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●一定の速度で走行しているときや加速し
ているときは、ゲージ が中立位置より
右側 に表示されます。

●急加速など、より多くの電力を消費して
いるときほど、ゲージ が右側 に増え
ていきます。

●電力を回収しているときは、ゲージ が
中立位置から左側 に増えます。ゲージ
が左側に増えると、多くの電力を回収し
ていることを表します。

パワーメーター （メータータイプ
エンハンス表示）

パワーメーター（メータータイプ ）
走行中の出力（加速力）と回生量（電力
の回収量）を表示します。

●一定の速度で走行しているときや加速し
ているときは、指針 が中立位置より右
側 に移動します。

●急加速など、より多くの電力を消費して
いるときほど、指針 が右側 に移動し
ます。

●電力を回収しているときは、指針 が中
立位置から左側 に移動します。指針が
左側に移動するほど、多くの電力を回収
していることを表します。

リチウムイオンバッテリー残量計

●現在のリチウムイオンバッテリーの残量
を表示します。

●リチウムイオンバッテリーの温度によっ
て、リチウムイオンバッテリー残量が増
減することがあります。
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ポジションインジケーター

●セレクトレバーのシフトポジションを表
示します。
セレクトレバーの操作  (P.169)

― 適正な位置からずれていると、ポジ
ションインジケーターが点滅します。

●パーソナルディスプレイ★でシフトポジ
ションを選択しているときは、パーソナ
ルディスプレイ側にポジションインジ
ケーターが表示されます。
パーソナルディスプレイ★  (P.53)

ドライブモードインジケーター
●現在選択されているドライブモードが表
示されます。 ドライブモードは次のモー
ドがあります。

●現在選択されているドライブモードが表
示されます。 ドライブモードは次のモー
ドがあります。

ドライブモードセレクター  (P.190)

EVモードインジケーター

● EVモードを変更すると表示されます。
EVモードは次のモードがあります
チャージモード  (P.194)
マナー（EV）モード  (P.194)

 アドバイス
● 12Vバッテリー電圧低下、および

12Vバッテリーあがりにより電装品
への電源供給が停止されると、ポジ
ションインジケーターが消灯する場
合があります。その場合は スイッ
チを押してシフトポジションを に
してください。

2WD車 e-4ORCE（4WD）
車

SPORT OFF-ROAD
STANDARD SNOW

ECO AUTO
- ECO
- SPORT
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e-Pedalインジケーター

●＜e-Pedal＞スイッチを押してe-Pedal 
StepをONにすると［e-Pedal］と表
示し、e-Pedal StepがOFFのときは、
［e-Pedal OFF］と表示します。

e-Pedal Step  (P.189)

最高速度標識検知表示

●フロントガラス上部にあるマルチセンシ
ングフロントカメラにより最高速度標識
を検知し、アドバンスドドライブアシス
トディスプレイに表示します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［標識検知支援］⇒［制限速度標
識］を選択すると、機能のON・OFF
を切り替えることができます。

設定の詳細については、車両設定
（ P.90）または（ P.64）をお読み
ください。

パーソナルディスプレイ★

●パーソナルディスプレイで設定した項目
を表示します。
設定の詳細については、車両設定をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
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アドバンスドドライブアシストディ
スプレイ

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで、様々な機能の作動状態を表示し
たり、設定したりすることができます。

アドバンスドドライブアシストディスプレ
イについては、（ P.64）をお読みくだ
さい。
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警告灯・表示灯

警告灯の表示位置（メータータイプ クラシック表示）
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで［メーター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッ
チを押すと表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、クラシック表示とエンハンス表示の2種類あります。

各警告灯については、（ P.329）をお読みください。
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警告灯の表示位置（メータータイプ エンハンス表示）
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで［メーター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッ
チを押すと表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、クラシック表示とエンハンス表示の2種類あります。

各警告灯については、（ P.329）をお読みください。
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警告灯の表示位置（メータータイプ ）
次のイラストは、説明のためすべての警告灯を表示しています。通常は警告すべき事象がおこったときに該当の警告灯のみ点灯または点滅しま
す。

各警告灯については、（ P.329）をお読みください。
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表示灯の表示位置（メータータイプ クラシック表示）
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯または点滅します。＜パ
ワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで［メーター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッチを押すと
表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、クラシック表示とエンハンス表示の2種類あります。
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表示灯の表示位置（メータータイプ エンハンス表示）
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯または点滅します。＜パ
ワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチで［メーター画面モード変更］を選択し、＜OK＞スイッチを押すと
表示画面が切り替わります。なおメーター表示は、クラシック表示とエンハンス表示の2種類あります。
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表示灯の表示位置（メータータイプ ）
次のイラストは、説明のためすべての表示灯を表示しています。通常は事象がおこったときに該当の表示灯のみ点灯または点滅します。
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表示灯がついたときは
表示灯は、何らかのシステムが作動していることなどをお知らせするものです。点灯または点滅している理由は、次の説明をお読みくださ
い。警告や表示は、グレード、オプションなどにより異なります。

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法

方向指示表示灯

● ＜非常点滅表示灯スイッチ＞を押すと左右
同時に点滅します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、方向指
示器を作動させると、作動させた側のみ点
滅します。

● 点滅が速くなった場合は、日産販売会社で
点検を受けてください。
方向指示器の使いかた  (P.183)

ヘッドランプ上向
き表示灯

● ヘッドランプのハイビーム（上向き）を点
灯させると点灯します。

ハイビーム（上向き）への切り替えかた  
(P.182)

ヘッドランプ下向
き表示灯

● ヘッドランプのロービーム（下向き）を点
灯させると点灯します。

ライトスイッチの使いかた  (P.177)

テールランプ表示
灯

● 車幅灯、尾灯、番号灯を点灯させると点灯
します。

ライトスイッチの使いかた  (P.177)

フォグランプ表示
灯

● フォグランプを点灯させると点灯します。 フォグランプの使いかた★  (P.184)

リヤフォグランプ
表示灯

● リヤフォグランプを点灯させると点灯しま
す。

リヤフォグランプの使いかた★  (P.184)

VDC OFF表示灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、VDCを
OFFにしていると点灯します。

VDC（ビークルダイナミクスコントロー
ル）  (P.199)
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ハイビームアシス
ト付車

ハイビームアシス
ト表示灯

● ハイビームアシストをONにすると点灯し
ます。

ハイビームアシスト★  (P.179)

アダプティブLED
ヘッドライトシス
テム付車

アダプティブLED
ヘッドライト表示
灯

● アダプティブLEDヘッドライトシステムを
ONにすると点灯します。

アダプティブLEDヘッドライトシステム★  
(P.180)

オートブレーキ
ホールド表示灯
（白色）

● オートブレーキホールド機能が待機状態の
とき白色に点灯します。

オートブレーキホールド  (P.171)

オートブレーキ
ホールド表示灯
（緑色）

● オートブレーキホールド機能が作動してい
るとき緑色に点灯します。

オートブレーキホールド  (P.171)

メータータイプ

メータータイプ

走行可能表示灯

● 走行できる状態になると点灯します。（走
行中も点灯し続けます。）

● e-POWERシステム始動時、走行可能な状
態になるまで点滅します。

● 点滅しているときは、点灯状態になるま
で、ブレーキペダルを踏んだまま＜パワー
スイッチ＞を押し続けてください。

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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低水温表示灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● エンジン冷却水の温度が低いと点灯しま
す。

● エンジン冷却水温が低いときは、低水温表
示灯が消灯せずに点灯し続けますが、エン
ジンの暖機により、しばらくすると規定の
水温以上に達して、消灯します。

 アドバイス
 

●しばらく走行したあとも点灯し続けるとき
は、水温センサーの異常が考えられます。
すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

アドバンスドヒル
ディセントコント
ロール表示灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● ＜アドバンスドヒルディセントコントロー
ルスイッチ＞を押し、作動が可能なとき点
灯します。

● ＜アドバンスドヒルディセントコントロー
ルスイッチ＞を押したとき、表示灯が点滅
している場合は作動しません。作動条件が
満たされているか確認してください。
アドバンスドヒルディセントコントロー

ル（速度設定機能付）★  (P.202)

表示灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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アドバンスドドライブアシストディスプレイ

アドバンスドドライブアシストディスプレイとは（メインメニュー）
アドバンスドドライブアシストディスプレイで、様々な機能の作動状態を表示したり、設定したりすることができます。＜パワースイッチ＞
がONのとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチを押すと、ホーム、エコグループ、エネルギーモニター、ナビゲーション情報、
オーディオ情報、走行支援グループ、警告、設定の順で表示項目が切り替わります。車種またはソフトウェア自動更新★などにより表示でき
る項目が異なる場合があります。
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車両情報画面
様々な車両情報を表示したり、各種設定をしたりすることができます。

ホーム
＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチでホーム［ ］を選択し、＜OK＞スイッチを回すと
項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.64）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

エコグループ
＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチでエコグループ［ ］を選択し、＜OK＞スイッチを
回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.64）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

ホーム

● 次の情報を表示します。
― オーディオ情報★
― ナビゲーションシステム情報★
― 車速★

● オーディオやナビゲーションシステムの使
用状況によって、表示される項目は変わり
ます。

- 表示なし ● アドバンスドドライブアシストディスプレ
イに何も表示されません。 -



アドバンスドドライブアシストディスプレイ

メ
ー
タ
ー
の
見
か
た

66

画面表示 項目 概要 詳細説明

車速★

● 車速および平均車速を表示します。ステア
リングスイッチの＜OK＞スイッチを押す
と［ドライブ情報1］、［ドライブ情報2］、
［給油後走行情報］の順で画面が切り替わ
ります。
表示している情報をリセットするときは、
リセットしたい画面を表示中にステアリン
グスイッチの＜OK＞スイッチを長押しし
ます。その後リセットメニューからリセッ
トする項目を選択し、再度ステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押します。リ
セット画面が表示されるので、［はい］を
選択し、再度ステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを押すとリセットされま
す。
画面の切り替えかたについては（ P.64）
をお読みください。

-

ドライブコン
ピュータ

● ドライブコンピュータを表示します。ステ
アリングスイッチの＜OK＞スイッチを押
すと［ドライブ情報1］、［ドライブ情報
2］、［給油後走行情報］の順で画面が切り
替わります。
表示している情報をリセットするときは、
リセットしたい画面を表示中にステアリン
グスイッチの＜OK＞ スイッチを長押しし
ます。その後リセットメニューからリセッ
トする項目を選択し、再度ステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押します。リ
セット画面が表示されるので、［はい］を
選択し、再度ステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを押すとリセットされま
す。
画面の切り替えかたについては（ P.64）
をお読みください。

● ［ドライブコンピュータ］の項目
― 平均燃費
― 平均車速
― 走行距離
― 走行時間

● ドライブコンピュータの平均燃費をリセッ
トすると、燃費情報およびエコペダルガイ
ドの平均燃費も連動してリセットされま
す。
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平均燃費／エコイ
ンジケータ／エコ
ペダルガイド

● ドライブモードがECOのときに表示しま
す。

● リセットしてからの平均燃費を表示しま
す。ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを押すと［ドライブ情報1］、［ドラ
イブ情報2］、［給油後走行情報］の順で画
面が切り替わります。
表示している情報をリセットするときは、
リセットしたい画面を表示中にステアリン
グスイッチの＜OK＞スイッチを長押しし
ます。その後リセットメニューからリセッ
トする項目を選択し、再度ステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを押します。リ
セット画面が表示されるので、［はい］を
選択し、再度ステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチを押すとリセットされま
す。
画面の切り替えかたについては（ P.64）
をお読みください。

● アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［エコ］⇒［エコ情
報設定］⇒［エコインジケータ］の設定を
ONにしているとき、アクセルペダル操作
に応じてエコインジケータが3段階で点灯
します。

● 走行しているとき、アクセルペダルの踏
み加減を表示します。

● 平均燃費は、12Vバッテリー交換後やリ
セット後は［---］と表示します。

● 平均燃費は約30秒ごとに更新されます。
● 平均燃費をリセットすると、ドライブコン
ピュータの平均燃費も連動してリセットさ
れます。

● エコインジケータ、エコペダルガイドの詳
細については、エコインジケータ
（ P.68）、エコペダルガイド（ P.68）
お読みください。

2分間燃費

● 2分ごとの平均燃費を、最大30分前まで棒
グラフで表示します。

● クラシック表示は20分、エンハンス表示
は30分で表示されます。

-

画面表示 項目 概要 詳細説明
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■ エコインジケータ

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイでエコペダルガイドを表示して走行
しているとき、アクセルペダル操作に応
じてエコインジケータ が3段階で点灯
します。

●エコドライブするほど、点灯範囲が大き
くなります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［エコ］⇒
［エコ情報設定］⇒［エコインジケー
タ］を選択すると、エコインジケータ
のON・OFFを切り替えられます。
設定の詳細については、（ P.88）を
お読みください。

●シフトポジションが のときは、点灯し
ません。

■ エコペダルガイド

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイでエコペダルガイドを表示して走行
しているとき、アクセルペダルの踏み加
減を に表示します。

●アクセルペダルの踏み加減をエコ運転領
域 に入るように調整することで、燃費
向上につながります。
アクセルペダルの踏み加減を の範囲内
に調整することでさらなる燃費向上につ
ながります。

●シフトポジションが のときは、点灯し
ません。

エネルギーモニター
＜パワースイッチ＞がONのとき、ステア
リングスイッチの＜◄►＞スイッチでエネ
ルギーモニター［ ］を選択し、
＜OK＞スイッチを回すと 項目が切り替わ
ります。ステアリングスイッチの使いかた
は（ P.64）をお読みください。

アドバンスドドライブアシストディスプレ
イで設定［ ］⇒［画面カスタマイ
ズ］⇒［メインメニュー選択］で選択し
ていると表示します。
●エンジン、リチウムイオンバッテリーお
よびタイヤ間のエネルギーの流れを表示
します。

●画面は実際の表示とは異なる場合があり
ます。

メータータイプ クラシック表示
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メータータイプ エンハンス表示/メーター
タイプ

●エンジンからの矢印は、エンジンで発電
したエネルギーが流れている状態を示す
ものです。

● e-POWERシステムでは、発電しなくて
もエンジンが作動することがあります。
発電していないときは矢印は表示されま
せん。

●制動灯が点灯しているときは、メーター
内の制動灯★も点灯します。
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ナビゲーション情報★
＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチでナビゲーション情報［ ］を選択し、＜OK＞ス
イッチを回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.64）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

ナビゲーション

● ナビゲーションシステムで目的地を設定し
ていると、ナビゲーションシステムと連動
し、次の右左折までの距離などを表示しま
す。

● 目的地を設定していないときは、表示され
ません。

● エンハンス表示のときは、表示されませ
ん。

● ナビゲーションシステムの取り扱いについ
ては、別冊のナビゲーションシステム取扱
説明書をお読みください。

マップ表示

● ナビゲーションシステムで目的地を設定し
ていると、ナビゲーションシステムと連動
し、ルートガイドを表示します。

コンパス表示

● コンパス（車両の進行方位）を表示しま
す。

-
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オーディオ情報★
＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで車両情報［ ］を選択し、＜OK＞スイッチを回す
と項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.64）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

オーディオ

● 現在使用中のオーディオ情報を表示しま
す。

● この画面を表示中に、ステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチを押すと、オーディ
オの種類を切り替えることができます。

● オーディオの取り扱いについては、別冊の
ナビゲーションシステム取扱説明書をお読
みください。
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走行支援グループ（表示項目）
＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで走行支援グループ［ ］を選択し、＜OK＞スイッチ
を回すと項目が切り替わります。ステアリングスイッチの使いかたは（ P.64）をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［画面カスタマイズ］⇒［メインメニュー選択］で選択していると
表示します。

画面表示 項目 概要 詳細説明

運転支援

● 運転支援システムのON・OFF状態を表示
します。

● この画面を表示中に、ステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチを押すと、走行支援
システムのメニュー画面を表示し、各シス
テムのON・OFFを設定できます。詳しく
は運転支援（ P.82）の中の該当項目をお
読みください。

● 詳しくは、各走行支援システムの説明をお
読みください。
― インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ  (P.227)

― 踏み間違い衝突防止アシスト  
(P.232)

― BSW（後側方車両検知警報）★／イ
ンテリジェント BSI（後側方衝突防止支
援システム）★  (P.239)

― LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）  (P.247)

― インテリジェント FCW（前方衝突予
測警報）  (P.251)

クルーズ
（CRUISE）★

● プロパイロットの作動状態を表示します。
ステアリングスイッチの＜プロパイロット
スイッチ＞を押すと、運転支援画面を表示
してから数秒後にプロパイロット画面に切
り替わります。

● この画面を表示中に、ステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチを押すと、プロパイ
ロットのメニュー画面を表示し、ハンドル
支援のON・OFFを設定できます。

● プロパイロットについては、（ P.211）
をお読みください。

● 制動灯が点灯しているときは、メーター内
の制動灯も点灯します。

● ＜ハンドル支援スイッチ＞でもハンドル支
援のON・OFFを切り替えることができま
す。
プロパイロット★  (P.211)
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警告
警告について
●異常を検知するとマスターウォーニング［ ］が点灯し、アドバンスドドライブアシストディスプレイに警告を表示します。
警告を一時的に消すときは、＜OK＞スイッチを押します。

●警告が表示されたときは、すみやかに適切な処置をしてください。放置すると故障や思わぬ事故につながるおそれがあります。
確認のしかた
異常を検知している場合は、＜パワースイッチ＞がONのときにステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで、警告［ ］を選択
すると、異常を検知している警告が確認できます。
警告メッセージの表示画面については、（ P.338）をお読みください。
ステアリングスイッチの使いかたは（ P.64）をお読みください。

制限速度標識
● 最高速度標識の検知状態を表示します。 ● 最高速度標識検知については、（ P.259）

をお読みください。

画面表示 項目 概要 詳細説明
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アドバンスドドライブアシストディスプレイとは（ショートカットメニュー）
＜パワースイッチ＞がONのとき、ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチを押すと、よく使用する設定項目画面をすばやく表示することが
できます。メーター画面モード変更★、オーディオ★、運転支援、パーソナルディスプレイ★のいずれかの表示項目を選択できます。

画面の切り替えかた（ショートカットメニュー）
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メーター画面モード変更★
●＜パワースイッチ＞がONのとき、ステ
アリングスイッチの＜ ＞スイッチを
押してから［メーター画面モード変更］
を選択し、＜OK＞スイッチを押すと表
示画面が切り替わります。なおメーター
表示は、クラシック表示とエンハンス表
示の2種類あります。

ステアリングスイッチの使いかたは
（ P.64）をお読みください。
クラシック表示

●左側にパワーメーター、右側にスピード
メーター（速度計）が大きく表示され
る画面です。

エンハンス表示

●左右のアナログメーター表示をデジタル
表示化および移動して、中央のアドバン
スドドライブアシストディスプレイを拡
大した画面です。
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オーディオ★
ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチを押してから＜OK＞スイッチを回して［オーディオ］を選択し、＜OK＞スイッチを押し
て決定することができます。

項目1 詳細説明
AM ● オーディオの取り扱いについては、別冊のナビゲーションシステム取扱説明

書をお読みください。
機器接続状況により表示は異なります。

FM

交通情報
TV1
TV2
iPod1
iPod2
USB1
USB2

Bluetoothオーディオ
Apps
HDMI
Apple CarPlay
Android Auto
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運転支援
ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチを押してから＜OK＞スイッチを回して［運転支援］を選択し、＜OK＞スイッチを押して
決定することができます。

項目1 項目2 詳細説明
側方支援 車線逸脱警報 ● 設定の詳細については、設定［ ］（各種設定画面）の

運転支援をお読みください。
運転支援  (P.79)

車線逸脱防止支援
ステア振動

後側方支援★ 後側方車両検知警報
後側方衝突防止支援

緊急支援 前方衝突防止支援
踏み間違い衝突防止支援
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パーソナルディスプレイ★
ステアリングスイッチの＜ ＞スイッチを押してから＜OK＞スイッチを回して［パーソナルディスプレイ］を選択し、＜OK＞ス
イッチを押して決定することができます。

項目1 項目2 詳細説明
表示なし ● 設定の詳細については、設定［ ］（各

種設定画面）のパーソナルディスプレイ
をお読みください。
パーソナルディスプレイ★  (P.86)

ナビゲーション
到着時間

走行時間/距離
ドライブ情報1

ドライブ情報2

給油後走行情報
シフトポジション

平均車速
ドライブ情報1

ドライブ情報2

給油後走行情報
ストップランプ
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各種設定画面
運転支援システムのON・OFF設定をはじめ、時計の調整やアラームの設定などができます。
ステアリングスイッチの使いかたは（ P.64）をお読みください。

設定（各種設定画面）
各種設定画面では、次の機能の設定ができます。ステアリングスイッチの＜◄►＞スイッチで設定［ ］を表示し、＜OK＞ス
イッチを押して設定画面を表示させ＜OK＞スイッチを回して選択します。＜OK＞スイッチを押して決定することができます。
設定例1（メインメニュー選択）  (P.96)

設定例2（タイヤ）  (P.96)

■ VDC設定

項目 機能

システム
● VDC機能のON・OFFを設定します。

VDCのON・OFFのしかた  (P.200)
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■ 運転支援

項目1 項目2 機能
ハンドル支援★ ● ハンドル支援のON・OFFを設定します。

ハンドル支援について  (P.225)

側方支援 車線逸脱警報 ● LDW（車線逸脱警報）のON・OFFを設定します。
LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）  

(P.247)

車線逸脱防止支援 ● インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）のON・OFFを設定しま
す。

LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）  
(P.247)

ステア振動 ● ハンドルの振動を、［大］、［中］、［小］から選択します。
後側方支援★ 後側方車両検知警報 ● BSW（後側方車両検知警報）のON・OFFを設定します。

BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）★  (P.239)

後側方衝突防止支援 ● インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システム）のON・OFFを設定し
ます。

BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）★  (P.239)

緊急支援 前方衝突防止支援 ● インテリジェント エマージェンシーブレーキ、衝突回避ステアリングアシス
ト、インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）のON・OFFを設定しま
す。
インテリジェント エマージェンシーブレーキ  (P.227)
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）  (P.251)

踏み間違い衝突防止支援 ● 踏み間違い衝突防止アシストのON・OFFを設定します。
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.232)
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標識検知支援 制限速度標識 ● 最高速度標識検知のON・OFFを設定します。
道路標識 ● 進入禁止標識検知／一時停止標識検知のON・OFFを設定します。

標識検知機能  (P.259)

ルート減速支援★ ● プロパイロット（ナビリンク機能付）のルート減速支援機能のON・OFFを設
定します。
プロパイロット★  (P.211)

制限速度支援★ ● 標識検知機能で検出した速度をプロパイロット（ナビリンク機能付）の設定
車速に反映させる機能のON（［手動］/［自動］）・OFFを設定します。
制限速度支援機能★について  (P.223)

制限速度支援設定★ ● 標識検知機能で検出した速度を、プロパイロット（ナビリンク機能付）の設
定車速に反映させるときのオフセット速度を選択します。
― -10km/h～+10km/hまでの範囲内で速度を設定できます。
制限速度支援機能★について  (P.223)

標識検知機能により新しい速度標識を検出したとき（ P.223）

項目1 項目2 機能
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駐車支援 移動物検知 ● 移動物 検知のON・OFFを設定します。
移動物 検知機能について（ P.268）

ソナー自動表示 ● 障害物に近づいたときの、割り込み表示のON・OFFを設定します。
ソナー表示  (P.97)

前方ソナー ● フロントソナーのON・OFFを設定します。
ソナー表示  (P.97)

後方ソナー ● リヤソナーのON・OFFを設定します。
ソナー表示  (P.97)

ソナー検知距離 ● ソナー検知距離を［遠］、［中］、［近］から選択します。障害物までの最長距
離が110％（［遠］）、100％（［中］）、90％（［近］）で変更できます。
［中］を選択したときの障害物までの最長距離は、（ P.269）をご参照くだ
さい。
ソナー表示  (P.97)

ソナー音量 ● ボリューム（警告音（ブザー））を、［大］、［中］、［小］から選択します。
ソナー表示  (P.97)

後退時車両検知警報★ ● RCTA（後退時車両検知警報）のON・OFFを設定します。
RCTA（後退時車両検知警報）★  (P.254)

ふらつき警報 ● インテリジェント DA（ふらつき警報）のON・OFFを設定します。
インテリジェント DA（ふらつき警報）  (P.257)

走行時間 ---分／---分 ● 設定した時間まで連続走行したことをお知らせします。
＜OK＞スイッチを回すと分が切り替わり、＜OK＞スイッチを押すと決定し
ます。
― 最大360分まで設定できます
― 設定時間は30分単位で切り替わります
（＜◄＞スイッチを押すと設定前の画面に戻ります）

リセット ● ［はい］を選択すると、走行した時間をリセットできます。
凍結注意 ● 外気温が3℃以下になったときに表示する凍結注意表示のON・OFFを設定し

ます。

項目1 項目2 機能
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シャシー制御 トレースコントロール ● インテリジェント トレースコントロール（コーナリング安定性向上システム）
のON・OFFを設定します。
インテリジェント トレースコントロール（コーナリング安定性向上システ

ム）について  (P.201)

項目1 項目2 機能
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■ パーソナルディスプレイ★

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能
表示なし ● パーソナルディスプレイに何も表示されません。
ナビゲーション ● パーソナルディスプレイにナビゲーションを表示します。
到着時間 ● パーソナルディスプレイに到着時間を表示します。

走行時間/距離
ドライブ情報1 ● パーソナルディスプレイに走行時間/距離を表示します。
ドライブ情報2

給油後走行情報
シフトポジション ● パーソナルディスプレイにシフトポジションを表示します。

平均車速
ドライブ情報1 ● パーソナルディスプレイに平均車速を表示します。
ドライブ情報2

給油後走行情報

ストップランプ ● パーソナルディスプレイに車両を表示します。制動灯が点灯しているときは、
パーソナルディスプレイ内に表示される車両の制動灯も点灯します。
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■ ヘッドアップディスプレイ★

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能

明るさ
● ヘッドアップディスプレイ表示の明るさを設定します。
― -10～10までの範囲内で明るさを設定できます
ヘッドアップディスプレイの調整のしかた  (P.104)

高さ
● ヘッドアップディスプレイ表示の高さを設定します。
― -10～10までの範囲内で高さを設定できます
ヘッドアップディスプレイの調整のしかた  (P.104)

傾き
● ヘッドアップディスプレイ表示の傾きを設定します。
― -10～10までの範囲内で傾きを設定できます
ヘッドアップディスプレイの調整のしかた  (P.104)

表示項目

ナビゲーション ● ナビゲーションシステム表示のON・OFFを設定できます。
運転支援 ● 運転支援表示のON・OFFを設定できます。
制限速度標識 ● 最高速度標識表示のON・OFFを設定できます。
オーディオ ● オーディオ表示のON・OFFを設定できます。

TEL/SMS ● ハンズフリーフォン／ショートメッセージ（SMS）表示のON・OFFを設定
できます。

リセット

● ヘッドアップディスプレイの設定を初期設定に戻します。
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリセット画面が表示される
ので、［はい］を選択し、再度ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押
すとリセットされます。
ヘッドアップディスプレイの調整のしかた（ P.104）
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■ エコ

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能
エコモード設定 クルーズコントロール ● ECOモード使用時に燃費を優先する機能に設定するかしないかを、項目ごと

にON・OFF設定することができます。
ドライブモードについて  (P.191)

空調

エコ情報設定 エコインジケータ ● エコインジケータのON・OFFを設定します。
OFFにすると、エコインジケータが表示されなくなります。
エコインジケータ（ P.68）

エコドライブレポート ● エコドライブレポートのON・OFFを設定します。
OFFにすると、エコドライブレポートが表示されなくなります。
エコドライブレポートについて  (P.98)

燃費履歴リセット ● 燃費履歴画面を表示します。
● リセットするときは、この画面を表示中にステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチを押します。リセット画面が表示されるので、［はい］を選択し、再度
ステアリングスイッチの＜OK＞スイッチを押すとリセットされます。
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■ 時計

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能

表示
● 時計表示のON・OFFを設定します。

時計  (P.49)

時計設定モード★
自動 ● GPSからの情報を使って自動で時刻を設定します。
手動 ● ［時計設定］から手動で時刻を設定します。

時間表示 ● ［OK］スイッチを押すと12時間表示、24時間表示を切り替えます。

時計設定

● 時計を設定します。
 ＜OK＞スイッチを押すと「時」調整画面に切り替わります。
 ＜OK＞スイッチを回して「時」を調整します。
 ＜OK＞スイッチを押すと「分」調整画面に切り替わります。
 ＜OK＞スイッチを回して「分」を調整します。
 ＜OK＞スイッチを押すと時刻が設定されます。
（＜◄＞スイッチを押すと前の調整画面に戻ります）
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■ 車両設定

走行中は操作できません。

項目1 項目2 機能
パワーバックドア★ ● リモコンオートバックドアのON・OFFを設定します。

リモコンオートバックドア★  (P.116)

ライト/照明 ウエルカムヘッドライト ● ウェルカムライト機能のON・OFFを設定します。
ウェルカムライト機能（フェアウェル機能付）  (P.183)

自動室内灯 ● 室内灯の自動点灯機能のON・OFFを設定します。
室内灯  (P.290)

室内間接照明 ● 前席ドアの内側、ならびにセレクトレバー周辺にある、間接照明の明るさを5
段階+OFFで設定できます。

オートライト感度調整 ● インテリジェント オートライトシステム（フロントワイパー連動、薄暮れ感
知「おもいやりライト」機能付）の点灯タイミングを、［より早い］、［早い］、
［標準］、［遅い］から選択します。

AUTO（自動点灯・消灯）の使いかた  (P.177)

ロック keyエントリー ● ドアハンドルのセンサーでの施錠・解錠機能のON・OFFを設定します。
インテリジェントキー機能による施錠・解錠のしかた  (P.112)

ワイパー リバース連動 ● リバース連動機能のON・OFFを設定します。
リヤワイパーの使いかた  (P.186)

運転姿勢★ 降車時シート退避 ● シートの退避・復帰機能のON・OFFを設定します。
パーソナルドライビングポジションメモリーシステムの設定のしかた
（ パーソナルドライビングポジションメモリーシステム★の設定のしかた  
(P.126)）

後席リマインダー ● 後席リマインダーのON・OFFを設定します。
後席リマインダー  (P.123)
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ドアミラー 自動開閉OFF ● ドアロック連動格納機能がOFFになります。
ドアロック連動格納機能について  (P.143)

パワーON連動 ● ドアロック連動格納機能がONになります。また、＜パワースイッチ＞をON
にしたときにドアミラーが開く設定になります。
ドアロック連動格納機能について  (P.143)

ドアアンロック連動 ● ドアロック連動格納機能がONになります。また、リモコンキーまたは、ドア
ハンドルのセンサーで解錠すると、ドアミラーが開く設定になります。また、
＜パワースイッチ＞をONにしたときもドアミラーが開きます。
ドアロック連動格納機能について  (P.143)

項目1 項目2 機能
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■ メンテナンス

走行中は操作できません。

項目 機能

オイル交換時期

● 車両システムが自動で設定したエンジンオイル交換までの距離を表示します。
― エンジンオイル交換までの距離は、走行状況に応じてシステムにより自動
で設定されます。手動で設定することはできません。

― エンジンオイル交換後は、必ず表示をリセットしてください。リセットす
るときは、この画面を表示中にステアリングスイッチの＜OK＞スイッチ
を押すとリセット画面が表示されます。［はい］を選択し、再度＜OK＞ス
イッチを押すと走行した距離をリセットできます。

 アドバイス
 

●エンジンオイル交換時以外にリセットはしないでください。
オイル/オイルフィルター ● ［メンテナンス］では、次回メンテナンスを行うまでの距離を設定できます。

設定値を超えるとメンテナンスする距離がきたことを表示で知らせます。（定
期交換部品などの交換距離については、別冊のメンテナンスノートをお読み
ください）
― ＜OK＞スイッチを回すと距離が切り替わり、＜OK＞スイッチを押すと決
定します。（＜ ＞スイッチを押すと設定前の画面に戻ります）

― 500km～30,000kmまでの範囲内で距離を設定できます。
― 設定距離は500km単位で切り替わります。
― ［リセット］を選択して＜OK＞スイッチを押すとリセット画面が表示され
ます。［はい］を選択し、再度＜OK＞スイッチを押すと走行した距離をリ
セットできます。

● 機能を停止することができます。
― 停止する場合は、距離表示を［---］に合わせ＜OK＞スイッチを押し決定
します。

タイヤ

ユーザー
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■ 画面カスタマイズ

走行中は操作できません。

項目1 項目2 項目3 機能

メインメニュー選択
● 車両情報画面で表示させたい項目を選択することができます。

車両情報画面  (P.65)

ナビゲーション設
定★ 自動割込み設定 ● 走行中、次の右左折点に接近したとき、メーター内にポップアップで

お知らせする機能のON・OFFを設定します。

クルーズ画面切替★

● クルーズ画面切替のON・OFFを設定します。
ONにするとプロパイロットのシステムをONにしたとき、画面がク
ルーズ画面に切り替わります。
プロパイロット★  (P.211)

メーター演出

アニメーション
● ディスプレイ演出のON・OFFを設定します。

OFFにすると、e-POWERシステム始動時のアニメーションがOFFに
なります。

サウンド
● ディスプレイ演出のON・OFFを設定します。

OFFにすると、e-POWERシステム始動時および停止時のサウンドが
OFFになります。
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オペレーションガ
イダンス

ライト ● ライトスイッチを回したとき、スイッチ位置をメーター内にポップ
アップで表示する機能のON・OFFを設定します。

ワイパー

フロント
● ワイパースイッチを動かしてフロントワイパーを作動させたときに、
スイッチ位置をメーター内にポップアップで表示する機能のON・OFF
を設定します。

リア
● ワイパースイッチを動かしてリヤワイパーを作動させたときに、ス
イッチ位置をメーター内にポップアップで表示する機能のON・OFFを
設定します。

ハイビームアシスト★

● ライトスイッチが＜AUTO＞の位置以外でハイビームアシストのス
イッチを押したときに、ガイダンスをメーター内にポップアップで表
示する機能のON・OFFを設定します。
ハイビームアシスト★  (P.179)

アダプティブヘッドライト★

● ライトスイッチが＜AUTO＞の位置以外でアダプティブLEDヘッドラ
イトシステムのスイッチを押したときに、オペレーションガイダンス
をメーター内にポップアップで表示する機能のON・OFFを設定しま
す。
アダプティブLEDヘッドライトシステム（ P.126）

シートメモリー★

● パーソナルドライビングポジションメモリーシステムのスイッチを押
したときに、作動状態をメーター内にポップアップで表示する機能の
ON・OFFを設定します。
パーソナルドライビングポジションメモリーシステム（ P.126）

インテリジェントクルーズ★
● クルーズコントロールの制御を開始したときに、ガイダンスをメー
ター内にポップアップで表示する機能のON・OFFを設定します。
クルーズコントロール★  (P.195)

項目1 項目2 項目3 機能
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■ 単位／言語

走行中は操作できません。

■ 工場出荷設定

走行中は操作できません。

項目 機能
距離/燃費 ● 距離と燃費の表示単位をkm, km/lまたはkm, l/100kmに切り替えます。
温度 ● 温度の単位を ℃ または ℉ に切り替えます。
言語 ● 表示言語を日本語またはEnglishに切り替えます。

機能
工場出荷時の設定にリセットすることができます。
● ［はい］を選択すると、各種設定が初期化されます。
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設定例1（メインメニュー選択）

1. ステアリングスイッチの＜◄►＞ス
イッチ を数回押し、設定
［ ］画面を表示して＜OK＞ス
イッチ を押します。

2. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチ を回して、［画面カスタマ
イズ］を選択し、＜OK＞スイッ
チ を押して決定します。

3. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチ を回して、［メインメ
ニュー選択］を選択し、＜OK＞
スイッチ を押して決定します。

4. 表示させたい項目を、ステアリング
スイッチの＜OK＞スイッチ を回し
て選択し、＜OK＞スイッチ を押

して選択すると表示できるようにな
ります。

設定例2（タイヤ）
1. ステアリングスイッチの＜◄►＞ス

イッチ を数回押し、設定
［ ］画面を表示して＜OK＞ス
イッチ を押します。

2. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチ を回して、［メンテナン
ス］を選択し、＜OK＞スイッチ
を押して決定します。

3. ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチ を回して、［タイヤ］を
選択し、＜OK＞スイッチ を押し
て決定します。

4. ［タイヤ］画面でステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチ を押し
て、次回メンテナンスを行う距離の
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設定画面に進みます。（［---km/---
km］の右側の表示）
※左側の表示は、設定後に走行した
距離を表示します。

●リセットを選択してステアリングスイッ
チの＜OK＞スイッチ を押すと走行した
距離をリセットできます。（［---km /
---km］の左側の表示）

5. 次回メンテナンスを行う距離を設定
できます。（手順4［---km/---
km］右側の表示）
ステアリングスイッチの＜OK＞ス
イッチ を回して距離を切り替え、
＜OK＞スイッチ を押して決定しま
す。
設定距離は500km単位で切り替わ
ります。
※機能を停止する場合は、距離表示
を［---］に合わせ＜OK＞スイッチ
を押して決定します。

その他の表示機能

ソナー表示

●車両が障害物に近づくと、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイのソナー
表示色が緑→黄→赤の順に切り替わり、
警報音（ブザー）が鳴ります。

●次の場合にソナー機能が作動します。
― シフトポジションを にしたとき
― シフトポジションが または で障害
物を検知したとき（約10km/h以
下）

●ソナー表示中にステアリングスイッチの
＜OK＞スイッチ、＜◄►＞スイッチを

押す、または＜OK＞スイッチを回すと
一時的にソナー機能を停止できます。

●ただし次の場合は、一時停止が解除され
ます。
― シフトポジションを 、 にしたとき
― 約12km/h以上で走行したとき

●ソナーについては、（ P.269）をお
読みください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［駐車支援］を選択すると、ソナー
機能の各種設定が行えます。
設定の詳細については、運転支援
（ P.82）をお読みください。

●ソナーが障害物を検知すると、ソナー画
面が割り込み表示します。割り込み表示
はOFFにすることができます。
運転支援  (P.79)

●ソナーのお手入れについては、
（ P.390）をお読みください。

●障害物の検知は前方4個、後方4個のソ
ナーセンサーを使用して検知をします。

表示色 警報音
緑 ピッ、ピッ、

ピッ・・・
黄 ピピピピピ・・・
赤 ピー
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エコドライブレポートについて

＜パワースイッチ＞をOFFにすると、エ
コドライブレポート画面を表示します。
今回の評価などの結果表示は、約10分以
上走行したときに表示します。

今回の評価
エコドライブするほど★が増えま
す。
履歴
過去5回分の平均燃費を表示しま
す。
現在値
今回の平均燃費を表示します。
最高値
過去のベスト燃費を表示します。
回生で得られた距離
今回の走行で回生した電力量を距離
換算で表示します。

●走行したルートのほとんどが下り坂だっ 
た場合、回生量が大きく、回生で得ら

れ た距離 が走行した距離以上になるこ
と があります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［エコ］⇒
［エコ情報設定］⇒［エコドライブレ
ポート］を選択すると、エコドライブ
レポートの表示・非表示を切り替えるこ
とができます。
設定の詳細については、（ P.88）を
お読みください。

着信表示★

●携帯電話をハンズフリー接続していると
きに、着信すると表示します。
ハンズフリーフォンについては、別冊の
ナビゲーションシステム取扱説明書をお
読みください。

通話表示★

●携帯電話をハンズフリー接続していると
きに、通話すると表示します。
ハンズフリーフォンについては、別冊の
ナビゲーションシステム取扱説明書をお
読みください。
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音声操作表示★

●ナビゲーションシステムで音声操作を行
うと、アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに音声操作表示をします。
音声操作については、別冊のナビゲー
ションシステム取扱説明書をお読みくだ
さい。
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ヘッドアップディスプレイ★

ヘッドアップディスプレイとは
ヘッドアップディスプレイは車速、走行支援システム、ナビゲーションのルートガイドなど、
様々な機能の作動状態をフロントガラスに投影することができます。
走行支援機能画面

車速表示

●走行速度を表示します。
●＜パワースイッチ＞をONにしたとき
は、車速のみが表示されます。
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速度標識表示

●検知した速度標識を表示します。
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、表示・非表
示の設定ができます。
設定［ ］⇒［ヘッドアップディス
プレイ］⇒［表示項目］⇒［制限速
度標識］
詳しくは、ヘッドアップディスプレイ★
（ P.100）をお読みください。

ナビゲーションシステム表示

●ナビゲーションシステムで目的地を設定
していると、ナビゲーションシステムと
連動し、次の右左折地点までの距離など
を表示します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、表示・非表
示の設定ができます。
設定［ ］⇒［ヘッドアップディス
プレイ］⇒［表示項目］⇒［ナビ
ゲーション］
詳しくは、ヘッドアップディスプレイ★
（ P.100）をお読みください。

メッセージ表示

●プロパイロット操作ガイドなどが表示さ
れます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、表示・非表
示の設定ができます。
設定［ ］⇒［ヘッドアップディス
プレイ］⇒［表示項目］⇒［運転支
援］
詳しくは、ヘッドアップディスプレイ★
（ P.100）をお読みください。
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プロパイロット／走行支援システム
表示

●プロパイロットの作動状態、先行車や車
線の検知状態を表示します。
詳しくは、プロパイロットの説明をお読
みください。
プロパイロット★  (P.211)

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、表示・非表
示の設定ができます。
設定［ ］⇒［ヘッドアップディス
プレイ］⇒［表示項目］⇒［運転支
援］
詳しくは、ヘッドアップディスプレイ★
（ P.100）をお読みください。

警告メッセージ

●次のシステムが作動すると警告メッセー
ジが表示されます。
詳しくは、各走行支援機能の説明をお読
みください。
― プロパイロット★  (P.211)
― インテリジェント エマージェン
シーブレーキ  (P.227)

― 踏み間違い衝突防止アシスト  
(P.232)

●警告メッセージの表示画面については、
（ P.338）をお読みください。

●＜ヘッドアップディスプレイスイッチ＞
がOFFの場合でも、警告メッセージは
表示されます。

各種設定画面

ヘッドアップディスプレイの注意事
項

 注意
● ヘッドアップディスプレイの明る
さ、および表示位置を適正に調整す
る。
運転者の視界が妨げられ、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

● ヘッドアップディスプレイを見続け
ない。
車両、歩行者、障害物などが見え
にくくなり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

● ヘッドアップディスプレイの調整
は、必ず走行前に行う。
走行中に調整すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 アドバイス
● ヘッドアップディスプレイの映写部
に物を置いたり、シールなどを貼り
付けたりしないでください。ヘッド
アップディスプレイの表示の妨げと
なります。

● ヘッドアップディスプレイ部には手
を触れないでください。故障の原因
となります。
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●偏光サングラスを着用すると表示が見え
にくくなることがあります。

●気象条件（雨、雪、太陽の光、温度
など）によっては、表示が見えにくく
なることがあります。

●塵、ほこりなどの堆積物はほこり取りワ
イパーなどで除去してください。

●ベンジン、シンナーなどの有機溶剤や
酸、アルカリ性の洗剤を使用しないでく
ださい。変色やしみができ、ヘッド
アップディスプレイが正しく表示されな
くなるおそれがあります。

●飲物をこぼしたときは、クリーンクロス
や眼鏡クリーナーなどの乾いた柔らかい
布で軽くふいてください。ふいても除去
しきれない場合は、水に浸した柔らかい
布を固くしぼってからふき取り、そのあ

とに乾いた柔らかい布で水分をふき取っ
てください。

●乾いた布やティッシュ、ウエットティッ
シュなどを使用しないでください。傷が
つく原因になります。

ON・OFFのしかた

●＜パワースイッチ＞がONのとき、
＜ヘッドアップディスプレイスイッチ＞
を押すと表示します。

●＜ヘッドアップディスプレイスイッチ＞
を押すごとに、ON・OFFを切り替え
ることができます。

●＜ヘッドアップディスプレイスイッチ＞
のON・OFF設定は、e-POWERシス
テムを停止しても再度設定を変更するま
でその状態が維持されます。

●本製品には、以下のソフトウェアが含ま
れています。

 アドバイス

● ヘッドアップディスプレイ周辺には
飲物を置かないでください。液体が
映写部にかかると故障する原因にな
ります。

● ヘッドアップディスプレイの映写部
に強く触れたり、とがったものを押
し付けたりすると故障する原因にな
ります。

● ヘッドアップディスプレイには、映
像の明るさをコントロールするため
のセンサーが内蔵されています。セ
ンサーを物で塞いでしまうとディス
プレイが暗くなってしまい、表示が
見えにくくなります。

● ヘッドアップディスプレイのセン
サーに強い光を当てないでくださ
い。故障する原因になります。

● ヘッドアップディスプレイの画像が
ゆがんで見える場合は、日産販売会
社で点検を受けてください。

● ヘッドアップディスプレイの画像を
鮮明に表示するため、専用のフロン
トガラスを使用しています。フロン
トガラスの交換が必要な場合は、日
産販売会社にご相談ください。
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パナソニック株式会社（「パナソニッ
ク」）により、またはパナソニックのた
めに開発されたソフトウェア
パナソニックにライセンスされた第三者
所有のソフトウェア
オープンソースソフトウェア
上記 に分類されるソフトウェアには、以
下のライセンス情報が適用される様々なソ
フトウェアを含むオープンソースソフト
ウェア（OSS）が含まれています。
また、下記webサイトにもライセンス情
報が記載されています。
http://car.panasonic.jp/oss/i02lln39

ヘッドアップディスプレイの調整の
しかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、ヘッドアップ

ディスプレイの表示の明るさ、高さ、
傾きを調整することができます。
設定［ ］⇒［ヘッドアップディス
プレイ］⇒［明るさ］／［高さ］／
［傾き］
詳しくは、 ヘッドアップディスプレ
イ★  (P.87)をお読みください。

●ヘッドアップディスプレイは走行環境に
合わせて、フロントガラスに投影する画
像の明るさを自動で調整します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、ヘッドアップ
ディスプレイの設定を初期化できます。
設定［ ］⇒［ヘッドアップディス
プレイ］⇒［リセット］
詳しくは、 ヘッドアップディスプレ
イ★  (P.87)をお読みください。
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メーターの明るさの調節

イルミネーションコントロール

メーターの明るさ調節のしかた

＜パワースイッチ＞がONのとき、メー
ター照明の明るさを調節できます。
●スイッチを押して調節します。
●明るさのレベル表示は、アドバンスドド
ライブアシストディスプレイに表示され
ます。

●明るさのレベルが最大または最小に達す
ると、音が鳴ります。
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キー
インテリジェントキー P.108
インテリジェントキーに関する注意事項 P.109

ドアの施錠と解錠
ドア P.112
バックドア P.114
リモコンオートバックドア★ P.116
後席リマインダー P.123

シート・ハンドルの調節
フロントシート P.125
セカンドシート（2列車） P.130
セカンドシート（3列車） P.133
サードシート★ P.136
ハンドル P.138

ミラーの調節
インテリジェント ルームミラー P.139
ドアミラー P.142

窓ガラスの開閉
パワーウインドー P.144
パノラミックガラスルーフ★ P.145

燃料補給口の開閉
燃料補給口 P.149

エアコンの操作
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席））★ P.151
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席、後席））★ P.155
吹き出し口 P.159
エアコンを使うときに注意すること P.160

オーディオ★
オーディオの使いかた P.162
ステアリングスイッチ P.162
107
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キー

インテリジェントキー
キーを携帯するだけでドアの施錠・解錠およ
びe-POWERシステムの始動操作ができま
す。
ドアの施錠・解錠のしかたは
（ P.112）、始動操作は（ P.166）
をお読みください。

各部名称と機能

作動表示灯
いずれかのスイッチを押すと、赤く
点滅します。

ドア施錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアが施錠し
ます。
ドア解錠スイッチ
スイッチを押すと、全ドアが解錠し
ます。
リモコンオートバックドア開閉ス
イッチ★
スイッチを約1秒以上押すと、バッ
クドアが自動で開閉します。
内蔵キー（メカニカルキー）
キーの電池が切れたときや、12V
バッテリーがあがったときなどにド
アの施錠・解錠ができます。
キー番号タグ
キーを紛失した場合、キー番号から
日産販売会社でスペアキーを作成で
きますので、大切に保管してくださ
い。

●キーを紛失した場合、キー番号から日産
販売会社でスペアキーを作成できますの
で、大切に保管してください。

●キーは2個ついています。
●キーは同じ車両で最大4個まで使うこと
ができます。ご購入やご使用開始方法に
ついては、日産販売会社にご相談くださ
い。

●キーの電池が切れても、ドアの施錠・
解錠やe-POWERシステムの始動（＜パ
ワースイッチ＞ON）を行うことができ
ます。
内蔵キー（メカニカルキー）でのドア

の開けかた  (P.323)

ドアの施錠・解錠の作動範囲

作動範囲は各ドアハンドルのセンサーおよ
びスイッチから周囲約80cm以内です。
作動範囲は球状になっているため、地面近
くや高い場所では作動しないことがありま
す。
インテリジェントキーが作動範囲内にある
場合は、キーを携帯している人以外でもド
アハンドルのセンサーに触れるまたはス
イッチを押して施錠・解錠できます。
●ドアハンドルのセンサーに触れるまたは
スイッチを押してドアを施錠したあと
は、作動確認のためブザーまたは非常点
滅表示灯のアンサーバック機能で施錠さ
れたことを確認してください。

●ドアハンドルのセンサーに触れるまたは
スイッチを押す前にドアハンドルを引か
ないでください。
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インテリジェントキーに関する機能
について

■ アンサーバック機能

●ドアの施錠・解錠時に、作動確認のた
めのブザーと非常点滅表示灯が作動しま
す。（施錠時1回、解錠時2回）
アンサーバック機能のブザーを停止する
ことができます。日産販売会社にご相談
ください。

■ ウェルカムライト機能（フェアウェル
機能付）

●ドアの施錠・解錠時に、車幅灯、尾
灯、番号灯が点灯します。（施錠時約
10秒、解錠時約30秒）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ライト/照明］⇒［ウエルカム
ヘッドライト］を選択すると、ウェル
カムライト機能（フェアウェル機能付）
の設定を変更することができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.90）または（ P.64）をお読
みください。

■ キー連動室内照明システム

●ドアを解錠すると、室内照明（ラゲッ
ジルームランプを除く）が約20秒間点
灯します。
詳しくは、室内灯（ P.290）をお
読みください。

■ オートロック機能

●＜ドア解錠スイッチ＞を押してから約30
秒以内にいずれかのドアを開けなかった
ときは、盗難防止のため自動的に全ドア
が施錠されます。
（施錠されるまでの間に、再度＜ドア解
錠スイッチ＞を押すと、その時点から約
30秒後に施錠されます）

■ スリープモード
ドアハンドルのセンサーおよびスイッチで
の施錠・解錠、およびe-POWERシステ
ムの始動を一時的に停止するモードです。
●インテリジェントキーの＜ドア施錠ス
イッチ＞を押したまま＜ドア解錠スイッ
チ＞を2回押します。
一定時間、キーの作動表示灯が点灯しま
す。作動表示灯が点灯中にドア施錠ス
イッチを押すと、作動表示灯が2回点滅
しスリープモードになります。

●スリープモードを解除するときは、キー
のいずれかのスイッチを押してくださ
い。

インテリジェントキーに関する注
意事項

 警告

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）を使用
されている方は、アンテナから約
22cm以下の範囲に装着部位を近づ
けない。
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 警告
ドアおよびバックドア開閉時、ドア
ハンドルのセンサーおよびスイッチ
操作時、e-POWERシステム始動時
などにキーの電波が植込み型心臓
ペースメーカーおよび植込み型除細
動器（ICD）の作動に影響を与え
るおそれがあります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）以外の
医療電気機器を使用されている方
は、医療電気機器製造業者などへ影
響を確認してから使用する。
キーの電波が医療電気機器の動作に
影響を与える場合があります。

● 航空機内ではキーのスイッチを押さ
ない。
万一スイッチが押されると電波が発
信され、航空機の運航に支障をきた
すおそれがあるため、バッグなどに
収納するときは、荷物などでスイッ
チが押されないようにしてくださ
い。

 アドバイス
● キーは運転者が必ず携帯してくださ
い。

● キーは、必ず内蔵キー（メカニカ
ルキー）を内蔵した状態で携帯して
ください。

● キーはドアポケットに入れないでく
ださい。ドアを閉めるときの衝撃に
より破損するおそれがあります。ま
た、ドアポケット内に一緒に入れて
おいた物がドアを閉めた衝撃で当た
るなどして勝手にスイッチが入り、
キーを車室内に封じ込めるおそれが
あります。

● インストルメントパネル上面、ドア
ポケット付近、グローブボックス
内、フロア上では、キーが正常に
作動しなかったり、車外から施錠さ
れて、キーを車室内に封じ込めたり
するおそれがあります。

● キーを紛失したときは、盗難などを
防ぐため、ただちに日産販売会社に
ご相談ください。

● キーは微弱な電波を使用していま
す。次のような使用環境では機能に
障害が起こるため、ドアハンドルの
センサーおよびスイッチやキーのス
イッチが正常に作動しない場合があ
ります。
― 近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波やノイズを発生する
設備があるとき

― インテリジェントキーをワイヤレ
ス充電器★の充電エリア内に置い
たとき

― 無線機や携帯電話などの無線通信
機器を一緒に携帯しているとき

― キーが金属製の物に接したり、覆
われていたりしているとき

― 近くで電波式のリモコンスイッチ
を操作しているとき

― キーをパソコンなどの電化製品の
近くに置いたとき

― コインパーキングに駐車したとき
（車両検出用の電波の影響がある
ため）

― 近くで電波式侵入警報装置を使用
しているとき

― 極端に気温が低いとき（電池の性
能が低下するため）

● 手袋などを着用したままドアハンド
ルのセンサーに触れても反応しない
ことがあります。その場合は手袋を
外してから再度センサーに触れてく
ださい。

● キーが施錠・解錠の作動範囲内にあ
るとき、洗車や大雨などで多量の水
がドアハンドルにかかるとドアが施
錠・解錠、またはブザーが鳴るこ
とがあります。その際は、次の操
作を行ってください。
― キーを車両から2m以上離す
― スリープモード機能を行う
インテリジェントキーに関する機

能について  (P.109)

● センサーが反応し辛い場合は、手の
ひらでセンサーに触れてください。

● センサーに雪や泥などが付着すると
反応が悪くなりますので、センサー
およびその周辺の汚れなどを取り除
いてください。
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●キーの認証技適マークはキーの裏面で確
認できます。

●キーのスイッチを押しても作動しないと
きは、電池の消耗または故障が考えられ
ます。日産販売会社にご相談ください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.382)

●キーの電池が切れ、施錠・解錠ができ
ないときは、内蔵キー（メカニカル
キー）で施錠・解錠ができます。
ドアが開かないときは  (P.323)

●次のような場合は、作動しません。
― 走行可能表示灯が点灯している
― ドアが完全に閉まっていない（半ド
ア）とき

― 車から離れすぎているとき
― キーの電池が切れているとき

 アドバイス
● キーは電波法の認証に適合していま
す。次のことを必ずお守りくださ
い。
― 電池を交換するとき以外は分解し
ない（分解、改造したものを使
用することは法律で禁止されてい
ます）

― 日本国内のみで使用する
● キーは車両との通信のために常時受
信動作をしているため、常に電池を
消耗しています。電池の寿命は使用
状況によりますが約2年です。電池
が切れた場合、新しい電池と交換し
てください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.382)

● キーの電池が消耗しているときや、
強い電波、ノイズのある場所では、
作動範囲が狭くなったり、作動しな
かったりすることがあります。

● キーは送信機を内蔵している精密機
械です。故障を防止するため、次
のことをお守りください。
― 長時間高温になる場所に置かない
― 分解しない
― 無理に曲げたり、落としたり、
強い衝撃を与えたりしない

― 水に濡らさない
― 超音波洗浄器などにかけない

― 磁気を帯びたキーホルダーなどを
付けない

― テレビ、オーディオなど、磁気
を帯びた機器の近くに置かない

● 車両盗難防止のために、インテリ
ジェントキーは車両から2m以上離
して保管してください。

● インテリジェントキーの操作をしな
くても、車両周辺にキーがあると電
池の消耗が早くなります。電池の寿
命を長くするためにも、車両周辺に
キーを持ったまま長時間滞在しない
ことをおすすめします。
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ドアの施錠と解錠

ドア
ドアハンドルのセンサーおよびスイッチやイ
ンテリジェントキーのスイッチで施錠・解錠
します。
ドアを施錠したあとは、作動確認のためブ
ザーまたは非常点滅表示灯のアンサーバック
機能で施錠されたことを確認してください。

インテリジェントキー機能による施
錠・解錠のしかた

●施錠するときは、運転席または助手席ド
アハンドルのセンサー に触れるか、
バックドアにあるスイッチを押します。

●解錠するときは、バックドアにあるス
イッチを押すか運転席または助手席ドア
のドアハンドルを握ります。ドアハンド
ル裏側のタッチセンサー に触れるよう
にドアハンドルを握ると解錠されます。
（施錠した直後の約2秒間は解錠できま
せん）

●ドアハンドルを握りながらドアハンドル
のセンサー に触れても施錠できない場
合があります。

●手袋などを着用したままドアハンドルを
握ると、センサーが反応しないことがあ
ります。

●雨などでドアハンドルが濡れているとき
は、センサーの反応が遅い場合がありま
す。施錠されるまでドアハンドルのセン
サー に触れ続けるか、一度ドアハンド
ルを握ってから再度センサー に触れて
ください。

●キーが各センサーまたはスイッチから周
囲80cm以内にあるときに作動します。

●施錠・解錠したときは、ブザーおよび
非常点滅表示灯が次のように作動しま
す。

●車両に近づきすぎている場合などは作動
しないことがあります。

●急にドアハンドルを操作すると、ドアハ
ンドルが引かれていることにより、施錠
できないことがあります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ロック］⇒［keyエントリー］を
選択すると、ドアハンドルのセンサーで
の施錠・解錠機能のON・OFFを切り
替えることができます。

●設定の詳細については、車両設定
（ P.90）または（ P.64）をお読
みください。

●次のような場合は、作動しません。
― 走行可能表示灯が点灯しているとき
― ドアが完全に閉まっていない（半ド
ア）とき

― キーが施錠・解錠の作動範囲内にな
いとき

― キーの電池が切れているとき
●センサーに触れたときまたはスイッチを
押したときのブザーを停止することがで

ブザー音 非常点滅表
示灯

施錠 ピッ 1回点滅
解錠 ピピッ 2回点滅
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きます。日産販売会社にご相談くださ
い。

■ オートロック機能

●盗難防止のため、自動的に施錠する機能
です。ドアハンドルのセンサーに触れる
またはスイッチを押して解錠したあと、
約30秒間ドアを開けないと再び全ドアが
施錠されます。

ドアロックスイッチでの施錠・解錠
のしかた

●＜ドアロックスイッチ＞を押すと、全ド
アが施錠または解錠します。

●施錠するときは、施錠側 の＜ドア
ロックスイッチ＞を押します。

●解錠するときは、解錠側 の＜ドア
ロックスイッチ＞を押します。

●ドアが開いているときは、＜ドアロック
スイッチ＞での施錠はできません。

ロックノブでの施錠・解錠のしかた

●運転席のロックノブで全ドアが施錠また
は解錠します。

●運転席ドアは、施錠したままでもドアハ
ンドルを引くとドアが開けられます。そ
のとき、全ドアが同時に解錠します。

●施錠するときは、施錠するドアのロック
ノブを施錠側に押し込みます。

●解錠するときは、解錠するドアのロック
ノブを解錠側に引きます。

キーを使用しない施錠のしかた

■ 前席ドア

●ロックノブを押し込み、ドアハンドルを
引きながらドアを閉めます。

■ 後席ドア

●ロックノブを押し込み、そのままドアを
閉めます。

■ キー封じ込み防止機能

●インテリジェントキーを車室内に置き忘
れたまま施錠することを防ぐ機能です。
ドアを閉めたときや施錠しようとしたと
きに、キーが車室内に残っているとブ
ザーでお知らせし、全ドアを自動的に解
錠します。

チャイルドセーフティドアロック

後席に乗せたお子さまなどが、誤って後席
ドアを開けないようにロックできます。

■ ロックするには

●後席ドアにあるロックレバーをLOCK位
置にしてドアを閉めます。

■ ドアを開けるには

●チャイルドセーフティドアロックがか
かっているときは、車外のドアハンドル
を引いて開けます。
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●万一、車室内から開ける場合は、窓ガ
ラスを下げ、手を外に出して車外のドア
ハンドルを引きます。

ドアに関する注意事項

バックドア

バックドアに関する注意事項

 警告
● ドアの開閉はお子さまにはさせな
い。
手、首、足などを挟んだりして、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● ドアを開けるときは、周囲の安全を
確認する。
後続車や通行人にぶつかるおそれが
あります。風が強いときは特に注意
して開けてください。

● 走行する前にドアを確実に閉める。
走行中に突然ドアが開き、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 警告
● バックドアの開閉はお子さまにはさ
せない。
手、首、足などを挟んだりして、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● バックドアを開けるときは、周囲の
安全を確認する。

後続車や通行人にぶつかるおそれが
あります。風が強いときは特に注意
して開けてください。

● 走行する前にバックドアを確実に閉
める。
走行中に突然バックドアが開き、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

● ラゲッジルーム（荷室）に人を乗
せて走行しない。
急ブレーキをかけたときなど、重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

● 走行前にバックドアが確実に閉まっ
ていることを確認する。
バックドアを開けたまま走行する
と、車室内に排気ガスが侵入し、
一酸化炭素中毒になるおそれがあり
ます。一酸化炭素を吸い込むと、
意識が薄れて事故につながるおそれ
があるほか、死亡または重大な傷害
につながるおそれがあります。

 注意
● バックドアや車体側に手を触れたま
まバックドアを閉めない。
手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。

● バックドアを閉めるときは、バック
ドアのふちやその周辺に手をかけな
い。

手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。必ず外から押して閉めてく
ださい。

● バックドアを開ける前に、バックド
アに付着した雪や氷、ゴミなどの重
量物を取り除く。
重量物が付いたままバックドアを開
けると、重みで突然閉まるおそれが
あります。

● バックドアを開けるときは、必ず全
開にする。
途中で止めると突然閉まるおそれが
あります。

● 風が強いときにバックドアを開ける
場合は特に注意する。
風にあおられ、急に閉まることがあ
ります。

● バックドアを閉めるときは、手など
を挟まないように注意する。

バックドアガスステーについて
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バックドアの開けかた

●解錠されているときは、＜バックドア
オープナースイッチ＞を押し、バックド
アを持ち上げます。

●施錠されているときは、キーを携帯して
＜バックドアオープナースイッチ＞を押
し、バックドアを持ち上げます。（ド
アも同時に解錠します。）

●リモコンオートバックドア付車は、リモ
コンオートバックドアの使いかた
（ P.116）、バックドアオープナー
スイッチによる開けかた（ P.117）
を合わせてお読みください。

●リモコンオートバックドア付車は、オー
ト作動中に＜バックドアオープナース
イッチ＞を押すと、バックドアが途中で
止まります。

バックドアの閉めかた

●ドアグリップに手を掛け、バックドアを
降ろし確実にロックするまで押しつけま
す。

●リモコンオートバックドア★について
は、（ P.116）をお読みください。

 注意
● バックドアのガスステー は、バッ
クドアの重量を支えるために取り付
けられています。ガスステーの損傷
や作動不良を防ぐため、次のことを
守る。
― ガスステーに手やひもなどをかけ
たり、横方向に力をかけたりしな
い

― ビニール片、ステッカー、接着
剤などの異物をガスステーに付着
させない

● ガスステーを持って、バックドアを
閉めたり、ぶら下がったりしない。
手や腕を挟んだりして思わぬケガを
するおそれがあります。

 アドバイス
● ＜バックドアオープナースイッチ＞

を押したまま、リモコンでドアを
施錠・解錠しないでください。故
障の原因になります。

● 手を添えないと全開にならない場合
は、ガスステーの保持力が低下して
いるおそれがあります。お近くの日
産販売会社にて、早めの点検を受け
てください。

 アドバイス
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リモコンオートバックドア★
リモコンオートバックドアは、バックドアを
自動的に開閉することができます。

リモコンオートバックドアの機能に
ついて

リモコンオートバックドアは、次の方法で
バックドアを開閉することができます。
運転席スイッチ：
●＜運転席スイッチ＞でバックドアの開閉
ができます。（ P.116）
リモコンオートバックドア開閉スイッチ：
●インテリジェントキーのスイッチでバッ
クドアを開閉することができます。
（ P.121）
バックドアオープナースイッチ：
●＜バックドアオープナースイッチ＞で
バックドアを開けることができます。
（ P.117）
ハンズフリーセンサー：
●リヤバンパー下側に足先を出し入れする
だけで、スイッチなどを押さずにバック
ドアの開閉ができます。（ P.117）

バックドアインナースイッチおよびバック
ドアインナーロックスイッチ：
●＜バックドアインナースイッチ＞および
＜バックドアインナーロックスイッチ＞
でバックドアを閉めることができます。
（ P.118）

また、リモコンオートバックドアには、
次の機能があります。
挟み込み防止機構：
●オート作動中に手を挟むなど、挟み込み
や引っかかりを検知すると、安全のため
反対方向に作動します。（ P.118）

オートクロージャー：
●バックドアを半ドア状態まで閉めると、
自動的に全閉します。（ P.119）

ガレージモード：
●オート作動時にバックドアを途中までし
か開かなくすることができます。屋根の
低い場所で開閉するときなどに、天井に
バックドアがぶつからないように設定で
きます。（ P.119）

オート作動でバックドアが閉まるときは、
半ドア位置までバックドアが閉まると、
オートクロージャー機能で全閉します。
（ P.119）
オート作動の開始時にはブザーが鳴りま
す。

運転席スイッチによる開けかた・閉
めかた

開閉操作をするときは、バックドア周囲の
安全を確認してください。
●バックドア全閉時にスイッチを約1秒間
押すと、バックドアが自動的に開きま
す。
バックドアが施錠されているときは、
バックドアが解錠され自動的に開きま
す。

●バックドア全開時にスイッチを約1秒間
押すと、自動的に閉まります。

●オート作動中にスイッチを押すと、その
位置でオート作動を停止します。再度、
スイッチを約1秒間押すと作動していた
方向と反対の方向に動き、全開または全
閉して停止します。

シフトポジションが 以外のときは＜運転
席スイッチ＞による開操作は行えません。

 アドバイス
● バックドアを閉めるときは、ストラ
イカーに異物を挟まないようにして
ください。ストライカーやバックド
アのロックが破損し、バックドアが
閉まらなくなるおそれがあります。
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リモコンによる開けかた・閉めかた

●車に近づき、＜リモコンオートバックド
ア開閉スイッチ＞を約1秒以上押しま
す。

●オート作動中にスイッチを押すと、その
位置でオート作動を停止します。再度、
スイッチを約1秒以上押すと作動してい
た方向と反対の方向に動き、全開または
全閉して停止します。

●バックドアが施錠されていても作動しま
す。

●シフトポジションが 以外のとき、また
は走行可能表示灯が点灯しているときは
＜リモコンオートバックドア開閉スイッ
チ＞による開操作は行えません。

バックドアオープナースイッチによ
る開けかた

●バックドアが施錠時にインテリジェント
キーを携帯し、＜バックドアオープナー
スイッチ＞を押すとバックドアが自動的
に開きます。

●バックドアが施錠されていないときは、
キーを携帯していなくても＜バックドア
オープナースイッチ＞を押すとバックド
アが自動的に開きます。

●オート開作動中にスイッチを押すと、そ
の位置でオート作動を停止します。再
度、スイッチを押すと全閉して停止しま
す。

●シフトポジションが 以外のときは
＜バックドアオープナースイッチ＞によ
る開操作は行えません。

ハンズフリーセンサーによる開けか
た、閉めかた

●リヤバンパー下部のセンサーによって足
の動きを感知し、バックドアの開閉を自
動的に行います。

●インテリジェントキーを携帯し、リヤバ
ンパー下側に足先を入れてすぐに引くと
自動的に開閉します。
（リヤバンパーの下に足を入れたままに
していると作動しません。）

●施錠時は全ドアが同時に解錠し、バック
ドアが自動で全開します。
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●オート作動中に、足先を入れて引く動作
を行うと、その位置でオート作動を停止
します。再度、足先を入れて引く動作
を行うと、作動していた方向と反対の方
向に動き、全開または全閉して停止しま
す。

●ハンズフリーセンサー周辺が汚れている
場合は作動しない場合があります。きれ
いな布で拭いてください。
リモコンオートバックドアに関する注

意事項  (P.121)
●センサー周辺に水をかけると誤作動する
おそれがあります。

●ハンズフリーセンサーは、センサー中心
から左右に約400ｍｍずつの範囲を検知
します。

●シフトポジションが 以外のときはハン
ズフリーセンサーによる開操作は行えま
せん。

バックドアインナースイッチおよび
バックドアインナーロックスイッチ

による閉めかた

●バックドアが開いているとき、スイッチ
を押すと自動的に全閉します。

●オート閉作動中にスイッチを押すと、そ
の位置でオート作動を停止します。再
度、スイッチを押すと全開して停止しま
す。

●＜バックドアインナーロックスイッチ＞
を押すと、全ドアが施錠されバックドア
が全閉します。全閉したあとブザーが1
回鳴り、非常点滅表示灯が1回点滅しま
す。

●次の場合は＜バックドアインナーロック
スイッチ＞を押してもオート作動が開始
されません。
― バックドア以外のいずれかのドアが開
いているとき

― 走行可能表示灯が点灯しているとき

挟み込み防止機構について

●バックドアがオート作動中に、挟み込
み、引っ掛かりなどを感知すると、反
対方向に動きバックドアが停止します。

●バックドアがオート閉作動中にバックド
ア左右端部のタッチセンサーに触れる
と、反対方向に動きバックドアが停止し
ます。

 注意
● 手などを挟まないように十分注意す
る。
挟まれる物や挟まれかたによって
は、挟み込み防止機構が作動しない
場合があります。

 アドバイス
● バックドア左右端部のタッチセン
サーを傷つけないでください。
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オートクロージャーについて

オートクロージャーは、自動的にバックド
アを全閉させる機能です。
閉めるとき、半ドア状態まで閉めると自動
的に全閉します。

ガレージモードについて
バックドアを自動で開くとき、お好みの高
さでバックドアを止める機能です。

ガレージモードの設定のしかた

 アドバイス
タッチセンサーが切断されると、
オート（自動開閉）機能は作動し
なくなります。

● タッチセンサーが切断されたとき
は、安全のためにすみやかに日産販
売会社に連絡をしてください。

● 全開位置付近で挟み込みを感知する
と、バックドアは反転せずに停止す
ることがあります。

● 挟み込み防止機構が2回連続で作動
すると、バックドアがその場で停止
します。

● バックドアオート作動時に乗り降り
などで車両が揺れると、バックドア
が反転することがあります。

 注意
● バックドアを閉めるときは、バック
ドアや車体側に手を触れていたり、
ドアグリップを握ったりしない。ま
た、バックドアのふちやその周辺に
手をかけない。
手を挟まれてケガをするおそれがあ
ります。バックドアを閉めるとき
は、必ず外から押して閉めてくださ
い。

 アドバイス
● 次のような場合はオートクロー
ジャーが作動しません。アドバンス
ドドライブアシストディスプレイに
警告が表示されているときは、バッ
クドアを一旦開けてから閉め直して
ください。
― バックドアを開けて0.5秒以内に
閉めたとき

― ＜バックドアオープナースイッ
チ＞を押したあと、バックドアを
開けなかったとき

● 12Vバッテリーが弱っているとオー
トクロージャーが作動しないことが
あります。その場合は、手で強く
閉めるかe-POWERシステムを始動
してから閉め直してください。

● オートクロージャーの故障により
バックドアが閉まりきらないとき
は、バックドアを一旦開け、再度
手で閉めてください。

● 荷物の積みすぎなどによりオートク
ロージャーで閉めきれない状態を繰
り返すと、オートクロージャーが作
動しなくなります。そのときは日産
販売会社で点検を受けてください。

 注意
● バックドアの止まる位置を1/3以下
の高さに設定しない。
バックドアの止まる位置を1/3以下
に設定しても、自動的に1/3の高さ
に設定されます。設定した高さより
も開くため、思わぬケガや破損につ
ながるおそれがあります。
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1. セレクトレバーにある スイッチを
押し、シフトポジションを に切り
替えます。

2. 設定したい高さの位置までバックド
アを開け、＜バックドアインナース
イッチ＞を約3秒押し続けます。

3. ブザーが2回鳴れば設定完了です。 
オートで開くと、バックドアが設定
した高さで停止します。

ガレージモードの解除のしかた
1. セレクトレバーにある スイッチを

押し、シフトポジションを に切り
替えます。

2. 全開位置までバックドアを手動で開
けて、＜バックドアインナースイッ
チ＞を約3秒押し続けます。

3. ブザーが2回鳴れば解除完了です。

正常に作動しないとき
バックドアがオートで動かないときは、次
の内容を確認してください。
●連続作動後に動かないときは、バックド
アを約5分間以上作動させずに放置した
後、作動させます。

●バックドアが開いた状態のときは、一度
手動で閉めてから作動させます。

●バックドアが全閉位置から約150mm開
いた位置にあると、いずれのスイッチを
操作してもリモコンオートバックドアは
作動しません。リモコンオートバックド
アを作動させるには、手動でバックドア
を押して閉めてください。

● 12Vバッテリーが弱っている（電圧が
11V未満）と、バックドアがオート開

閉できないことがあります。その場合
は、e-POWERシステムを始動してから
作動させます。

●ヒューズが切れている場合はヒューズを
交換します。（ P.366）

●ヒューズが切れている場合はヒューズを
交換します。日産販売会社にご相談くだ
さい。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイの設定で［パワーバックドア］が
ONになっていることを確認してくださ
い。

●ハンズフリー機能を使うときは、インテ
リジェントキーを携帯しているか確認し
てください。

●ハンズフリー機能を使うときは、セン
サー位置および足の動かしかたが正しい
か確認してください。
ハンズフリーセンサーによる開けか

た、閉めかた  (P.117)
●ハンズフリー機能を使うときは、リヤバ
ンパーに足が接触しないようにしてくだ
さい。センサーが正しく機能しない場合
があります。

●ハンズフリー機能は電波塔付近などの電
波環境下では正常に作動しないことがあ
ります。その場合は＜バックドアオープ
ナースイッチ＞、＜バックドアインナー
スイッチ＞または＜バックドアインナー
ロックスイッチ＞を押して開閉してくだ
さい。

●ハンズフリーセンサーが作動しないとき
は、次の操作を確認します。
― ＜バックドアオープナースイッチ＞が
作動することを確認します。
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― 再度ハンズフリーセンサーの作動を確
認します。

― 作動しないときは、一度12Vバッテ
リーのマイナス端子を外してリセット
し、再度確認します。

上記操作を行っても作動しないときは、
日産販売会社にご相談ください。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ロック］⇒［keyエントリー］を
OFFにすると、＜バックドアオープ
ナースイッチ＞による解錠機能やハンズ
フリー機能もOFFになります。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
バックドアオープナースイッチによる

開けかた  (P.117)
ハンズフリーセンサーによる開けか

た、閉めかた  (P.117)

リモコンオートバックドアに関する
注意事項

 注意
● 確実に停車している状態で開閉操作
をする。

● 開閉操作をするときは、バックドア
周囲の安全を十分確認する。
バックドアに当たり、ケガをしたり
物を損傷したりするおそれがありま
す。

● 車が大きく傾いている状態ではオー
ト作動をしない。

● オート作動中にバックドアを押した
り引いたりしない。
反転して挟まれたり、バックドアに
当たりケガをしたりするおそれがあ
ります。

ハンズフリーセンサーについて
● 足以外でも、インテリジェントキー
を携帯したままハンズフリーセン
サーに物を近づけると、バックドア
が開閉することがあるため注意す
る。
ハンズフリーセンサーが反応して
バックドアが突然開閉し、思わぬケ
ガをするおそれがあります。

● 洗車、ワックス掛け、整備を行う
とき、ボディーカバーを付け外しす
るとき、ハンズフリーセンサー周り
に水を掛けるときなどは、アドバン
スドドライブアシストディスプレイ
の設定で［パワーバックドア］を
OFFにする。
ハンズフリーセンサーが反応して
バックドアが突然開閉し、思わぬケ
ガをするおそれがあります。

● バックドア付近にインテリジェント
キーを携帯した人がいた場合、キー
を携帯していない人がハンズフリー
センサーを使用して、バックドアを
開閉できる場合があるため注意す
る。
思わぬケガをするおそれがありま
す。

● マフラー付近で足を出し入れする場
合は、やけどしないように注意す
る。
マフラー付近は排気の熱で熱くなっ
ている場合があります。

● 坂道や未舗装路、凍結した路面など
で足を出し入れするときは注意す
る。
転んで思わぬケガをするおそれがあ
ります。

 アドバイス
● e-POWERシステム停止時に何回も
作動させないでください。バッテ
リーがあがりe-POWERシステムの
始動ができなくなります。

● オート作動中はe-POWERシステム
を始動させないでください。正常に
作動しなくなることがあります。

● 車を発進させるときは、バックドア
が全閉していることを確認してくだ
さい。閉作動中に発進すると、反
転して開き出すおそれがあります。

● 次の場合は、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイの設定で［パ
ワーバックドア］をOFFにしてく
ださい。
― バックドアが故障したとき
― バックドアを長時間開けたままに
するとき

― 洗車や整備を行うとき
― 手動で使用するとき
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●閉作動時、半ドア位置までバックドアが
閉まると、オートクロージャー機能で全
閉します。
オートクロージャーについて  

(P.119)
●オート作動の開始時にはブザーが鳴りま
す。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイの設定で［パワーバックドア］が
ONのとき、バックドアを開けたまま車
を動かすとブザーが鳴ります。（停車ま
たはバックドアを閉めると鳴り止みま
す。）

リモコンオートバックドアのON・
OFFのしかた

アドバンスドドライブアシストディスプレ
イで設定［ ］⇒［車両設定］⇒
［パワーバックドア］を選択すると、自
動開閉機能のON・OFFを切り替えること
ができます。
●オート作動は、アドバンスドドライブア
シストディスプレイの設定がONで、車
両が停止しているときに作動させること
ができます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイの設定で［パワーバックドア］を
OFFにしてもオートクロージャーは作動
します。

●オート作動中に作動可能条件が満たされ
なくなると、作動が停止しオート作動し
なくなることがあります。その場合、
作動可能条件を再度満たすとオート作動
させることができます。

● 12Vバッテリーが弱っている（電圧が
11V未満）ときは作動しません。

 アドバイス
● バックドア左右端部のタッチセン
サーを傷付けないようにしてくださ
い。センサーが切断されるとオート
で作動しなくなります。また、
オート閉作動中に切断されると、ド
アが作動停止します。その後のオー
ト閉作動もしません。

● 12Vバッテリーあがりなどでリモコ
ンオートバックドアへの電源供給が
断たれたときや、オート作動中に反
転作動（挟み込み防止機構を含む）
を連続して作動させたときは、正常
に作動しなくなることがあります。
その場合は、一旦手動でバックドア
を完全に閉めてください。

ハンズフリーセンサーについて
● 次のような使用環境では、ハンズフ
リーセンサーが反応せず、正常に作
動しない場合があります。
― 近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波やノイズを発生する
設備があるとき

― コインパーキングに駐車したとき
（車両検出用の電波の影響がある
ため）

― ゴム長靴など、電気を通しにくい
物を履いているとき

● 次のような足の動かしかたでは、ハ
ンズフリーセンサーが反応せず、正
常に作動しない場合があります。
― 検知範囲内に足を入れたままにし
ているとき

― 足を左右に動かしたとき
― 足の動かしかたが早すぎたとき

● ハンズフリーセンサー付近に、メッ
キ部品や金属部品などを貼ったり組
み付けたりしないでください。ハン
ズフリーセンサーが反応せず、正常
に作動しなくなるおそれがありま
す。

● 連続で開閉動作を行うと、安全装置
が働き一定時間自動開閉できなくな
ることがあります。その場合は、
少し時間をおいてから再度開閉して
ください。
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■ アドバンスドドライブアシストディス
プレイ設定の作動

※1：シフトポジションが 以外のときは
開作動しません。
※2：走行可能表示灯が点灯しているとき
は作動しません。
※3：＜バックドアインナーロックスイッ
チ＞を使用すると、全ドアが施錠されバッ
クドアが全閉します。

手動でのバックドアの開けかた・閉
めかた

●解錠されているときは、＜バックドア
オープナースイッチ＞を押し、バックド
アを持ち上げます。

●施錠されているときは、キー（インテ
リジェントキー）を携帯して＜バックド
アオープナースイッチ＞を押し、バック
ドアを持ち上げます。（ドアも同時に解
錠します。）

●＜バックドアオープナースイッチ＞を押
したまま、リモコンでドアを施錠・解
錠しないでください。故障の原因になり
ます。

●バックドアを引き下げ、半ドア状態まで
閉めると、自動的に全閉します。

後席リマインダー
後席リマインダーは、人や荷物を後席に置き
去りにしないように、運転者が降車する前に
お知らせする機能です。

後席リマインダーについて
●走行前に後席ドアを開閉すると、システ
ムがONになりアドバンスドドライブア
シストディスプレイにメッセージが表示
されます。
後席リマインダー作動開始表示  

(P.356)
●後席ドアを開閉してから10分以内に車両
を発進させると、走行後にシフトポジ
ションを に切り替えたとき、ブザーと
ともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。
後席リマインダー作動開始表示  

(P.356)
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［後席リマインダー］を選択する
と、後席リマインダーのON・OFFを
切り替えることができます。（工場出荷
時はOFFに設定されています。）
設定の詳細については、車両設定
（ P.90）をお読みください。

アドバンスドドラ
イブアシストディ
スプレイ設定

ON OFF

運転席スイッチに
よる開閉操作 作動※1 非作動

リモコンによる開
閉操作

作動※1、
2 非作動

バックドアオープ
ナースイッチによ
る開操作

作動※1 非作動

ハンズフリーセン
サーによる開閉操
作

作動※1 非作動

バックドアイン
ナースイッチおよ
びバックドアイン
ナーロックスイッ
チによる閉操作

作動※3 非作動

 知識
● 後席リマインダーは、後席ドアの開
閉状況に応じ、後席に人や荷物を置
き去りにする可能性がある場合にお
知らせする機能なので、後席に人や
荷物を乗せていなくても作動する場
合があります。

● 次の例のような状況では、後席リマ
インダーが作動しません。
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 知識
― 前席ドアのみを開閉し、車内で後
席に荷物などを置いた場合

― 走行後、シフトポジションを に
切り替えたあと、後席に人や荷物
を乗せた場合

― 後席ドアの開閉後に車両が走行し
なかった場合
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シート・ハンドルの調節

フロントシート

シートの調節のしかた（パワーシート）
125

 警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームにあ
たり、ケガをするおそれがありま
す。
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●ランバーサポートのモーターは、ラン
バーサポートがスイッチを押した方向に
完全に移動したあとでも、スイッチを押
している間は作動し続けます。

パーソナルドライビングポジション
メモリーシステム★の設定のしかた
●パーソナルドライビングポジションメモ
リーシステムは、パーソナルアシスタン
ト機能で認識されたユーザーの運転ポジ
ションを復帰させることができ、次のよ
うな機能があります。
― パーソナルアシスタント機能
― シートの退避・復帰機能
― パーソナルアシスタント連動メモリー
機能（ナビゲーションシステム装着
車）

― スイッチメモリー機能
●すべての機能は、シフトポジションが

のときに作動します。
● e-POWERシステム始動時は作動が一時
停止しますが、e-POWERシステム始動
後に再開します。

●次のいずれかの操作を行うと作動が停止
します。

― シフトポジションを 以外にしたとき
（シートの復帰機能は停止しませ
ん。）

― シートの調節スイッチを操作したとき
― ＜セットスイッチ＞、＜メモリース
イッチ＞のいずれかを押したとき

■ パーソナルアシスタント機能

あらかじめユーザー情報を登録しておく
と、インテリジェントキーを携帯して車両
へ乗り込んだとき、ユーザーを認識しま
す。
●パーソナルアシスタント機能の設定方法
ユーザー情報の登録、設定については、
別冊のナビゲーションシステム取扱説明
書をお読みください。

■ シートの退避・復帰機能

運転席シートが動き、乗り降りを楽にしま
す。
退避機能
＜パワースイッチ＞をOFFにして運転席ド
アを開けると、運転席シートが乗り降りし
やすい位置に動きます。
復帰機能
＜パワースイッチ＞をONにすると、運転
席シートが選択しているユーザーの設定し
た位置に戻ります。

■ パーソナルアシスタント連動メモリー
機能

次の手順でパーソナルアシスタント機能に
運転ポジション（シート位置、ドアミ
ラー位置★）を記憶することができます。

1. あらかじめユーザー登録の完了して
いるインテリジェントキーを携帯
し、＜パワースイッチ＞をONにし
ます。

2. 運転席のシート位置、ドアミラー位
置を調節し、＜パワースイッチ＞を
OFFにします。

次回から、インテリジェントキーを携帯し
て＜パワースイッチ＞をONにすると、記
憶した運転ポジション（シート位置、ド
アミラー位置★）を呼び出します。
●パーソナルアシスタント機能には運転ポ
ジション以外（ナビゲーションシステ
ム★など）の設定も記憶されます。

■ スイッチメモリー機能

2名分の運転ポジション（シート位置、
ドアミラー位置★）をスイッチに記憶さ
せ、呼び出すことができます。

 アドバイス
● 助手席にお子さまや小柄な方を乗せ
たり、クッションなどを使用したり
すると、シートベルトリマインダー
が正常に作動しなくなるおそれがあ
ります。
シートベルト非着用警報（シー

トベルトリマインダー）  (P.332)
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記憶のしかた
1. 正しい運転姿勢が取れる運転ポジ

ションに調節します。
シートの調節のしかた（パワー

シート）  (P.125)

ドアミラーの角度調節のしかた  
(P.142)

2. ＜セットスイッチ＞を押し、押して
から5秒以内に記憶させたい方の
＜メモリースイッチ＞を押します。
記憶が完了すると、ブザーが鳴ると
ともに記憶させたスイッチの表示灯
が5秒間点灯します。

呼び出しかた
シフトポジションを にします。
記憶を呼び出したい方の＜メモリースイッ
チ＞を押します。
呼び出し中はスイッチの表示灯が点滅し、
完了すると約5秒間点灯します。
●パーソナルアシスタント機能で記憶した
運転ポジションとは別にスイッチに記憶
されます。

●運転ポジション以外の設定はスイッチに
記憶しません。

●＜セットスイッチ＞を押したとき、記憶
されていると約5秒間表示灯が点灯しま
す。

●状況により、＜メモリースイッチ＞を押
してから呼び出しが開始するまで数秒か
かることがあります。

■ 退避・復帰の設定の切り替えかた

シートの退避・復帰機能の作動・非作動
を切り替えることができます。

1. ＜パワースイッチ＞をOFFにしま
す。

2. ＜セットスイッチ＞を10秒以上押し
続け、作動と非作動を切り替えま
す。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで次の操作をすると、シートの退
避・復帰機能の設定を切り替えることが
できます。
設定［ ］⇒［車両設定］⇒［運
転姿勢］⇒［降車時シート退避］
詳しくは、（ P.90）をお読みくださ
い。
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シートの調節のしかた（マニュアルシート）
  警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固
定されたことを確認する。
固定されていないと突然運転姿勢が
変わり、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

● 背もたれと背中の間にクッションな
どを入れない。
運転姿勢が不安定になり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれの角度を調節するときは、
背もたれを支えながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをす
るおそれがあります。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
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ヘッドレストの調節のしかた

ヘッドレストの中心が、耳の高さになる位
置に調節します。
●高くするときは、ヘッドレストを引き上
げます。

●低くするときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを下げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた

●取り外すときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを引き上げます。

●取り付けるときは、ボタンを押しながら
ヘッドレストを差し込みます。

 注意
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームにあ
たり、ケガをするおそれがありま
す。

 警告
● ヘッドレストを外したまま走行しな
い。
万一のとき、頭部への衝撃を防ぐこ
とができなくなり、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

 注意
● ヘッドレストを取り付けるときは、
前後の向きを間違えない。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。

● ヘッドレストを取り付けたあとは、
ヘッドレストを持ち上げ、抜け出さ
ないことを確認する。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。
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セカンドシート（2列車）

シートの調節のしかた

 警告

● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固
定されたことを確認する。
固定されていないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれの角度を調節するときは、
背もたれを支えながら調節する。
顔や身体にあたり、思わぬケガをす
るおそれがあります。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームに当
たり、ケガをするおそれがありま
す。
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シートの折りたたみかた

1. シートベルトが外れていることを確
認してからシートベルトをクリップ
で留めます。

2. レバーを引いて、背もたれを倒しま
す。

3. 元に戻すときは、背もたれを起こ
し、手で後方に押し付けてロックし
ます。

ヘッドレストの使いかた

 警告
● シートは必ず固定する位置で使用す
る。

 注意
● シートを折りたたんだとき、折りた
たんだ背もたれの上に乗らない。
シートを損傷したり、転んだりして
思わぬケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれを起こすときは、背もたれ
を手で押さえ、ゆっくり戻す。
急に戻すと顔や身体などに当たり、
思わぬケガをするおそれがありま
す。

 アドバイス
● 物や飲物などを置いたままシートを
折りたたむと、物を壊したり車室内
を汚すおそれがあります。シートを
倒すときは十分に注意してくださ
い。

● ラゲッジルーム（荷室）に荷物を
積むときは、シートベルトに傷を付
けないように注意してください。

● フロントシートに当たりシートが折
りたためないときは、ヘッドレスト
を格納するか、フロントシートの前
後位置を調節してください。

 注意
● ヘッドレストを取り付けるときは、
前後の向きを間違えない。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。

● ヘッドレストを取り付けたあとは、
ヘッドレストを持ち上げ、抜け出さ
ないことを確認する。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。
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セカンドシート左右席
●ヘッドレストの中心が耳の高さになるよ
うに調節します。耳の高さにならない場
合は、1段上のロックする位置まで上げ
て使います。
― 高くするときは、ヘッドレストを引
き上げます。

― 低くするときは、ボタンを押しなが
らヘッドレストを下げます。

セカンドシート中央席
●ヘッドレストは、格納位置からロックす
る位置まで上げた状態で使います。
― 上げるときは、そのままヘッドレス
トを引き上げます。

― 下げるときは、ボタンを押しながら
下げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた

●脱着のしかたは、フロントシートと同じ
です。
ヘッドレストの調節のしかた  

(P.129)

アームレストの使いかた

●中央席にあるストラップを引いて、アー
ムレストを前に倒します。

●元に戻すときは、アームレストを起こし
ます。

 注意
● セカンドシート中央席のヘッドレス
トは、ロックする位置まで上げ、
確実に固定されていることを確認す
る。

格納状態では機能が十分に発揮できませ
ん。

 アドバイス
● セカンドシートのヘッドレストは、
格納状態では機能が十分に発揮でき
ません。
ロックする位置まで上げ、確実に固
定されていることを確認してくださ
い。
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セカンドシート（3列車）

シートの調節のしかた
133

 警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固
定されたことを確認する。
固定されていないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれの角度を調節するときは、
背もたれを支えながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをす
るおそれがあります。

● シートの下に手を入れるときは注意
する。
車室内を清掃するときやシートの下
に落としたものを拾うときなどは、
シートレールやシートフレームに当
たり、ケガをするおそれがありま
す。
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サードシートへの乗り降り（ウォー
クイン機構）

1. リクライニングレバーを引いて、背
もたれが止まるところまで傾けま
す。

2. シートを前方にスライドさせます。

3. 戻すときは、シートを後方にスライ
ドさせたあと、背もたれを起こして
固定します。

シートの折りたたみかた

 注意
● ウォークイン機構を作動させるとき
は背もたれを手で押さえ、ゆっくり
作動させる。
急に背もたれが倒れたりシートがス
ライドすると、顔や身体などに当
たったり、手や足を挟んだりして思
わぬケガをするおそれがあります。

 アドバイス
● シートを倒すときは十分に注意して
ください。物や飲物などを置いたま
まウォークイン機構を作動させない
でください。物を壊したり車室内を
汚すおそれがあります。

 警告
● シートは必ず固定する位置で使用す
る。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

 注意
● シートを折りたたんだとき、折りた
たんだ背もたれの上に乗らない。
シートを損傷したり、転んだりして
思わぬケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれを起こすときは、背もたれ
を手で押さえ、ゆっくり戻す。
急に戻すと顔や身体などに当たり、
思わぬケガをするおそれがありま
す。

 アドバイス
● 物や飲物などを置いたままシートを
折りたたむと、物を壊したり車室内
を汚すおそれがあります。シートを
倒すときは十分に注意してくださ
い。

● フロントシートに当たりシートが折
りたためないときは、ヘッドレスト
を格納するか、フロントシートの前
後位置を調節してください。
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1. シートベルトが外れていることを確
認してからシートベルトをクリップ
で留めます。

2. ストラップを横に引いて、背もたれ
を倒します。

3. 元に戻すときは、背もたれを起こし
ます。

ヘッドレストの使いかた

セカンドシート左右席
●ヘッドレストの中心が耳の高さになるよ
うに調節します。耳の高さにならない場
合は、1段上のロックする位置まで上げ
て使います。
― 高くするときは、ヘッドレストを引
き上げます。

― 低くするときは、ボタンを押しなが
らヘッドレストを下げます。

セカンドシート中央席
●ヘッドレストは、格納位置からロックす
る位置まで上げた状態で使います。
― 上げるときは、そのままヘッドレス
トを引き上げます。

― 下げるときは、ボタンを押しながら
下げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた

●脱着のしかたは、フロントシートと同じ
です。
ヘッドレストの調節のしかた  

(P.129)

 注意
● ヘッドレストを取り付けるときは、
前後の向きを間違えない。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。

● ヘッドレストを取り付けたあとは、
ヘッドレストを持ち上げ、抜け出さ
ないことを確認する。
万一のとき、ヘッドレストが効果を
十分に発揮せず、思わぬケガをする
おそれがあります。

● セカンドシート中央席のヘッドレス
トは、ロックする位置まで上げ、
確実に固定されていることを確認す
る。

格納状態では機能が十分に発揮でき
ません。
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アームレストの使いかた

●セカンドシート中央席にあるストラップ
を引いて、アームレストを前に倒しま
す。

●元に戻すときは、アームレストを起こし
ます。
サードシート★

シートの調節のしかた
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シートの折りたたみかた

1. ヘッドレストを一番下に下げます。
ヘッドレストの使いかた  

(P.138)

2. ストラップを引いたまま、背もたれ
を前に倒します。

 警告
● シートは必ず走行前に調節する。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 背もたれを必要以上に倒したまま走
行しない。
シートベルトが効果を十分に発揮せ
ず、衝突時などに重大な傷害を受け
るおそれがあります。

● シートを調節したあとは、確実に固
定されたことを確認する。
固定されていないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 注意
● シートを調節するときは、動いてい
る部分に手や足などを近づけない。
挟まれてケガをするおそれがありま
す。

● 背もたれの角度を調節するときは、
背もたれを支えながら調節する。
顔や身体に当たり、思わぬケガをす
るおそれがあります。

 アドバイス
● サードシートに乗車するときは、セ
カンドシートのスライド位置を一番
後ろから1段以上前の位置にしてく
ださい。

 警告
● シートを元の位置に戻したときは、
確実に固定されたことを確認する。

 注意
● シートを倒すときは十分に注意す
る。
シートに人が乗っていたり、物や飲
物などを置いたまま操作を行うと、
ケガをしたり、物を壊したり、車
室内を汚すおそれがあります。特に
ストラップで背もたれを倒すとき
は、シートで前方が見えにくいため
注意してください。

 アドバイス
● ラゲッジルームから背もたれを元に
戻すときは、ストラップを引いて起
こすこともできます。
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3. 元に戻すときは、背もたれをロック
する位置まで戻してから、ストラッ
プを引いて背もたれの角度を調節し
ます。

ヘッドレストの使いかた

●ヘッドレストは、格納位置からロックす
る位置まで上げた状態で使います。
― 上げるときは、そのままヘッドレス
トを引き上げます。

― 下げるときは、ボタンを押しながら
下げます。

■ ヘッドレストの外しかた、付けかた

●ヘッドレストの脱着のしかたは、フロン
トシートと同じです。
ヘッドレストの調節のしかた  

(P.129)

ハンドル
適切な運転姿勢で無理なくハンドルを握れる
ように、ハンドル位置を調節します。

ハンドル位置の調節のしかた

●ハンドル左下のレバーを押し下げ、ハン
ドルを前後・上下に動かします。

●適切な位置で止め、レバーを引き上げて
固定します。

ホーンの鳴らしかた

ホーンを鳴らすには、ハンドル中央のパッ
ド面を押します。

 注意
● ヘッドレストはロックする位置まで
上げ、確実に固定されていることを
確認してから使用する。
格納状態では機能が十分に発揮でき
ません。

 警告
● ハンドルの調節は、必ず走行前に行
う。
走行中に調節すると、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

● 調節したあとは、確実に固定された
ことを確認する。
ハンドル位置が固定されていないと
突然運転姿勢が変わり、思わぬ事故
につながるおそれがあります。
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ミラーの調節

インテリジェント ルームミラー
乗員、ヘッドレスト、積載物などでさえぎられがちなルームミラーの後方視界をクリアに保ち
ます。車室内の状況に関わらず、車両後方にあるカメラの画像をルームミラーに映し出しま
す。ON・OFF切り替えレバーでミラー状態とモニター表示状態を切り替えることができます。

インテリジェント ルームミラーの使いかた
139

＜Menuボタン＞：調節する項目を表示
＜ ボタン＞・＜ ボタン＞：項目選択
および調節
＜ ボタン＞：決定

■ ルームミラーモード

●ミラーとして使用します。

■ インテリジェント ルームミラーモード

モニターとして使用します。
（インテリジェント ルームミラーモードの
ときは、 が表示されます）
1. ＜パワースイッチ＞をONにしま

す。
2. インテリジェント ルームミラーの

ON・OFF切り替えレバーを手前に
引きます。（作動表示灯が点灯）

3. インテリジェント ルームミラーモー
ドに切り替わり、モニターに車両後
方の画像が表示されます。
インテリジェント ルームミラーの
ON・OFF切り替えレバーを車両前
方側へ倒すと、モニター画面が
OFFになり、ルームミラーモード
として使用できます。

●周囲の明るさにより見づらかったり、眩
しく感じたりしたときはインテリジェン
ト ルームミラーモードをOFFにし、
ルームミラーモードでご使用ください。
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インテリジェント ルームミラーの画
質調節

インテリジェント ルームミラーモードのと
きに、モニター画像の各種調節ができま
す。
＜Menuボタン＞を押すと調節できる項目
が表示されます。＜ ボタン＞・＜ ボ
タン＞で選択し、＜ ボタン＞で調節する
項目を決定します。

■ Brightness（明るさ）

モニター画像の明るさを調節します。
（周囲の明るさにより、画面の明るさが調
節できなくなる場合があります。）
●＜ ボタン＞を押すと、画面が暗くなり
ます。

●＜ ボタン＞を押すと、画面が明るくな
ります。

●調節幅： -8 （暗い） ～+8 （明るい）

■ Down/Up（下／上）

モニター画像の上下位置を調節します。
●＜ ボタン＞を押すと、画像が下に移動
します。

●＜ ボタン＞を押すと、画像が上に移動
します。

●調節幅：-8（下方向）～+8（上方
向）

■ Left/Right（左／右）

モニター画像の左右位置を調節します。
●＜ ボタン＞を押すと、画像が左に移動
します。

●＜ ボタン＞を押すと、画像が右に移動
します。

●調節幅：-8（左）～+8（右）

■ Rotation（回転）

モニター画像位置の回転調節をします。
●＜ ボタン＞を押すと、画像が左に回転
します。

●＜ ボタン＞を押すと、画像が右に回転
します。

●調節幅：-8（左回り）～+8（右回
り）

■ Indication（インジケーター）

モニター文字表示の表示・非表示を設定し
ます。
●＜ ボタン＞を押すと、モニター文字表
示が非表示になります。

●＜ ボタン＞を押すと、モニター文字表
示が表示されます。

■ Language（言語）

表示させる言語を切り替えます。
●＜ ボタン＞・＜ ボタン＞で選択し、
＜ ボタン＞で決定します。

■ Switch Backlight（スイッチ照明）

スイッチの照明のON・OFFを設定しま
す。
●＜ ボタン＞を押すと、スイッチの照明
がOFFになります。

●＜ ボタン＞を押すと、スイッチの照明
がONになります。

■ License（ライセンス）

ライセンス情報が表示されます。

インテリジェント ルームミラー使用
時の注意事項

 警告
● 走行前に、ルームミラーの調節を必
ず行う。
ルームミラーモード（ミラー状態）
にして正しい姿勢で運転席に座り、
後方がよく見える位置に調節してく
ださい。調節をしないで運転を始め
ると、インテリジェント ルームミ
ラーモード（モニター表示状態）
にしたときにミラーの反射でモニ
ターが見えにくくなる場合がありま
す。
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●走行可能表示灯が消灯時に長時間使用す
ると12Vバッテリーあがりのおそれがあ
ります。

●無線機のアンテナをインテリジェント 
ルームミラー近くに取り付けないでくだ
さい。無線機の電波により、インテリ
ジェント ルームミラーの映像に乱れが出
ることがあります。

●ボタンを強く押しすぎたり、レバーを強
く操作したりすると故障の原因となりま
す。また、ミラー本体が落下するおそ
れがあります。

●ミラーを上下20度、左右30度以上回転
させないでください。配線が断線するお
それがあります。

●ミラー本体に強い衝撃を与えないでくだ
さい。故障の原因となります。

●車両後方についているカメラやカメラカ
バーに無理な力をかけないでください。
カメラが外れたり、故障したりするおそ
れがあります。

●外部光による影響でモニターが見えにく
いときは、ルームミラーモード（ミ
ラー状態）にして使用してください。

● LED光源を使用した照明の一部が映った
場合、画面がちらつく場合があります
が、故障ではありません。

●外部環境の乱反射により、画面がちらつ
く場合がありますが、故障ではありませ
ん。

●すばやい動きにはモニター表示が追従で
きない場合がありますが、故障ではあり
ません。

●ルームミラーとは後方の見えかたが異な
ります。インテリジェント ルームミ
ラーの機能を過信せず、直接後方を確認
するなど、責任のある運転を心がけてく
ださい。

●モニターの明るさを明るく調節しすぎる
と、運転中に目が疲れることがありま
す。明るさを適切に調節してください。

●雨天時はリヤワイパーを併用してくださ
い。リヤワイパーを併用してもカメラ映
像が不鮮明の場合、リヤワイパーゴムの
劣化を確認してください。

●リヤワイパー使用中は、カメラ前をリヤ
ワイパーが通過した際に、画面がちらつ
くように見える場合がありますが、故障
ではありません。

●カメラ映像が不鮮明な場合は、インテリ
ジェント ルームミラーカメラ前面のバッ
クドアガラスを清掃してください。清掃
してもカメラ映像が不鮮明な場合は、ガ
ラス面に油膜が付いているおそれがあり
ます。油膜取りを使用して清掃してくだ
さい。
インテリジェント ルームミラーのお手

入れ  (P.392)

 警告
● インテリジェント ルームミラーモー
ドのときに作動表示灯が消灯した
ら、すみやかにルームミラーモード
に切り替える。
再度インテリジェント ルームミラー
にしても点灯しない場合、システム
の異常が考えられます。日産販売会
社にご相談ください。

● あらかじめ死角範囲を確認する。
インテリジェント ルームミラーには
死角があります。システムを過信せ
ず、安全運転を心がけてください。

● ミラー本体やカメラ、配線を分解し
たり改造したりしない。
異臭がする、煙が出るなどした場合
は、ただちに使用を中止し日産販売
会社にご相談ください。

● 走行中に操作しない。
走行中に操作を行うと、前方不注意
となり思わぬ事故につながるおそれ
があります。

● ミラー本体、カメラ、配線類には
タバコなどの火気を近づけない。
破損や車両火災の原因となります。

 注意
● モニターを凝視しない。
― 前方不注意となり思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

― 同乗者が凝視すると、車酔いを起
こすおそれがあります。

● 太陽や後方車両のヘッドランプなど
の強い光源がカメラに入ると、イン
テリジェント ルームミラーのモニ
ターに光のスジが入ったり、明るい
光源がモニター上に広がったりする
場合があります。その際には、必
要に応じてルームミラーモードに戻
してご使用ください。
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●バックドアガラスがくもった場合は、リ
ヤデフォッガーを使用し、バックドアガ
ラスのくもりを取ってください。くもり
が完全に取れるまではルームミラーモー
ドで使用してください。

●インテリジェント ルームミラーのモニ
ターが熱を帯び、高温になることがあり
ますが、故障ではありません。

●遠いものや暗いときは色が認識しにくい
ことがありますが、故障ではありませ
ん。

●インテリジェント ルームミラーのお手入
れについては（ P.392）をお読みく
ださい。

●体調などによりインテリジェント ルーム
ミラーモードの映像に焦点が合うまでに
時間を要する場合があります。

●インテリジェント ルームミラーの前方を
ふさがないでください。モニターの明る
さ調整やカメラ映像の切り替えができな
いことがあります。

●インテリジェント ルームミラーモードの
とき、インテリジェント ルームミラー
が高温になると明るさが低下したり、映
像が表示されなかったりする場合があり
ます。

●インテリジェント ルームミラーモードの
とき、インテリジェント ルームミラー
が低温になるとカメラ映像が遅れること
があります。

ドアミラー
＜パワースイッチ＞がONまたはOFFでACC
状態のときに操作できます。

ACC状態については、オートACC機能
（ P.168）をお読みください。

ドアミラーの注意事項

ドアミラーの角度調節のしかた

●調節したいミラー側の＜左右切り替えス
イッチ＞を押します。
（スイッチの表示灯が点灯）

●＜角度調節スイッチ＞を前後左右に押し
て、鏡面角度を調節します。

 警告
● ミラーの調節は、必ず走行前に行
う。
走行中にミラーを調節すると、前方
不注意となり思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 注意
● ミラーが動いているときは手を触れ
ない。
手を挟む、またはミラーが故障する
おそれがあります。

● ミラーを格納したまま走行しない。
後方確認ができないため危険です。
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ドアミラーの格納のしかた

●＜格納スイッチ＞を押すと、左右のミ
ラーが格納されます。

●＜格納スイッチ＞をもう一度押すと、元
の位置に戻ります。

●スイッチ操作を連続して行うと、途中で
停止することがありますが、故障ではあ
りません。しばらくしてから作動させて
ください。

●手動で開閉すると＜パワースイッチ＞を
ONにしたとき、＜格納スイッチ＞の位
置によりミラーが動き出すことがありま
す。

●手動でミラーを開閉しないでください。
手動で開閉すると、走行中にミラーが規
定位置より前方または後方に倒れ、後方
確認ができなくなるおそれがあります。
手動で開閉してしまったときは、走行前
に＜格納スイッチ＞で開閉操作を行って
ください。

ドアロック連動格納機能について
ドアの施錠に連動させ、ミラーを格納する
ことができます。
●リモコンまたは、ドアハンドルのセン
サーで施錠すると、左右のミラーが格納
されます。

●＜パワースイッチ＞をONにすると、左
右のミラーが開きます。（アドバンスド
ドライブアシストディスプレイで、＜パ
ワースイッチ＞をONにすると左右のミ
ラーが開く設定に変更できます）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ドアミラー］を選択すると、ドア
ロック連動格納機能の設定を変更するこ
とができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.64）または（ P.90）をお読
みください。

ドアミラーヒーターの使いかた
＜パワースイッチ＞がONのとき、＜リヤ
ウインドーデフォッガースイッチ＞
（ P.361）を押すと、ドアミラーに内
蔵されたヒーターが作動し霜やくもりが取
れます。

リバース連動下向ドアミラー★
シフトポジションを にすると（後退
時）、ドアミラーの角度が設定した位置を
映すように作動します。
1. ＜パワースイッチ＞をONにし、

＜左右切り替えスイッチ＞の左右ど
ちらかを押します。

2. シフトポジションを にします。
3. ドアミラーが下向きに作動します。
●下向きになったドアミラーの角度を調節
するときは次の操作をしてください。調
節したミラー位置が設定されます。

1. 調節したいミラー側の＜左右切り替
えスイッチ＞を押します。（スイッ
チの表示灯が点灯）

2. ＜角度調節スイッチ＞を前後左右に
押して、鏡面角度を調節します。

3. シフトポジションを または にし
ます。

●次のいずれかの状態になると、元の角度
に戻ります。
― シフトポジションを 以外にする
― ＜左右切り替えスイッチ＞を中立位置
にする

― ＜パワースイッチ＞をON以外にする
― 車速が約10km/h以上になる

●使用している鏡面角度によっては、リ
バース時に鏡面が作動範囲まで動いたあ
とも動こうとしますが異常ではありませ
ん。
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窓ガラスの開閉

パワーウインドー
＜パワースイッチ＞がONのときに操作できま
す。

パワーウインドーの注意事項

パワーウインドーの開けかた、閉め
かた

運転席のスイッチで、各席の窓ガラスの開
閉ができます。助手席のスイッチおよび後
席のスイッチでは自席の窓ガラスの開閉が
できます。

■ 開けるには

●スイッチを軽く押すと、押している間だ
け開きます。

■ 閉めるには

●スイッチを軽く引き上げると、引き上げ
ている間だけ閉まります。

■ 自動開閉するには

窓ガラスはワンタッチで自動開閉できま
す。
●スイッチを強く押すと全開します。
●スイッチを強く引き上げると全閉しま
す。

●途中で止めたいときは、スイッチを操作
した反対側に軽く押すか引き上げます。

 警告
● 乗員の操作を含めすべての窓ガラス
開閉操作は運転者に責任があるた
め、次のことを必ず守る。
― 走行中は顔や腕、物などを車外に
出さないでください。車外の物に
当たったり、急ブレーキ時に重大
な傷害につながったりするおそれ
があります。

― 窓ガラスを開閉するときは、窓か
ら手や顔などを出したり、故意に
挟み込み防止機構を働かせたりし
ないでください。手や顔、腕な
どを窓ガラスに挟まれたり巻き込
まれたりすると、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

― お子さまにはパワーウインドーを
操作させないでください。重大な
傷害につながるおそれがあるた
め、＜パワーウインドーロックス
イッチ＞を押し込んでください。

― 窓ガラスを開閉するときはお子さ
まに声をかけ、手や腕などが窓ガ
ラス付近にないことを確認してか
ら操作を行ってください。

― 車から離れるときは＜パワース
イッチ＞をOFFにし、キーとお
子さまを車室内に残さないでくだ
さい。いたずらなどの誤った操作
によって思わぬ事故につながるお
それがあります。

 注意
● 指などを挟まれないように注意す
る。
窓ガラスには挟み込み防止機構があ
りますが、窓ガラスを確実に閉める
ため、閉め切る直前の部分では挟み
込みを感知できない領域がありま
す。
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■ 開閉操作をロックするには

お子さまが誤って窓ガラスを開閉すること
を防止できます。
●＜パワーウインドーロックスイッチ＞を
押すと、運転席以外の窓ガラスの開閉が
できなくなります。

●スイッチをもう一度押すとロックが解除
されます。

■ キーOFF後作動機構

●窓ガラスは、＜パワースイッチ＞を
OFFにしたあとでも、約45秒間は開閉
することができます。ただし、その約
45秒間に運転席ドアまたは助手席ドアを
開けると、窓ガラスの開閉はできなくな
ります。

挟み込み防止機構

●窓ガラスを閉めているとき、車体と窓ガ
ラスの間に異物が挟まると、窓ガラスの
上昇が停止し、自動で少し開きます。

●環境や走行条件により、異物を挟んだと
きと同じような衝撃や荷重が窓ガラスに

加わると挟み込み防止機構が作動するこ
とがあります。

●故障などで挟み込み防止機構が作動して
しまい、窓ガラスを閉めることができな
いときは、次の手順で挟み込み防止機構
を解除して、窓ガラスを閉めてくださ
い。
挟み込み防止機構が作動するまでスイッ

チを引き上げます。
の手順を2回繰り返します。
スイッチを引き続けて窓ガラスを閉めま

す。
●挟み込み防止機構の解除は次の場合に終
了し、通常の作動に戻ります。
― 一定時間（約10秒）経過する
― 窓ガラスを全閉する

正常に作動しないとき
●初期設定を行うときは、ドアを閉めて操
作してください。

窓ガラスのワンタッチ開閉、挟み込み防止
機構、キーOFF後作動機構が正常に作動
しないときは、次の操作を行い初期設定し
てください。
＜パワースイッチ＞をONにします。
運転席のスイッチを引き続けて運転席窓
ガラスを全閉にしたあと、スイッチから手
を離します。※1
運転席のスイッチを5秒以上引き続けま

す。※2
運転席のスイッチを押し続けて運転席窓
ガラスを全開にしたあと、スイッチから手
を離します。

運転席のスイッチを5秒以上押し続けま
す。※2
運転席窓ガラスが全閉するまで、運転席
のスイッチを引き続けます。
運転席窓ガラスを自動開閉させて、正常
に作動することを確認します。
※1：全閉になる前に窓ガラスが停止した
場合は、スイッチから手を離し、再度ス
イッチを引き続けて全閉にしてください。
※2：約5秒以上スイッチを引き続ける、
または押し続けると再度運転席窓ガラスが
動きます。
●初期設定にしても正常に作動しない場合
は早めに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

パノラミックガラスルーフ★
＜パワースイッチ＞がONのときに操作できま
す。

パノラミックガラスルーフについて
●パノラミックガラスルーフには、次の機
能があります。
― サンシェードの開けかた、閉めか
た  (P.146)

― ガラスルーフのチルトアップのしか
た  (P.146)

― ガラスルーフの開けかた、閉めか
た  (P.146)

 警告
● 窓ガラスを閉める前に乗員の手や顔
などが窓から出ていないことを確認
する。
挟み込み防止機構を解除すると、自
動開作動と挟み込み防止機構が作動
しません。確認せずに窓ガラスを閉
めると重大な傷害につながるおそれ
があります。
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サンシェードの開けかた、閉めかた

■ 開けるには

●＜シェードスイッチ＞を車両後方にスラ
イドさせると、サンシェードが半分まで
開きます。再度＜シェードスイッチ＞を
車両後方にスライドさせると、全開しま
す。

■ 閉めるには

●サンシェードが全開のときに＜シェード
スイッチ＞を車両前方にスライドさせる
と、サンシェードが半分まで閉まりま
す。再度＜シェードスイッチ＞を車両前
方にスライドさせると、全閉します。

●ガラスルーフが全開のときに＜シェード
スイッチ＞を車両前方にスライドさせる
と、サンシェードが半分まで閉まりま
す。
＜ガラススイッチ＞を車両前方にスライ
ドさせてガラスルーフを閉めてから

＜シェードスイッチ＞を車両前方にスラ
イドさせます。

●途中で止めたいときは、＜シェードス
イッチ＞または＜ガラススイッチ＞をス
ライドさせます。

ガラスルーフのチルトアップのしか
た

■ チルトアップするには

●＜ガラススイッチ＞を上に押すと、チル
トアップします。
（サンシェードが閉じているときは、サ
ンシェードが開いてからチルトアップし
ます。）

●ガラスルーフが開いているときは、＜ガ
ラススイッチ＞を車両前方にスライドさ
せてガラスルーフを閉めてから＜ガラス
スイッチ＞を上に押すと、チルトアップ
します。

■ チルトダウンするには

●＜ガラススイッチ＞を前方にスライドさ
せると、チルトダウンします。

ガラスルーフの開けかた、閉めかた

■ 開けるには

●＜ガラススイッチ＞を車両後方にスライ
ドさせると、コンフォートモード位置ま
で開きます。（サンシェードが閉じてい
るときはサンシェードが開いてから開き
ます。）

●コンフォートモード位置から、さらに
＜ガラススイッチ＞を車両後方にスライ
ドさせると全開します。

■ 閉めるには

●＜ガラススイッチ＞を車両前方にスライ
ドさせると、全閉位置まで閉まります。
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●途中で止めたいときは、＜シェードス
イッチ＞または＜ガラススイッチ＞をス
ライドさせます。

■ コンフォートモード

●パノラミックガラスルーフを開けたまま
走行するときの位置です。
パノラミックガラスルーフを全開にして
走行すると、風切音が大きくなる場合が
あります。走行するときは、コン
フォートモードの位置でご使用くださ
い。

挟み込み防止機構

●自動でガラスルーフを閉めるときに、車
体とガラスルーフの間に異物の挟み込み
を感知すると、ガラスルーフが停止し、
自動で開き始めます。

●環境や走行条件により、異物を挟んだと
きと同じような衝撃や荷重がガラスルー
フに加わると、挟み込み防止機構が作動
することがあります。

パノラミックガラスルーフの注意事
項

 アドバイス
● 故障などで挟み込み防止機構が作動
してしまい、ガラスルーフを自動で
閉めることができないときは、＜ガ
ラススイッチ＞を車両前方に繰り返
しスライドさせて閉めてください。

 警告
● 乗員の操作を含めすべてのガラス
ルーフやサンシェード開閉操作は運
転者に責任があるため、次のことを
必ず守る。
― 走行中は顔や腕、物などを車外に
出さないでください。車外の物に
当たったり、急ブレーキ時に重大
な傷害につながるおそれがありま
す。

― 閉めるときは、ガラスルーフから
手や顔などを出していないことを
確認してください。手や顔などを
ガラスルーフやサンシェードに挟
むと、重大な傷害につながるおそ
れがあります。

― お子さまには操作させないでくだ
さい。お子さまの誤った操作によ
り事故につながるおそれがありま
す。お子さまや他の人がガラス
ルーフやサンシェードに挟まれ重
大な傷害につながるおそれがあり
ます。

― 車から離れるときは＜パワース
イッチ＞をOFFにし、キーとお
子さまを車室内に残さないでくだ
さい。いたずらなどの誤った操作
によって思わぬ事故につながるお
それがあります。

― 故意に挟み込み防止機構を働かせ
ないでください。万一、手や顔
などをガラスルーフやサンシェー
ドに挟むと、重大な傷害につなが
るおそれがあります。

― インテリジェントキーでガラス
ルーフやサンシェードを操作する
機能が有るときは、ガラスルーフ
から手や顔などを出していないこ
とを確認してください。お子さま
や他の人が挟まれ重大な傷害につ
ながるおそれがあります。また、
お子さまにはインテリジェント
キーによる操作をさせないでくだ
さい。

 注意
● 指などを挟まれないように注意す
る。
ガラスルーフには挟み込み防止機構
がありますが、確実に閉めるため、
閉め切る直前の部分では挟み込みを
感知できない領域があります。

● 運転中はパノラミックガラスルーフ
の開閉操作を行わない。
前方不注意となり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。操作は信
号待ちなどの停車中に行ってくださ
い。

● ルーフに水や雪などがあるときは開
けない。
突然の水や雪に驚き、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
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 アドバイス
● 開口部に腰を掛けたり、荷物を載せ
たりするなど、大きな力を掛けない
でください。ルーフが変形するおそ
れがあります。

● 車から離れるときや洗車するとき
は、盗難や故障などを防ぐためパノ
ラミックガラスルーフを必ず閉めて
ください。

● 正常に作動しないときは、日産販売
会社で点検を受けてください。
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燃料補給口の開閉

燃料補給口
給油口にキャップがない燃料タンクです
（キャップレス給油口）。リッドを開け、
給油ノズルを直接差し込むだけで給油するこ
とができます。給油ノズルを引き抜くと、
給油口が密閉します。給油口は運転席側の車
両後方にあります。

燃料の補給

燃料タンクの容量は、約55ℓです。

●燃料が少なくなるとアドバンスドドライ
ブアシストディスプレイに警告が表示さ
れます。
警告メッセージ（ P.342）

燃料補給のしかた
1. ドアを解錠します。

2. リッドを開けます。
リッドの車両後方側中央部あたり
（イラストの点線部分）を押すと
リッドが少し開きます。開いたすき
間に手を入れて全開します。

3. 給油ノズルを給油口へまっすぐ向
け、一気に奥まで差し込み、給油
します。
給油中はノズルを動かさないでくだ
さい。

4. 給油ノズルが自動停止したら、給油
ノズルに残っている燃料がこぼれな
いように、約5秒待ってから給油ノ
ズルを引き抜きます。

5. リッドを閉めます。

燃料補給時の注意事項

 アドバイス
● 指定以外の燃料は補給しないでくだ
さい。

エンジン型式 指定燃料

KR15DDT 無鉛レギュラーガ
ソリン

 警告
● 燃料補給時は、次のことを必ず守
る。
― e-POWERシステムを停止する
― 車のドアや窓を閉める
― タバコなどの火気を近づけない
― 気化した燃料を吸わない
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 警告
● 補給作業を行う前に、金属部分に触
れて身体の静電気を除去する。
放電による火花でやけどをしたり、
燃料に引火したりするおそれがあり
ます。

● 補給作業はひとりで行う。
作業中に車室内に戻ったり、帯電し
ている人や物に触れると再帯電する
おそれがあります。

● 給油ノズルは確実に給油口へ挿入す
る。
給油ノズルの挿入が浅いと、給油の
自動停止が遅れるため、燃料が吹き
こぼれ火災につながるおそれがあり
ます。

● 給油ノズルの自動停止後は、給油の
継ぎ足しをしない。
継ぎ足しをすると、燃料があふれて
火災につながるおそれがあります。

● ガソリンスタンド内に掲示されてい
る注意事項を守る。

● 給油自動停止後、すぐに給油ノズル
を引き抜かない。
給油ノズル内に残った燃料がこぼれ
出るおそれがあります。

● 携行缶から給油する場合、給油ノズ
ルを確実に奥まで差し込む。

給油口には2枚のフラップがありま
す。給油ノズルを2枚目のフラップ
の奥まで差し込まないと、給油でき
ず燃料が吹きこぼれ火災につながる
おそれがあります。

● 携行缶から給油する場合は、専用の
漏斗を準備してください。詳しく
は、日産販売会社にご相談くださ
い。

 注意
● フラップを指などの給油ノズル以外
のもので開く、またはのぞき込んだ
りしない。
フラップの故障やシール不良、損傷
のおそれがあります。

● リッドが開いた状態で、高圧洗浄機
で給油口付近を洗浄しない。
燃料タンク内に水が混入するおそれ
があります。
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エアコンの操作

オートエアコン（独立温度調整機能（運転席、助手席））★
吹き出し温度、吹き出し口、風量を自動で制御し、設定した温度に保ちます。また、内気循環／外気導入を自動制御モードに設定すること
で自動制御に切り替えます。

各スイッチの名称と機能
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助手席ヒーターシートスイッチ（ P.299）
スイッチを押すごとに、HI⇒MID⇒LO⇒OFF⇒HIの順に切り替わります。
AUTOスイッチ
自動制御に切り替えます。吹き出し温度、吹き出し口、風量の切り替えを自動で制御して設定した温度に保ちます。
ステアリングヒータースイッチ★（ P.298）
風量調節スイッチ
スイッチを押して風量を切り替えます。
デフロスタースイッチ（ P.361）
フロントガラスのくもりが取れます。
SYNCスイッチ（ P.153）
スイッチを押すと、SYNCモードがONになります。
運転席ヒーターシートスイッチ（ P.299）
スイッチを押すごとに、HI⇒MID⇒LO⇒OFF⇒HIの順に切り替わります。
ON・OFFスイッチ
オートエアコンのON・OFFを切り替えます。
温度調節ダイヤル
ダイヤルを回して希望の設定温度を切り替えます。SYNCモードがONのときは、運転席側で温度を調節すると助手席側も同時
に温度調節します。（Lo 18.0°C～32.0°C Hi）
内外気切り替えスイッチ
スイッチを押すごとに、内気循環、外気導入が切り替わります。（内気循環のとき、スイッチの表示灯が点灯します。）
吹き出し口切り替えスイッチ（ P.159）
吹き出し口を切り替えます。
リヤウインドーデフォッガースイッチ（ P.361）
バックドアガラスのくもりが取れます。また、ドアミラーに内蔵されたヒーターが作動して、霜やくもりが取れます。
A/Cスイッチ
冷房・除湿機能のON・OFFを切り替えます。

●温度調節ダイヤルを回して設定温度をHiに切り替えると、エンジンを制御して車室内が早く温まるように暖房を優先するモードに切
り替わります。
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オートでの使いかた

1. ＜AUTO＞スイッチを押します。
（スイッチの表示灯 が点灯）

●オートで使用中に風量の調整または吹き
出し口の切り替えを行うと＜AUTO＞ス
イッチの表示灯 は消灯しますが、操作
した機能以外については引き続き自動制
御されます。
また、内気循環／外気導入が自動制御
モード中に＜内外気切り替えスイッチ＞
を押すと、マニュアルモードに切り替わ
ります。（スイッチの表示灯 が点灯の
場合は内気循環、消灯の場合は外気導入
の状態になります。）

2. 温度調節ダイヤルを回して、設定温
度を調節します。
右回し： 設定温度を上げる
左回し： 設定温度を下げる

3. ＜A/C＞スイッチの表示灯 が消灯
しているときは、＜A/C＞スイッチ

を押します。（スイッチの表示灯
が点灯）
＜A/C＞スイッチの表示灯 点灯
時：冷房・除湿機能ON

4. ＜内外気切り替えスイッチ＞を約2
秒間押し続けます。
スイッチの表示灯 が2回点滅し、
自動制御モードに切り替わります。

※スイッチの位置は車種により異なりま
す。
●＜パワースイッチ＞をOFFにし、再度
＜パワースイッチ＞をONにすると、エ
アコンの条件によっては、内気循環／外
気導入が自動制御モードになる場合があ
ります。

SYNCモードの使いかた
運転席と助手席の温度を同時に調節すると
きに使います。
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●＜SYNC＞スイッチを押すとSYNCモー
ドになります。（スイッチの表示灯 が
点灯）

●解除するときは、助手席側の設定温度を
調節します。（スイッチの表示灯 の表
示灯が消灯）
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オートエアコン（独立温度調整機能（運転席、助手席、後席））★
吹き出し温度、吹き出し口、風量を自動で制御し、設定した温度に保ちます。
また、内気循環／外気導入を自動制御モードに設定することで自動制御に切り替えます。

各スイッチの名称と機能
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助手席ヒーターシートスイッチ（ P.299）
スイッチを押すごとに、HI⇒MID⇒LO⇒OFF⇒HIの順に切り替わります。
AUTOスイッチ
自動制御に切り替えます。吹き出し温度、吹き出し口、風量の切り替えを自動で制御して設定した温度に保ちます。
ステアリングヒータースイッチ（ P.298）
内気循環スイッチ
トンネル内や渋滞などで外気が汚れているときや、早く冷暖房したいときに使います。
外気導入スイッチ
外気を取り入れたいときや、タバコの煙などを外に出したいときに使います。
デフロスタースイッチ（ P.361）
フロントガラスのくもりが取れます。
SYNCスイッチ（ P.157）
スイッチを押すと、SYNCモードがONになります。
運転席ヒーターシートスイッチ（ P.299）
スイッチを押すごとに、HI⇒MID⇒LO⇒OFF⇒HIの順に切り替わります。
ON・OFFスイッチ
オートエアコンのON・OFFを切り替えます。
温度調節ダイヤル
ダイヤルを回して設定温度を切り替えます。（Lo 18.0°C～32.0°C Hi）
後席温度調節スイッチ
スイッチを押して後席の設定温度を切り替えます。SYNCモードがONのときは、運転席側で温度を調節すると後席側も同時に
温度調節します。（Lo 18.0°C～32.0°C Hi）
風量調節スイッチ
スイッチを押して風量を切り替えます。
吹き出し口切り替えスイッチ（ P.159）
スイッチを押すごとに、吹き出し口が切り替わります。
リヤウインドーデフォッガースイッチ（ P.361）
バックドアガラスのくもりが取れます。また、ドアミラーに内蔵されたヒーターが作動して、霜やくもりが取れます。

●温度調節ダイヤルを回して設定温度をHiに切り替えると、エンジンを制御して車室内が早く温まるように暖房を優先するモードに切
り替わります。
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オートでの使いかた

1. ＜AUTO＞スイッチを押します。
（スイッチの表示灯 が点灯）

●オートで使用中に風量の調整または吹き
出し口の切り替えを行うと＜AUTO＞ス
イッチの表示灯 は消灯しますが、操作
した機能以外については引き続き自動制
御されます。
また、内気循環／外気導入が自動制御
モード中に＜内外気切り替えスイッチ＞
を押すと、マニュアルモードに切り替わ
ります。

2. 温度調節ダイヤルを回して、設定温
度を調節します。
右回し： 設定温度を上げる
左回し： 設定温度を下げる

3. ＜A/C＞スイッチの表示灯 が消灯
しているときは、＜A/C＞スイッチ

を押します。（スイッチの表示灯
が点灯）
＜A/C＞スイッチの表示灯 点灯
時：冷房・除湿機能ON

4. ＜内外気切り替えスイッチ＞を約2
秒間押し続けます。
スイッチの表示灯 が2回点滅し、
自動制御モードに切り替わります。

●＜パワースイッチ＞をOFFにし、再度
＜パワースイッチ＞をONにすると、エ
アコンの条件によっては、内気循環／外
気導入が自動制御モードになる場合があ
ります。

SYNCモードの使いかた
運転席、助手席、後席の温度を同時に調
節するときに使います。



エアコンの操作

各
部
の
操
作

158

●＜SYNC＞スイッチを押すとSYNCモー
ドになります。（スイッチの表示灯 が
点灯）

●助手席側のSYNCモードを解除するとき
は、助手席側の設定温度を調節します。

●後席のSYNCモードを解除するときは、
後席の設定温度を調節します。

●助手席、後席のSYNCモードを解除す
ると＜SYNCスイッチ＞の表示灯 が消
灯します。

各スイッチの名称と機能（後席用）

●前席用エアコン作動時に温度調節するこ
とができます。

後席温度調節スイッチ
スイッチを押して、設定温度を切り替えま
す。（Lo 18°C～32°C Hi）



エアコンの操作
各
部
の
操
作

159☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

吹き出し口
［ ］または＜デフロスタースイッチ＞を押して希望の吹き出し口に切り替えます。
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エアコンを使うときに注意するこ
と

エアコンに関する注意事項

●オートエアコンの自動温度調節は、日射
センサーと温度センサーで行っていま
す。センサーをふさいだり、クリー
ナーなどを吹き掛けないでください。セ
ンサーの感度が低下し、正常に作動しな
くなります。

●ほこり、花粉、粉塵などを集じんする
ためのクリーンフィルターを装着してい
ます。集じん性能を維持するため、ク

リーンフィルターは定期的に交換してく
ださい。
交換時期：1年ごとまたは12,000km
走行ごと

●クリーンフィルターが交換時期に満たな
い場合でも、吹き出し風量が極端に減少
したり、窓ガラスがくもりやすくなった
場合は交換してください。なお、取り
付け、交換などについては、日産販売
会社にご相談ください。

●外気導入に固定していると、夏場など外
気温が高いときは、冷房の効きが悪くな
る場合があります。その場合は、一時
的に内気循環にしてください。

●エアコン装置のオイル循環を切らさない
ために、ときどき［A/C］スイッチを
ONにしてください。なお、外気温が
0℃近くまで下がるとエアコン装置が作
動しないことがあるため、暖かい日に
行ってください。

●エアコンガスは必ず指定のものをご使用
ください。エアコンガスの詳細について
は、ボンネットの裏にあるエアコンラベ
ルをご確認ください。

●エアコンの修理、メンテナンスは日産販
売会社にご相談ください。

●地球温暖化防止のためエアコンガスを大
気放出しないでください。

●冷房時、吹き出し口から霧が吹き出した
ように見えることがありますが、これは
湿った空気が急に冷やされたときに発生
するもので、異常ではありません。

●外気温が0℃近くまで下がると、
［A/C］スイッチが点灯していてもエア
コンが作動しないことがあります。

 警告
● 内気循環で長時間使用しない。
窓ガラスがくもりやすくなり、視界
が損なわれ危険なため、一時的にご
使用ください。

 注意
● 吹き出し風を長時間連続して身体に
当てない。
特に皮膚の弱い方、乳幼児、病
人、お年寄り、身体の不自由な方
などには、吹き出し風が長時間当た
らないように運転者が注意してくだ
さい。低温やけどや思わぬ傷害を受
けるおそれがあります。

● ＜デフロスタースイッチ＞をONに
しているときに、エアコンの設定温
度を低くしない。
フロントガラスの外側に露が付き、
視界を妨げるおそれがあります。
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●エアコンがONのとき、 またはOFFにし
た直後に、 “カチカチ” 、 “シュー ” 、 “コ
ツン” などの音が聞こえることがあります
が、 異常ではありません。

●始動直後で吹き出し風の温度が低いとき
は、足元への吹き出し風量が少なくなり
ます。

●エアコンの運転中または運転後などに車
両の下に水が垂れることがあります。

●外気温が低いときは、外気温に応じてフ
ロントデフロスターからの風量が多くな
ります。

エアコンのにおいについて
●エアコン装置は、空気中のいろいろなに
おいが混ざり合うため、吹き出し風から
においを感じることがあります。

●エアコン作動時のにおいを抑えるため、
駐車時などは外気導入にしておくことを
おすすめします。
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オーディオ★

オーディオの使いかた

安全運転のために

●運転中は車外の音が聞こえる程度の音量
でお聞きください。

ラジオの受信について

●ラジオの受信は、車両の移動に伴う電波
の変動、障害物や電車、信号機などの
影響により、最良な受信状態を維持する
ことができない場合があります。

●オーディオを聞いているとき、車室内ま
たは車の近くで携帯電話や無線機を使う

と、ノイズ（雑音）が入ることがあり
ます。

ガラスアンテナについて

●アンテナ線は、リヤサイドガラスの内側
にあります。

ステアリングスイッチ
メーカーオプションナビゲーションシステ
ム、または日産オリジナルナビゲーションシ
ステムを操作することができます。 警告

● 走行中のオーディオ操作は、絶対に
しない。
前方不注意となるおそれがありま
す。

● 音量を大きくしない。
大きすぎると車外の状況がわからな
いため、思わぬ事故の原因となりま
す。

 アドバイス
● アンテナに雪が積もっている場合
は、雪を落としてください。受信
感度が低下し、雑音が入るおそれが
あります。

● ルーフに載せた荷物が電波を遮り、
受信感度が下がる場合があります。
可能であれば、アンテナの近くに荷
物を載せないでください。

 アドバイス
● リヤサイドガラスにミラータイプの
フィルムや金属物（市販のアンテナ
など）を貼り付けないでください。
受信感度が低下し、ノイズ（雑
音）などが入るおそれがあります。

● リヤサイドガラスの内側を清掃する
ときは、アンテナ線を切らないよう
に、水を含ませた柔らかい布でアン
テナ線にそって軽くふいてくださ
い。

● アンテナ線は、手荷物などで傷付け
ないようにしてください。
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音量スイッチ（＋／－）
音量を調節できます。
＋：音量を上げる
－：音量を下げる
押したままにすると連続して音量の
増減ができます。
選曲／選局スイッチ
曲や放送局などの切り替えができま
す。
通話開始／終了スイッチ
着信中に押すと電話を受けます。通
話中に押すと電話を切ります。
音声操作スイッチ
音声操作画面に切り替えます。

●取り扱いについては、ナビゲーションシ
ステム取扱説明書（別冊）も合わせて
お読みください。

●日産純正品以外のナビゲーションシステ
ムでは作動の保証はいたしません。
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た

始動する
パワースイッチ P.166
オートACC機能 P.168

運転する
セレクトレバー P.169
電動パーキングブレーキ P.170
オートブレーキホールド P.171
GPF（ガソリンパティキュレートフィルター）★ P.173
発進・走行 P.174
停車・駐車 P.175

ランプをつける、ワイパーを使う
ライトスイッチ P.177
フォグランプスイッチ★ P.183
ヘッドランプレベライザースイッチ★ P.184
ワイパー・ウォッシャースイッチ P.186

運転支援機能
e-Pedal Step P.189
ドライブモードセレクター P.190
チャージモード P.194
マナー（EV）モード P.194
クルーズコントロール★ P.195
e-4ORCE（4WD）車★の扱いかた P.197
エマージェンシーストップシグナル P.198

ABS（アンチロックブレーキシステム） P.198
VDC（ビークルダイナミクスコントロール） P.199
シャシー制御 P.201
ヒルスタートアシスト P.201
アドバンスドヒルディセントコントロール
（速度設定機能付）★ P.202
車両接近通報装置 P.203
走行支援機能 P.205
プロパイロット★ P.211
インテリジェント エマージェンシーブレーキ P.227
踏み間違い衝突防止アシスト P.232
BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）★ P.239
LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント 
LI（車線逸脱防止支援システム） P.247
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報） P.251
RCTA（後退時車両検知警報）★ P.254
インテリジェント DA（ふらつき警報） P.257
標識検知機能 P.259

駐車支援システム
インテリジェント アラウンドビューモニター
（移動物 検知機能付） P.263
インテリジェント アラウンドビューモニターに
関する注意事項 P.271
プロパイロット パーキング★ P.275
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始動する

パワースイッチ

始動のしかた
1. インテリジェントキーを携帯して車

両に乗り込みます。
アクセルペダルとブレーキペダルの
位置を確認し、正しい運転姿勢
（ P.22）がとれるようにハンド
ル、シート、ミラーを調節しま
す。

2. ブレーキペダル をしっかりと踏み
込みながら、＜パワースイッチ＞
を押します。

3. メーター内の走行可能表示灯が点灯
し、走行できるようになります。

●キーが作動範囲（車室内）にあるとき
に、e-POWERシステムを始動すること
ができます。

●車両状態によっては＜パワースイッチ＞
を押したあと、走行可能表示灯が点滅か
ら点灯に変わるまでにエンジンが作動す
ることがあります。

●リチウムイオンバッテリーの残量が低下
している状態では＜パワースイッチ＞を
押したあと、走行可能表示灯が点滅から
点灯に変わるまでに数分かかることがあ
ります。その間は、エネルギーモニ
ターは表示されません。

●ブレーキペダルを踏んだり離したりした
とき、“カチッ” と音が聞こえること
がありますが異常ではありません。

●システム始動前のペダル操作などによ
り、ブレーキペダルが硬くなっている場
合があります。この場合、ペダルを軽
く踏んだ状態ではペダル踏み込み操作が
検知されず、走行可能表示灯が点灯しま

 警告
● e-POWERシステムを始動する前に
ペダルの位置を確認する。
ペダルの踏み間違いは思わぬ事故に
つながります。右足でアクセルペダ
ルとブレーキペダルを交互に踏み、
その位置を確実に覚えてください。

● 換気の悪い場所では、暖機運転をし
たりe-POWERシステムを長時間作
動したままにしない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意
識が薄れて事故につながるおそれが
あるほか、死亡または重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● e-POWERシステムを始動するとき
は、必ず運転席に座る。
運転席以外から行うと、思わぬ事故
につながるおそれがあります。

 注意
● e-POWERシステムを始動したあと
は、e-Pedal StepのON・OFF状
態を確認してから走行する。
e-Pedal StepがONのときとOFFの
ときでは、アクセルペダルの特性が
大きく異なるため、走行前に確認し
てください。

 アドバイス
● メーター内の走行可能表示灯が点灯
しているとき、ボンネットを開けた
ままにしないでください。12V
バッテリーへの充電が停止するた
め、12Vバッテリーがあがるおそ
れがあります。
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せんので、ブレーキペダルを通常よりも
強く踏み込んでください。

● e-POWERシステムが始動できない場合
には、一旦e-POWERシステムをOFFに
して、5秒以上待ってから再始動してく
ださい。

停止のしかた

1. ブレーキペダルを踏んで、車両を完
全に停車させます。

2. ブレーキペダルを踏んだままパーキ
ングブレーキを掛けます。
電動パーキングブレーキのかけか

た  (P.170)
3. セレクトレバーにある スイッチを

押し、シフトポジションを に切り
替えます。

4. ＜パワースイッチ＞を押します。
ブレーキペダルからゆっくりと足を
離し、メーター内の走行可能表示灯
が消灯していることを確認します。

●インテリジェントキーの電池が切れてい
る、または車室内にキーがない場合にe-
POWERシステムを停止するときは、

＜パワースイッチ＞を長押ししてくださ
い。

パワースイッチでのモードの切り替
えかた

●インテリジェントキーを携帯していると
きに、次の作動をします。
― ブレーキペダルを踏まずに＜パワース
イッチ＞を押すと、モードが切り替
わります。

― ブレーキペダルを踏みながら＜パワー
スイッチ＞を押すと、e-POWERシ
ステムが始動します。

― e-POWERシステムが始動中に＜パ
ワースイッチ＞を押すと、e-
POWERシステムが停止します。

 警告
● ＜パワースイッチ＞をOFFにすると
きは、パーキングブレーキを確実に
掛け、シフトポジションが である
ことを確認する。
車両が動き出し、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● 12Vバッテリーあがりを防止するた
め、電装品（ナビゲーションシス
テム★や電源ソケットなど）はe-
POWERシステムを始動した状態で
ご使用ください。電装品を長時間使
用することや同時に複数使用するこ
とは避けてください。

● 次の条件がそろった状態でしばらく
すると自動的に＜パワースイッチ＞
がOFFになります。
― ＜パワースイッチ＞がON（メー
ター内の走行可能表示灯は消灯）
の状態のとき

― 停車しているとき
● ＜パワースイッチ＞がOFFの位置で
も、ACC状態のときはドアミラー
などの電装品を使うことができま
す。
ACC状態については、オートACC
機能（ P.168）をお読みくださ
い。
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非常停止のしかた

緊急時など、走行中に強制的にe-POWER
システムを停止（＜パワースイッチ＞
OFF）させるときは、次の操作を行って
ください。
●＜パワースイッチ＞を2秒以上押し続け
る。

●＜パワースイッチ＞をすばやく3回押
す。

オートACC機能
＜パワースイッチ＞がOFFのときでも、特定
の条件で、ナビゲーションシステム★やドア
ミラーなどの電装品が使える状態（ACC状
態）に自動で切り替わる機能です。e-

POWERシステムの停止後や、＜パワース
イッチ＞をONにする前でも、ナビゲーショ
ンシステム★やドアミラーなどの電装品が使
用できます。

オートACC機能について

●次の場合、自動でACC状態に切り替わ
ります。
― リモコン（インテリジェントキー）
機能でドアを施錠または解錠したとき

― ＜パワースイッチ＞をOFFにしたとき
― ドアを開けたとき
― ドアを閉めたとき

●次の場合、ACC状態が完全に停止しま
す。
― ナビゲーションシステム装着車は、

ACC状態のまま約11分経過したとき
― ナビゲーションシステム装着車は、

ACC状態のままナビゲーションの操
作を行わずに約11分間経過したとき

― e-POWERシステム停止後、リモコ
ン（インテリジェントキー）機能で
施錠してから約1分間経過したとき

ナビゲーションシステム装着車
●ナビゲーションシステムは、e-POWER
システム停止後も作動し続けます。

● e-POWERシステムOFF後、約10分間
でナビゲーションシステムの画面が消灯
し、作動が停止します。

●画面が消灯しても約1分以内に＜ ＞
を押すと再度ナビゲーションシステムを
約10分間使用することができます。

●運転席ドアを開くとナビゲーションシス
テムの画面が消灯し、作動が停止しま
す。画面が消灯しても約1分以内に
＜ ＞を押すと再度ナビゲーションシ
ステムを使用することができます。

●ナビゲーションシステムの操作により
ACC状態は最大で30分まで延長するこ
とができます。延長された場合はドアミ
ラーなどの電装品も使用することができ
ます。（ナビゲーションシステム以外の
電装品では、ACC状態を延長すること
ができません）

モード 働き

OFF

● ドアミラーなどが使え
る位置（ACC状態のと
き）

● e-POWERシステムを
停止する位置

ON ● すべての電装品が使え
る位置

 警告
● 非常停止を行うときは、可能な限り
減速してから行う。
非常停止後は、ブレーキの効きが悪
くなり、ハンドルも重くなるため、
車両のコントロールが難しくなりま
す。

 アドバイス
● 12Vバッテリーあがりを防止するた
め、電装品（ナビゲーションシス
テム★や電源ソケットなど）はe-
POWERシステムを始動した状態で
ご使用ください。



運転する
運
転
の
し
か
た

169☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

運転する

セレクトレバー

走行可能表示灯が点灯しているとき、すべ
てのシフトポジションに切り替えることが
できます。セレクトレバーを操作したあと
は、目的のシフトポジションに切り替わっ
ていることを必ず確認してください。

セレクトレバーの操作

●セレクトレバーが中央に無いときは、
スイッチを押しても に切り替えられ
ません。

●シフトポジションを に切り替えるとブ
ザーが鳴ります。

●次の操作は無効とみなされ、ブザーが鳴
るとともにシフトポジションは に切り
替わります。
― 前進中にシフトポジションを に切り
替える

― 後退中にシフトポジションを に切り
替える

●＜パワースイッチ＞がONでも走行可能
表示灯が点灯していないときは、 ・
・ には切り替えられません。

●次の条件が重なったとき、シフトポジ
ションが自動で に切り替わる場合があ
ります。
― 運転席のシートベルトを外したとき
― 運転席ドアを開けたとき

●この車両にはオートP機能があります
が、電制シフトが故障した場合は、シ
フトポジションが 以外で＜パワース
イッチ＞をOFFにしようとしても、ブ
ザーが鳴り、＜パワースイッチ＞を
OFFに切り替えられません。＜パワー
スイッチ＞をOFFにできないときは、
次の操作を行ってください。
― 停車してパーキングブレーキを掛け
ます。

― ブレーキペダルを踏み込みながら
＜パワースイッチ＞を押して、＜パ
ワースイッチ＞をONに切り替えま
す。

― セレクトレバーにある スイッチを
押して に切り替えます。

― ＜パワースイッチ＞を押して、
OFFに切り替えます。

 警告
● セレクトレバーには物を掛けない。
車両が突然発進するなど、事故の原
因になるおそれがあります。

 アドバイス
● セレクトレバーは、操作後に手を離
すと中央に戻ります。中央の位置以
外で保持し続けないでください。故
障の原因になります。

セレクトレバーにある スイッ
チを押します。
ブレーキペダルを踏みながら、
ボタンを押して車両前方へ2段階
スライドさせます。
のときは、ブレーキペダルを

踏みながら車両前方、または車
両後方に1段階スライドさせ、し
ばらく保持します。
・ のときは、ブレーキペダル

を踏みながら車両前方に1段階ス
ライドさせ、しばらく保持しま
す。
のときは、ブレーキペダルを

踏みながら車両後方に1段階スラ
イドさせ、しばらく保持します。
ブレーキペダルを踏みながら、
車両後方に2段階スライドさせま
す。
のときに車両後方に2段階スラ

イドさせると に切り替わりま
す。もう一度2段階スライドさせ
ると に戻ります。
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各シフトポジションの機能

●シフトポジションを に切り替えずに
＜パワースイッチ＞をOFFにすると、
自動的にシフトポジションが に切り替
わります。（オートP機能）

●シフトポジションが のときは減速力を
強くするため、 のときよりエンジン作
動頻度が多くなります。また、エンジ
ン回転数が高くなる場合があります。

電動パーキングブレーキ
停車中や駐車時に使用するブレーキです。
＜電動パーキングブレーキスイッチ＞を操作
してパーキングブレーキを掛けると、後輪が
固定されます。

電動パーキングブレーキのかけかた
1. ブレーキペダルをしっかりと踏み込

みます。

2. ＜電動パーキングブレーキスイッ
チ＞を引きます。
スイッチを引き上げると、＜電動
パーキングブレーキスイッチ＞の表
示灯が点灯し、電動パーキングブ
レーキ警告灯［ ］が、約2秒
後に点灯します。

●オートブレーキホールド機能が作動して
いるときにシフトポジションを にする
と、パーキングブレーキがかかります。
その他、オートブレーキホールドについ
ては（ P.171）をお読みください。

電動パーキングブレーキの解除のし
かた

1. ブレーキペダルをしっかりと踏み込
みます。

2. ＜電動パーキングブレーキスイッ
チ＞を押します。
スイッチを押すと、スイッチの表示
灯が消灯し、電動パーキングブレー

キが解除されると電動パーキングブ
レーキ警告灯 ［ ］が消灯しま
す。

●電動パーキングブレーキは、＜パワース
イッチ＞がONのときのみ解除できま
す。

自動解除のしかた
＜電動パーキングブレーキスイッチ＞を操
作しなくても、パーキングブレーキを解除
することができます。
●電動パーキングブレーキがかかっている
状態でシフトポジションを 、 または
にし、アクセルペダルをゆっくり踏ん

でください。
パーキングブレーキが解除され、電動
パーキングブレーキ警告灯 ［ ］が
消灯します。

●パーキングブレーキの自動解除は、次の
条件を満たしている必要があります。
― 運転席ドアが閉まっている
― 走行可能表示灯が点灯している
― シフトポジションが 、 以外のとき

電動パーキングブレーキに関する注
意事項

シフト
ポジ
ション

役割

駐車およびe-POWERシステム
を始動するとき
後退するとき
動力が伝わらない状態
通常走行するとき
下り坂などで、強い回生ブレー
キが必要なとき
（満充電時や低温時などはブレー
キが弱くなることがあります。）

 警告
● 車両を離れるときは、電動パーキン
グブレーキを掛けたあと、シフトポ
ジションを に切り替える。
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●電動パーキングブレーキをかけたり解除
したりすると、車両の後方部から作動音

が聞こえることがありますが、これは異
常ではありません。

●走行中、非常事態で電動パーキングブ
レーキを掛ける必要が生じたときは、
＜電動パーキングブレーキスイッチ＞を
引き続けてください。ブレーキが掛かる
とともにブザーが鳴り、電動パーキング
ブレーキ警告灯 ［ ］が点灯し、電
動パーキングブレーキ戻し忘れ警告
（ P.341）が表示されます。スイッ
チから手を離すと、電動パーキングブ
レーキは解除されます。

●＜パワースイッチ＞がOFFまたはACC状
態のときに、＜電動パーキングブレーキ
スイッチ＞を引き上げると、スイッチの
表示灯がしばらく点灯状態になることが
あります。
ACC状態については、オートACC機能
（ P.168）をお読みください。

オートブレーキホールド
オートブレーキホールド機能は、信号待ちな
どの停車中にブレーキペダルを踏み続けなく
ても、ブレーキ力を保持する機能です。

オートブレーキホールド機能につい
て

●オートブレーキホールド機能は、運転者
のブレーキ操作によって停車した際に、
ブレーキ力を保持する機能です。
ブレーキ力が保持されているときにアク
セルペダルを踏むと、ブレーキが解除さ
れ、発進することができます。

オートブレーキホールド機能の作動
について

●オートブレーキホールド機能のON・
OFF設定は、再度設定を変更するま
で、＜パワースイッチ＞をOFFにして
も、その設定が維持されます。
オートブレーキホールド機能をONにする
●＜パワースイッチ＞をONにし＜オート
ブレーキホールドスイッチ＞を押すと、
スイッチの表示灯が点灯します。

●オートブレーキホールド機能は、次の条
件が満たされたときのみ、オートブレー
キホールド表示灯［ ］（白色）が
点灯し、待機状態になります。
（ P.62）
― 運転席のシートベルトを着用している
― 電動パーキングブレーキが解除されて
いる

― シフトポジションが 以外にある
― 急な坂道の途中に停車していない

 警告
● 非常時以外は、電動パーキングブ
レーキを作動させたまま走行しな
い。
ブレーキに不具合が生じ、事故につ
ながるおそれがあります。

● 電動パーキングブレーキを掛けた
り、解除したりの操作を短時間に繰
り返さない。
システムの過熱を防ぐために電動
パーキングブレーキが作動しなくな
る場合があります。作動しなくなっ
た場合は、約1分間経過してから再
度操作してください。

 アドバイス
● 寒冷時に駐車するときは、電動パー
キングブレーキをかけずにシフトポ
ジションを に入れ、電動パーキン
グブレーキを解除したまま車輪の前
後に適切な輪留めをしてください。
寒冷時に電動パーキングブレーキを
かけると、パーキングブレーキが凍
結し、解除できなくなるおそれがあ
ります。

● 電動パーキングブレーキが12Vバッ
テリーあがりや故障などで解除でき
なくなったときは、日産販売会社ま
たはJAFなどのロードサービスにご
連絡ください。



運転する

運
転
の
し
か
た

172

オートブレーキホールド機能をOFFにする
オートブレーキホールド機能がONのと
き、＜オートブレーキホールドスイッチ＞
を押すと、オートブレーキホールドスイッ
チ表示灯が消灯しオートブレーキホールド
機能がOFFになります。
また、ブレーキ力が保持されている状態
で、オートブレーキホールド機能をOFF
にするときは、必ずブレーキペダルを踏み
ながら＜オートブレーキホールドスイッ
チ＞を押します。

オートブレーキホールド機能の使い
かた

■ ブレーキ力を保持させる

オートブレーキホールド機能が待機状態
（オートブレーキホールド表示灯［ ］
が白色に点灯）のとき、ブレーキペダル
を踏んで車両を停止させると、オートブ
レーキホールド機能によってブレーキ力が
保持されます。
ブレーキ力が保持されているときは、オー
トブレーキホールド表示灯［ ］が緑
色に点灯します。（ P.62）

■ 発進する

シフトポジションが または 以外にあ
り、ブレーキ力が保持されている状態でア
クセルペダルを踏むと、保持されているブ
レーキ力が解除されて発進します。
ブレーキ力の保持が解除されると、オート
ブレーキホールド表示灯［ ］が白色
に点灯し、待機状態に戻ります。

●坂道では、オートブレーキホールド機能
が作動開始するまでブレーキペダルを強
く踏み込む必要があります。

オートブレーキホールド機能使用時
の注意事項

 警告
● 急な坂道や滑りやすい路面で使用し
ない。
オートブレーキホールド機能が作動
していても、車両が動き出すおそれ
があります。

● オートブレーキホールド機能が作動
していても停止状態を維持できない
ときは、ブレーキを使用して車両を
停車させる。
ブレーキ力保持状態のときに外的要
因で車両が動くと、警告音が鳴り、
警告メッセージが表示されることが
あります。
警告メッセージ（ P.341）

● 次の場合はオートブレーキホールド
機能をOFFにする。
― 洗車機を使用するとき
― 車両のけん引時
― 過積載のとき

● 次の場合はシフトポジションを に
してパーキングブレーキを確実にか
かっているか確認する。
車両が不意に動き出し重大な傷害や
事故を起こすおそれがあります。

― 駐車するとき
― 人が乗降するとき
― 荷物の積み下ろしをするとき

● VDC警告灯［ ］
（ P.332）、ブレーキシステム
警告灯（黄色）［ ］
（ P.331）、電動パーキングブ
レーキ警告灯［ ］
（ P.330）、またはマスター
ウォーニング［ ］
（ P.337）が点灯し、シャシー
制御表示の警告メッセージ
（ P.342）が表示されたとき
は、オートブレーキホールド機能は
作動しません。

● オートブレーキホールド機能をOFF
にする際は、ブレーキペダルを踏み
ながら＜オートブレーキホールドス
イッチ＞を押す。
急な坂道では、オートブレーキホー
ルド機能での停止状態からアクセル
ペダルを踏んでもオートブレーキ
ホールド機能が解除できない場合が
あります。

● ブレーキペダルから足を離す前に、
オートブレーキホールド表示灯
［ ］（緑色）が点灯している
ことを確認する。
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●オートブレーキホールド機能がONでブ
レーキ力が保持されているときに、次の
状態になるとパーキングブレーキがかか

り、ブレーキ力が解除されます。
（オートブレーキホールド表示灯が消
灯）
― オートブレーキホールド機能によるブ
レーキ力の保持が3分以上継続された
とき

― シフトポジションを にしたとき
― ＜電動パーキングブレーキスイッチ＞
を引いたとき

― 運転席のシートベルトを外したとき
― 運転席ドアを開けたとき
― ＜パワースイッチ＞をOFFにしたとき
― オートブレーキホールド機能に不具合
が生じたとき

●ブレーキ力を保持しているときは、車両
の停止状態を維持するため、作動音が発
生する場合がありますが、異常ではあり
ません。

GPF（ガソリンパティキュレート
フィルター）★

GPF（Gasoline Particulate Filter）は排
気ガスに含まれるPM（Particulate 
Matter）を捕集し、自動的にPMを燃焼
（GPF再生）処理する装置です。

年間を通じて走行距離が少なく、低
速走行を主体に運転するとき

●GPFは通常は、捕集したPMを自動的に
燃焼（GPF再生）処理しますが、走
行条件により処理が完了しないとき、
GPF内にPMが堆積することがありま
す。このとき、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイにGPFセルフク
リーニング表示（ P.353）を表示し
ます。

●GPF再生中は、エンジン回転数が上昇
し、エンジン音が大きくなる場合があり
ますが異常ではありません。

●クルーズコントロール★およびプロパイ
ロット★作動中、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイにGPFセルフク
リーニング表示が表示されると、制御が
OFFになることがあります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイにGPFメンテナンス表示が表示され
たときは、すみやかに日産販売会社で点
検を受けてください。
故障警告灯（MIL）も同時に点灯する
場合があります。GPFメンテナンス表
示が表示されたり、故障警告灯

 注意
● オートブレーキホールド機能によっ
てブレーキ力が保持されているとき
に、オートブレーキホールド機能を
OFFにするときは、ブレーキペダ
ルをしっかりと踏む。
ブレーキが解除され車両が動き出
し、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

● 車両が停止してもブレーキ保持が開
始されないときは、オートブレーキ
ホールド表示灯［ ］（緑色）
が点灯するまでブレーキペダルを踏
み込む。
ブレーキペダルが十分な力で踏まれ
ていない、もしくは、車両停止後
にブレーキペダルを離すのが早すぎ
ると、オートブレーキホールド表示
灯［ ］（緑色）は点灯しませ
ん。

 アドバイス
● 次の場合は、システムに異常が発生
しているおそれがあります。ただち
に日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。
― 警告メッセージが表示されたとき
― ＜オートブレーキホールドスイッ
チ＞を押してもスイッチの表示灯
が点灯しないとき

 アドバイス
● GPFが詰まるのを防ぐため、次の
ことをお守りください。

― エンジンが通常の作動温度になら
ないような、短距離走行の繰り返
しは避けてください。

― 定期的に60km/hを超える速度で
長時間（30分以上）運転してく
ださい。

● GPFが飽和状態になるとアドバンス
ドドライブアシストディスプレイに
GPFメンテナンス表示
（ P.354）を表示します。
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（MIL）が点灯したりしているときに長
時間運転すると、GPFを損傷する可能
性があります。

●クルーズコントロール★およびプロパイ
ロット★作動中、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイにGPFメンテナン
ス表示が表示されると、制御がOFFに
なります。

発進・走行

発進するときの注意事項

発進のしかた
1. ブレーキペダルを踏んだまま＜パ

ワースイッチ＞を押して、走行可能
表示灯が点灯していることを確認し
ます。

2. ブレーキペダルを右足でしっかりと
踏んだまま、セレクトレバーを車両
後方に2段階スライドさせ、シフト
ポジションを に切り替えます。
セレクトレバーの操作  (P.169)

3. ブレーキペダルを右足でしっかりと
踏んだまま、パーキングブレーキを
解除します。
電動パーキングブレーキの解除の

しかた  (P.170)
4. ブレーキペダルを徐々に緩め、アク

セルペダルをゆっくり踏み発進しま
す。

●急な上り坂で発進するときは、ヒルス
タートアシスト（ P.201）が作動し
ます。

●緩やかな坂道ではヒルスタートアシスト
が作動しない場合がありますが、自動的
に車両の後退を抑制する機能が働き、一
定の車速以上では後退しないように制御
します。

走行するときの注意事項

 警告
● 発進するときは、アクセルペダルを
踏んだままセレクトレバーを操作し
ない。
急発進し、重大な事故につながるお
それがあります。

● 停車中、シフトポジションが 、
以外に入っているときは、ブレー

キペダルをしっかりと踏む。
クリープ現象により車が動き出し、
事故につながるおそれがあります。

 アドバイス
● 電動パーキングブレーキを掛け、運
転席ドアが開いた状態でアクセルペ
ダルを踏むと、電動パーキングブ
レーキが解除されず、電動パーキン
グブレーキが故障するおそれがあり
ます。

 警告
● e-Pedal StepがOFFのときは、下
り坂ではフットブレーキと回生ブ
レーキを併用する。

ブレーキペダルを踏み続けると、ブ
レーキが過熱して効きが悪くなるお
それがあり危険です。坂の勾配に応
じて回生ブレーキを併用してくださ
い。

e-Pedal Step  (P.189)

● e-Pedal StepがOFFのときに、回
生ブレーキの効きが弱くなった場合
は、ブレーキペダルを踏んで減速す
る。

● e-Pedal StepをONにすると、回
生ブレーキの効きが強くなり、アク
セルペダルの操作のみで速度調整す
ることができるようになります。ア
クセルペダルを離しても減速度が足
りないときは、ブレーキペダルを踏
んでください。

● 走行中はシフトポジションを に切
り替えない。
回生ブレーキが作動しないため、事
故につながるおそれがあります。

 アドバイス
● 上り坂では、クリープを利用した停
車や、アクセルペダルを踏みながら
停車状態を保つような停車はしない
でください。車両故障のおそれがあ
ります。

● 上り坂でシフトポジションを また
は のまま故意に車両を後退させた
り、下り坂で のまま故意に車両を
前進させたりしないでください。車
両故障のおそれがあります。
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走行のしかた
●シフトポジションを にしたまま走行し
ます。アクセルペダルとブレーキペダル
の操作で、加速、減速を行います。

●下り坂では、回生ブレーキ（ P.14）
を併用して走行します。シフトポジショ
ンが のときより のほうが、回生ブ
レーキの効きが強くなります。速度が出
すぎるときは、必要に応じてブレーキペ
ダルを踏んで減速してください。

●回生ブレーキは、長い下り坂でリチウム
イオンバッテリーが満充電になった場合
や低温時、滑りやすい路面ではブレーキ
の効きが弱くなることがあります。

●リチウムイオンバッテリーが満充電に
なった場合は、回生で発電した電力を、
発電用モーターでエンジンを作動させる
ことで消費させます。その際にエンジン
音が大きくなる場合がありますが、異常
ではありません。

●走行中にセレクトレバーにある スイッ
チを押した場合は、操作が無効となりま
す。（ブザーが鳴り、操作前のシフト
ポジションが維持されます）

停車・駐車

停車・駐車の注意事項

停車・駐車のしかた
1. 停車するときは、シフトポジション

は または のまま、ブレーキペダ
ルをしっかりと踏みます。

 アドバイス
● 冠水路など深い水たまりは無理に走
行しないでください。エンジン破損
や車両故障につながるおそれがあり
ます。

● 浸水・冠水被害に遭われた場合は、
車両故障につながるおそれがあるた
め、すみやかに日産販売会社で点検
を受けてください。

 警告
● 駐車するときは、ガスライターなど
に注意する。
操作部が露出しているガスライター
をグローブボックスなどの小物入れ
に入れておいたり、床やシートのす
き間に落としたままにしたりしない
でください。荷物を押しこんだとき
やシートを動かしたときに、ガスが
噴出して火災につながるおそれがあ
ります。また、ライターを使用し
たあと、すぐに収納すると火災を起
こすおそれがあります。

● 停車中の空ぶかしはしない。
万一、シフトポジションが 、 以
外に入っていると急発進し、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
停車後に再発進するときは、シフト
ポジションの位置を目で確認してく
ださい。

● 換気の悪い場所では、e-POWERシ
ステムを作動したままにしない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意
識が薄れて事故につながるおそれが
あるほか、死亡または重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● 車から離れるときは、必ずシフトポ
ジションを にして、e-POWERシ
ステムを停止する。
e-POWERシステムが作動したまま
で、シフトポジションが 、 以外
だと、クリープ現象で車が動き出し
たり、誤ってアクセルペダルを踏み
込むと急発進し、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 注意
● 枯れ草、紙、木材、油など燃えや
すい物の上や近くには駐停車しな
い。
排気管や排気ガスは高温になるため
着火するおそれがあり危険です。

● 長期間車両を駐車していると、小動
物が巣を作り、思わぬ火災につなが
る可能性があるため注意する。

 アドバイス
● 炎天下で駐車するときは、車室内に
ライターや炭酸飲料の缶、サングラ
ス、カメラなどを置いたままにしな
いでください。車室内が高温にな
り、爆発したり変形したりするおそ
れがあります。
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2. そのまま駐車するときは、ブレーキ
ペダルを踏んだままパーキングブ
レーキを掛けます。
電動パーキングブレーキのかけか

た  (P.170)
3. ブレーキペダルを踏んだままセレク

トレバーにある スイッチのスイッ
チを押し、シフトポジションを に
切り替えます。

4. ＜パワースイッチ＞を押します。
メーター内の走行可能表示灯が消灯
していることを確認してから、ブ
レーキペダルからゆっくりと足を離
します。
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ランプをつける、ワイパーを使う

ライトスイッチ

ライトスイッチの注意事項

ライトスイッチの使いかた

スイッチを回すと、次のように点灯、消
灯します。

●車幅灯、尾灯、番号灯が点灯している
ときはテールランプ表示灯［ ］が
点灯します。

●ロービームが点灯しているときはヘッド
ランプ下向き表示灯［ ］が点灯し
ます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［画面カスタマ
イズ］⇒［オペレーションガイダン
ス］⇒［ライト］を選択すると、ラ
イトスイッチを動かしたときにメーター
に表示する機能のON・OFFを切り替え
ることができます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.93）または（ P.64）を
お読みください。

●通常時は＜AUTO＞の位置で使用してく
ださい。

バッテリーセーバー
●ランプを点灯したまま走行可能表示灯が
点灯時に＜パワースイッチ＞をOFFにす

ると、12Vバッテリーあがりを防止す
るためランプが消灯します。次回、次
の操作を行うとランプが再点灯します。
― ＜パワースイッチ＞をONにする
― ライトスイッチを操作する（約5分
後にランプは再度消灯します）

オートレベライザー★
●ヘッドランプが下向き点灯時に乗車人員
や荷物量の違いにより車両姿勢が変化す
ると、自動的に照射方向を調整するシス
テムです。
ヘッドランプ消し忘れ警報
●＜パワースイッチ＞がON以外の位置で
運転席ドアを開けたとき、次の場合にブ
ザーが鳴ります。
― ライトスイッチが＜ ＞の位置にあ
るとき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置に回
して、テールランプ表示灯［ ］
が点灯しているとき

＜ ＞の使いかた
●ライトスイッチを＜ ＞の位置に合わ
せるとヘッドランプ、車幅灯、尾灯、
番号灯が点灯します。

AUTO（自動点灯・消灯）の使いか
た

●＜パワースイッチ＞がOFFのときは消灯
します。

●＜パワースイッチ＞がONのときは次の
ように作動します。

 アドバイス
● 走行可能表示灯が点灯していないと
きは、長時間点灯させないでくださ
い。12Vバッテリーあがりのおそ
れがあります。

スイッチ位置 点灯するランプ

＜ ＞
ヘッドランプ、車幅灯、
尾灯、番号灯が点灯しま
す。

＜AUTO＞
ヘッドランプ、車幅灯、
尾灯、番号灯が自動点
灯・消灯します。

＜ ＞
（＜ ＞の位
置にしても手
を離すと自動
で＜AUTO＞
の位置に戻り
ます）

停車時に＜ ＞の位置
に回すと車幅灯、尾灯、
番号灯のみが点灯しま
す。
停車時に＜ ＞の位置
に回して1秒以上保持す
ると、全ランプが消灯し
ます。
走行を開始すると周囲の
明るさに応じて、ランプ
が自動点灯・消灯しま
す。

スイッチ位置 点灯するランプ



ランプをつける、ワイパーを使う

運
転
の
し
か
た

178

周囲が明るいとき
●停車中、走行中ともにヘッドランプ、
車幅灯、尾灯、番号灯が消灯します。
周囲が暗いとき
●停車中、走行中ともにヘッドランプ、
車幅灯、尾灯、番号灯が自動点灯しま
す。

■ フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能

●歩行者事故が多く発生している夕暮れ時
や雨天でのワイパー使用時にもランプを
自動点灯します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ライト/照明］⇒［オートライト
感度調整］を選択すると、インテリ
ジェント オートライトシステム（フロ
ントワイパー連動、薄暮れ感知「おも
いやりライト」機能付）の感度調整が
できます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.90）または（ P.64）をお読
みください。

＜ ＞の使いかた
●ライトスイッチは＜ ＞の位置に回し
ても手を離すと自動で＜AUTO＞の位置
に戻ります。

●ライトの点灯状態は次のとおりです。
ライトスイッチを＜ ＞の位置に回した
とき
●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回すと車幅灯、尾灯、番号灯のみ
が点灯します。

●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回しても、走行すると周囲の明る
さ、ワイパー作動に応じてヘッドランプ
が自動点灯します。

●走行中にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回すと、周囲が明るいときは車幅
灯、尾灯、番号灯のみが点灯します。
周囲が暗いとき、またはワイパーが作動
してヘッドランプが点灯しているとき
は、ライトスイッチを＜ ＞の位置に
回しても、点灯しているヘッドランプを
消灯できません。（ヘッドランプは停車
時のみ消灯可能です）

ライトスイッチを＜ ＞の位置に回して
1秒以上保持したとき
●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して1秒以上保持すると、全ラン
プが消灯します。

●停車時にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して1秒以上保持しても、走行す
ると周囲が暗いとき、またはワイパーが
作動しているときは、ヘッドランプ、
車幅灯、尾灯、番号灯が点灯します。

●走行中にライトスイッチを＜ ＞の位
置に回して1秒以上保持しても、点灯し
ているランプを消灯できません。

次の操作をすると、AUTO（自動点灯・
消灯）に戻ります。
●再度ライトスイッチを＜ ＞の位置に
回す

●＜ ＞の位置にしてから＜AUTO＞の
位置にする

自動点灯ランプの消灯のしかた（車
両停車時）

●自動点灯したヘッドランプは走行中に消
灯できない仕様となっています。

 アドバイス

● センサーの上に物を置いたり、ガラ
スクリーナーなどを吹き掛けないで
ください。センサーの感度が低下
し、正常に作動しなくなります。
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ヘッドランプの消灯方法
●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回す
と、ヘッドランプが消灯します。

すべてのランプの消灯方法
●ライトスイッチを＜ ＞の位置に回し
て1秒以上保持すると、全ランプが消灯
します。

ハイビームアシスト★
先行車または対向車や周囲の明るさなどに
応じ、ハイビーム（上向き）とロービー
ム（下向き）が切り替わります。
約25km/h以上で走行中、ヘッドランプ
が点灯しているときに切り替えを行い、約
15km/h以下になるとロービーム（下向
き）に切り替わります。
ハイビームアシストの操作方法

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置で
ヘッドランプが点灯しているときにス
イッチを押すと、ハイビームアシストが

ONになります。（ハイビームアシスト
表示灯［ ］が点灯）

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置でも
う一度スイッチを押すと、ハイビームア
シストがOFFになります。

■ ハイビームとロービームの切り替え制
御

●次のような原因で、ハイビームとロー
ビームの切り替わるタイミングが変化す
ることがあります。
― 対向車または先行車のランプの明るさ
― 対向車または先行車の向きや動き
― 対向車または先行車のランプが片側の
み点灯している

― 対向車または先行車が二輪車
― 道路状況（カーブや勾配、路面状況
など）

― 乗車している人数や荷物の量
●ハイビームアシストがONでハイビーム
のとき、ヘッドランプ上向き表示灯
［ ］が点灯します。
ヘッドランプ上向き表示灯（ P.61）

●ライトスイッチは車両前方に押しても車
両後方に引いても、手を離すと自動で中
立位置に戻ります。

■ マルチセンシングフロントカメラにつ
いて

フロントガラス上部に、ハイビームアシス
トの制御に必要な周囲の状況を感知するた
めのカメラがあります。
ハイビームアシストを正しく作動させるた
め、次のことをお守りください。
●フロントガラスが汚れたら清掃してくだ
さい。

●カメラの周辺にアクセサリーやステッ
カーなどを取り付けないでください。

●カメラのレンズには触れないでくださ
い。

 アドバイス
● ハイビームアシストが正しく作動し
なかったり、作動中にメーターにハ
イビームアシスト表示灯［ ］
が点灯しなかったりしたときは、ハ
イビームアシストが故障しているお
それがあります。日産販売会社で点
検を受けてください。
ハイビームアシスト表示灯  

(P.62)

 知識
● 次のいずれかの操作をすると、ハイ
ビームアシストがOFFになります。
ハイビームのとき
― ライトスイッチを＜AUTO＞の位
置以外にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）

― ライトスイッチを車両後方に引く
（ロービームに切り替わります）

ロービームのとき
― ライトスイッチを＜AUTO＞の位
置以外にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）
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●カメラおよびその周囲に強い衝撃を与え
ないでください。
マルチセンシングフロントカメラの取

り扱い  (P.389)

ハイビームアシスト★の注意事項

アダプティブLEDヘッドライトシス
テム★

先行車や対向車に照射しないよう、自動的
にハイビーム（上向き）の照射範囲を切
り替えます。
約25km/h以上で走行中、ヘッドランプ
が点灯しているときに切り替えを行い、約
15km/h以下になるとロービーム（下向
き）に切り替わります。

 警告
● システムを過信しない。
常に周囲の状況を確認し、必要に応
じて上向きと下向きを手動で切り替
えてください。

● 次のようなときは、ハイビームアシ
ストが正しく作動しない場合がある
ため、必要に応じて上向きと下向き
を手動で切り替える。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪な
ど）

― 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが
不十分なとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっていたり、汚れなどが付着し
たりしているとき

― カメラの向きがずれているとき
― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た
光源があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のと
き

― 対向車のヘッドランプが破損また
は汚れていたり、光軸がずれてい
るとき

― 自転車やバイクなど、ライトの明
るさや大きさが十分でないとき

― 歩行者など光を発しないもののと
き

― 明るさの急激な変化が連続してい
るとき

― 段差や起伏のある道路を走行して
いるとき

― カーブが多い道路を走行している
とき

― ミラーや標識など反射の強いもの
が前方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど先行車
の後部の反射が強いとき

― パンクやけん引などで車両が傾い
ているとき
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■ アダプティブLEDヘッドライトシステ
ムの操作方法

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置で
ヘッドランプが点灯しているときにス
イッチを押すと、アダプティブLED
ヘッドライトシステムがONになりま
す。（アダプティブLEDヘッドライト
表示灯［ ］が点灯）

●ライトスイッチが＜AUTO＞の位置でも
う一度スイッチを押すと、アダプティブ
LEDヘッドライトシステムがOFFになり
ます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［画面カスタマ
イズ］⇒［オペレーションガイダン
ス］⇒［アダプティブヘッドライト］
を選択すると、ライトスイッチが
＜AUTO＞の位置以外でアダプティブ
LEDヘッドライトシステムのスイッチを
押したときに、オペレーションガイダン
スをメーター内にポップアップで表示す

る機能のON・OFFを切り替えることが
できます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.64）をお読みください。

■ アダプティブLEDヘッドライトシステ
ムをOFFにする方法

アダプティブLEDヘッドライトシス
テムの注意事項

 知識
● 次のいずれかの操作をすると、アダ
プティブLEDヘッドライトシステム
がOFFになります。
アダプティブLEDヘッドライトシス
テムが制御中のとき
― ライトスイッチを＜AUTO＞の位
置以外にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）

― ライトスイッチを車両後方に引く
（ロービームに切り替わります）

アダプティブLEDヘッドライトシス
テムが制御していないとき
― ライトスイッチを＜AUTO＞の位
置以外にする

― ライトスイッチを車両前方に押す
（ハイビームに切り替わります）

 警告
● システムを過信しない。
常に周囲の状況を確認し、必要に応
じて上向きと下向きを手動で切り替
えてください。

● 次のようなときは、アダプティブ
LEDヘッドライトシステムが正しく
作動しない場合があるため、必要に
応じて上向きと下向きを手動で切り
替える。
― 悪天候のとき（雨、霧、雪な
ど）

― 薄暗い早朝や夕暮れなどの暗さが
不十分なとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっていたり、汚れなどが付着し
たりしているとき

― カメラの向きがずれているとき
― 周囲にヘッドランプや尾灯に似た
光源があるとき

― 対向車または先行車が無灯火のと
き

― 対向車のヘッドランプが破損また
は汚れていたり、光軸がずれてい
るとき

― 自転車やバイクなど、ライトの明
るさや大きさが十分でないとき

― 歩行者など光を発しないもののと
き



ランプをつける、ワイパーを使う

運
転
の
し
か
た

182

照射範囲切り替え制御
●次のような原因で、照射範囲の切り替わ
るタイミングが変化することがありま
す。
― 対向車または先行車のランプの明るさ
― 対向車または先行車の向きや動き
― 対向車または先行車のランプが片側の
み点灯している

― 対向車または先行車が二輪車
― 道路状況（カーブや勾配、路面状況
など）

― 乗車している人数や荷物の量
●対向車または先行車を検知し、照射範囲
を切り替えているときにも、ヘッドラン
プ上向き表示灯が点灯することがありま
す。（ハイビームの一部が点灯している
ため）

ヘッドランプ上向き表示灯（ P.61）
●アダプティブLEDヘッドライトシステム
がONでロービームのとき、ライトス
イッチを車両後方に引くとパッシングに
なります。
（アダプティブLEDヘッドライトシステ
ムはONを維持）

●ライトスイッチは車両前方に押しても車
両後方に引いても、手を離すと自動で中
立位置に戻ります。

ハイビーム（上向き）への切り替え
かた

ライトスイッチが＜ ＞の位置のとき
●ライトスイッチを車両前方に押すと、ハ
イビームに切り替わります。ロービーム
に戻したいときは、ライトスイッチを車
両前方、または後方に動かします。

●パッシングするときは、ライトスイッチ
を車両後方に引きます。ハイビームの状
態からパッシングしたいときは、ライト
スイッチを2回車両後方に引きます。

ライトスイッチが＜AUTO＞の位置のとき
●ヘッドランプが点灯しているとき、ライ
トスイッチを車両前方に押すとハイビー
ムに切り替わります。

 警告
― 明るさの急激な変化が連続してい
るとき

― 段差や起伏のある道路を走行して
いるとき

― カーブが多い道路を走行している
とき

― ミラーや標識など反射の強いもの
が前方にあるとき

― トレーラーやコンテナなど先行車
の後部の反射が強いとき

― パンクやけん引などで車両が傾い
ているとき

 アドバイス
● アダプティブLEDヘッドライトシス
テムが正しく作動しなかったり、作
動中にメーター内にアダプティブ
LEDヘッドライト表示灯［ ］
が点灯しなかったりしたときは、ア
ダプティブLEDヘッドライトシステ
ムが故障しているおそれがありま
す。日産販売会社で点検を受けてく
ださい。
アダプティブLEDヘッドライト表示
灯（ P.62）

● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.389）
をお読みください。

 アドバイス
● 対向車があるときや市街地走行など
では下向きにしてください。
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●ロービームに戻したいときは、ライトス
イッチを車両前方、または後方に動かし
ます。

●パッシングするときは、ライトスイッチ
を車両後方に引きます。ハイビームの状
態からパッシングしたいときは、ライト
スイッチを2回車両後方に引きます。

●ハイビームに切り替えているときは、
ヘッドランプ上向き表示灯［ ］が
点灯します。

●ハイビームアシストまたはアダプティブ
LEDヘッドライトシステムがONのと
き、ライトスイッチを車両前方に押す
と、ハイビームに切り替わります。

●ライトスイッチは車両前方に押しても車
両後方に引いても、手を離すと自動で中
立位置に戻ります。

方向指示器の使いかた

＜パワースイッチ＞がONのとき使えま
す。
●右折または左折するときは、ライトス
イッチを の位置まで動かします。

●車線変更などのときは、ライトスイッチ
を の位置まで動かし軽く押さえます。
スイッチを押さえている間、方向指示器
が点滅します。
また、スイッチ の位置まで上または下
に押さえたあと、すぐに手を離したとき
は3回点滅し消灯します。（コンフォー
トフラッシャー機能）

その他の機能について

■ ウェルカムライト機能（フェアウェル
機能付）

●ドアの施錠・解錠時に、車幅灯、尾
灯、番号灯が点灯します。（施錠時約
10秒、解錠時約30秒）

●ドアが施錠された状態でキー（インテリ
ジェントキー）を携帯して車両に近づい
たり、離れたりしたときも車幅灯、尾
灯、番号灯が点灯します。（ドアを解
錠せず、複数回近づいたり離れたりした
場合、誤作動防止のため点灯しない場合
があります。）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ライト/照明］⇒［ウエルカム
ヘッドライト］を選択すると、ウェル
カムライト機能（フェアウェル機能付）
の設定を変更することができます。
設定の詳細については、車両設定
（ P.90）または（ P.64）をお読
みください。

フォグランプスイッチ★
雨、霧、雪などで視界が悪いとき、ヘッド
ランプや尾灯の補助として使用します。

 アドバイス
● 方向指示器のランプと方向指示表示
灯の点滅が速くなったときは、日産
販売会社で点検を受けてください。
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フォグランプの使いかた★

●ヘッドランプまたは車幅灯が点灯してい
るときに使用できます。

●スイッチを＜ ＞の位置に合わせま
す。
（リヤフォグランプ付車は、スイッチか
ら手を離すと自動的に中立位置に戻りま
す）

●消灯するときは、スイッチを元の位置に
戻します。
（リヤフォグランプ付車は、再度操作し
ます）

●フォグランプが点灯しているときは、
フォグランプ表示灯［ ］が点灯し
ます。

リヤフォグランプの使いかた★

●ヘッドランプまたはフォグランプ★が点
灯しているときに使用できます。

●スイッチを＜ ＞の位置に合わせま
す。
（スイッチから手を離すと自動的に中立
位置に戻ります）

●消灯するときは、スイッチを再度操作し
ます。

●リヤフォグランプが点灯しているとき
は、リヤフォグランプ表示灯［ ］
が点灯します。

リヤフォグランプの注意事項

ヘッドランプレベライザースイッ
チ★

ヘッドランプの照らす方向（光軸）を調節
します。乗員の人数や荷物の重さなどに応
じ、調節してください。

ヘッドランプレベライザースイッチ
の使いかた

 アドバイス
● 降雪時には雪が積もる場合があるた
め、こまめにリヤフォグランプの雪
を取り除いてください。

 警告
● 晴天時は使用しない。
後続車の視界を悪くするおそれがあ
ります。

 注意
● リヤフォグランプは霧、雨、雪な
どの視界が悪いときに使用する。

 アドバイス
● 乗車人員や荷物量の違いにより、
ヘッドランプが上側を照らすとき
や、アップダウンの多い山道など
で、前を走行する車のミラーや対向
車のフロントガラスを照らすような
ときは、照らす向きを下側に調節し
てください。
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ヘッドランプが下向きのとき、ダイヤルを
回して調節します。
●通常は、ダイヤルが0の位置で使いま
す。

●ダイヤルを大きな数字の方へ回すほど、
照らす方向は下向きになります。
185

■ ダイヤル位置の目安

次の表を目安に、乗員の人数や荷物の量に応じてダイヤル位置を選択してください。
2列車

3列車

乗員 ラゲッジルームの積
載状況 スイッチ位置

運転席のみ
積載なし

0

フロントシート2名 0

5名
1

満載
2

運転席のみ 3

乗員 ラゲッジルームの積
載状況 スイッチ位置

運転席のみ

積載なし

0

フロントシート2名 0

フロントシート2名
+サードシート2名 1

7名
2WD車 : 1 e-4ORCE（4WD）

車 : 2

満載
2

運転席のみ 3
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ワイパー・ウォッシャースイッチ
＜パワースイッチ＞がONのとき使用できま
す。

フロントワイパーの使いかた

●スイッチを動かすと、次のように作動し
ます。

●スイッチを操作するとメーターにスイッ
チ位置が表示されます。

●間けつ作動の間隔は、車速が速くなると
短くなる車速感知式です。

●インテリジェント オートライトシステム
（フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能付）は、ラ
イトスイッチが＜AUTO＞の位置のとき
にワイパーが数回作動すると、車外の明
るさに関係なくヘッドランプが点灯しま
す。

AUTO（自動点灯・消灯）の使い
かた  (P.177)

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［画面カスタマ
イズ］⇒［オペレーションガイダン
ス］⇒［ワイパー］⇒［フロント］
を選択すると、ワイパースイッチを動か

したときにメーターに表示する機能の
ON・OFFを切り替えることができま
す。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.93）または（ P.64）を
お読みください。

リヤワイパーの使いかた

スイッチを回すと、次のように作動しま
す。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［画面カスタマ
イズ］⇒［オペレーションガイダン
ス］⇒［ワイパー］⇒［リア］を選

スイッチ位
置 作動

＜ ＞

スイッチを上げている間作
動します。
手を離すと自動的にOFFに
戻ります。

＜OFF＞ 停止します。

＜ ＞
間けつで作動します。
スイッチを回し、ワイパー
の間けつ時間を調節します。

＜ ＞ 低速で連続して作動します。
＜ ＞ 高速で連続して作動します。

スイッチ位
置 作動

＜OFF＞ 停止します。
＜ ＞ 間けつで作動します。
＜ ＞ 低速で連続して作動します。
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択すると、ワイパースイッチを動かした
ときにメーターに表示する機能のON・
OFFを切り替えることができます。
設定の詳細については、画面カスタマイ
ズ（ P.64）または（ P.93）を
お読みください。

■ リバース連動機能

●フロントワイパー作動中にシフトポジ
ションを に切り替えると、リヤワイ
パーが作動します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［車両設定］
⇒［ワイパー］⇒［リバース連動］
を選択すると、リバース連動機能の
ON・OFFを切り替えることができま
す。
設定の詳細については、車両設定
（ P.90）または（ P.64）をお読
みください。

ウォッシャーの使いかた

■ フロントウォッシャー

●スイッチを手前に引くと、ウォッシャー
液が噴射します。

●スイッチを引いている間は作動が続き、
レバーを離すとワイパーが数回作動して
から停止します。

■ リヤウォッシャー

●スイッチを車両前方に押すと、ウォッ
シャー液が噴射します。

●スイッチを押している間はウォッシャー
液の噴射とワイパーの作動が続き、レ
バーを離すとワイパーが数回作動してか
ら停止します。

ワイパー・ウォッシャーを使うとき
の注意事項

 警告
● 寒冷時は、ウォッシャー液を噴射す
る前に、ヒーターでガラスを温め
る。また、ウォッシャー液は外気
温に合わせた希釈割合にする。
寒冷時は、ガラスに吹き付けられた
ウォッシャー液が凍結し、視界を妨
げ、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

 アドバイス
● 雪が降りそうなときや降雪時にはワ
イパーアームを起こしておいてくだ
さい。ワイパーに雪が積もり、破
損するおそれがあります。

● ワイパー作動中、雪などの障害物に
よりワイパーが作動できなくなる
と、モーター保護のためにワイパー
の作動が停止することがあります。
その場合は、スイッチを＜OFF＞
にして障害物を取り除いたあと、
モーターが冷えるまで（約1分間）
待ってから、再度スイッチを操作し
てください。ワイパーが作動を開始
します。

● 凍結などでワイパーゴムがガラスに
張り付いているときは、ワイパーを
作動させないでください。ワイパー
が損傷したり、モーターが故障した
りするおそれがあります。
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 アドバイス
● 窓ガラスが乾いているときは、
ウォッシャー液を噴射してからワイ
パーをご使用ください。ガラスが乾
いた状態でワイパーを使用すると、
ガラスやブレード（ゴム部）を傷
付けるおそれがあります。

● ウォッシャー液が出ないときは、連
続して30秒以上作動させないでくだ
さい。モーターが故障する原因とな
ります。

● ウォッシャー液を補給しても液が出
ないときは、日産販売会社にご相談
ください。
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運転支援機能 e-Pedal Step
アクセルペダルの操作のみで加減速を行い、
ブレーキペダルへ踏み替える頻度を大幅に減
らすことができます。

e-Pedal Stepについて

● e-Pedal StepをONにすると、回生ブ
レーキの効きが強くなり、アクセルペダ
ルの操作のみで速度調整することができ
るようになります。

e-Pedal Stepの使いかた

●＜パワースイッチ＞がONのとき、＜e-
Pedal＞スイッチを操作するごとに
ON・OFFが切り替わります。（メー
ター内のe-Pedalインジケーターに状態
を表示します。）

e-Pedalインジケーター  (P.53)
●一度＜パワースイッチ＞をOFFにしてか
らe-POWERシステムを再始動すると、
e-Pedal StepはOFFになります。

e-Pedal Stepの作動について
●アクセルペダルを離したときの減速度が
ガソリン車より強いため、アクセルペダ
ルを完全に離さずゆっくりと緩めること
で、なめらかに減速することができま
す。

●アクセルペダルを離しても減速度が足り
ないときは、ブレーキペダルを踏んでく
ださい。

●アクセルペダルを離した際、発生する減
速度、およびブレーキペダルの操作状態
に応じて制動灯が点灯します。

●車速によって最大減速度が変わります。
極低速は回生ブレーキを作動させずク
リープ現象が発生します。停車するとき
は、ブレーキペダルを踏んでください。

● e-Pedal StepがONのときも、ブレー
キペダルを使用することができます。

●後退時はe-Pedal Step OFFと同じ特性
になります。

e-Pedal Stepに関する注意事項

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
走行・道路状況に応じてブレーキペ
ダルを踏んでください。

● メーターに［e-Pedalシステム異常 
減速、停車する際はブレーキを踏ん
でください］と警告メッセージ
（ P.349）が表示されたとき
は、e-Pedal Stepが故障している
ため、ただちに日産販売会社で点検
を受ける。

● 極低速は回生ブレーキを作動させず
e-Pedal Step OFF同様のクリープ
現象が発生します。
停車するときは、ブレーキペダルを
踏んでください。
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● e-Pedal StepがONのときとOFFのとき
では、アクセルペダルの特性が大きく異
なります。e-Pedal StepのON・OFF
をメーターで確認してください。

● e-Pedal StepがONのとき、シフトポ
ジションを から または、 から に
切り替えてもe-Pedal Stepの特性は変わ
りません。

●シフトポジションが 、 のときは、e-
Pedal Stepは作動しません。

●運転支援機能が作動しているときは、運
転支援機能が優先されます。

●減速によってブレーキペダルが動いたり
e-Pedal Stepが作動しているときに作動
音が発生したりする場合がありますが、
異常ではありません。

ドライブモードセレクター
複数のドライブモードがあります。目的に応
じて使い分けてください。

ドライブモードセレクターの注意事
項

モードの切り替えかた

●＜パワースイッチ＞がONのとき、＜ド
ライブモードセレクター＞を操作する
と、選択可能なドライブモードがアドバ
ンスドドライブアシストディスプレイに
表示されます。

●モードの設定は、＜パワースイッチ＞を
ONにするたびに次のように変更されま
す。
ECOモードで＜パワースイッチ＞をOFF
にしたとき ： ECOモード
ECOモード以外で＜パワースイッチ＞を
OFFにしたとき ： STANDARD
（AUTO）モード

■ 2WD車

 警告
● 減速中の減速度合いが足りない場合
は、ただちにブレーキペダルを踏
む。
車両が動きだしたり、止まりきらな
かったりして、思わぬケガや事故に
つながるおそれがあります。

● 過積載、急勾配、氷結路などの制
動力が低下する条件では、減速度が
十分でない場合があるため、必要に
応じてブレーキペダルを使用する。

● けん引中は、e-Pedal StepをOFF
にする。

 注意
● 走行中に＜ドライブモードセレク
ター＞や画面を注視しない。
前方不注意となり思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● ＜ドライブモードセレクター＞を操
作してもモードが切り替わらない場
合は、システムの異常が考えられま
す。日産販売会社で点検を受けてく
ださい。
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■ e-4ORCE（4WD）車 ドライブモードについて

■ 2WD車

■ e-4ORCE（4WD）車

ドライブ
モード 特徴

SPORT

より力強いスポーティな走
行に適するモード
● アクセルペダル踏み込
みに対する加速レスポ
ンスを高めて加速性能
を向上させ、力強い走
りができる

● アクセルペダルオフ時
に、回生ブレーキを強
めており、微量な加減
速コントロールによっ
て、車両姿勢変化を作
りやすい

● ステアリングの操舵力
が重めになり、コーナ
リング中にしっかりと
した手応えを与え、ス
ポーティドライブを楽
しめる

STANDARD

EV車のようなスムーズな
加速性能と燃費を両立する
通常走行に最適なモード
● モーター駆動特有の滑
らかでレスポンスのよ
い力強い加速と、快適
な乗り味をバランスよ
く楽しめるモード

ECO

燃費の向上を重視するモー
ド
● 穏やかな加速性能によ
り、エネルギー消費を
抑えられるモード

● アクセルペダルOFF時
の回生ブレーキを強め
て、多くのエネルギー
を回収できる。また、
フットブレーキの踏み
変え頻度を低減し、運
転ストレスを軽減させ
る

ドライブ
モード 特徴

OFF-
ROAD

凹凸や段差のある未舗装路
や登坂、砂地での発進や走
行を容易にするモード
● 滑りやすい路面やぬかる
みでも、スリップが少な
く発進し、力強く走るこ
とができる

ドライブ
モード 特徴
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SNOW

モーターのきめ細かな制御
と前後駆動力配分により、
雪道や凍結路面での発進や
走行を容易にするモード
● モーターのきめ細かな制
御により、滑りやすい路
面でも、スリップを抑え
て、気を使うことなく発
進できる

● 前後モーターの力強い加
速でスタックを防ぎ、深
雪でも走破できる

● 最適な前後駆動配分によ
り、滑りやすい路面でも
思い通りに走行できる

AUTO

EV車のようなスムーズな加
速性能と燃費を両立する通
常走行に最適なモード
● モーター駆動特有の滑ら
かでレスポンスのよい力
強い加速と、快適な乗り
味をバランスよく楽しめ
るモード

ドライブ
モード 特徴

ECO

燃費の向上を重視するモー
ド
● 穏やかな加速性能によ
り、エネルギー消費を抑
えられるモード

● アクセルペダルOFF時の
回生ブレーキを強めて、
多くのエネルギーを回収
できる。また、フットブ
レーキの踏み変え頻度を
低減し、運転ストレスを
軽減させる

SPORT

より力強いスポーティな走
行に適するモード
● アクセルペダル踏み込み
に対する加速レスポンス
を高めて加速性能を向上
させ、力強い走りができ
る

● アクセルペダルオフ時
に、回生ブレーキを強め
ており、微量な加減速コ
ントロールによって、車
両姿勢変化を作りやすい

● ステアリングの操舵力が
重めになり、コーナリン
グ中にしっかりとした手
応えを与え、スポーティ
ドライブを楽しめる

ドライブ
モード 特徴
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アクセルOFF時の制動灯（ブレーキランプ）について
アクセルペダルを離した際、発生する減速度合いに応じて制動灯（ブレーキランプ）を点灯させて、停止直前に消灯します。停車
中はブレーキペダルを踏むことで、制動灯（ブレーキランプ）が点灯します。
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チャージモード
＜EVモードスイッチ＞を押し続けると強制的
にエンジンを始動し、リチウムイオンバッテ
リーの充電を行います。マナー（EV）
モードによる走行距離を長くしたいとき、あ
らかじめリチウムイオンバッテリーを充電す
るモードです。

チャージモードの使いかた

●走行可能表示灯が点灯しているとき、
＜EVモードスイッチ＞を押し続けるたび
にチャージモードのON・OFFが切り替
わります。

●マナー（EV）モード中に＜EVモード
スイッチ＞を押し続けると、チャージ
モードに切り替わります。

●ONにするとメーター内に［チャージ
モード］インジケーターが点灯します。

●チャージモードを使用すると、エンジン
で発電するため燃費が悪化します。

●チャージモードでは、リチウムイオン
バッテリー残量が満充電近くまで充電さ
れます。またチャージモード作動中で
も、エンジンが始動しないこともありま
す。

●チャージモード中でも、急加速、上り
坂など走行負荷が高いときは、充電がで
きない場合があります。

●システムの状態によっては、充電時間が
長くなることがあります。

●外気温が低いときは、充電時間が長くな
ることがあります。

●駐停車中にチャージモードを使用しエン
ジンが始動した場合、アイドリングス
トップに関する条例違反により罰則の対
象となるおそれがあります。アイドリン
グストップの詳しい条例については、関
係する自治体に確認してください。

チャージモードを使用できない、または解
除されるとき
●チャージモード中でも、リチウムイオン
バッテリーを保護するために一時的に発
電を停止することがあります。

●シフトポジションが のときにアクセル
を操作すると、チャージモードを解除し
ます。

●外気温が低いときは、チャージモードを
使用できないことがあります。

●走行可能表示灯が点灯しているときにボ
ンネットを開けると、チャージモードを

使用できない、またはチャージモードを
解除します。

マナー（EV）モード
＜EVモードスイッチ＞を押すと、エンジン
の始動を極力抑えて走行することができま
す。リチウムイオンバッテリーの電力だけで
走行するため、早朝や深夜の住宅街など、
静かに走行したいときに使用するモードで
す。

マナー（EV）モードの使いかた

●走行可能表示灯が点灯しているとき、
＜EVモードスイッチ＞を押すたびにマ
ナー（EV）モードのON・OFFが切
り替わります。

 アドバイス
システムに異常が発生したときは、自動
的にチャージモードが解除されます。  アドバイス

● システムに異常が発生したときは、
自動的にマナー（EV）モードが解
除されます。
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●チャージモード中に＜EVモードスイッ
チ＞を押すと、マナー（EV）モード
に切り替わります。

●ONにするとメーター内に［マナーモー
ド］インジケーターが点灯します。

●チャージモードをONにしてリチウムイ
オンバッテリー残量を増やしておくと、
バッテリー電力だけで走行できる距離が
長くなります。

●外気温が低いときはエンジンが始動する
ことがありますが、エンジンが始動する
前にマナー（EV）モードをONにする
と、エンジンの始動が抑えられてバッテ
リー電力だけの走行が可能です。

マナーモードを使用できない、または解除
されるとき
●急加速や上り坂などでアクセルを強く踏
み込んだ場合、エンジンを始動し、マ
ナー（EV）モードが解除されます。

●長い下り坂での回生ブレーキによりリチ
ウムイオンバッテリー残量の上限まで充
電されると、リチウムイオンバッテリー
保護のためマナー（EV）モードが解除
されます。

●シフトポジションが のときにアクセル
を操作すると、エンジンが始動しマナー
（EV）モードが解除されます。

●リチウムイオンバッテリー残量が少ない
ときはマナー（EV）モードを使用でき
ない、またはマナー（EV）モードが
解除されます。

●システムが強制充電を必要と判断した場
合、マナー（EV）モードを解除しエ
ンジンを始動します。

●システムが暖機が必要と判断した場合、
エンジンを始動し、マナー（EV）
モードが解除されます。

●フロントガラスの＜デフロスタースイッ
チ＞（ P.361）を押すと、マナー
（EV）モードを使用できない、または
マナー（EV）モードが解除されます。

●外気温が低いときは、マナー（EV）
モードを使用できないことがあります。

●走行可能表示灯が点灯しているときにボ
ンネットを開けると、強制的にエンジン
が始動しマナー（EV）モードを使用で
きない、またはマナー（EV）モード
が解除されます。

クルーズコントロール★
クルーズコントロールは、アクセルペダルを
踏まなくても一定の速度（約40km/h以上）
で走行できるシステムです。
プロパイロット（ナビリンク機能付）付車
には、クルーズコントロールと同様の機能で
ある定速制御機能（ P.211）がありま
す。

システムに関連する表示とスイッチ

 警告
● クルーズコントロールを使用すると
きは、十分な車間距離をとる。

車間制御は行わないため、ブレーキ
操作制御や警報は行われません。先
行車との車間距離、周囲の状況に応
じてブレーキペダルを踏んで減速す
るなどして車間距離を確保し、安全
運転を心がけてください。

● 次の状況では、クルーズコントロー
ルを使用しない。
― 交通量の多い道や急カーブのある
道

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面

― 急な下り坂
● クルーズコントロールを使用しない
ときは、＜ ＞スイッチを必ず
OFFにする。
誤ってセットされると事故につなが
るおそれがあります。

 アドバイス
● クルーズコントロール表示が点滅し
たときは、安全な場所に停車して、
＜パワースイッチ＞を一旦OFFに
し、再始動してから再度クルーズコ
ントロールをセットしてください。
点滅が続いたり、セットできないと
きは日産販売会社で点検を受けてく
ださい。
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車両情報ディスプレイ
クルーズコントロール表示

- クルーズコントロールをONにすると点灯
します。セットすると設定した速度を表示
します。
ステアリングスイッチ
＜CANCEL＞スイッチ

- クルーズコントロールを解除します。
＜RES+＞操作（上押し）

- 設定速度を上げます。
- クルーズコントロールを解除後、解除前
の設定速度に再度セットします。

＜SET-＞操作（下押し）
- 設定速度を下げます。
- クルーズコントロールをセットします。
＜ ＞スイッチ

- クルーズコントロールのON・OFF がで
きます。

定速走行のしかた

1. ハンドル右側にある＜ ＞スイッ
チを押し、クルーズコントロールを
ONにします。

●定速走行中、一時的に加速したいときは
アクセルペダルを踏みます。加速後にア
クセルペダルを離すと、徐々に設定車速
に戻ります。

2. アドバンスドドライブアシストディ
スプレイにクルーズコントロール表
示が点灯していることを確認しま
す。

3. 設定したい速度まで加速または減速
し、＜SET-＞方向に押します。
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4. スイッチを離すと、アドバンスドド
ライブアシストディスプレイに表示
された速度で定速走行がセットされ
ます。

定速走行の解除のしかた
次の操作をすると、定速走行が解除されま
す。
●＜CANCEL＞スイッチを押す
●＜ ＞スイッチを押す
●ブレーキペダルを踏む

設定速度の変更のしかた

速度を上げる
●定速走行中に＜RES+＞方向に押し続け
ると加速します。設定したい速度で手を
離します。
速度を下げる
●定速走行中に＜SET-＞方向に押し続ける
と減速します。設定したい速度で手を離
します。

●アクセルペダルまたはブレーキペダルの
操作でも設定速度を調節できます。アク
セルペダルまたはブレーキペダルの操作
で速度を調節し、設定したい速度で
＜SET-＞方向に押します。

e-4ORCE（4WD）車★の扱いか
た

e-4ORCEは、前後2つのモーターと4輪のブ
レーキを瞬間的に統合制御するシステムで
す。

 アドバイス
＜CANCEL＞スイッチで解除したとき
やブレーキペダルを踏んで解除したとき
は、セット待機状態になります。もう一
度、定速走行にする場合は、再度
＜SET-＞方向に押します。（アドバンス
ドドライブアシストディスプレイにク
ルーズコントロール表示が再点灯）
● 次の場合は、解除されます。
― 速度が30km/h以下になったとき
― 設定速度より約13km/h以上速度
が低下したとき

― VDCが作動したとき
― タイヤが空転したとき

― セレクトレバーを に入れたとき
― システムに異常があるとき
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e-4ORCE（4WD）車は、滑りやすい路
面などで優れた走行性能を発揮しますが、万
能ではありません。
e-4ORCE（4WD）車特有の取り扱いかた
を十分理解し、正しい運転をしてください。

走行するとき
●オフロード（不整地）走行やラリー走
行用ではありません。走行するときは次
のことを必ずお守りください。
― 河川などの水中走行はしない
― 砂地、ぬかるみなど、前輪が空転し
やすいところでの連続走行はしない

― 脱輪などにより車輪が宙に浮いている
ときは、むやみに空転させない

●運転操作は一般車と同様です。ハンド
ル、アクセルペダルおよびブレーキペダ
ルなどの操作は慎重に行い、安全運転を
心がけてください。

● e-4ORCE（4WD）車は、2WD車に
対し、制動距離が短くなるわけではあり
ません。

タイヤについて
●タイヤの交換は4輪とも同時に行い必ず
指定サイズで同一の銘柄、パターン
（溝模様）のタイヤを装着してくださ
い。

●摩耗差が大きいものやサイズが異なるタ
イヤを装着すると車の機構を破損するお
それがあります。
冬用タイヤも必ず4輪同じものを装着し
てください。
タイヤ交換は日産販売会社にご相談くだ
さい。

走行のしかた

■ 雪道など舗装路以外を走行するとき

●ドライブモードセレクターをOFF-ROAD
またはSNOWモードに切り替えます。

●路面の状態に合わせ慎重に走行します。

エマージェンシーストップシグナ
ル

エマージェンシーストップシグナルは、急ブ
レーキを踏んだとき、後続車に追突される可
能性を低減させるため、制動灯を点滅させて
後方へ急ブレーキを知らせます。

エマージェンシーストップシグナル
について

● 50km/h以上の速度で走行中、急ブ
レーキを踏むと作動します。

●次の場合は作動が停止します。
― ブレーキペダルから足を離したとき
― ブレーキペダルを踏んでいても急ブ
レーキではなくなったとき

●メーター内のABS警告灯［ ］
（ P.330）が点灯しているときは、
エマージェンシーストップシグナルが作
動しない場合があります。

ABS（アンチロックブレーキシス
テム）

ABSとは、急ブレーキ時や滑りやすい路面で
のブレーキ時に、タイヤのロックを防止し
て、車両の安定性を向上させるとともにハン
ドル操作による障害物回避をしやすくするシ
ステムです。

ABSに関する注意事項

 警告
● 4WD車は万能ではないため、走行
するときは次のことを必ず守る。
― 渡河などの水中走行はしない
― 砂地、ぬかるみなど、前輪が空
転しやすいところでの連続走行は
しない

― 脱輪などにより車輪が宙に浮いて
いるときは、むやみに空転させな
い

 警告
● 急加速や急ハンドル、急ブレーキな
どはしない。
タイヤがスリップしたり、横滑りや
尻振りなどをおこし、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 警告
● カーブの手前では十分に減速する。

ABSはあくまでも運転者のブレーキ
操作を補助するシステムです。
ABSの付いていない車両と同様に、
カーブの手前では十分な減速が必要
です。早めの操作で安全運転を心が
けてください。
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ABSについて
急ブレーキを踏まなければいけないような
状況に陥らないよう、安全運転を心がける
ことが大切です。万一の危険な状況では次
のようにしてください。
●危険だと感じたら、ためらわず思い切り
ブレーキペダルを踏み込んでください。

●ABSが作動すると、ブレーキペダルに
振動が伝わったり、作動音が聞こえたり
します。これはABSの正常な作動によ

るものです。そのままブレーキペダルを
踏み続けてください。

●障害物回避の際には、ブレーキペダルを
踏みながらハンドル操作をしてくださ
い。

●＜パワースイッチ＞をONにしたとき
や、e-POWERシステム始動後最初の発
進時に、モータールーム内から音が聞こ
えることがありますが、これはシステム
の作動をチェックしている音で異常では
ありません。

なお、車両を確実に停車させるため、
ABSは低速では作動しません。路面の状
況により異なりますが約10km/h以下では
作動しません。

VDC（ビークルダイナミクスコン
トロール）

VDCは、横滑りや駆動輪の空転を抑えて走
行時の車両安定性を向上させるシステムで
す。

VDCの機能について
●VDCのシステムには次の機能がありま
す。
― VDC機能：走行中の横滑り状態をセ
ンサーで判別し、走行時の車両安定
性を向上させる機能です。

― トラクションコントロール機能
（TCS）：滑りやすい路面などで駆
動輪が空転した場合、走行用モー
ターの出力を抑えることにより、駆
動力およびハンドルの操作性を向上さ
せる機能です。

― ブレーキLSD機能：滑りやすい路面
などで駆動輪が空転した場合、空転
している駆動輪にブレーキを掛けるこ
とにより、もう一輪の駆動力を確保
する機能です。

― ABS機能：ABS（ P.198）
●VDC作動時は、ブレーキの作動により
音や振動を発生する場合がありますが異
常ではありません。

VDCの作動について
●VDCの作動と警告灯
― VDCが作動しているときは、VDC警
告灯［ ］が点滅します。

― トラクションコントロール機能のみが
作動しているときもVDC警告灯
［ ］が点滅します。VDC警告灯
が点滅したときは、車両が滑りやす
い状態になっているため特に慎重に運
転してください。

●次の場合、VDC警告灯［ ］が点
灯することがあります。一度＜パワース
イッチ＞をOFFにし、再度ONにすると
VDC警告灯は消灯します。
― 駐車場の入り口などにあるターンテー
ブルや動く物の上に車があるとき

― 極端に傾いた特殊な路面（サーキッ
ト路に見られるバンクなど）を走行
したとき

 警告
● でこぼこ道、砂利道、積雪路など
では、特に速度を控え、車間距離
を十分にとる。
ABSはブレーキ時の車両の安定性、
操舵性を確保しようとするための装
置で、制動距離が短くなるとは限り
ません。でこぼこ道、砂利道、積
雪路などでは、ABSの付いていな
い車より制動距離が長くなることが
あります。このような道を走行する
ときは、特に速度を抑え、車間距
離を十分にとって運転してくださ
い。

● タイヤ交換時は、必ず指定サイズの
タイヤを4輪に装着する。
ABSは各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。指定サイズ以外
ではABSが正常に作動しなくなり、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
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VDCに関する注意事項 VDCのON・OFFのしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［VDC設定］
⇒［システム］を選択すると、VDC
機能のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、VDC設定
（ P.81）または（ P.64）をお読
みください。

●VDC機能をOFFに切り替えると、VDC
が停止し、VDC OFF表示灯［ ］
が点灯します。

●再度、VDCを使用（ON）するとき
は、もう一度アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイでVDC機能をONに切
り替えます。VDC OFF表示灯［ ］
が消灯し、VDCがON になります。

●VDCが作動しているときは、ぬかるみ
や雪道から脱出するときに、スリップ状
態を検知するため、アクセルペダルを踏

み込んでもタイヤの回転数が上がらない
ことがあります。タイヤの回転数を上げ
たいときはアドバンスドドライブアシス
トディスプレイでVDCを停止してくださ
い。

●VDC機能をOFFにすると、VDCのすべ
ての機能と、次の機能が停止します。
（ABS機能およびブレーキLSD機能を除
く）
― インテリジェント トレースコントロー
ル（コーナリング安定性向上システ
ム）（ P.201）

― プロパイロット（ P.211）
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ（ P.227）

― 踏み間違い衝突防止アシスト
（ P.232）

― インテリジェント LI（車線逸脱防止
支援システム）（ P.247）

― インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）★（ P.240）

●＜パワースイッチ＞をONにするたび
に、VDCは自動的にONになります。

●VDCが作動すると発進時や加速時に車体
およびペダルにわずかな振動と作動音が
発生しますが異常ではありません。

●＜パワースイッチ＞をONにしたとき
や、e-POWERシステム始動後最初の発
進時に、モータールーム内から音が聞こ
えることがありますが、システムの作動
をチェックしている音で異常ではありま
せん。

 警告
● 滑りやすい路面やカーブの手前では
速度を落とす。
この装置は車両の走行安定性を向上
させるもので事故を防止するもので
はありません。VDCの作動にも限
界があるため、滑りやすい路面や
カーブの手前では、特に速度を落と
し安全運転を心がけてください。

● 次の場合、VDC警告灯［ ］
が点灯し正常に作動しないことがあ
るため注意する。
― サスペンション、タイヤ、ブ
レーキなどを純正品以外に交換し
たり、改造したとき

― サスペンション、タイヤ、ブ
レーキなどの関係部品が著しく摩
耗および劣化した状態で走行した
とき

● VDC付車でも雪道などでは冬用タイ
ヤやタイヤチェーンを装着する。
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シャシー制御
シャシー制御には、インテリジェント トレー
スコントロール（コーナリング安定性向上シ
ステム）があります。

インテリジェント トレースコント
ロール（コーナリング安定性向上シ

ステム）について
運転者のハンドル、アクセル、ブレーキ
操作を検知し、それらの情報から各輪のブ
レーキ、駆動トルク（e-4ORCE
（4WD）車）、前後駆動力配分（e-

4ORCE（4WD）車）を制御して、車
両の挙動を滑らかにすると同時に、応答性
を高めるなどして安定感のあるコーナリン
グを実現します。
●インテリジェント トレースコントロール
（コーナリング安定性向上システム）を
OFFにしていても、急ハンドル時など
には作動する場合があります。

●VDCをOFFにすると、インテリジェン
トトレースコントロール（コーナリング
安定性向上システム）もOFFになりま
す。
ぬかるみや雪道から脱出するためにVDC
をOFFにした場合でも、トラクション
を確保するため前後駆動力配分制御（e-
4ORCE（4WD）車）はOFFになり
ません。

●システムが作動すると、ブレーキペダル
に振動を感じたり、音が聞こえたりする
場合がありますが、システムの作動音で
異常ではありません。また、減速感を
感じることがありますが、異常ではあり
ません。

●＜ドライブモードセレクター＞のモード
位置により、インテリジェント トレー
スコントロール（コーナリング安定性向
上システム）は影響を受けます。
ドライブモードセレクター  (P.190)

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［シャシー制御］⇒［トレースコン
トロール］を選択すると、インテリ
ジェント トレースコントロール（コー
ナリング安定性向上システム）機能の
ON・OFFを切り替えることができま

す。（前後駆動力配分制御（e-
4ORCE（4WD）車）はOFFになり
ません）
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
運転支援  (P.74)

ヒルスタートアシスト
ヒルスタートアシストは、上り坂での発進を
補助するシステムです。

 警告
● インテリジェント トレースコント
ロール（コーナリング安定性向上シ
ステム）の機能を過信しない。
インテリジェント トレースコント
ロール（コーナリング安定性向上シ
ステム）は、すべての走行環境に
おいて効果があるわけではないた
め、機能を過信せず安全運転を心が
けてください。

 アドバイス
● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに［シャシー制御システム
故障］と警告が表示されたときは、
故障により機能が正しく作動しない
ことがあります。警告が表示された
ときは、日産販売会社で点検を受け
てください。
警告メッセージ（ P.342）

 警告
● ヒルスタートアシストの機能を過信
しない。
凍結している路面や泥状の坂道で
は、車両がスリップして後退するこ
とがあります。特に安全運転を心が
けてください。
緩やかな坂道ではヒルスタートアシ
ストが作動せず後退する場合があり
ます。その際はブレーキペダルを踏
むか、パーキングブレーキを掛けて
ください。

● 停車するときは、思わぬ事故につな
がるおそれがあるため、ブレーキペ
ダルを踏み続ける。
この装置は、ブレーキペダルから足
を離すと約2秒間ブレーキ力を保持
しますが、その後ブレーキ力が解除
されます。駐車するときは確実にシ
フトポジションを に入れ、パーキ
ングブレーキを掛けてください。
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ヒルスタートアシストについて
●上り坂で発進するとき、ブレーキペダル
からアクセルペダルへ踏み替える間に発
生する車両の後退を防ぎます。

●シフトポジションが 、 以外のとき、
ブレーキペダルから足を離すと、約2秒
間ブレーキ力を保持します。

●セレクトレバーを操作した直後はブレー
キペダルを踏んだ状態で約1秒間待って
から発進してください。シフトポジショ
ンを から または から に操作した
直後は、ヒルスタートアシストが作動し
ないことがあります。

●VDC警告灯［ ］（ P.332）が
点灯したときは作動しません。

●ヒルスタートアシストが作動していると
き、ブレーキペダルの踏みごたえが変化
したり、音や振動が発生したりすること
がありますが、異常ではありません。

アドバンスドヒルディセントコン
トロール（速度設定機能付）★

アドバンスドヒルディセントコントロール
（速度設定機能付）は、急な下り坂や滑り
やすい路面を下るときの走行を補助するシス
テムです。

アドバンスドヒルディセントコント
ロール（速度設定機能付）の機能に

ついて

●アドバンスドヒルディセントコントロー
ル（速度設定機能付）は、回生ブレー
キだけでは十分な減速ができないような
急な下り坂や、オフロードのような滑り
やすい路面を下るとき、一定の低車速を
保ち、下り坂での走行を補助するシステ
ムです。

●システムが作動しているとき、エンジン
ルームから作動音が聞こえることがあり
ますが、異常ではありません。

アドバンスドヒルディセントコント
ロール（速度設定機能付）の作動に

ついて

●ドライブモードがOFF-ROADまたは
SNOWのときに作動します。
ドライブモードセレクター  (P.190)

●アドバンスドヒルディセントコントロー
ル（速度設定機能付）は、次の条件が
満たされたときのみ作動することができ
ます。
― ＜アドバンスドヒルディセントコント
ロール＞スイッチを押してONにして
いる

― セレクトレバーが または 以外に
入っている

― ドライブモードがOFF-ROADまたは
SNOWになっている

― 車速が約30km/h以下
― アクセルペダルとブレーキペダルを踏
んでいないとき

アドバンスドヒルディセントコントロール
（速度設定機能付）をONにしていても、
条件が満たされていないときはアドバンス
ドヒルディセントコントロール表示灯
（ P.63）が点滅し、システムが作動し
ません。

 警告
● アドバンスドヒルディセントコント
ロール（速度設定機能付）の機能
を過信しない。
極端に急な下り坂、凍結路、泥状
の下り坂では必要に応じてブレーキ
ペダルを踏んでください。一定の速
度を保持できず、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

 アドバイス
● 長時間連続使用するとシステム温度
が上昇し、一時的に作動が停止しま
す。このとき、アドバンスドヒル
ディセントコントロール表示灯が点
滅します。

● VDC警告灯が点灯しているときは、
アドバンスドヒルディセントコント
ロール（速度設定機能付）は作動
しません。
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アドバンスドヒルディセントコント
ロール（速度設定機能付）の使いか

た

●スイッチを押すとアドバンスドヒルディ
セントコントロール（速度設定機能付）
がONになり、アドバンスドヒルディセ

ントコントロール表示灯が点灯または点
滅します。

●アドバンスドヒルディセントコントロー
ル表示灯が点滅しているときは、作動条
件を満たしていないためアドバンスドヒ
ルディセントコントロール（速度設定機
能付）が作動しません。

●アドバンスドヒルディセントコントロー
ル（速度設定機能付）で走行している
ときは、アクセルペダルまたはブレーキ
ペダルの操作で車速を変更することがで
きます。

●アドバンスドヒルディセントコントロー
ル（速度設定機能付）をOFFにすると
きは、もう一度スイッチを押します。

車両接近通報装置
車両接近通報装置は、低速走行中に車両が接
近していることを音で歩行者に知らせるシス
テムです。

車両接近通報装置について
車両接近警報装置は、走行可能表示灯が点
灯中にエンジンが停止していると、次の場
合に作動します。
●発進時、車速が30km/h以下のとき
●減速時、車速が25km/h以下になった
とき

●シフトポジションが のとき

車両接近通報装置の故障について
●システムに異常があると、メーター内の
車両接近通報システム警告灯［ ］
が点灯します。
車両接近通報システム警告灯
（ P.337）

●次の条件がそろうとパワースイッチを
OFFにし忘れることを防止するため、
車両接近通報装置が作動します。
― シフトポジションが のとき
― 走行可能表示灯が点灯しているとき
― 運転席のシートベルトが非装着のとき

 アドバイス
● アクセルペダルまたはブレーキペダ
ルを踏むと、アドバンスドヒルディ
セントコントロール（速度設定機能
付）は作動を停止します。ペダル
から足を離すとシステムが再び作動
するため、車速を調節することがで
きます。

● ＜アドバンスドヒルディセントコン
トロール＞スイッチをONにしても
表示灯が点滅または点灯しないとき
は、システムの異常が考えられま
す。日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

 警告
● 車両接近通報装置の音が聞こえない
ときは、日産販売会社で点検する。
車両接近通報装置の音が聞こえない
ときは、安全で静かな場所に停車
し、音が聞こえるか確認してくださ
い。ブレーキペダルを確実に踏みな
がら、シフトポジションを にし、
窓を開けて音が聞こえるか確認しま
す。車両前方から音が聞こえないと
きは、日産販売会社で点検を受けて
ください。



運転支援機能

運
転
の
し
か
た

204

― 運転席ドア、助手席ドアまたは後席
ドアが開いているとき

●車両接近通報装置の音を大きくしたい場
合は、日産販売会社へご相談ください。
音を小さくすることはできません。
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走行支援機能

走行支援機能について



運転支援機能

運
転
の
し
か
た

206

範囲 機能名 機能説明 支援内容

使用するセンサー※1

レーダー
カメラ
（フロン
ト）

ソナー
カメラ
（アラウン
ドビュー
モニター）

前方
側方

プロパイロット（ナ
ビリンク機能付）★

前方車両との車間距離を制御し、前方
車両停車時は停車してその状態を保持
します。また、走行車線内を走行する
ようにハンドルを自動制御することで
運転操作の負担を減らします。
（ P.211）

支援 ○ ○ ○ －

前方

インテリジェント エ
マージェンシーブ
レーキ

前方の車両や歩行者、自転車と衝突の
おそれがあるとき、警報とブレーキに
より、運転者の衝突回避操作を支援し
ます。（ P.227）

支援 ○ ○ － －

前方
後方

踏み間違い衝突防止
アシスト

ブレーキペダルとアクセルペダルの踏
み間違えや、ブレーキ操作遅れが起き
たときに警報音と表示で警告し、さら
に過度な加速の防止や障害物への衝突
防止を支援します。（ P.232）

支援 － ○※2 ○ ○※3

前方

インテリジェント 
FCW（前方衝突予測
警報）

前方を走行する2台前の車両を検知
し、急な減速などにより、自車の回避
操作が必要と判断した場合に警報しま
す。（ P.251） 警報

○ － － －

標識検知機能 運転者に車両進入禁止標識があること
を知らせます。（ P.259） － ○ － －
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※1：レーダーセンサー／カメラ類の取り扱い注意に従って、お手入れをお願いします。適切なお手入れを行わないと、システムが
正常に作動しないおそれがあります。（ レーダーセンサーの取り扱い  (P.388)）、（ マルチセンシングフロントカメラの取り扱
い  (P.389)）、（ ソナーの取り扱い  (P.390)）、（ フロントビュー／サイドビューカメラの取り扱い  (P.389)）、（ リヤ
ビューカメラの取り扱い  (P.389)）
※2：後方への支援には使用されません。
※3：後方への支援時にリヤビューカメラが使用されます。

側方

インテリジェント 
BSI（後側方衝突防
止支援システム）★

隣車線に車両がいる時に車線変更を開
始した場合、警報とともに車両を元の
車線内に戻すよう支援します。
（ P.244） 支援

○ ○ － －

インテリジェント LI
（車線逸脱防止支援シ
ステム）

運転者が意図せず走行車線から逸脱し
そうなとき、車線内に戻す操作を支援
します。（ P.247）

－ ○ － －

BSW（後側方車両検
知警報）★

車線変更時、隣車線に車両がいる場合
に警報します。（ P.239）

警報

○ － － －

LDW（車線逸脱警
報）

運転者が意図せず走行車線から逸脱し
そうなとき、警報します。（ P.247） － ○ － －

インテリジェント 
DA（ふらつき警報）

ハンドル操作から運転者の注意力が低
下していると判断したとき、警報音と
表示により運転者に休憩を促します。
（ P.257）

－ － － －

後方 RCTA（後退時車両
検知警報）★

後退時、後方を横切ろうとする車両が
あるとき、警報します。（ P.254） 警報 ○ － － －

範囲 機能名 機能説明 支援内容

使用するセンサー※1

レーダー
カメラ
（フロン
ト）

ソナー
カメラ
（アラウン
ドビュー
モニター）
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走行支援機能

フロントガラスに装備されたマルチセンシ
ングフロントカメラ、フロントグリルおよ
びリヤバンパーに装備されたレーダーセン
サー、フロントバンパーおよびリヤバン
パーに装備されたソナーセンサーで構成さ
れた、走行を支援するシステムです。

■ 作動させるためにスイッチ操作が不要
な機能（メーターでのON設定が必
要）

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキ

●踏み間違い衝突防止アシスト
●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）

●BSW（後側方車両検知警報）★
● LDW（車線逸脱警報）
●RCTA（後退時車両検知警報）★
●インテリジェント DA（ふらつき警報）
●標識検知機能

■ 作動させるために操作が必要な機能

●プロパイロット（ナビリンク機能付）★
●インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）★

●インテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）

 警告
● 走行支援機能は、自動で運転する装
置ではありません。運転者は交通法
規を遵守し、常に周囲に注意し、
道路・交通・自車の状況に応じハ
ンドル、ブレーキ、アクセルを確
実に操作し、安全な運転を行う責任
があります。性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。

● レーダー、カメラ、ソナーの性能
には限界があります。 詳細について
は、各検知条件と制限をお読みくだ
さい。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.209)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.210)

ソナーの検知条件と制限  
(P.211)
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走行支援機能の設定
●アドバンスドドライブアシストディスプレイで設定［ ］⇒［運転支援］⇒必要
な機能を選択すると、ON・OFFを切り替えることができます。

機能名 設定できる機能
ハンドル支援★ ハンドル支援機能
側方支援 LDW（車線逸脱警報）、インテリジェント LI（車線逸脱

防止支援システム）
後側方支援★ BSW（後側方車両検知警報）、インテリジェント BSI

（後側方衝突防止支援システム）
緊急支援 インテリジェント エマージェンシーブレーキ、インテリ

ジェント FCW（前方衝突予測警報）、踏み間違い衝突防
止アシスト

制限速度標識 最高速度標識検知
ルート減速支援★ プロパイロット（ナビリンク機能付）のルート減速支援

機能
制限速度支援★ 標識検知機能で検出した速度をプロパイロット（ナビリ

ンク機能付）の設定車速に反映させる機能
制限速度支援設定★ 標識検知機能で検出した速度を、プロパイロット（ナビ

リンク機能付）の設定車速に反映させるときのオフセッ
ト速度の設定を変更できる機能

道路標識 進入禁止標識検知／一時停止標識検知
駐車支援 移動物検知機能や、ソナー機能など
後退時車両検知警報★ RCTA（後退時車両検知警報）
ふらつき警報 インテリジェント DA（ふらつき警報）
209

レーダーセンサーの検知条件と制限
●レーダーセンサーは次のような障害物は
検知できないことがあります。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車
― 約30km/h以上の速度で通過する車両
― 約8km/h以下の速度で通過する車両
― 前方の車両がオートバイのような幅の
狭い車両のとき

●次のような場合は、前方の2台前の車両
を検知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で視界
が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生してい
るとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー
周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影響を
受けているとき

― トンネル内を走行しているとき
― 前方の車両がけん引を行っているとき
― 前方の車両との距離が極端に近いとき
― 急なカーブや、勾配の変化があると
ころを走行しているとき

●次のような状況では、レーダーセンサー
が接近する車両を検知できないことがあ
ります。
― 隣に駐車している車両などが、レー
ダーセンサーの検出エリアを妨げてい
るとき

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場に駐
車しているとき
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― 回り込むようにして自車両後方へ車両
が接近してきたとき

― 接近してきた車両の向きが、自車両
の向きと同じまたはそれに近いとき

マルチセンシングフロントカメラの
検知条件と制限

●マルチセンシングフロントカメラは次の
ような障害物を検知できないことがあり
ます。
― 子供などの背の低い人、動物、自転
車

― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポール
など車両と歩行者以外の障害物）

●マルチセンシングフロントカメラは車両
の後端を認識するため、以下のような車
両を検知しないもしくは検知できない場
合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが
見えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっきり
しない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まっている車
両

●マルチセンシングフロントカメラは次の
ような場合、前方の車両、歩行者を検
知できないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂
塵、吹雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生してい
るとき

― カメラ前方のフロントガラスのくもり
や、汚れ、油膜、虫汚れ、水滴、
氷、雪、泥などが付着しているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車両
のハイビームなど）を受けていると
き

― 前方の強い光により前方車両のタイヤ
の部分が影になり見えにくいとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッド
ランプのレンズが極端に汚れている、
または光軸調整が適切に行われていな
いとき

― 夜間やトンネル内などで前方の車両の
テールランプが点灯していないとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急
に明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、
背景と同じ色の服を着ているなど人特
有の輪郭が認識できないとき

― 前方車両からの太陽光などを強く反射
されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化した
場合（自車の車線変更・右左折、
前方車両の右左折・急ハンドル・急
加速・急減速など）

― 始動してから約15秒間
― カメラの向きがずれているとき

●マルチセンシングフロントカメラは以下
の例のような周辺状況では対象物の形状

を正しく検出できずシステムが作動しな
い場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別がで
きない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断歩
道、制限速度などの標示）の近くに
いる場合

― 対象物が路面の水たまりの付近にいる
場合（周りの風景が水たまりに映り
こむなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と重
なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙などが
あるとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所にいる
歩行者

― 車高の低い車両
― 最低地上高（地面から車体までの高
さ）が極端に低いもしくは極端に高
い車両

― 特殊な形状の車両（タンクロー
リー、サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた歩行
者

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者、人が乗車してい
る自転車

― 後端面積が小さい車両（空荷のト
ラックなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長い車
両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出している車
両
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●マルチセンシングフロントカメラは以下
の例のような場合、衝突するおそれがあ
る対象を正しく検出できない場合があり
ます。
― 複数の対象物同士が近接している場合
― 対象となる二輪車または車高の低い車
両の前方近くに車両がいる場合

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者

ソナーの検知条件と制限
●次のような場合、ソナーは正しく検出で
きないことがあります。
― 人、動物などの動いているもの、特
に人は衣服の種類によっても検出でき
ない場合があります。

― 背の低い障害物
― 溝や穴など地面より低い場所
― ポールなどの幅の狭い障害物
― 針金、ロープ、チェーンなどの細い
障害物

― 金網、フェンス、ショッピングカー
トなどのすき間が多い障害物

― 鋭角的な形の障害物
― 壁などに配置されている配管などの障
害物

― 地面から高い位置に存在する障害物
― 柱などで構成されている平面ではない
障害物

― スポンジ状のものや雪などの表面が柔
らかく音波を吸収しやすい障害物

― バンパーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

― 急にソナーの検出範囲に飛び込んでき
た障害物

― 急に近づいてきた障害物
― 車両側方にある障害物
― 障害物の面が車両の前面、または後
面に対して斜めのとき

― ソナーセンサー部が凍結したり、
雨、雪、氷、汚れなどがソナーセ
ンサーに付着したりしているとき

― 車両姿勢が大きく傾いているとき
― 炎天下や寒冷時でセンサー周辺が著し
く高温または低温のとき

― 凸凹道、坂道、砂利道、草むらを
走行しているとき

― 他車のホーン、オートバイの排気音
や工事など、付近で大きな音がした
とき

― 車両感応センサーや他車のソナーな
ど、超音波を発するものが付近にあ
るとき

●次のような場合、ソナーは検知すること
があります。
― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 高さのあるゲート、狭いトンネル、
料金所のバーなど

― マンホールやスピードバンプなど路面
上に段差や突起物があるとき

― 垂れ下がった旗、ビニールカーテン
などをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあるとき
― 勾配路

― 車両感応センサーや他車のソナーな
ど、超音波を発するものが付近にあ
るとき

― 他車のホーン、オートバイの排気音
や工事など、付近で大きな音がした
とき

― 背が高く上部が張り出しているものが
あるとき

― 雨、雪、氷、汚れなどがソナーセ
ンサーに付着しているとき

― 凸形状または凹形状の構造物の近くを
通過しているとき

― 車両側方の近くに構造物（壁、料金
所設備、駐車場のゲート設備など）
があるとき

プロパイロット★
プロパイロット（ナビリンク機能付）は、
高速道路や自動車専用道路を運転者が設定し
た車速を上限に、先行車と車速に応じた車間
距離を保ちながら、車線中央付近を走行する
ための運転操作を支援します。

プロパイロットに関する注意事項
●プロパイロット（ナビリンク機能付）
は自動で運転する装置ではありません。
また、脇見運転やぼんやり運転などの前
方不注意での運転操作を補助するもので
はありません。
運転者はシステムを過信せず、常に周囲
に注意し、道路・交通・自車両の状況
に応じて確実にハンドル、アクセル、
ブレーキを操作して、安全な運転を行う
責任があります。
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●プロパイロット（ナビリンク機能付）
は高速道路や自動車専用道路の直線や緩
やかなカーブでの使用を想定して設計さ
れています。
一般道での使用は思わぬ事故につながる
おそれがありますので使用しないでくだ
さい。

●プロパイロット（ナビリンク機能付）
は同一方向に走行する車両を検出し、車
間距離を保つようアクセル、ブレーキを
制御します。
対向車両、前方を横切る車両、車線外
（路肩など）いる車両や、歩行者、自
転車、工事用のパイロン、落下物など
の車両以外のものに反応しません。

●プロパイロット（ナビリンク機能付）
は車線中央付近を走行するようにステア
リングを制御します。側方から車両が近
づいてきても反応しません。
交通法規を遵守する責任は運転者にあり
ます。走行している地域や道路の交通法
規を遵守し、安全な走行を行ってくださ
い。

●プロパイロット（ナビリンク機能付）
の性能には限界があるため、システムだ
けに頼った運転はせず、常に安全運転を
心がける。
自車の前への急な割り込みや先行車が急
ブレーキをかけたとき、急なカーブを走
行するとき、悪天候などでは、適切な
減速や操舵制御が行えず先行車に接近し
たり、レーンマーカーに近づいたりする
ことがあります。先行車との車間距離、
自車の車線内の位置、周囲の状況に応じ
て自らアクセル、ブレーキ、ハンドル

を操作し、常に安全運転を心がけてくだ
さい。
レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは、左側に引かれた線のことを示し
ます。

●プロパイロット（ナビリンク機能付）
を解除せず降車しないでください。
車両を停止し続ける能力をもっていませ
ん。降車する場合は＜プロパイロットス
イッチ＞を押してシステムをOFFにし、
セレクトレバーにある スイッチを押し
シフトポジションを に切り替え、電動
パーキングブレーキを作動させてくださ
い。

●次のような状況では適切な制御ができ
ず、思わぬ事故につながるおそれがあり
ますので使用しないでください。
― 凍結路や積雪路など滑りやすい路面を
走行しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）のとき
― 急カーブや曲がりくねった道を走行し
ているとき

― 急な上り坂、下り坂を走行している
とき

― 頻繁な加減速により、車間距離が保
ちにくい交通状況のとき

― 料金所を通るとき
― タイヤの空気圧が適正ではないとき
― 摩耗しているタイヤ、日産純正品も
しくは日産販売会社で購入したタイヤ
以外を使用しているときや、タイヤ
チェーンを装着しているとき

― 純正品以外のブレーキ部品やサスペン
ション部品を使用しているとき

― フロントレーダー部に雪、氷、泥な
どの付着物があるとき

― マルチセンシングフロントカメラおよ
びその前方のフロントカラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪、泥などの付
着物があるとき

― マルチセンシングフロントカメラおよ
び、その前方のフロントカラスにく
もりや結露があるとき

― サイドレーダー部に雪、氷、泥など
の付着物があるとき

― レーダー、カメラ、ソナー、GPS
アンテナの視界を妨げるものを取り付
けたとき

― 極端に重い荷物を積んでいるとき
― けん引しているとき

●ナビゲーションの地図が古い場合は、プ
ロパイロット（ナビリンク機能付）の
機能が正しく作動しない場合がありま
す。
プロパイロット（ナビリンク機能付）
を使うときはあらかじめ地図の更新をす
るなど常に最新の地図を使用してくださ
い。
ナビゲーションの地図更新についてはナ
ビゲーションシステム取扱説明書をお読
みください。
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プロパイロットの機能
プロパイロット（ナビリンク機能付）には次の機能があります。

機能名 概要説明 参照先

車速・車間制御機能

● 先行車を検出していないときは、運転者が設定した車速を維持するように制御
します。

● 先行車を検出しているときは、運転者が設定した車速を上限に、車速に応じた
車間距離を保つように制御します。

P.220

ルート減速支援機能 ● 地図データを利用して、カーブ・出口などの道路形状に合わせて車速を調節し
ます。

P.222

制限速度支援機能 ● 標識検知機能により検出した速度を、自動または手動で設定車速に反映するこ
とができます。

P.223

ハンドル支援 ● 車線中央付近を走行するようにステアリングを制御し、運転者のハンドル操作
を支援します。

P.225
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システム構成

 警告
● プロパイロット（ナビリンク機能
付）は次のような障害物に反応しま
せん。
― 歩行者、動物など
― 落下物
― 工事などで設置されるパイロンな
ど

― 特殊な形状をした車両
● 次のような状況では先行車の検出が
遅れる、または検出ができないこと
があります。運転者は常に前方の状
況に注意し、必要に応じてブレーキ
やハンドルを操作してください。
― 前方に急な割り込みがあったとき
― 停止車両など自車速よりも極端に
遅い車両がいたとき

― 見通しの悪いカーブを走行してい
るとき

― 前方に車線の端を走行する二輪車
がいるとき

― 先行車や他車線の車両が路上の水
や雪などを巻き上げて走行してい
るとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重
い荷物を積んだとき

● 次のような状況では正しくレーン
マーカーの検出ができずハンドル支
援が使用できないことがあります。
― レーンマーカーが消えかかってい
る、汚れているなど不明瞭なとき

― レーンマーカーが路面の色と似て
おり見えにくいとき

― レーンマーカーが多重に描かれて
いるとき

― 消されたレーンマーカーが、まだ
薄く残っているとき

― 工事などによる車線規制や仮設の
レーンマーカーがあるとき

― 料金所や交差点手前などでレーン
マーカーが大きく変化していると
き

― 車線幅が極端に狭いときや広いと
き、または変化しているとき

― 停止禁止部分、または立ち入り禁
止部分がある道を走行していると
き

― 出口路、分岐路など車線数が増え
るとき

― 濡れているまたは水たまりのある
路面を走行しているとき

― 道路構造物、街路樹、建物など
の影が差している路面を走行して
いるとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、
砂塵、吹雪など）で視界が悪い
とき

― 先行車や他車線の車両が路上の水
や雪などを巻き上げて走行してい
るとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けてい
るとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、あるいは
ヘッドランプのレンズが極端に汚
れているとき

― トンネルの出入り口や日陰など急
に明るさの変化が起こったとき

― 急な上り坂、下り坂が繰り返され
る道を走行しているとき

― 後席やラゲッジルームに極端に重
い荷物を積んでいるとき

● フロントレーダーの汚れを自動的に
判定する機能を備えておりますが万
全ではありません。
状況によってはレーダーが汚れてい
ても判定できない場合があります。
また雪、氷などが付着したときも判
定できない場合があります。
このような状況では適切な作動がで
きなくなるおそれがありますので、
常に周囲に注意して走行してくださ
い。またフロントレーダーおよびそ
の周辺はいつもきれいにしておいて
ください。
レーダーセンサーの取り扱い  

(P.388)
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プロパイロット（ナビリンク機能付）は
次のような部品で構成されています。

フロントレーダーセンサー
前方の車両を検知し、インテリジェ
ント クルーズコントロールに使用
マルチセンシングフロントカメラ
車線のレーンマーカーを検知し、ハ
ンドル支援に使用
ソナーセンサー
前方の車両を検知

 警告
● フロントカメラの汚れを自動的に判
定する機能を備えておりますが万全
ではありません。
状況によってはフロントカメラが汚
れていても判定できない場合があり
ます。また雪、氷などが付着した
ときも判定できない場合がありま
す。
このような状況では適切な作動がで
きなくなるおそれがありますので、
常に前方に注意して走行してくださ
い。またフロントカメラおよびその
周辺はいつもきれいにしておいてく
ださい。
マルチセンシングフロントカメラ

の取り扱い  (P.389)

 アドバイス
● プロパイロット（ナビリンク機能
付）を正しく作動させるために、
カメラ前方のフロントガラス、レー
ダーセンサーおよびソナーセンサー
周辺のお手入れを行ってください。
外装のお手入れ  (P.385)
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プロパイロットに関連するスイッチ

プロパイロットスイッチ
プロパイロット（ナビリンク機能
付）のON・OFFができます。
SET-操作（下押し）
＜SET-＞方向に押したときの車速で
プロパイロット（ナビリンク機能
付）を開始できます。
設定車速を下げることができます。
RES+操作（上押し）
プロパイロット（ナビリンク機能
付）を解除後、解除前の設定車速
で再び開始することができます。
設定車速を上げることができます。
CANCELスイッチ
プロパイロット（ナビリンク機能
付）の解除ができます。

車間設定スイッチ
車間距離を「長」「中」「短」
の3段階に切り替えることができま
す。
ハンドル支援スイッチ
ハンドル支援のON・OFFができま
す。

●＜プロパイロットスイッチ＞を押すと、
インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援祖システム）、インテリジェント 
LI（車線逸脱防止支援システム）の
ON・OFFを同時に行います。
プロパイロットの使いかた
1. ＜プロパイロットスイッチ＞を押し

ます。（1.5秒未満）
●プロパイロット（ナビリンク機能付）
がONになります。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイにプロパイロット（ナビリンク機能
付）の状態が表示されます。
（ P.218）

2. ＜SET-＞方向に押したときの車速で
プロパイロット（ナビリンク機能
付）を開始します。

●先行車を検出していない場合、運転者が
設定した車速を維持するように制御しま
す。または、制限速度支援機能★
（ P.223）やルート減速支援機能★
（ P.222）により車速が制御されま
す。

●システムが起動した場合、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに作動状
態が表示されます。（ P.218）

 知識
● ＜プロパイロットスイッチ＞を1.5
秒以上押し続けると定速制御機能に
切り替わり、ハンドル支援を行いま
せん。
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■ 車間距離設定のしかた

＜車間設定スイッチ＞を押すと、車間距離
を設定できます。車両アイコン下のバーの
本数で設定を表示します。

●車間設定は、e-POWERシステムを停止
しても再度設定を変更するまでその状態
が維持されます。

■ 設定車速の変更のしかた

加速したいとき：
●設定車速を上げたいときは、＜RES+＞
方向に押します。

減速したいとき：
●設定車速を下げたいときは＜SET-＞方向
に押します。

設定車速が5km/hきざみで変更できます。
スイッチを押し続けると設定車速が5km/h
ずつ連続して変わります。希望の速度でス
イッチを離してください。

■ 一時的に加速、減速をしたいとき

●ハンドルを持ってアクセルペダルを踏む
と加速します。

●アクセルペダルを踏んで加速したときな
ど、設定車速より実際の車速が高くなっ
た場合は、設定車速表示が点滅します。

●アクセルペダルを離すと再び車速車間制
御を行います。

●ブレーキペダルを踏むと減速します。
（プロパイロット（ナビリンク機能付）
は解除されます）

●解除前の設定車速で再び開始したいとき
は、＜RES+＞方向に押します。

■ ハンドル支援のON・OFFのしかた

スイッチでのON・OFFのしかた
●＜ハンドル支援スイッチ＞を押すごとに
ハンドル支援のON・OFFを切り替える
ことができます。
メーターでのON・OFFの設定
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［ハンドル支援］を選択すると、ハ
ンドル支援のON・OFFを切り替えるこ
とができます。
ハンドル支援のON・OFF設定はe-
POWERシステムを停止しても再度設定
が変更されるまで、その状態を維持しま
す。

■ プロパイロット（ナビリンク機能付）
の解除のしかた

次のいずれかの操作でプロパイロット（ナ
ビリンク機能付）が解除されます。
●＜CANCEL＞スイッチを押す

 警告
● プロパイロット（ナビリンク機能
付）は脇見運転やぼんやり運転など
の前方不注意での運転操作を補助す
るものではありません。
先行車との車間距離、車線内の位
置、周囲の状況に応じてアクセル、
ブレーキ、ハンドルを操作するなど
して、常に安全運転を心がけてくだ
さい。

アイコン下のバーの本
数 車間距離

3本 長
2本 中
1本 短

 警告
● アクセルペダルを操作して加速して
いるときは、ブレーキ制御、接近
警報を行いません。
通常、車間制御中は先行車の速度に
合わせて自動的に加速、減速を行い
ます。車線変更などで加速が必要な
ときや、先行車が急減速したり、
他車が割り込むなどして先行車に接
近しそうになったときなどはアクセ
ルペダル、またはブレーキペダルを
踏んで周囲の状況に応じた適切な加
速、減速を行ってください。

 警告
● プロパイロット（ナビリンク機能
付）をOFFにせず降車しないでく
ださい。
降車する場合は＜プロパイロットス
イッチ＞を押してシステムをOFFに
し、電動パーキングブレーキを作動
させ、シフトポジションを にして
ください。
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●ブレーキペダルを踏む（車速・車間制
御機能により、自車が停止しているとき
を除く）
解除前の設定車速で再び開始したいとき
は、＜RES＋＞方向に押します。
車速・車間制御機能により自車が停止し
ているとき、システムを解除すると電動
パーキングブレーキが作動します。
アドバンスドドライブアシストディスプレイ表示

プロパイロット（ナビリンク機能付）作動表示
先行車検出表示
ハンドル支援作動灯
車間設定表示
ハンドル支援作動表示
プロパイロット（ナビリンク機能付）作動灯
ルート減速支援表示★
標識検知機能
設定車速表示
ハンドル支援作動灯/警告灯
車速・車間制御作動灯
制限速度支援表示★
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メーター表示項目 表示内容
プロパイロット（ナビリンク機能付）
作動状態 プロパイロット（ナビリンク機能付）作動中は青色に点灯

先行車検出の有無 車両アイコン非表示⇒先行車検出無し 車両アイコン表示⇒先行車検出有り
ハンドル支援の作動状態 灰色⇒ハンドル支援待機中 緑色⇒ハンドル支援中
車間設定表示 車間設定状態を表示

プロパイロット（ナビリンク機能付）
の作動状態

白色⇒プロパイロット（ナビリンク機能付）ON

青色⇒プロパイロット（ナビリンク機能付）作動
開始

ルート減速支援表示 ルート減速作動時に表示
標識検知表示 標識検知機能で検出した速度標識を表示
設定車速表示 設定車速を表示
ハンドル支援作動灯／警告灯 灰色⇒ハンドル支援待機中 黄色⇒車線維持機能（ハンドル支援）が故障

状態
赤色⇒ハンドルを離している状態（手放し警
報のみ）

緑色⇒ハンドル支援中

車速・車間制御作動状態

車両アイコン非表示⇒先行車検出無し（定速制御中） 車両アイコン表示⇒先行車検出有り（定車間制御中）
白色⇒プロパイロットON 緑色⇒プロパイロット作動開始
黄色⇒プロパイロットが故障状態
車間距離の設定状況を表示

制限速度支援表示
A：オートモード（自動）の作動状態
↑：検出した最高速度標識が現在走行している速度よりも高い場合に表示
↓：検出した最高速度標識が現在走行している速度よりも低い場合に表示
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運転支援ステータス画面

プロパイロット（ナビリンク機能付）を
起動したあと、車速を設定する前に運転支
援ステータス画面が表示されます。画面
は、後側方、前方運転支援、および側方
運転支援のステータスを表示します。運転
支援設定で選択されている場合、＜プロパ
イロットスイッチ＞を押すと、システムも
作動状態になります。
●運転支援ステータスを変更するには、ア
ドバンスドドライブアシストディスプレ
イで次のようにメニューを選択し、設定
を変更してください。（ P.209）
設定［ ］⇒［運転支援］

運転支援機能をONに設定している場合の
表示

［ ］：警報機能がONになっている場
合に表示
［ ］：支援機能がONになっている場合
に表示
［OFF］：どの機能もONになっていない
場合に表示

車速・車間制御機能（インテリジェ
ント クルーズコントロール）

インテリジェント クルーズコントロール
は、プロパイロット（ナビリンク機能
付）の機能の一部です。このシステムを
使用する前に、システムの操作方法
（ P.216）やディスプレイの理解
（ P.218）を含め、プロパイロット
（ナビリンク機能付）全体（ P.211）
をお読みください。
インテリジェント クルーズコントロール
は、フロントレーダーセンサーを使用して
制御します。
●先行車を検出していない場合は運転者が
設定した車速で定速走行します。

●先行車を検出しているときは、運転者が
セットした車速（約30km/h以上）を
上限に、車速に応じた車間距離を保つよ
うに車間制御を行い走行します。先行車
が停止したときは、先行車に続いて自車
も停止します。一度停止すると、イン
テリジェント クルーズコントロールは停
止した状態を保持します。

●先行車がいなくなると設定車速まで加速
します。

●設定車速は設定車速表示を確認しながら
変更してください。

●インテリジェント クルーズコントロール
の制御によりブレーキが作動した場合
は、自車の制動灯が点灯します。

インテリジェント クルーズコントロール
は、車両ブレーキ力の最大40％しか適用
しないため、車速がかなり一定に保たれる
交通状況で使用してください。

範囲 運転支援機能名
称 機能 表示

前方

インテリジェン
ト エマージェン
シーブレーキ

支援 ［ ］

インテリジェン
ト FCW（前方
衝突予測警報）

警報

車線

LDW（車線逸
脱警報）

警報 ［ ］

インテリジェン
ト LI（車線逸脱
防止支援システ
ム）

支援 ［ ］

後側
方

BSW（後側方
車両検知警報）

警報 ［ ］

インテリジェン
ト BSI（後側方
衝突防止支援シ
ステム）

支援 ［ ］
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ハンドルを持ってアクセルペダルを踏むと
加速します。アクセルペダルを操作して加
速しているときは、ブレーキ制御、接近
警報を行いません。

車速・車間制御の自動解除
次の場合は、警告音とともに車速・車間
制御機能が自動的に解除されます。
●先行車を検出していないときに、車速が
約25km/hを下回ったとき

●運転席、助手席、後席のいずれかのド
アを開けたとき

●運転席のシートベルトを外したとき
●車速・車間制御機能により自車が停止
後、約3分が経過したとき

●シフトポジションを、 または 以外に
したとき

●ドライブモードをOFF-ROADまたは
SNOWにしたとき（e-4ORCE
（4WD）車）

●電動パーキングブレーキをかけたとき
●VDCをOFFにしたとき
●VDCが作動したとき
●タイヤが空転したとき
●周辺の電波源の影響を受けているとき
●周辺の電波源や環境による反射等によ
り、一時的に電波を受信できなかったと
き

●レーダーセンサーが汚れているとき
次の場合は、プロパイロット（ナビリン
ク機能付）の制御を開始することができま
せん。（設定車速表示が約2秒間点滅しま
す）

●運転席、助手席、後席、またはバック
ドアのいずれかのドアが開いているとき

●運転席のシートベルトを着用していない
とき

●車速が約30km/hを下回っていて、先
行車を検出していないとき

●シフトポジションが または 以外のと
き

●ドライブモードがOFF-ROADまたは
SNOWのとき（e-4ORCE（4WD）
車）

●電動パーキングブレーキが作動している
とき

●ブレーキを踏んでいるとき
●VDCをOFFにしたとき
●VDC／TCSが作動したとき
●タイヤが空転したとき

システム作動

インテリジェント クルーズコントロール
は、次の2つのモードのいずれかに設定で
きます。

●定速制御機能（ P.226）
●車速・車間制御機能（ P.220）
●ハンドル支援は定速制御機能では使用で
きません。ハンドル支援なしで車速・
車間制御機能を使用するには、プロパイ
ロット（ナビリンク機能付）を起動し
てから、＜ハンドル支援スイッチ＞また
は設定メニューでハンドル支援をOFFに
します。 詳細については、 ハンドル支
援のON・OFFのしかた  (P.225)を参
照してください。

■ 先行車を検出していないとき

先行車がいないときは、運転者が設定した
車速を維持するように制御します。
先行車がいなくなると先行車検出表示と車
速制御作動灯が消灯し、運転者が設定した
車速まで加速します。

■ 先行車を検出しているとき

先行車検出表示と車速制御作動灯が点灯
し、運転者が設定した車速を上限に、車
速に応じた車間距離を保つように制御しま
す。
車間距離設定のしかた  (P.217)

■ 先行車が停止したとき（メーカーオプ
ションナビゲーションシステム装着
車）

●インテリジェント クルーズコントロール
で走行中に先行車が停止したときは、先
行車に続いて自車も停止します。一度停
止すると、インテリジェント クルーズ

 警告
● 運転者は周囲の状況に注意し、必要
に応じてブレーキペダルを操作して
ください。
車速・車間制御機能で停止した後、
前方に車両が割り込んできた場合、
位置や車両の向きによっては検出す
ることができず、先行車が発進する
と自車も動きだし割り込んできた車
両に接近するおそれがあります。
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コントロールは停止した状態を保持しま
す。
（停止した状態を保持しているときは、
［前の車に続いて発進します］と表示さ
れ、先行車検出表示と車速制御作動灯が
点滅します）
高速道路や自動車専用道路など限定され
た道路を走行中に先行車が停止したとき
は、先行車に続いて自車も停止します。
その後、先行車が約30秒の間に発進す
ると追従走行を再開します。

●約30秒を超えて停止した場合、
［RES+で発進します］とメッセージが
表示され、停止した状態を保持します。

■ 先行車が停止したとき（メーカーオプ
ションナビゲーションシステム非装着
車）

●インテリジェント クルーズコントロール
で走行中に先行車が停止したときは、先
行車に続いて自車も停止します。一度停
止すると、インテリジェント クルーズ
コントロールは停止した状態を保持しま
す。（停止した状態を保持しているとき
は、［RES+で発進します］と表示さ
れます）

■ 先行車が発進したとき

●インテリジェント クルーズコントロール
で停止状態を保持しているときに先行車
が発進したときは、＜RES+＞方向に押
すか、アクセルペダルを踏むと停止状態
は解除され、再びインテリジェント ク
ルーズコントロールによる追従走行を開
始します。

●車両停止保持状態のときに、＜RES+＞
方向に押すと、約3秒間は発進待機状態
になります。（車両停止保持状態が解除
されます）

割り込み検知
自車に近い位置に他車が割り込んできたと
きは、"ポーン" という音とともに先行車検
出表示が点滅し、運転者にお知らせしま
す。

接近警報
●車間制御中に先行車の減速度合いが大き
い場合や他車の割り込みなどによって、
十分な減速ができない状態で先行車に接
近したときは、ブザーとアドバンスドド
ライブアシストディスプレイの表示に
よって運転者に注意を促します。この場
合は、ブレーキを踏んで減速し、適切
な車間距離を確保してください。

●先行車に接近し、車間距離が十分でない
と判断されるときはブザーが “ピッ、
ピッ、ピッ、ピッ…” と鳴り、アド
バンスドドライブアシストディスプレイ
の先行車検出表示および接近警報表示が
点滅します。

●短い車間距離でも、次の場合には接近警
報が作動しないことがあります。
― 先行車との相対速度が小さいとき
（ほぼ同じ速度で走っているとき）

― 先行車の方が自車より速いとき（車
間距離が次第に離れていくとき）

― 他車が至近距離に割り込んできたとき

追い越し時加速機能
●設定車速が70km/h以上で車速・車間
制御中、先行車が設定車速以下のとき、
方向指示器を右折側に操作すると、車両
が加速し先行車を追い越す準備を始めま
す。

●運転者がハンドルを操作し、追い越すた
めに車線を変更したときに先行車を検出
した場合は、運転者が設定した車速に応
じた車間距離を保つように車間制御を行
い走行します。先行車を検出しなかった
場合は運転者が設定した車速で定速走行
します。

●方向指示器を右折側に操作し、車両が加
速しているときに先行車との距離が近づ
きすぎると加速は停止し、設定してある
車間距離に戻ります。

●次の場合は追い越し時加速機能が解除さ
れます。
― ブレーキペダルを踏んだとき
― ＜CANCEL＞スイッチを押したとき

ルート減速支援機能★
ルート減速支援機能は、ナビゲーションシ
ステム搭載車両のプロパイロット（ナビリ
ンク機能付）の機能です。このシステム
を使用する前に、プロパイロット（ナビ
リンク機能付）全体（ P.211）と標
識検知機能（ P.260）をお読みくださ
い。

 警告
● ルート減速支援機能の性能には限界
があります。
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●アクセルペダルを踏み込んでいる場合、
ルート減速支援機能を行いません。
プロパイロット（ナビリンク機能付）
の車速・車間制御機能の設定や、先行
車の検出状態によっては、システムが作
動しない場合があります。

●高速道路や自動車専用道路など限定され
た道路を走行中にナビゲーションシステ
ムの地図データを利用して、カーブ・
出口などの道路形状に合わせて車速を調
節します。

●すべてのカーブまたは出口の速度を常に
低下させるとは限らないため、必要に応
じて運転者はいつでも追加でブレーキを
かけてください。

●車両がカーブを通過すると、車両は再び
設定速度まで加速します。高速道路出口
で、運転者はブレーキをかける必要があ
ります。

●ルート減速支援機能が作動していると
き、次のどちらかのアイコンが表示され
ます。

■ ルート減速支援機能のON・OFFのし
かた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［ルート減速支援］を選択すると、
ルート減速支援機能のON・OFFを切り
替えることができます。

●ルート減速支援機能のON・OFF設定は
e-POWERシステムを停止しても再度設
定が変更されるまで、その状態を維持し
ます。

制限速度支援機能★について
制限速度支援機能は、ナビゲーションシス
テム搭載車両のプロパイロット（ナビリン
ク機能付）の機能です。このシステムを
使用する前に、プロパイロット（ナビリ
ンク機能付）全体（ P.211）と標識
検知機能（ P.260）をお読みくださ
い。
●標識検知機能により、新しく最高速度標
識を検出した場合、新しい速度を自動ま
たは、手動で設定車速に反映することが
できます。次の場合は作動を開始しま
す。
― 検出した制限速度が30km/h以上のと
き

― アドバンスドドライブアシストディス
プレイで制限速度支援機能が ［手

 警告
ルート減速支援機能は、すべての走
行状況、交通環境、天候、路面状
況で作動するわけではありません。
運転者は周囲の状況に応じて自らア
クセル、ブレーキ、ハンドルを操
作し、常に安全運転を心がけてくだ
さい。

● ルート減速支援機能は、車両のブ
レーキにより走行を止める機能では
ありません。
減速が必要なときは必ず運転者が自
ら適切なブレーキ操作を行ってくだ
さい。

● 運転者は走行している道路の制限速
度を確認し、設定車速を適切に設定
し、安全運転を心がけてください。

● 次のような状況では、ルート減速支
援機能が適切に作動しない場合があ
ります。
路面状況や交通環境に応じてアクセ
ルペダル、またはブレーキペダルを
踏んで周囲の状況に応じた適切な加
速、減速を行ってください。
― ナビゲーションシステムの地図
データが最新ではない、または利
用できないとき

― ナビゲーションシステムが推奨す
るルートを走行していないとき

― ナビゲーションシステムが新しい
ルートを探索しているとき

― ナビゲーションシステムの位置検
出が正しく行えないとき

― ナビゲーションシステムの地図に
無い道路を走行しているとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行しているとき

― 車線の分岐・合流のある道路、
または交差点付近を走行している
とき

― 悪天候のとき（雨、霧、雪、
強風など）や、道路状況の悪い
場所を走行しているとき

カーブ

出口
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動］、 または ［自動］ に設定され
ているとき

●＜RES+＞方向に押して、標識検知機能
が検知している速度よりも高い速度に設
定したあとは、より高い速度の速度標識
を検出しても設定車速を超えない場合は
反映しません。

●標識検知機能により新しい速度標識を検
出すると、速度標識支援表示が点灯しま
す。

検知された新しい速度標識
オートモード（自動）の作動状態
マニュアルモード時、検出した最高
速度標識が設定速度より高い
マニュアルモード時、検出した最高
速度標識が設定速度より低い

制限速度支援機能★の作動 オートモード（自動）選択時
●高速道路や自動車専用道路など限定され
た道路を走行しているときに、新しい速
度標識を検出した場合、速度標識支援表
示が点灯するとともに［設定車速を変更
しました］と制限速度支援ガイダンスが
表示され、新しい速度を設定車速に反映
します。
インテリジェント クルーズコントロール
で先行車に続いて自車が停止した状態で
も、設定車速に反映されます。

マニュアルモード（手動）選択時
●新しく最高速度標識が検出されると、
［RES+で設定車速を変更します］、ま
たは［SET-で設定車速を変更します］
と制限速度支援ガイダンスが表示されま
す。

●反映させるには、＜RES+＞、または
＜SET-＞方向に押します。

●＜RES+＞、または＜SET-＞方向に押
さない場合、速度標識支援表示
（［↑↓］）は約10秒後に消灯しま
す。
（表示している矢印とは反対の
＜RES+＞／＜SET-＞方向に押すと、
速度標識支援表示（［↑↓］）はすぐ
に消灯します）

●制限速度支援機能は、速度標識が検出さ
れていない場合は作動しません。

■ モード設定のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［制限速度支援］を選択すると、
モードを設定できます。

 警告
● 次のような場合は、標識検知機能が
最高速度標識を検出しても、設定車
速に反映されない場合があります。
― 標識検知機能が適切に作動してい
ないとき

― システムをOFFに設定していると
き

― ナビゲーションシステムの位置検
出が正しく行えないとき

― ナビゲーションシステムの地図に
無い道路を走行しているとき

― 高速道路、または自動車専用道路
の出口に近づいたとき

― 自車の路線と並行する路線がある
とき（インターチェンジ、サー
ビスエリア、パーキングエリアな
ど本線から出る路線）

― 自車の路線と並行する側道の両車
線に最高速度標識が表示され、そ
れぞれが異なる制限速度を検出し
ているとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行するとき

― ナビゲーションシステムとフロン
トカメラにより、ナビゲーション
の道路種別と走行している道路の
種別が一致しないと判定したとき
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●標識検知機能で検出した速度を、プロパ
イロット（ナビリンク機能付）の設定
車速に反映させるときのオフセット速度
を選択します。
― -10km/h～+10km/hまでの範囲内
で速度を設定できます。
制限速度支援機能について
（ P.223）

●制限速度支援機能の設定はe-POWERシ
ステムを停止しても再度設定が変更され
るまで、その状態を維持します。

ハンドル支援について

ハンドル支援は、プロパイロット（ナビ
リンク機能付）の機能の一部です。この
システムを使用する前に、システムの操作
方法（ P.216）やディスプレイの理解
（ P.218）を含め、プロパイロット
（ナビリンク機能付）全体（ P.211）
をお読みください。

●ハンドル支援は、マルチセンシングフロ
ントカメラを使用して、左右のレーン
マーカーを検出し、車線中央付近を走行
するようにステアリングを制御し、運転
者のハンドル操作を支援します。

●レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは左側に引かれた線のことを示しま
す。ハンドル支援は、車速・車間制御
機能と組み合わせた場合にのみ利用でき
ます。

●次の条件を満たすとハンドル支援作動表
示が緑色で点灯し、作動を開始します。
（表示が緑色になります）
― 車速・車間制御機能が作動している
とき

― 両側のレーンマーカーを検出している
とき

― 車速が約50km/h以上のとき
― 車速が約50km/h以下では、先行車
を検出しているとき

― 運転者がハンドルを持っているとき
― 車線の中央付近を走行しているとき
― 方向指示器が作動していないとき
― ワイパーが高速で作動していないとき
― ハンドル支援がONのとき

●カーブまたは強い横風により、ハンドル
支援中に走行車線の右側、もしくは左側
のレーンマーカーに近づいたと判断する
と、警報音とともにインテリジェント 
LI（車線逸脱防止支援システム）表示
がオレンジ色に点滅します。
インテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）（ P.247）

■ ハンドル支援のON・OFFのしかた

●＜ハンドル支援スイッチ＞を押すごとに
ハンドル支援のON・OFFを切り替える
ことができます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［ハンドル支援］を選択すると、ハ
ンドル支援のON・OFFが切り替えられ
ます。
ハンドル支援のON・OFF設定はe-
POWERシステムを停止しても再度設定
が変更されるまで、その状態を維持しま
す。

■ ハンドル支援の解除

●次の場合は、音とともにハンドル支援作
動表示が灰色になり、ハンドル支援が一
時待機状態になります。（再び作動条件
を満たすと作動を再開します）
― レーンマーカーを検出しなくなったと
き

― 前方から強い光を受けたとき
― カメラおよびカメラ周辺の温度が高い
とき

― 運転者がハンドル操作をしたとき
― 車速が50km/h以下で、先行車を検
知していないとき

●次の場合は、音とともにハンドル支援作
動表示が消灯し、ハンドル支援が解除さ
れます。
― 車速・車間制御機能が解除されたと
き

― ワイパーが高速で作動しているとき

設定 制限速度
自動 検出速度を自動的に反映
手動 検出速度の反映を選択
OFF 機能停止

 警告
● 車線中央付近を走行するようにステ
アリングを制御します。側方の車両
が近づいてきても反応しません

● 手放し運転はしない。
必ずハンドルを持ち、安全運転を心
がけてください。
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― 雨、雪、霧または、カメラ前方の
フロントガラスの凍結、汚れなど
で、カメラの視界が確保できなく
なったとき

●ワイパーが高速で作動しているときは、
高速動作を解除してください。その後、
プロパイロット（ナビリンク機能付）
を再度セット、もしくは＜ハンドル支援
スイッチ＞を押してください。

■ 手放し警告について

運転者がハンドルを持っていない、または
操作していない場合、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイに手放し警告が表
示されます。

プロパイロット警告メッセージ
警告メッセージが表示されたときは、プロ
パイロット（ナビリンク機能付）警告
メッセージ（ P.357）「説明・対処
方法」に従ってください。メーター内の
表示は、グレード、オプションなどによ
り異なります。

定速制御機能について

＜プロパイロットスイッチ＞をONにする
と点灯し、システムの作動状態を色で表示
します。セットすると設定した速度を表示
します。
1. ＜プロパイロットスイッチ＞を1.5

秒以上押し、システムがONになる
と表示します。

概要および対処

一
次
警
報

● ハンドルを持っていない、また
はハンドルを操作していないと
きに表示します。

● 運転者のハンドル操作を検出す
ると警告は消灯します。

二
次
警
報

● 表示による警告後、運転者がハ
ンドルを操作しないときに表示
します。
― 音、表示（赤）、および短時
間のブレーキ制御で段階的に
警告します。

● 運転者のハンドル操作を検出す
ると警告は消灯します。

緊
急
停
止

● 警告後、運転者のハンドル操作
がない状態が継続したときに表
示します。
― 緊急警報音が鳴るとともに車
両を減速、緊急停止します。

● 緊急警報音が作動し、自車が減
速したとき、車速が約65km/h
を下回ると非常点滅灯が自動で
作動します。ハンドル操作をす
ると、非常点滅灯は自動で消灯
します。

● 車両を緊急停止させた後、SOS
コールサービスのオペレータに
接続し、オペレータから公共機
関（警察・消防・医療機関）に
救援要請を行います。（SOS
コールのシステムを利用するに
はNissanConnect サービスの
契約が必要です。）

 知識
● 次のような状況ではハンドルを持っ
ていることを正しく検出できず、ハ
ンドルを持っていても警告が表示さ
れることがあります。

概要および対処 ― 運転者が手袋を着用しているとき
― ハンドルにカバーが取り付けられ
ているとき

― 革の繋ぎ目やスポーク部などを
握っているとき

― ハンドルに手を軽く添えて運転を
しているとき

 警告
● 定速制御中は車間制御を行わないた
め、ブレーキ操作も警報も行いませ
ん。
先行車との車間距離、周囲の状況に
応じてブレーキペダルを踏んで減速
するなどして車間距離を確保し、安
全運転を心がけてください。
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●白色：システムがONになると表示
●緑色：車速を設定すると表示
●オレンジ色（警告灯）：システム故障

2. ＜SET-＞方向に押したときの車速で
定速制御機能をセットします。

●定速走行中、一時的に加速したいときは
アクセルペダルを踏みます。加速後にア
クセルペダルを離すと、徐々に設定車速
に戻ります。

■ 設定車速の変更のしかた

速度を上げる
●定速走行中に＜RES+＞方向に押し続け
ると加速します。設定したい速度で手を
離します。

速度を下げる
●定速走行中に＜SET-＞方向に押し続ける
と減速します。設定したい速度で手を離
します。

■ 定速走行の解除のしかた

次の操作をすると、定速走行が解除されま
す。
●＜CANCEL＞スイッチを押す
●＜プロパイロットスイッチ＞を押す
●ブレーキペダルを踏む
●次の場合は、“ピー” という音ととも
に制御が解除されます。
― 速度が約25km/h以下になったとき
― VDCをOFFにしたとき
― VDC／TCSが作動したとき
― タイヤが空転したとき
― シフトポジションを、 または 以外
にしたとき

― システムに異常があるとき

インテリジェント エマージェン
シーブレーキ

インテリジェント エマージェンシーブレーキ
は、前方の車両や歩行者、人が乗車してい
る自転車と衝突のおそれがあるとき、警報と
ブレーキにより、運転者の衝突回避操作を支
援します。

システムに関連する表示

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキは、前方の車両や歩行者、
人が乗車している自転車との衝突回
避操作を支援、または衝突時の被害
や傷害の軽減を目的としています。
あらゆる状況で効果があるわけでは
ありません。
必ず周囲の安全確認を行い、前方車
両との車間距離を十分に維持して安
全運転を心がけて走行してくださ
い。

● レーダーやマルチセンシングフロン
トカメラの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、各検知条件
と制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.209)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.210)
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●ヘッドアップディスプレイ付車はインテ
リジェント エマージェンシーブレーキが
作動すると、ヘッドアップディスプレイ
にも警告表示が表示されます。

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキについて

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラおよび車両前部のレー
ダーセンサーにより前方の車両や歩行
者、人が乗車している自転車を検知しま
す。

●車速約5km/hから作動します。
歩行者・人が乗車している自転車には約
10km/h～80km/hの範囲で作動しま
す。
（車速約100km/h以上では停止車両に
対しては作動しません。）

●衝突するおそれがあると判断すると、警
報音（ブザー）とともにアドバンスド
ドライブアシストディスプレイのインテ
リジェント エマージェンシーブレーキ表
示（接近警報表示）がオレンジ色に点
滅します。

●運転者の衝突回避操作が不十分で、衝突
危険性が高まったときには、アドバンス
ドドライブアシストディスプレイのイン
テリジェント エマージェンシーブレーキ
表示が赤色の緊急警報表示になり、警報
音（ブザー）とともに軽いブレーキが
かかります。

●さらに衝突の危険性が高まったときに
は、衝突の直前に強いブレーキがかかり
ます。

●次の場合、システムによるブレーキの作
動が解除されます。
― アクセルペダルを強く踏み込んだとき
― ハンドルを大きく、または素早く
切ったとき

― 前方の車両や歩行者、人が乗車して
いる自転車との衝突の危険がなくなっ
たと判断したとき

●システムによるブレーキで車両が停止し
たときは、車両が停止してから約2秒後
にブレーキが解除されます。

●運転者がハンドルやアクセル、ブレーキ
を操作している場合は、インテリジェン
ト エマージェンシーブレーキの作動が遅
れたり、作動したりしない場合がありま
す。

●前方車両と自車の速度の差が小さいとき
は作動しません。

●システムによるブレーキが作動している
ときは、制動灯が点灯します。

●システムによるブレーキ作動中にブレー
キペダルを踏んだとき、ブレーキペダル
の踏みごたえが変化したり、音や振動が
発生したりすることがありますが異常で
はありません。また踏力を加えること
で、ブレーキ力を増すことができます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］および［プロパイ
ロット］★に切り替えると、インテリ
ジェント エマージェンシーブレーキの作
動状態をアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ内で確認することができま
す。
詳しくは、 アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイとは（メインメ
ニュー）  (P.64)をお読みください。
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インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［緊急支援］⇒［前方衝突防止支
援］を選択すると、インテリジェント 
エマージェンシーブレーキのON・OFF
を切り替えることができます。設定の詳
細については、運転支援をお読みくださ
い。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
運転支援  (P.82)

走行中はインテリジェント エマージェン
シーブレーキのON・OFFを切り替える
ことができません。

●機能をOFFにすると、システムが停止
します。（インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯が点灯）

● e-POWERシステムを再始動するとON
になります。

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキをOFFにすると、インテリジェ
ント FCW（前方衝突予測警報）も連
動してOFFになります。
インテリジェント FCW（前方衝突予

測警報）  (P.251)

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキに関する注意事項

●次のような障害物は検知しません。
― 子供などの背の低い人、動物
― 対向車両
― 道路構造物（ガードレール、ポール
など車両と歩行者、人が乗車してい
る自転車以外の障害物）

●システムは車両の後端を認識するため、
以下の例のような車両を検知しないもし
くは検知できない場合があります。
― バンパー形状などにより、タイヤが
見えにくい車両

― 幌がはみ出し、後端形状がはっきり
しない車両

― 前方を横切って通過する車両
― 斜めもしくは前向きに止まっている車
両

●次のような場合は、前方の車両、歩行
者、人が乗車している自転車を検知でき
ないことがあります。
― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂
塵、吹雪など）で視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより水、
雪、砂などの巻き上げが発生してい
るとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚れ、
油膜、水滴、氷、雪などの付着や
ワイパーの拭き残しがあるとき

― カメラ前方のフロントガラスが くもっ
ているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車両
のハイビームなど）を受けていると
き

― 前方の強い光により前方車両のタイヤ
の部分が影になり見えにくいとき

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯していない、あるいはヘッド
ランプのレンズが極端に汚れていると
き

― 夜間やトンネル内などで前方の車両の
テールランプが点灯していないとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急
に明るさの変化が起こったとき

― カーブを走行しているとき
― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走行し
ているとき

― 歩行者が大きな荷物を持っている、
背景と同じ色の服を着ているなど人特
有の輪郭が認識できないとき

― 前方車両からの太陽光などを強く反射
されたとき

― 対象物の位置や動きが大きく変化した
場合（自車の車線変更・右左折、
前方車両の右左折・急ハンドル・急
加速・急減速など）
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― e-POWERシステムを始動してから約
15秒間

― e-POWERシステム始動後、走行し
てからインテリジェント エマージェン
シーブレーキシステムが1回も障害物
を検知していないとき

― カメラの視界がさえぎられているとき
（フロントガラスの汚れ、油膜、虫
汚れ、ワイパーブレード）

― カメラの向きがずれているとき
― 雪や氷、泥などがレーダーセンサー
周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影響を
受けているとき

― オートバイのような幅が狭い車両が前
方を走行しているとき

― 子供用の自転車、大きい荷物を載せ
た自転車、2人以上乗車している自
転車、または特殊な形状の自転車
（チャイルドシート装着車・タンデ
ム自転車など）

●以下の例のような周辺状況では対象物の
形状を正しく検出できずシステムが作動
しない場合があります。
― 対象物が背景と似た色合いで区別がで
きない場合

― 対象物が道路標示（道路上の横断歩
道、制限速度などの標示）の近くに
いる場合

― 対象物が路面の水たまりの付近にいる
場合（周りの風景が水たまりに映り
こむなど）

― 対象物が建物や街路樹などの影と重
なっているとき

― 対象物と自車の間に水蒸気や煙などが
あるとき

●以下の対象物にはシステムが作動しない
場合があります。
― 歩行者、人が乗車している自転車の
移動速度が速いとき

― 対向して接近する歩行者、自転車
― 歩行者の姿勢や手足の状態（手を上
げているなど）により、歩行してい
ると特定できないとき

― 夜間やトンネル内など暗い場所にいる
歩行者

― 車高の低い車両
― 最低地上高（地面から車体までの高
さ）が極端に低いもしくは極端に高
い車両

― 特殊な形状の車両（タンクロー
リー、サイドカーなど）

― 前方の至近距離に割り込んだ車両
― 前方の至近距離に飛び出してきた歩行
者、自転車

― 自車の正面から横にずれた位置に存在
する車両や歩行者、人が乗車してい
る自転車

― 後端面積が小さい車両（空荷のト
ラックなど）

― リヤタイヤから車両後端までが長い車
両

― 四輪車以外の車両（二輪車など）
― 荷台から荷物や幌がはみ出している車
両

― ショッピングカート、ベビーカー、
自転車などを押しているとき

●以下の例のような場合、衝突するおそれ
がある対象を正しく検出できない場合が
あります。
― 複数の対象物同士が近接している場合
― 対象となる二輪車または車高の低い車
両の前方近くに車両がいる場合

●外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

●次のような場合は、システムが機能を十
分に発揮できないことがあります。
― 滑りやすい路面を走行しているとき
― 勾配のある路面を走行しているとき
― 外気温が低いときや走行開始直後など
でブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱してブ
レーキの効きが悪くなっているとき

― 水たまり走行後や洗車後などブレーキ
が濡れてブレーキの効きが悪くなって
いるとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性能
が十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足の
タイヤ、スペアタイヤのような非常
用タイヤ、日産純正品もしくは日産
販売会社で購入したタイヤ以外を使用
しているときや、タイヤチェーンを
装着しているとき

― 純正品以外のブレーキ部品、サスペ
ンション部品を使用しているとき

― 車両が傾いているとき（後席やラ
ゲッジルームに極端に重い荷物を積ん
でいるとき）

●路面または壁面の影や模様・ペイント
（かすれた道路標示や漢字で構成される
特殊な道路標示、濡れた路面に映り込ん
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だ模様、わだちなどや光の反射を含
む）、前方の道路構造物（トンネル、
高架橋、交通標識、車両脇に設置され
た反射器（リフレクター）、反射シー
ト、ガードレール、カーブミラー、電
柱や電線、看板）などで構成される形
状が、車両や歩行者、自転車の輪郭の
特徴や車両のテールランプの大きさ・位
置などと似通っている場合、システムが
作動する場合があります。

●右左折中の前の車両にシステムが作動を
継続する場合があります。

●前の車両に接近し追い越す場合、システ
ムが作動する場合があります。

●道路形状（カーブ路、カーブの出入り
口、ワインディング道、車線規制や工
事中など）によっては、一時的に自車
正面の対向車にシステムが作動する場合
があります。

●以下のような物に反応し、システムが作
動する場合があります。

― 道路脇にある物（道路標識、ガード
レール、歩行者、自転車、人が乗
車している自転車、車両など）

― 道幅が狭い路地などを走行する際の歩
行者・人が乗車している自転車

― 路肩の障害物を避けるため、一時的
に自車前方の走行レーンにはみ出した
り、近づく歩行者や人が乗車したり
している自転車

― 路面上にある物（線路、格子、鉄
板など）

― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線にある物
（歩行者、車両など）

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる物（歩行者、車両など）

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木な
ど）

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキの作動が停止するとき

●次の場合、メーター内のインテリジェン
ト エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］が点灯し、作動が停止しま
す。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

― VDCをOFFにしたとき
●次の場合、メーター内のインテリジェン
トエマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］が点灯するとともに、アドバ
ンスドドライブアシストディスプレイに
警告を表示し、システムが一時的に作動
しなくなります。
― フロントガラスの汚れなどにより、
カメラの前方視界が遮蔽されていると
判断したとき

― 前方からの強い光により、 カメラが前
方を認識できなくなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、カメラ
が高温になったとき
（室内の温度が下がると、作動を復
帰します。）

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂
塵、吹雪など）で視界が悪いとき

― 周辺の電波源の影響を受けているとき
停止したときの状態が改善されると、
システムは自動的に作動を再開しま
す。
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― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着
しているとき
上記警告が表示されたときは、安全
な場所に停車し、一度e-POWERシ
ステムを停止してからレーダーセン
サーおよびその周辺の汚れを取り除
き、e-POWERシステムを再始動し
てください。

― 道路形状や周辺の建造物により、
レーダーセンサーが先行車を正確に検
知できないとき
（例：長い橋、雪原、長い壁の横
など）
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯せず、真っ暗な状態が継続し
たとき

― インテリジェントエマージェンシーブ
レーキのシステムチェックが正常に終
了しなかったとき

― けん引されているとき
●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにメーター内のインテリジェント 
エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］が点灯し、アドバンスドドラ
イブアシストディスプレイ内に警告が表
示され、システムが停止します。
警告灯（ P.335）
警告メッセージ（ P.344）

● e-POWERシステムが始動してから約15
秒間はシステムチェックのためインテリ
ジェント エマージェンシーブレーキシス
テムは作動しません。

●VDCをOFFにしたときは、接近警報の
み作動します。

踏み間違い衝突防止アシスト
踏み間違い衝突防止アシストは、マルチセン
シングフロントカメラ、インテリジェント ア
ラウンドビューモニターカメラ（リヤビュー
カメラ）とソナーで進行方向に壁などの障害
物、車両や歩行者を検知し、駐車操作時な
ど低速のときにブレーキペダルと間違えてア
クセルペダルを踏み込む、あるいはブレーキ
操作が遅れたときに運転者に音と表示で警告
します。
さらにe-POWERシステムやブレーキを制御
することで、過度な加速の防止や障害物への
衝突防止を支援します。

システムに関連する表示 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.389）
をお読みください。

● 警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度e-POWERシステ
ムを停止してから再始動してくださ
い。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
警告灯（ P.335）

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
踏み間違い衝突防止アシストは、ア
クセルペダルとブレーキペダルの踏
み間違えにより引き起こされる暴走
や衝突事故の軽減を目的とした補助
機能です。あらゆる状況で効果があ
るわけではありません。運転者は周
囲の安全確認を行い、常に注意深い
運転操作を心がけて走行してくださ
い。

● ソナーやマルチセンシングフロント
カメラ、インテリジェント アラウ
ンドビューモニターカメラ（リヤ
ビューカメラ）の性能には限界があ
るため、システムだけに頼った運転
はせず、常に安全運転を心がけてく
ださい。詳細については、各検知
条件と制限をお読みください。
マルチセンシングフロントカメラ

の検知条件と制限  (P.210)

ソナーの検知条件と制限  
(P.211)

インテリジェント アラウンド
ビューモニターカメラの検知条件と
制限  (P.275)
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●踏み間違い衝突防止アシストが作動する
と、作動時表示と作動表示灯が表示され
るとともに、後退時はインテリジェント 
アラウンドビューモニター画面に赤枠も
表示されます。ヘッドアップディスプレ
イ付車はヘッドアップディスプレイにも
警告表示が表示されます。

踏み間違い衝突防止アシストの作動
前進時
●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより前方の車両や歩行
者を検知し、フロントバンパーに取り付
けられたソナーにより、前方の障害物を
検知します。

後退時
●リヤナンバープレート上部のインテリ
ジェント アラウンドビューモニターカメ
ラ（リヤビューカメラ）とリヤバン
パーに取り付けられたソナーにより、後
方の障害物を検知します。

踏み間違い衝突防止アシストには、2つの
機能があります。
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低速加速抑制機能

アクセル誤踏み込み
警報音と作動表示
低速加速抑制
ブレーキ
停車、作動停止

●前進または後退時（停車時含む）、進行方向に車両や歩行者（前進時）、壁などの
障害物を検出している場合に、アクセルペダルが必要以上に踏み込まれたとシステム
が判断すると、約6秒間加速を抑制したり、弱いブレーキをかけたりすることで車速
が上がることを抑えます。

●次の車速範囲で作動します。
― 車両、歩行者に対しては、車速約0～25km/h
― 壁などの障害物に対しては、車速約0～15km/h

●低速加速抑制機能が作動しているときは、警報音（ブザー）と踏み間違い衝突防止
アシスト作動表示灯が表示します。また、アドバンスドドライブアシストディスプレ
イの表示によって運転者に警告します。
警告メッセージ（ P.343）
低速衝突軽減ブレーキ機能

低速衝突軽減ブレーキ
警報音と作動表示
ブレーキ
停車、作動停止

●前進、または後退時、進行方向に車両
や壁などの障害物を検知し、衝突するお
それがあるとシステムが判断すると、e-
POWERシステムの出力の制御、および
ブレーキをかけて衝突を回避、または被
害の軽減をします。

●後退時、進行方向に歩行者を検知し、
衝突するおそれがあるとシステムが判断
すると、e-POWERシステムの出力の制
御、およびブレーキをかけて衝突を回
避、または被害の軽減をします。

●低速衝突軽減ブレーキ機能は、車速約
15km/h以下のとき作動します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動する
と、警報音（ブザー）と踏み間違い衝
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突防止アシスト作動表示灯の表示によっ
て運転者に警告します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動したと
きは制動灯が点灯します。

●低速衝突軽減ブレーキ機能が作動してい
るときは、作動音が聞こえることがあり
ますが異常ではありません。

低速衝突軽減ブレーキが作動すると
き・しないとき

クルマ止めのない駐車場などで、壁などに
衝突しそうになったとき
万一、運転者のブレーキ操作が遅れ、壁
などに衝突するおそれがあるとシステムが
判断すると、警報音（ブザー）と踏み間
違い衝突防止アシスト作動表示灯が表示
し、ブレーキをかけて衝突を回避または被
害を軽減します。
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいたときは作動しません。

●アクセルペダルまたはブレーキペダルを
踏んで前進・後退する状況などでは作動
が遅れ十分に機能しない場合がありま
す。

縦列駐車をするとき
シフトポジションを から 、または か
ら に切り替えたときは、セレクトレバー
の操作を繰り返すたびに進行方向の障害物
を検知してブレーキ制御が作動します。
●ブレーキ制御が作動したあと、シフトポ
ジションを切り替えずにさらに同じ障害
物に向かって前進、または後退をした場
合は、ブレーキ制御は作動しません。

●アクセルペダルを踏んでいるときは作動
が遅れることがあります。

●シフトポジションが のときは、前方の
障害物に対しては作動しません。同様
に、シフトポジションが のときは後方
の障害物に対して作動しません。

●障害物に対し斜めに接近すると作動しな
いことがあります。

●幅の狭い障害物に対しては作動しないこ
とがあります。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。

並列駐車をするとき
●狭いスペースに進入するときに作動する
ことがあります。

●他の車両の角部に向かって接近したとき
は作動しません。

●他の車両が自車両に対して横にずれた位
置にあるときは、作動しないまたは作動
が遅れることがあります。

●シフトポジションが のときは、前方の
障害物に対しては作動しません。同様
に、シフトポジションが のときは後方
の障害物に対して作動しません。

●壁から突き出している柱や配管などの障
害物に対しては作動しません。

●低い障害物に対しては作動しません

踏み間違い衝突防止アシストの停止
のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［緊急支援］⇒［踏み間違い衝突防
止支援］を選択すると、踏み間違い衝
突防止アシストのON・OFFを切り替え
ることができます。設定の詳細について
は、運転支援をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●機能をOFFにすると、システムが停止
します。（踏み間違い衝突防止アシスト
警告灯が点灯）

●シフトポジションを にしてソナー表示
中に＜OK＞スイッチを押すと、一時的
に後方の低速加速抑制機能、低速衝突軽
減ブレーキ機能を停止できます。

● e-POWERシステムを再始動するとON
になります。
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踏み間違い衝突防止アシストに関す
る注意事項

 警告
● 故意にアクセルペダルを踏み込まな
い。
車両が急に動き出し思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。また、
低速加速抑制機能は、アクセルペダ
ルをゆっくりと深く踏み込んだとき
には作動しません。

● 次の場合は、予期せずシステムが作
動し、思わぬ事故につながるおそれ
があるため、踏み間違い衝突防止ア
シストをOFFにする。
― けん引するとき
― トレーラーなどに積載するとき
― 点検などでシャシーダイナモを使
用するとき

― 純正品以外のサスペンション部品
を使用しているとき
（車高や車両の傾きが変わると正
しく障害物を検知できないことが
あります）

― センサーを妨げるようなバイク
ラックなどを装着しているとき

● ソナーは次のような障害物は検知し
ません。
― 背の低い障害物
― 幅の狭い障害物
― 針金、金網、ロープなどの細い
障害物

― バンパーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

● ソナーは次のような障害物は検知し
ないことや作動が遅れることがあり
ます。
― 地面から高い位置に存在する障害
物

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波を発するものがある
とき

― スポンジ状のものや雪など表面が
柔らかく音波を吸収しやすい障害
物

● ソナーは次のような場合は検知しな
いことがあります。
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナー
に付着しているとき

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波を発するものがある
とき

― 障害物の面が車両の前面、または
後面に対して斜めのとき

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

低速衝突軽減ブレーキ機能について
● ブレーキ制御は短時間しか作動しま
せん。必ず運転者がブレーキペダル
を踏んでください。
低速加速抑制機能が作動したあとに
低速衝突軽減ブレーキ機能が作動し
たときは、車両が停止してから約2
秒後にブレーキが解除され、車両が
動き出します。

 注意
低速衝突軽減ブレーキ機能について
● システムの作動を待たず、すみやか
にブレーキ操作を行う。
車両の状態、走行状況、交通環
境、天候、路面状況などにより作
動しない場合や、本来の性能を発揮
できないことがあります。

● アクセルペダルを踏んだ状態で障害
物に接近したときは、作動が遅れる
ことがあります。

 アドバイス
● 次の場合は、システムが正常に作動
しなかったり、機能を十分に発揮で
きなかったりすることがあります。
― 悪天候（雨、霧、雪など）の
とき

― 勾配が急な坂道を走行していると
き

― 段差などをまたいでいるときなど
車両姿勢が変化しているとき

― 滑りやすい路面を走行していると
き

― ハンドルを大きく切って旋回して
いるとき
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低速加速抑制機能について
●ソナーで検出した壁や車両などの大きな
障害物に対して作動します。車両の幅以
下の障害物は検知しません。

●マルチセンシングフロントカメラで検出
した衝突のおそれのある前方の車両や歩
行者に対して作動します。

●低速加速抑制機能は、運転者がアクセル
ペダルを戻すと解除されます。

●渋滞中などで前方にいる車両を追い越す
ときなどに低速加速抑制機能が一時的に
作動することがあります。

●信号待ちや右折待ちなどで、車間距離の
短い状態から前の車に続いて発進する
際、アクセルペダルを素早く深く踏み込
むと低速加速抑制機能が一時的に作動す
ることがあります。

●次の場合は作動しません。
― アクセルペダルをゆっくりと踏み込ん
だとき

― ブレーキペダルを踏んでいるとき
― シフトポジションが 、 、  以外
のとき

― トラクションコントロール機能
（TCS）が作動しているとき

― タイヤが空転しているとき
●路面または壁面の模様・ペイント（か
すれた道路標示や漢字で構成される特殊
な道路標示を含む）、前方の道路構造物
（トンネル、高架橋、交通標識、車両
脇に設置された反射器（リフレク
ター）、反射シート、ガードレール）
などで構成される形状が、車両や歩行者
の輪郭の特徴や車両のテールランプの大
きさ・位置などと似通っている場合、
マルチセンシングフロントカメラが対象
物の形状を正しく検出できずシステムが
作動する場合があります。

●自転車で走行している人を歩行者と検知
し、システムが作動する場合がありま
す。

●以下のような物に反応し、システムが作
動する場合があります。

― 道路脇にある物（道路標識、ガード
レール、歩行者、車両など）

― 歩行者が自車前方の走行レーンに近づ
いた場合

― 道路上方にある物（低い橋、道路標
識など）

― 路面上にある物（線路、格子、鉄
板など）

 アドバイス
― 外気温が低いときや走行開始直後
などでブレーキが冷えているとき

― 下り坂などでブレーキが過熱、ま
たは水たまり走行後や洗車後など
でブレーキが濡れてブレーキの効
きが悪くなっているとき

― 長期間駐車などで、ブレーキの性
能が十分に発揮できないとき

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤのような
非常用タイヤ、日産純正品もしく
は日産販売会社で購入したタイヤ
以外を使用しているときや、タイ
ヤチェーンを装着しているとき

― 車両が傾いているとき（後席やラ
ゲッジルームに極端に重い荷物を
積んでいるとき）

● 動いている物体に対しては踏み間違
い衝突防止アシストは作動しませ
ん。（前方の車両、歩行者を除
く）
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― 駐車場内にある物（梁など）
― 走行車線または隣接する車線にある物
（歩行者、車両など）

― 走行車線または隣接する車線に近づい
てくる物（歩行者、車両など）

― 対向して接近する歩行者
― 走行路にある物（近接する樹木な
ど）

低速衝突軽減ブレーキ機能について
●ブレーキ制御が作動したあと、再び同じ
障害物に近づいても作動しません。

●次の場合は作動しません。
― シフトポジションが 、 、  以外
のとき

●シフトポジションが のときは、前方の
障害物に対しては作動しません。同様
に、シフトポジションが のときは後方
の障害物に対して作動しません。

踏み間違い衝突防止アシストの作動
が停止するとき

●次の場合、メーター内の踏み間違い衝突
防止アシスト警告灯［ ］が点灯
し、作動が停止します。
― 踏み間違い衝突防止アシストの設定を

OFFにしたとき
― VDCをOFFにしたとき

●踏み間違い衝突防止アシストが一時的に
作動できなくなったときは、メーター内
の踏み間違い衝突防止アシスト警告灯
［ ］がゆっくり点滅します。

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにメーター内の踏み間違い衝突防
止アシスト警告灯［ ］が点灯し、
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイ内に警告が表示され、システムが停
止します。
警告灯（ P.336）
警告メッセージ（ P.343）

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
ソナー、マルチセンシングフロント
カメラ、インテリジェント アラウ
ンドビューモニターカメラはいつも
きれいにしておいてください。各セ
ンサー、カメラ類の取り扱いについ
ては（ P.389）、（ P.390）
をお読みください。

● 警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度e-POWERシステ
ムを停止してから再始動してくださ
い。
上記の操作をしても、警告灯が点灯
し続けるときはシステムの異常が考
えられます。通常走行には支障はあ
りませんが、日産販売会社で点検を
受けてください。
警告灯（ P.336）
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BSW（後側方車両検知警報）★／インテリジェント BSI（後側方衝突防
止支援システム）★

BSW（後側方車両検知警報）は、車線変更をするとき、隣車線に車両がいる場合に警報に
よって運転者に注意を促します。インテリジェント BSI（後側方衝突防止支援システム）
は、隣車線に車両がいるときに運転者が車線変更を開始した場合、警報とともに車両を元の車
線内に戻す方向に力を発生させ、隣接車両との接触を回避するよう支援します。

システムに関連する表示とスイッチ
239

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
BSW（後側方車両検知警報）およ
びインテリジェント BSI（後側方衝
突防 止支援システム）は、ドアミ
ラーによる周囲の検知を代わりに
行ったり、車両や障害物との接触を
防いだりする機能ではありません。
車線変更を行うときは、機能に頼っ
た確認をせず、必ずドアミラーおよ
びルームミラーで側方および後方の
安全を確認してください。

● レーダーやマルチセンシングフロン
トカメラの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、各検知条件
と制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.209)

マルチセンシングフロントカメラ
の検知条件と制限  (P.210)
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BSW（後側方車両検知警報）につい
て

●車両後部のレーダーセンサーにより隣車
線の車両を検知します。

●車速約30km/h以上で作動します。
●レーダーセンサーにより隣車線の車両を
検知すると、検知した側のドアミラー鏡
面の表示灯が点灯します。

●隣車線の車両を検知しているときに、検
知している側に方向指示器を作動させる
と、警報音（ブザー）とともにアドバ
ンスドドライブアシストディスプレイの
BSW（後側方車両検知警報）表示と、
ドアミラー鏡面の表示灯が点滅します。

検知範囲について

●レーダーセンサーは、自車両の左右にあ
る検知範囲内にいる車両を検知します。

●検知範囲は、自車両のドアミラーから後
方に約6m、車両の側面から横方向に約
3mです。

●ドアミラー鏡面の表示灯は＜パワース
イッチ＞をONにすると点灯し、数秒後
に消灯します。

●ドアミラー鏡面の表示灯の明るさは車両
周囲の明るさによって切り替わります。

●方向指示器が作動しているときに、 レー
ダーセンサーにより隣車線の車両を検知
した場合には、表示灯は点滅しますが音
は鳴りません。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］に切り替えると、
BSW（後側方車両検知警報）の作動状
態をアドバンスドドライブアシストディ
スプレイ内で確認することができます。

アドバンスドドライブアシストディス
プレイとは（メインメニュー）  (P.64)

インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）について

●車両後部のレーダーセンサーにより隣車
線の車両を検知します。また、ルーム
ミラー上方に取り付けられたカメラを使
用し、走行している車線のレーンマー
カーを検知します。

●約60km/h以上で走行中に隣車線の車両
を検知しているとき、検知している側の
レーンマーカーに自車両が接近すると、
警報音（ブザー）とともにアドバンス
ドドライブアシストディスプレイのイン
テリジェント BSI（後側方衝突防止支援
システム）表示と、ドアミラー鏡面の
表示灯が点滅します。同時にブレーキを
制御し、車両を元の車線に戻す方向に制
御力を短時間発生させ、自車両を元の車
線に戻す操作を促します。
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レーンマーカーとは、車線の右側もしくは
左側に引かれた線のことを示します。
検知範囲について

●レーダーセンサーは、自車両の左右にあ
る検知範囲内にいる車両を検知します。

●検知範囲は、自車両のドアミラーから後
方に約6m、車両の側面から横方向に約
3mです。

●あらかじめ表示灯が点灯した状態で自車
両がレーンマーカーに接近すると、警報
とブレーキ制御の両方が作動します。
ただし、自車両がレーンマーカーと交差
してから検知範囲に車両が入ってきたと
きは、警報とブレーキ制御は作動しませ
ん。

●インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）は、インテリジェント 
LI（車線逸脱防止支援システム）より
も先に作動します。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］に切り替えると、

インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）の作動状態をアドバンス
ドドライブアシストディスプレイ内で確
認することができます。
詳しくは、 アドバンスドドライブアシ
ストディスプレイとは（メインメ
ニュー）  (P.64)をお読みください。

作動するとき・しないとき

後方から車両が接近してくるとき

 注意
● 車線変更を行うときは、必ずドアミ
ラーおよびルームミラーを使用して
周囲の安全を確認する。
自車両より極端に速い速度で接近し
てくる車両は検知できないことがあ
ります。
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●後方から車両が接近してくる場合、その
車両が検知範囲内に入るとドアミラー鏡
面の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示器を作動させると警報音
（ブザー）が鳴るとともに、BSW
（後側方車両検知警報）／インテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）表示とドアミラー鏡面の表示灯が点
滅します。

●方向指示器を作動したあとに、検知範囲
に車両が入ってきたときは、BSW（後
側方車両検知警報）／インテリジェント 
BSI（後側方衝突防止支援システム）
表示とドアミラー鏡面の表示灯は点滅し
ますが警報音（ブザー）は鳴りませ
ん。

●自車両がレーンマーカーと交差してから
検知範囲に車両が入ってきたときは、警
報とブレーキ制御は作動しません。
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●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音（ブザー）が鳴るとともにBSW
（後側方車両検知警報）／インテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）表示とドアミラー鏡面の表示灯が点
滅します。 同時にブレーキを短時間制御
し、自車両を車線中央へ戻すことを補助
します。

発進するとき

●停車状態から検知範囲に居続ける車両は
検知できないことがあります。

他の車両を追い越すとき

●他の車両を追い越すとき、追い越される
車両が検知範囲内に2秒以上とどまると
ドアミラー鏡面の表示灯が点灯します。

●車両を検知し表示灯が点灯しているとき
に、検知している側に方向指示器を作動
させると警報音（ブザー）が鳴るとと
もに、BSW（後側方車両検知警報）／
インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）表示とドアミラー鏡面の
表示灯が点滅します。

●速度の遅い車両を素早く追い越したとき
はシステムが検知しません。
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●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音（ブザー）が鳴るとともにBSW
（後側方車両検知警報）／インテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）表示とドアミラー鏡面の表示灯が点
滅します。
同時にブレーキを短時間制御し、自車両
を車線中央へ戻すことを補助します。

他の車両に追い越されるとき

●複数の車両に連続して追い越されると
き、追い越す車両の車間距離が短い場合
は、1台目の車両以外が検出されないこ
とがあります。

他の車線から車両が接近してきたとき

●車線変更などで車両が接近してきたとき
は、検知範囲内に入るとドアミラー鏡面
の表示灯が点灯します。

●車両を検知しているときに、検知してい
る側に方向指示器を作動させると警報音
（ブザー）が鳴るとともに、BSW
（後側方車両検知警報）／インテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）表示とドアミラー鏡面の表示灯が点
滅します。

●自車両とほぼ同じ速度で走行する車両が
車線変更してきた場合、検出できないこ
とがあります。

●方向指示器を作動させたあとに、検知範
囲に車両が入ってきたときは、BSW
（後側方車両検知警報）／インテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）表示とドアミラー鏡面の表示灯は点
滅しますが警報音（ブザー）は鳴りま
せん。
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●車両を検知しているときに、検知してい
る側のレーンマーカーに接近すると、警
報音（ブザー）が鳴るとともにBSW
（後側方車両検知警報）／インテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）表示とドアミラー鏡面の表示灯が点
滅します。
同時にブレーキを短時間制御し、自車両
を車線中央へ戻すことを補助します。

自車両がレーンマーカーの上を走行してい
るとき

●検知範囲に車両が入ってもインテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）は作動しません。
この場合、BSW（後側方車両検知警
報）のみが作動します。

BSW（後側方車両検知警報）／イン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）の使いかた

BSW（後側方車両検知警報）
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［後側方支援］⇒［後側方車両検知
警報］を選択すると、BSW（後側方
車両検知警報）機能のON・OFFを切
り替えることができます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。

アドバンスドドライブアシストディス
プレイとは（メインメニュー）  (P.64)

インテリジェント BSI（後側方衝突防止支
援システム）
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［後側方支援］⇒［後側方衝突防止
支援］をONにしているとき、＜プロ
パイロットスイッチ＞を押すとプロパイ
ロット作動灯が点灯し、システムがON
になります。
インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）をONにするには、
BSW（後側方車両検知警報）をONに
している必要があります。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●＜プロパイロットスイッチ＞を押すと、
インテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）のON・OFFを同時に切
り替えることができます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［後側方支援］⇒［後側方衝突防止
支援］でOFFにすると、インテリジェ
ント BSI（後側方衝突防止支援システ
ム）だけをOFFにできます。

● e-POWERシステムを停止するとインテ
リジェント BSI（後側方衝突防止支援シ
ステム）はOFFになります。
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●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイのON・OFF設定は、e-POWER
システムを停止しても再度設定を変更す
るまでその状態が維持されます。

BSW（後側方車両検知警報）／イン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）に関する注意事項

 警告
● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがありますのでイン
テリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）を使用しないでくだ
さい。
― 悪天候（雨、雪、霧など）の
とき

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面を走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂・下り
坂が繰り返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行すると
き

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤ、タイ
ヤチェーンを装着しているとき
や、日産純正品もしくは日産販売
会社で購入したタイヤ以外のタイ
ヤを使用しているとき

― 純正部品以外のステアリング部
品、ブレーキ部品、サスペン
ション部品を使用しているとき

● 次のような車両は、正確に検知でき
ず、システムが正しく作動しないお
それがあります。
― 背の低い車両や、オートバイなど
の幅の狭い車両

― 停車状態から検知範囲に居続ける
車両

― 後方から速い速度で接近してくる
車両

― 自車両が速い速度で追い越した車
両

― 合流や車線変更で自車両の横にほ
ぼ同じ速度で移動してきた車両

● 次のような状況では、隣の車線の車
両を検知できないことがあります。
― 強い光（太陽光など）を受けて
いるとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

― 車線の幅が極端に広い道路を運転
しているとき

― 悪天候（雨、雪、霧など）で
視界が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

● 次のような状況では、レーンマー
カーを正確に検出できず、適切な作
動ができない場合があります。
― 検出しにくいレーンマーカー（不
明瞭なレーンマーカー、黄色の
レーンマーカー、一般的でない
レーンマーカー、水たまり・汚
れ・雪などで隠れているレーン
マーカー）がある道路を走行する
とき

― 急なカーブのある道路を走行する
とき

― 消されたレーンマーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わ
だち、道路のつなぎ目、線状の
補修痕などがあるとき（これらの
ものをレーンマーカーとして検出
して警報したり、制御したりする
場合があります）

― 車線の分岐・合流のある道路を走
行したとき

― 自車がレーンマーカーに対して
まっすぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、マル
チセンシングフロントカメラの検
出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガ
ラスに付着しているとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさ
が不十分なときやヘッドランプの
光軸調整が適切に行われていない
とき
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●車線の幅が極端に広い道路を運転する場
合、隣の車線にいる車両を検知できない
ことがあります。また、車線の幅が極
端に狭い道路を運転する場合、2つ隣の
車線にいる車両を検知することがありま
す。

●レーダーセンサーは静止している障害物
を検知しないよう設計されていますが状
況によっては、ガードレール、壁、植
物、駐車された車両などを検知してしま
うことがあります。

●次の場合はブレーキ制御を行いません。
― 大きな減速が車にかかったとき
― 素早いハンドル操作を行ったとき
― インテリジェント クルーズコントロー
ルの接近警報が鳴っているとき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが作動しているとき

― 非常点滅表示灯を作動させているとき
― カーブ路でスピードを出して走行して
いるとき

●ブレーキ制御しているとき、運転者がア
クセルペダルを踏み増すとブレーキ制御
を中止します。

BSW（後側方車両検知警報）の作動
が停止するとき

●次の場合はアドバンスドドライブアシス
トディスプレイに［サイドレーダー及び 
その周辺が汚れています 拭いてくださ

い］と警告が表示され、一時的にシス
テムが停止します。
― レーダーセンサーが汚れているとき
― レーダーセンサーに雨、雪、氷など
が付着しているとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、システムが停止します。
警告メッセージ（ P.344）

インテリジェント BSI（後側方衝突
防止支援システム）の作動が停止す

るとき
●次の場合は“ポー” というブザー音とと
もにアドバンスドドライブアシストディ
スプレイに［作動範囲外のため 現在使
用できません］と警告が表示され、作
動を解除します。
― VDCをOFFにしたとき
― ドライブモードをOFF-ROADまたは

SNOWにしたとき（e-4ORCE
（4WD）車）

●次の場合は “ポー” というブザー音と
ともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［滑りやすい路面のため 
現在使用できません］と警告が表示さ
れ、作動を解除します。
― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロール機能（TCS）は含まない）
が作動したとき

システムを再び作動させる場合は、解除さ
れたときの状態が改善されてから一度＜プ
ロパイロットスイッチ＞をOFFにし、再

 警告
― 前方から強い光（太陽光など）
を受けているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）

 注意
● レーダーセンサーは次のような障害
物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物など
― 対向車

 アドバイス
● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

 アドバイス
● レーダーセンサーの周辺が汚れてい
るときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからe-POWERシステムを再
始動してください。レーダーセン
サーの取り扱いについては、
（ P.388）をお読みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたとき
は、安全な場所に停車し、一度e-
POWERシステムを停止してから再
始動してください。
e-POWERシステム再始動後も表示
され続けるときは、システムの異常
が考えられます。通常走行には支障
はありませんが、日産販売会社で点
検を受けてください。
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度インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）をONにしてください。
●炎天下に駐車したときなど、マルチセン
シングフロントカメラが高温になったと
きは、“ポー” というブザー音ととも
にアドバンスドドライブアシストディス
プレイに警告が表示され、作動を解除し
ます。システムを再び作動させる場合
は、室内の温度が下がってから再びシス
テムをONにしてください。

●次の場合は “ポー” というブザー音と
ともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［サイドレーダー及び 
その周辺が汚れています 拭いてくださ
い］と警告が表示され、システムが停
止します。
― サイドレーダー周辺が汚れているとき
― サイドレーダー周辺に雨、雪、氷な
どが付着しているとき

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［システム故障 取扱説
明書を見てください］および、インテ
リジェント BSI（後側方衝突防止支援シ
ステム）表示がオレンジ色に点灯し、
作動が停止します。
247

LDW（車線逸脱警報）／インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）

LDW（車線逸脱警報）は、運転者が意図せず走行車線から逸脱しそうなとき、警報によっ
て注意を促します。
インテリジェント LI（車線逸脱防止支援システム）は、運転者が意図せず走行車線から逸脱
しそうなとき、運転者が車線内に戻す操作を支援します。

システムに関連する表示とスイッチ
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LDW（車線逸脱警報）について

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより走行車線のレーン
マーカーを検知します。

●車速約60km/h以上で作動します。
●走行車線の右側もしくは、左側のレーン
マーカーに近づいたと判断すると、ステ

アリングホイール（ハンドル）の振動
とともにメーター内のLDW（車線逸脱
警報）表示がオレンジ色に点滅します。
レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは左側に引かれた線のことを示しま
す。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［側方支援］⇒［ステア振動］を
選択すると、LDW（車線逸脱警報）
作動時のステアリングホイール（ハンド
ル）振動を調節することができます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●車両の移動する方向に方向指示器を作動
させている場合は警報を行いません。
（方向指示器を解除したあと、約2秒間
は警報を行いません。）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］に切り替えると、
LDW（車線逸脱警報）の作動状態をア
ドバンスドドライブアシストディスプレ
イ内で確認することができます。
詳しくは、運転支援をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム）は、脇見運転やぼんやり
運転などの前方不注意および雨、霧
などの視界不良による危険を回避す
るものではありません。周囲の状況
に応じてハンドル操作を行い、常に
安全運転を心がけてください。

● マルチセンシングフロントカメラの
性能には限界があるため、システム
だけに頼った運転はせず、常に安全
運転を心がけてください。詳細につ
いては、検知条件と制限をお読みく
ださい。
マルチセンシングフロントカメラ

の検知条件と制限  (P.210)
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インテリジェント LI（車線逸脱防止
支援システム）について

●フロントガラス上部のマルチセンシング
フロントカメラにより走行車線のレーン
マーカーを検知します。

●車速が約60km/h以上で作動します。

●走行車線の右側もしくは、左側のレーン
マーカーに近づいたと判断すると、ステ
アリングホイール（ハンドル）の振動
とともにメーター内のインテリジェント 
LI（車線逸脱防止支援システム）表示
がオレンジ色に点滅します。
同時にブレーキを短時間制御し、車両を
車線内に戻す方向に制御力を短時間発生
させて車両を車線内に戻す操作を促しま
す。
レーンマーカーとは、走行車線の右側も
しくは、左側に引かれた線のことを示し
ます。

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［側方支援］⇒［ステア振動］を
選択すると、インテリジェントLI（車
線逸脱防止支援システム）作動時のステ
アリングホイール（ハンドル）振動を
調節することができます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●車両の移動する方向に方向指示器を使用
している場合は、警報もブレーキ制御も
行いません。（方向指示器を解除したあ
と、約2秒間は作動しません。）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイを［運転支援］に切り替えると、
インテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）の作動状態をアドバンスド

ドライブアシストディスプレイ内で確認
することができます。
詳しくは運転支援をお読みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)

ON・OFFのしかた

■ LDW（車線逸脱警報）

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［側方支援］⇒［車線逸脱警報］
を選択すると、LDW（車線逸脱警報）
機能のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)

■ インテリジェント LI（車線逸脱防止支
援システム）

プロパイロット（ナビリンク機能付）付
車
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［側方支援］⇒［車線逸脱防止支
援］をONにしているとき、＜プロパ
イロットスイッチ＞を押すとプロパイ
ロット作動灯が点灯し、システムがON
になります。
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設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●＜プロパイロットスイッチ＞を押すとイ
ンテリジェント BSI（後側方衝突防止支
援システム）のON・OFFを同時に切
り替えることができます。

●設定は、e-POWERシステムを再始動し
ても維持されます。

● e-POWERシステムを停止するとインテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）はOFFになります。
プロパイロット（ナビリンク機能付）無
車
●＜セーフティ・シールドスイッチ＞を押
すとセーフティ・ーシールド表示が点灯
してシステムがONになります。

● e-POWERシステムを停止するとインテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）はOFFになります。

LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援シス

テム）に関する注意事項

 警告
● 次のような状況では、思わぬ事故に
つながるおそれがあるため、インテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）を使用しないでくださ
い。
― 悪天候（雨、雪、霧など）の
とき

― 凍結路や積雪路など滑りやすい路
面を走行するとき

― 急なカーブ、急な上り坂・下り
坂が繰り返されるとき

― 工事中の道路や車線規制がある道
路を走行するとき

― 車線の幅が狭い道路を走行すると
き

― 摩耗しているタイヤ、空気圧不足
のタイヤ、スペアタイヤ、タイ
ヤチェーンを装着しているとき
や、日産純正品もしくは日産販売
会社で購入したタイヤ以外のタイ
ヤを使用しているとき

― 純正品以外のステアリング部品、
ブレーキ部品、サスペンション部
品を使用しているとき

● 次のような状況では、レーンマー
カーを正確に検出できず、適切な作
動ができない場合があります。
― 検出しにくいレーンマーカー（不
明瞭なレーンマーカー、黄色の
レーンマーカー、一般的でない
レーンマーカー、水たまり・汚
れ・雪などで隠れているレーン
マーカー）がある道路を走行する
とき

― 急なカーブのある道路を走行する
とき

― 消されたレーンマーカーがまだ見
えている道路を走行するとき

― 道路上に影、雪、水たまり、わ
だち、道路のつなぎ目、線状の
補修痕などがあるとき（これらの
ものをレーンマーカーとして検出
して警報する場合があります。）

― 車線の分岐・合流のある道路を走
行したとき

― 自車がレーンマーカーに対して
まっすぐに走行していないとき

― 先行車との車間距離が短く、カメ
ラの検出範囲が遮られるとき

― 雨、雪、汚れなどがフロントガ
ラスに付着しているとき

― 汚れなどでヘッドランプの明るさ
が不十分なときやヘッドランプの
光軸調整が適切に行われていない
とき

― 前方から強い光（太陽光など）
を受けているとき

― 急な明るさの変化が起こったとき
（トンネルの出入り口など）
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●次の場合はブレーキ制御を行いません。
― 大きな減速が車にかかったとき
― 素早いハンドル操作を行ったとき
― インテリジェント クルーズコントロー
ルの接近警報★が鳴っているとき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが作動しているとき

― 非常点滅表示灯を作動させているとき
― カーブ路でスピードを出して走行して
いるとき

●ブレーキ制御しているとき、運転者がア
クセルペダルを踏み増すとブレーキ制御
を中止します。

作動が停止するとき

LDW（車線逸脱警報）
●炎天下に駐車したときなど、カメラが高
温になったときは、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイに［カメラが高
温のため現在使用できません］と警告が
表示され、一時的にシステムが停止しま
す。（室内の温度が下がると、作動を
復帰します。）

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、システムが停止します。
警告（ P.344）

インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）
●次の場合は、“ポー” というブザー音
とともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［作動範囲外のため 現
在使用できません］と警告が表示され、
作動を解除します。
― VDCをOFFにしたとき
― ドライブモードをOFF-ROADまたは

SNOWにしたとき（e-4ORCE
（4WD）車）

●次の場合は、“ポー” というブザー音
とともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［滑りやすい路面のため 
現在使用できません］と警告が表示さ
れ、作動を解除します。

― ABSまたはVDC（トラクションコン
トロール機能（TCS）は含まない）
が作動したとき

システムを再び作動させる場合は、解除さ
れたときの状態が改善されてから一度＜プ
ロパイロットスイッチ＞/＜セーフティ・
シールドスイッチ＞をOFFにし、再度イ
ンテリジェント LI（車線逸脱防止支援シ
ステム）をONにしてください。
●炎天下に駐車したときなど、マルチセン
シングフロントカメラが高温になったと
きは、“ポー” というブザー音ととも
にアドバンスドドライブアシストディス
プレイに警告が表示され、作動を解除し
ます。 システムを再び作動させる場合
は、室内の温度が下がってから再びシス
テムをONにしてください。

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにアドバンスドドライブアシスト
ディスプレイに［システム故障 取扱説
明書を見てください］および、インテ
リジェント LI（車線逸脱防止支援シス
テム）表示がオレンジ色に点灯し、作
動が停止します。

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）

前方を走行する2台前の車両を検知し、急な
減速などにより、自車の回避操作が必要と判
断した場合には、警報によって運転者に注意
を促します。

 アドバイス
● 外部の状況などにより、ステアリン
グホイール（ハンドル）の振動を
感じにくい場合があります。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.389）
をお読みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたとき
は、安全な場所に停車し、一度e-
POWERシステムを停止してから再
始動してください。

e-POWERシステム再始動後も警告
が表示され続けるときは、システム
の異常が考えられます。通常走行に
は支障はありませんが、日産販売会
社で点検を受けてください。
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システムに関連する表示

●ヘッドアップディスプレイ付車はインテ
リジェント FCW（前方衝突予測警報）
が作動すると、ヘッドアップディスプレ
イにも警告表示が表示されます。

インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）について

●インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）は車速が約5km/h以上で作動し
ます。

●車両前部に取り付けられたレーダーセン
サーにより前方の2台前の車両との距離
を計測します。

●自車の回避操作が必要と判断すると、ア
ドバンスドドライブアシストディスプレ
イの接近警報表示がオレンジ色に点滅す
るとともに警報音（ブザー）を鳴らし
て、運転者に注意を促します。

●インテリジェント エマージェンシーブ
レーキのON・OFFを切り替えると、
インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報）も連動してON・OFFされま
す。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.227)

 警告
● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は前方を走行する2台前
の車両の急な減速などを検知したと
き運転者に警報を行いますが、衝突
を回避する機能はありません。

● インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）は脇見運転やぼんやり運
転などの前方不注意および雨、霧な
どの視界不良による危険を回避する
ものではありません。
前方の車両との車間距離、周囲の状
態に応じてブレーキペダルを踏んで
減速するなどして車間距離を確保
し、安全運転を心がけてください。

● レーダーの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、検知条件と
制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.209)
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インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）に関する注意事項

 警告
● 次のような障害物は検知しません。
― 歩行者、自転車、動物、道路上
に落ちている障害物

― 対向車両
― 前方を横切って通過する車両

● 次のような場合は、前方の２台前
の車両を検知できないことがありま
す。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で
視界が悪いとき

― 前方の車両や対向車などにより
水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー周辺に付着しているとき

― 放送局など周辺の電波源により影
響を受けているとき

― トンネル内を走行しているとき

― 前方の車両がけん引を行っている
とき

― 前方の車両との距離が極端に近い
とき

― 急なカーブや、勾配の変化がある
ところを走行しているとき

● 前方の車両がオートバイのような幅
の狭い車両のときは、前方の車両を
検知できず、インテリジェント 
FCW（前方衝突予測警報）は警報
を行わないことがあります。

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。
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インテリジェント FCW（前方衝突
予測警報）の作動が停止するとき

●次の場合、インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯［ ］が
点灯し、作動が停止します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしたとき

― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキが異常により作動を停止したと
き

●次の場合、メーター内のインテリジェン
トエマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］が点灯するとともに、アドバ

ンスドドライブアシストディスプレイに
警告を表示し、システムが一時的に作動
しなくなります。
― フロントガラスの汚れなどにより、
カメラの前方視界が遮蔽されていると
判断したとき

― 前方からの強い光により、カメラが
前方を認識できなくなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、カメラ
が高温になったとき（室内の温度が
下がると、作動を復帰します。）

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂
塵、吹雪など）で視界が悪いとき
停止したときの状態が改善されると、
システムは自動的に作動を再開しま
す。

― 周辺の電波源の影響を受けているとき
― 車両前部に取り付けられたレーダーセ
ンサー周辺に雪や氷、泥などが付着
しているとき
上記警告が表示されたときは、安全
な場所に停車し、一度e-POWERシ
ステムを停止してからレーダーセン
サーおよびその周辺の汚れを取り除
き、e-POWERシステムを再始動し
てください。

― 道路形状や周辺の建造物により、
レーダーセンサーが先行車を正確に検
知できないとき（例：長い橋、雪
原、長い壁の横など）
上記の状況から離れるとシステムは自
動的に作動を再開します。

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプ
を点灯せず、真っ暗な状態が継続し
たとき

●システムに異常があると、警告音が鳴る
とともにメーター内のインテリジェント 
エマージェンシーブレーキ警告灯
［ ］が点灯し、アドバンスドドラ
イブアシストディスプレイ内に警告が表
示され、システムが停止します。

上記警告が表示されたときは、安全な場所
に停車し、一度e-POWERシステムを停止
してから再始動してください。

RCTA（後退時車両検知警報）★
RCTA（後退時車両検知警報）は、後退時
に後方を横切ろうと接近する車両を検知した
場合、警報によって運転者に注意を促しま
す。

システムに関連する表示

 アドバイス
● インテリジェント エマージェンシー
ブレーキをONにできない、または
警告灯が点灯したときは、安全な場
所に停車し、一度e-POWERシステ
ムを停止してから再始動してくださ
い。上記の操作をしても、警告灯
が点灯し続けるときはシステムの異
常が考えられます。通常走行には支
障はありませんが、日産販売会社で
点検を受けてください。
警告灯（ P.335）

● レーダーセンサーの周辺が汚れてい
るときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからe-POWERシステムを再
始動してください。レーダーセン
サーの取り扱いについては、
（ P.388）をお読みください。

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
RCTA（後退時車両検知警報）
は、運転者の代わりに周囲を確認し
たり、車両と障害物との接触を防い
だりする機能ではありません。駐車
スペースから後退するときは、機能
に頼らず、必ず運転者自身で周囲の
安全を確認してください。
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RCTA（後退時車両検知警報）につ
いて

●車両後部のレーダーセンサーにより後方
を横切ろうとする車両を検知します。

●シフトポジションが で、車速約
8km/h以下のとき作動します。

●レーダーセンサーにより後方を横切ろう
とする車両を検知すると、警報音（ブ
ザー）とともに検知した側のドアミラー
鏡面の表示灯が点滅します。

●RCTA（後退時車両検知警報）の設定
をOFFにしているときにシフトポジショ
ンを にすると、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイに［システム
OFF］と表示されます。

●RCTA（後退時車両検知警報）が作動
しているときは、インテリジェント ア
ラウンドビューモニター画面に黄色枠が
表示されます。

検知範囲について

●レーダーセンサーは、約20m先から近
づいてくる車両を検知します。

●ドアミラー鏡面の表示灯は＜パワース
イッチ＞をONにすると点灯し、数秒後
に消灯します。

●ドアミラー鏡面の表示灯の明るさは車両
周囲の明るさによって切り替わります。

RCTA（後退時車両検知警報）の使
いかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［後退時車両検知警報］を選択する
と、RCTA（後退時車両検知警報）機
能のON・OFFを切り替えることができ
ます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●設定は、e-POWERシステムを再始動し
ても維持されます。

RCTA（後退時車両検知警報）に関
する注意事項

 警告
● レーダーの性能には限界があるた
め、システムだけに頼った運転はせ
ず、常に安全運転を心がけてくださ
い。詳細については、検知条件と
制限をお読みください。
レーダーセンサーの検知条件と制

限  (P.209)

 警告
● 後退する前に、必ず目視で周囲の状
況を確認してください。レーダーセ
ンサーは接近している（動いてい
る）車両を検知します。次のよう
なものは検知できないことがありま
す。
― 歩行者、自転車、動物など
― 約30km/h以上の速度で通過する
車両

― 約8km/h以下の速度で通過する車
両

● 次のような状況では、レーダーセン
サーが接近する車両を検知できない
ことがあります。
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 警告

― 隣に駐車している車両などが、
レーダーセンサーの検出エリアを
妨げているとき

― 駐車枠線が斜めに引かれた駐車場
に駐車しているとき

― 傾斜した地面に駐車しているとき

― 回り込むようにして自車両後方へ
車両が接近してきたとき

― 接近してきた車両の向きが、自車
両の向きと同じまたはそれに近い
とき

● 次のような場合は、思わぬ事故につ
ながるおそれがありますので、シス
テムを使用しないでください。
― 悪天候（雨、雪、霧など）で
視界が悪いとき

― 水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― 雪や氷、泥などがレーダーセン
サー付近に付着しているとき

● レーダーセンサーは静止している障
害物を検知しないように設計されて
いますが状況によっては、ガード
レール、壁、駐車された車両など
を検知してしまうことがあります。

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。
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●複数の車両が連続して後方を通過する場
合や、最初に検知した車両と逆方向から
車両が接近してきた場合、2台目以降に
対して警報が作動しない場合がありま
す。

RCTA（後退時車両検知警報）の作
動が停止するとき

●次の場合はアドバンスドドライブアシス
トディスプレイに［サイドレーダー及び 
その周辺が汚れています 拭いてくださ
い］と警告が表示され、一時的にシス
テムが停止します。
― レーダーセンサーが汚れているとき
― レーダーセンサーに雨、雪、氷など
が付着しているとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、システムが停止します。
警告メッセージ（ P.344）

インテリジェント DA（ふらつき警
報）

インテリジェント DA（ふらつき警報）は、
ハンドル操作から運転者の注意力が低下して
いると判断したときに、アドバンスドドライ
ブアシストディスプレイの表示と音により運
転者に休憩を促します。

システムに関連する表示

 アドバイス
● レーダーセンサー周辺が汚れている
ときは安全な場所に停車し、レー
ダーセンサー周辺の汚れなどを取り
除いてからe-POWERシステムを再
始動してください。レーダーセン
サーの取り扱いについては、
（ P.388）をお読みください。

● アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに警告が表示されたとき
は、安全な場所に停車し、一度e-
POWERシステムを停止してから再
始動してください。
e-POWERシステム再始動後も表示
され続けるときは、システムの異常
が考えられます。通常走行には支障
はありませんが、日産販売会社で点
検を受けてください。

 警告
● 機能には限界があるため、過信せず
安全運転を心がける。
このシステムは疲労時の運転を補助
するものではありません。疲労時の
運転は重大な事故にいたる危険があ
るため、運転前に十分に休憩をと
り、安全運転を心がけてください。
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インテリジェント DA（ふらつき警
報）について

●車速約60km/h以上で走行中、運転者
のハンドル操作から注意力が低下してい
ると判断したときに、警報音（ブ
ザー）とともにアドバンスドドライブア
シストディスプレイに［休憩しません
か？］と警告メッセージを表示します。
警告メッセージ（ P.344）

インテリジェント DA（ふらつき警
報）の停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［ふらつき警報］を選択すると、イ
ンテリジェント DA（ふらつき警報）
機能のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●設定は、e-POWERシステムを再始動す
るとONになります。

●プロパイロット（ナビリンク機能付）
のハンドル支援中★は、インテリジェン
ト DA（ふらつき警報）のシステムは
OFFになります。
プロパイロット★  (P.211)

インテリジェント DA（ふらつき警
報）の作動が停止するとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイに警告が
表示され、作動が停止します。
警告メッセージ（ P.344）

 アドバイス
● 安全な場所に停車し、一度e-

POWERシステムを停止してから再
始動してください。

● 再始動後もメッセージを表示すると
きは、システムの異常が考えられま
す。
通常走行に支障はありませんが、日
産販売会社で点検を受けてくださ
い。
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標識検知機能
フロントガラス上部にあるマルチセンシングフロントカメラにより標識を検知し、アドバンス
ドドライブアシストディスプレイに表示します。

システムに関連する表示
259

 警告
● 走行中は運転者の責任で実際の標識
を確認する。
標識検知機能は、運転者の安全運転
をサポートする機能です。
標識検知機能には限界があり、状況
によっては標識を検知できなかった
り、実際とは異なる標識を表示した
りする場合があります。
運転の際は、必ず運転者の責任で実
際の標識を確認してください。

● マルチセンシングフロントカメラの
性能には限界があるため、システム
だけに頼った運転はせず、常に安全
運転を心がけてください。詳細につ
いては、検知条件と制限をお読みく
ださい。
マルチセンシングフロントカメラ

の検知条件と制限  (P.210)
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標識検知機能について
●標識検知機能には次の機能があります。
進入禁止標識検知

●前方の車両進入禁止標識を検知し、一方
通行路へ進入する可能性がある場合には
アドバンスドドライブアシストディスプ
レイに警告表示します。

●万一、車両進入禁止標識を通過した場合
には警告音が鳴ります。

一時停止標識検知

●前方の一時停止標識を検知した場合に
は、アドバンスドドライブアシストディ
スプレイに表示します。

最高速度標識検知

●前方の最高速度標識を検知した場合に
は、アドバンスドドライブアシストディ

スプレイ 、および走行支援グループ
［ ］ に表示されます。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●次の場合は、最高速度標識の表示が切り
替わります。
― 表示中の最高速度と異なる最高速度標
識を検知したとき

●次の場合は、最高速度標識の表示を終了
します。
― 最高速度標識を検知し、車両がその
標識を通過してから一定の距離を走行
したとき

― 右左折などで走行している路線が変
わったとシステムが判断したとき

進入禁止標識／一時停止標識検知の
停止のしかた

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［標識検知支援］⇒［道路標識］
を選択すると、進入禁止標識／一時停止
標識検知機能のON・OFFを切り替える
ことができます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)
●いずれの設定も、e-POWERシステムを
再始動しても維持されます。
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最高速度標識検知の停止のしかた
●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［標識検知支援］⇒［制限速度標
識］を選択すると、最高速度標識検知
機能のON・OFFを切り替えることがで
きます。
設定の詳細については、運転支援をお読
みください。
アドバンスドドライブアシストディス

プレイとは（メインメニュー）  (P.64)

標識検知機能に関する注意事項

 警告
● 次のような場合は、標識の検知が遅
れたり、検知できなかったりするこ
とがあります。
― 夜間やトンネル内などでヘッドラ
ンプを点灯していない、あるいは
ヘッドランプのレンズが極端に汚
れているとき

― カメラ前方のフロントガラスに汚
れ、油膜、水滴、氷、雪、虫
汚れなどが付着しカメラの視界が
さえぎられているとき

― カメラ前方のフロントガラスがく
もっているとき

― 前方から強い光（太陽光や対向車
両のハイビームなど）を受けてい
るとき

― 前方車両から反射した強い光（太
陽光など）を受けているとき

― トンネルの出入り口や日陰など、
急に明るさの変化が起こったとき

― 悪天候（雨、雪、霧、風塵、
砂塵、吹雪など）で視界が悪い
とき

― 前方の車両や対向車などにより
水、雪、砂などの巻き上げが発
生しているとき

― 勾配の変化があるところを走行し
ているとき

― 未舗装路など凹凸のある路面を走
行しているとき

― 隣車線の車両で視界がさえぎられ
ているとき

― 標識が曲がり角やカーブの先にあ
るとき

― 標識の周辺が煩雑で標識を認識し
にくいとき

― 標識が自車から遠く離れた位置に
あるとき

― 夜間で標識に自車のヘッドランプ
の光が届きにくい位置にあるとき

― 標識が色あせたり、折れ曲がった
りしているとき

― 標識が破損しているなど形状が変
わってしまっているとき

― 標識が泥、雪、または霜などで
覆われているとき

― 標識の一部が樹木や汚れなどに
よって隠れて不明瞭なとき

― 標識に光（街灯など）や影が映
り込んでいるとき

― 標識が大きすぎたり、小さすぎた
りするとき

― 標識が低すぎたり、高すぎたりす
るとき

― 標識が明るすぎたり、暗すぎたり
したとき

― カメラの向きがずれているとき
― 始動してから約15秒間は標識を検
知しません

● 次のような場合は、標識の検知が適
正に行えず、実際の規制内容とは異
なるものを表示したり、 実際には対
象となる標識が無いのに表示したり
することがあります。（最高速度標
識においては、実際の最高速度より
も高い数字や、低い数字を表示した
りすることがあります）
― 数字が認識しにくい標識（数字が
消えかかっているなど）
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 警告
― 検知対象となる標識の色、形に似
たものが周辺にある場合（類似の
標識、電光掲示板、看板、のぼ
り旗、構造物、案内標識上の数
字など）

― 自車の路線に対しての標識ではな
いが、自車の路線付近にあり、
その標識が自車の路線に向いてい
る場合（本線から分岐する側道の
一時停止標識や最高速度標識な
ど）

― コントラストが低い電光標識
― 数字が認識しにくい電光標識 
（遠く離れた位置にある標識、3
桁の標識など）

― 標識の近傍に補助標識（区間の始
まり、終わり、曜日、時間な
ど）があるとき

― 工事などの通行規制区間に標識が
あるとき

― ナビゲーションシステム★の地図
データが最新ではない、または利
用できないとき

― ナビゲーションシステム★が推奨
するルートを走行していないとき

― ナビゲーションシステム★が新し
いルートを検索しているとき

― ナビゲーションシステム★の位置
検出が正しく行えないとき

― ナビゲーションシステム★の地図
に無い道路を走行しているとき

 注意
● 標識検知機能は、運転者の安全運転
をサポートする機能です。
標識検知機能には限界があり、状況
によっては標識を検知できなかった
り、実際とは異なる表示をしたりす
る場合があります。
運転の際は、必ず運転者の責任で実
際の標識を確認してください。
●外部の騒音などにより、警報音（ブ
ザー）が聞こえない場合があります。

● 標識の近傍にある補助標識は検知し
ないため、実際の規制内容と異なる
表示をする場合があります。必ず運
転者の責任で実際の標識を確認して
ください。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
カメラ前方のフロントガラスはいつ
もきれいにしておいてください。マ
ルチセンシングフロントカメラの取
り扱いについては、（ P.389）
をお読みください。
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駐車支援システム

インテリジェント アラウンド
ビューモニター（移動物 検知機能

付）
インテリジェント アラウンドビューモニター
は、自車位置を映し出すことにより、駐車
スペースへの駐車時や縦列駐車時に運転者を
補助します。

インテリジェント アラウンドビュー
モニターについて

●メーカーオプションナビゲーションシス
テム非装着車は、パワースイッチがON
のときに、インテリジェント ルームミ
ラーのON・OFF切り替えレバーを手前
に引き、＜Aボタン＞を押すか、シフ
トポジションを にするとインテリジェ
ント ルームミラーに表示します。

●メーカーオプションナビゲーションシス
テム装着車は、＜パワースイッチ＞が
ONのときに、ナビゲーションシステム
の＜CAMERA＞ボタンを押すか、シフ
トポジションを にするとナビゲーショ
ンシステムに表示します。

インテリジェント アラウンドビュー
モニターの使いかた

●メーカーオプションナビゲーションシス
テム非装着車は、インテリジェントルー

 警告
● インテリジェント アラウンドビュー
モニターの機能を過信しない。
インテリジェント アラウンドビュー
モニターは障害物などの確認を補助
するシステムです。車両の操作をす
るときは、周囲の安全をミラーや目
視で直接確認してください。特に車
両の四隅は、トップビュー、フロ
ントビュー、リヤビューに障害物が
映らない死角になります。必ず窓か
ら目視し、安全を確認してから車両
を操作してください。常に低速で車
両を移動させてください。

● 実際の距離感を間違えないように注
意する。
インテリジェント アラウンドビュー
モニターに映し出される障害物まで
の距離は、実際とは異なることがあ
ります。

 警告
● ドアミラーを格納した状態で使用し
ない。
ドアミラーを格納すると、一部の表
示が欠けるなど正確に表示できませ
ん。周辺を直接確認し十分注意して
使用してください。また使用すると
きは、バックドアが確実に閉まって
いるか確認してください。
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ムミラーがインテリジェント ルームミ
ラーモードのときに使用できます。
（ P.139）

●シフトポジションを にするとインテリ
ジェント アラウンドビューモニターが
ONになり、トップビュー（左側画
面）／リヤビュー（右側画面）を表示
します。シフトポジションを から他の
位置にすると、インテリジェント アラ
ウンドビューモニターがOFFになりま
す。

●シフトポジションが または のとき
に、ソナーが障害物を検知したときはイ
ンテリジェント アラウンドビューモニ
ターがONになり、トップビュー（左
側画面）／フロントビュー（右側画面）
を表示します。障害物の検知がなくなる
と、インテリジェント アラウンド
ビューモニターはOFFになります。

●インテリジェント ルームミラーの＜Aボ
タン＞（メーカーオプションナビゲー
ションシステム非装着車）または
＜CAMERA＞ボタン（メーカーオプ
ションナビゲーションシステム装着車）
を押すとインテリジェント アラウンド
ビューモニターがONになり、トップ
ビュー（左側画面）／フロントビュー
（右側画面）を表示します。

 知識
● インテリジェント ルームミラーの
＜Bボタン＞（メーカーオプション
ナビゲーションシステム非装着車）
または＜CAMERA＞ボタン（メー
カーオプションナビゲーションシス
テム装着車）を押すと、画面を切
り替えることができます。
― シフトポジションが のとき
トップビュー（左側画面）/リヤ
ビュー（右側画面）→サイドブラ
インドビュー（左側画面）/リヤ
ビュー（右側画面）→リヤワイド
ビュー（全画面）

― シフトポジションが 以外のとき
トップビュー（左側画面）/フロ
ントビュー（右側画面）→サイド
ブラインドビュー（左側画面）/
フロントビュー（右側画面）→フ
ロントワイドビュー（全画面）→
インテリジェント アラウンド
ビューモニターOFF

● 右側画面にフロントビューが表示さ
れているときにシフトポジションを
にすると、リヤビューに切り替わ

ります。シフトポジションを から
他の位置にすると、再度、フロン
トビューに切り替わります。

● 3分タイマー機能
インテリジェント ルームミラーの
＜Aボタン＞（メーカーオプション
ナビゲーションシステム非装着車）
または＜CAMERA＞ボタン（メー
カーオプションナビゲーションシス
テム装着車）を押してから約3分後
にインテリジェント アラウンド
ビューモニター表示が消える機能で
す。シフトポジションが 以外のと
きに作動します。（ただし、タイ
マー作動中にインテリジェント ルー
ムミラーの＜Bボタン＞（メーカー
オプションナビゲーションシステム
非装着車）または＜CAMERA＞ボ
タン（メーカーオプションナビゲー
ションシステム装着車）を押した
り、ソナーまたは移動物 検知機能
が作動したりするとタイマーがリ
セットされます。）
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画面の見かた

左側画面
●トップビューまたはサイドブラインド
ビューを表示します。

●＜パワースイッチ＞をONにしてから初
めてインテリジェント アラウンドビュー
モニターを表示したときに、アイコン

の色と点滅（約3秒間）で、ソナー
の作動状況を表します。
― 赤色に点滅：ソナーON
― 灰色に点滅：ソナーOFF（ソナー
をOFFにした直後も点滅します。）

移動物 検知機能作動状態アイコン
●どちらのビューで移動物 検知機能が作動
するかを表します。
― （緑色）：移動物 検知機能が作
動します

― （灰色）：移動物 検知機能が作
動しません

●表示しているビューで映している範囲で
のみ移動物 検知機能が作動します。例
えば、リヤビューで移動物 検知機能を
作動させている場合には、車両前方の移
動物は検知しません。
右側画面

●シフトポジションが のときはリヤ
ビューを、 以外のときはフロント
ビューを表示します。
プロパイロット パーキング設定アイコ
ン★
●プロパイロット パーキングの設定ができ
ます。
プロパイロット パーキングの設定  

(P.286)

プロパイロット パーキング開始アイコ
ン★
●タッチするとプロパイロット パーキング
を開始します。

方向指示アイコン
●画面の映している方向を表します。
― ：リヤビュー表示
― ：フロントビュー表示
― ：ワイドリヤビュー表示
― ：ワイドフロントビュー表示
全画面ワイドビュー画面

●フロントまたはリヤワイドビューを表示 
します。
※：本表示はメーカーオプションナビゲー
ションシステム装着車の表示になります。
グレード、オプションなどにより表示は異
なります。

画面表示に関する注意事項

 警告
● リヤビューに表示される障害物まで
の距離は、実際とは異なることがあ
ります。

● ドアミラー、車両前方、車両後方
に装着されているカメラからの映像
を組み合わせて処理した疑似的な映
像のため、トップビューは、障害
物を実際より遠く映します。

● 囲いや車両といった高さのある障害
物は、映像の継ぎ目で位置がずれた
り、表示されないことがあります。

● カメラの高さよりも上にある障害物
は表示されません。

● トップビューの映像は、カメラの位
置が変化するとずれることがありま
す。
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画面表示の種類について

■ フロントビュー／リヤビュー
●車両の前方／後方の映像をインテリジェ
ント アラウンドビューモニター右側画面
に表示します。

距離目安ライン
●車体からの距離の目安を表示します。
― 赤色：約0.5m
― 水色：約1m
― 水色：約2m
― 水色：約3m
車幅目安ライン

●車幅の目安を表示します。
予想進路線

●運転操作時に予想進路を表示します。ハ
ンドルを切った角度に応じて移動しま
す。

●フロントビューは、車速が約10km/h
を超えると表示されなくなります。
タイヤ予想進路線

●タイヤの予想進路を表示します。ハンド
ルを切った角度に応じて移動します。

 警告
● 路上の線は映像の継ぎ目でずれた
り、曲がって見えたりすることがあ
ります。ずれは、車両から遠ざか
るにつれて大きくなります。

 アドバイス
● フロントビューが表示されていると
きに、中立位置から約90度の範囲
内でハンドルを切ると、予想進路線
が左右に表示されます。約90度以
上ハンドルを切ると、予想進路線は
ハンドルを切った方向とは逆方向に
のみ表示されます。

● リヤビューモニターの映像は、ルー
ムミラーやドアミラーで見るのと同
様に左右反転させた映像です。

● 雪道や滑りやすい路面では、予想進
路線と実際の進路が異なることがあ
ります。
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■ トップビュー

●自車位置や駐車スペースへの進入コース
が分かりやすい、車両を上から見たよう
な映像をインテリジェント アラウンド
ビューモニター左側画面に表示します。

●車両アイコン は、自車位置を示してい
ます。トップビューに表示される障害物
までの距離は、実際とは異なることがあ
ります。

●予想進路線 はハンドルを切った角度の
まま進んだときの予想進路を表示しま
す。

■ サイドブラインドビュー

●車両の左側前輪付近から前方を、インテ
リジェント アラウンドビューモニター左
側画面に表示します。道路端への幅寄せ
駐車などに便利です。

目安ライン
●モニターには車幅と車両の前端を示す目
安ラインが表示されます。
― 前端目安ラインは、車両前部の位
置の目安を示します。

― 側方目安ラインは、ドアミラーを
含めた車幅の目安を示します。

― 前端目安ラインと側方目安ラインの
延長線は、水色の破線で表示しま
す。

ソナー表示
● ソナー表示は、ソナーが障害物を検知
すると、表示されます。

■ 全画面フロントワイドビュー／全画面
リヤワイドビュー

●車両の前方／後方の映像を、画面いっぱ
いに表示します。

 アドバイス
● 方向指示器の光が側方目安ラインと
重なる場合がありますが、異常では
ありません。

● サイドブラインドビュー表示中に、
約10km/h以上になると画面の一部
がグレーとなりますが、異常ではあ
りません。
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距離目安ライン
●車体からの距離の目安を表示します。
― 赤色：約0.5m
― 水色：約1m
― 水色：約2m
― 水色：約3m
車幅目安ライン

●車幅の目安を示します。
予想進路線

●運転操作時に予想進路を示します。ハン
ドルを切った角度に応じて移動します。
タイヤ予想進路線（全画面リヤワイド
ビューのみ）
●タイヤの予想進路を表示します。ハンド
ルを切った角度に応じて移動します。
ソナー表示

●ソナーが障害物を検知すると表示しま
す。

画質調整のしかた
ナビゲーションシステムで次の操作をする
と、インテリジェント アラウンドビュー
モニター画面の画質を調整することができ
ます。

［ ］⇒［ ］⇒［カメラ］
ナビゲーションシステムの操作方法は、別
冊のナビゲーションシステム取扱説明書を
お読みください。

移動物 検知機能について

●車庫入れや駐車場からの発進時などに自
車周辺の移動物を運転者にお知らせする
ことで、安全確認をサポートする機能で
す。

●車両周辺に移動物があるときに、音と黄
枠を表示してお知らせします。

●トップビューに （緑色）表示がある
場合には移動物を検知したエリア（前後
左右）に黄枠を表示します。

●移動物 検知機能は以下の条件のとき、
（緑色）が表示されている画面で作

動します。
― シフトポジションが または で停車
しているときに、トップビュー側で
作動します。

― シフトポジションが で車速約
8km/h以下のときに、フロント
ビューで作動します。

― シフトポジションが で車速約
8km/h以下のときに、リヤビューで
表示します。

●ソナーブザーが鳴っている場合は移動物 
検知機能ブザーは鳴りません。

●サイドブラインドビューには移動物 検知
機能がないため、 アイコンを表示し
ません。

 アドバイス
● リヤビューモニターの映像は、ルー
ムミラーやドアミラーで見るのと同
様に左右反転させた映像です。

● 雪道や滑りやすい路面では、予想進
路線と実際の進路が異なることがあ
ります。

項目1 項目2 機能
画像調
整

明るさ ● ［+］、［-］をタッチ
して明るさを調整し
ます。

コント
ラスト

● ［+］、［-］をタッチ
してコントラストを
調整します。

色合い ● ［+］、［-］をタッチ
して色合いを調整し
ます。

色の濃
さ

● ［+］、［-］をタッチ
して色の濃さを調整
します。

黒レベ
ル

● ［+］、［-］をタッチ
して黒レベルを調整
します。

 注意
● 車両の操作をするときは、周囲の安
全をミラーや目視で直接確認してく
ださい。



駐車支援システム
運
転
の
し
か
た

269☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

画面の見かた

移動物 検知表示
●移動物 検知機能で移動物を検知したとき
に、黄枠でお知らせします。
移動物 検知機能作動状態アイコン

●移動物 検知機能を作動させる側の画面の
アイコンを緑色で表示します。

― （緑色）：移動物 検知機能が作
動します

― （灰色）：移動物 検知機能が作
動しません

●以下の場合には移動物 検知機能は作動し
ません。
― 車速やシフトポジションが移動物 検知
機能の作動条件から外れている場合

― トップビューによる移動物 検知機能作
動中でいずれかのドアが開いている場
合

― リヤビューによる移動物 検知機能作動
中でバックドアが開いている場合

●トップビューによる移動物 検知機能作動
中で電動格納式ミラーが作動している
と、誤検知する場合があります。

ソナー機能について

 警告
● バンパーにへこみなどがあると正確
な距離が測定できず、正常に作動で
きない場合があります。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してく
ださい。誤作動の原因になります。

● 純正以外のバンパーを取り付けたと
き、正常に作動できない場合があり
ます。

● ソナーの性能には限界があるため、
システムだけに頼らず、常に安全を
心がけてください。詳細について
は、検知条件と制限をお読みくださ
い。

ソナーの検知条件と制限  
(P.211)

 注意
● 気温や天候、路面状態などの周囲の
状況や、障害物の大きさ、形状に
よってはソナーが検知できないこと
があります。また、音波を吸収し
やすいものにも、ソナーが検知でき
ないことがあります。必ず周囲を確
認して運転をしてください。

● 次のような障害物には作動しませ
ん。
― 背の低い障害物
― 幅の狭い障害物
― 針金、金網、ロープなどの細い
障害物

― ソナーに非常に近い障害物
― 急に進行方向に現れた障害物

● 次のような障害物は検知しないこと
や作動が遅れることがあります。
― 地面から高い位置に存在する障害
物

― スポンジ状のものや雪など表面が
柔らかく音波を吸収しやすい障害
物

● ソナーは次のような場合は検知しな
い、もしくは正しく検知できない場
合があります。
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナー
に付着しているとき
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●メーカーオプションナビゲーションシス
テム非装着車は、インテリジェント 
ルームミラーがインテリジェント ルーム
ミラーモードのときにソナー表示が使用
できます。

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター（移動物 検知機能付）を表示させ
て、走行中にソナーが静止した障害物を
検知した場合は、ソナー表示とブザーで
お知らせします。

●ソナー表示はトップビュー、サイドブラ
インドビューまたは全画面ワイドビュー
画面に表示されます。

●障害物を検知してから、ソナー表示とブ
ザーが出るまでに多少時間がかかりま
す。

■ コーナーソナー

■ フロントセンターソナー

 注意
― 障害物の面が車両の前面、または
後面に対して斜めのとき

― 周囲に草が生い茂っているとき
― 車両側面の近くに壁があるとき
― 路面上に段差や突起物があるとき
― 垂れ下がった旗、ビニールカーテ
ンなどをくぐって走行するとき

― 車両周辺に雪のかたまりがあると
き

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 車両感応センサーやホーン、他車
のソナー、オートバイの排気音な
ど超音波を発生するものが付近に
存在するとき

― 炎天下や寒冷時
― 表面が一様でない障害物（複数の
障害物が積載されて凹凸な形状の
場合）

● 外部の騒音などにより、警報音
（ブザー）が聞こえない場合があり
ます。

● ソナー部が凍結したときは異常表示
が出たり、壁などの障害物があって
もソナーが検知しないことがありま
す。
（氷が解ければ、正常に復帰しま
す）

● ソナーは前後バンパーについていま
す。バンパーには、ステッカーを
貼ったりアクセサリーなどを取り付
けないでください。

● 適正なタイヤの空気圧を維持してく
ださい。誤警報や誤操作の原因にな
ります。

 アドバイス
● システムを正しく作動させるために
ソナーはいつもきれいにしておいて
ください。ソナーの取り扱いについ
ては、（ P.390）をお読みくだ
さい。

障害物まで
の距離（目
安）

60～
50cm

50～
30cm

30cm
以下

表示色 緑 黄 赤
表示点滅速

度 遅い 早い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピ
ピピ… ピー

障害物ま
での距離
（目安）

100
～

70cm

70
～

50cm

50
～

30cm

30cm
以下

表示色 緑 緑 黄 赤
表示点滅
速度 遅い 遅い 早い 点灯

ブザー音 無し
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピ
ピピ
ピ…

ピー
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■ リヤセンターソナー

■ ソナー表示色

●ソナー表示の色は、障害物に近づくにし
たがって、緑、黄、赤と変化します。
ソナーの表示の色と距離目安線とでは障
害物までの距離は異なります。

■ ブザー音

●障害物との距離が近づくにしたがって、
断続音の間隔が短くなります。表示が赤
の場合は連続音になります。

●障害物との距離が広がった場合は断続音
が消え、ソナー表示のみとなります。

●フロントソナーが検知したときは低音、
バックソナーが検知したときは高音でお
知らせします。

■ ソナー機能OFF

●アドバンスドドライブアシストディスプ
レイで設定［ ］⇒［運転支援］
⇒［駐車支援］を選択すると、各ソ
ナー機能のON・OFFを設定できます。

■ ソナーによるカメラ画面の自動表示機
能

●シフトポジションが  かつ車速約
10km/h以下でカメラが表示されていな
い場合に、車両前方の障害物を検知した
場合はインテリジェント アラウンド
ビューモニター画面を自動で表示しま
す。

●障害物がなくなると、自動的にインテリ
ジェント アラウンドビューモニターは
OFFになります。

■ ソナーシステムの作動が停止するとき

●システムに異常があると、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイ内に警告
が表示され、システムが停止します。
ソナーシステム異常警告（ P.345）

インテリジェント アラウンド
ビューモニターに関する注意事項

障害物まで
の距離（目
安）

150～
70cm

70～
30cm

30cm
以下

表示色 緑 黄 赤
表示点滅速

度 遅い 早い 点灯

ブザー音
ピッ、
ピッ、
ピッ…

ピピピ
ピピ… ピー

 警告
● カメラはフロントグリル中央部、ド
アミラー、リヤナンバープレート上
部に装着されています。作動を妨げ
るような物をカメラ部分に取り付け
ないでください。字光式ナンバープ
レートやナンバープレートリムを装
着すると、フロントビューおよびリ
ヤビューモニターの映像が一部映ら
なくなることがあります。

● 距離目安ラインと車幅目安ライン
は、舗装された平坦な路面上での目
安として使用してください。画面に
表示される距離は目安であり、自車
と映し出されている障害物までの距
離は、実際とは異なることがありま
す。

● 目安ラインや予想進路線は、乗車人
数や燃料の容量などの影響により実
際の距離と異なることがあります。
目安としてお使いください。

● サイズが異なるタイヤと交換する
と、予想進路線とトップビューが不
適切に表示されることがあります。

● 上り坂では、モニターに表示される
障害物は実際よりも遠くにあるよう
に見えます。下り坂では、モニ
ターに表示される障害物は実際より
も近くにあるように見えます。ミ
ラーを併用するか、目視によって正
確な距離を判断してください。

● フロントビューおよびリヤビューの
表示線は、路面の状況により障害物
への距離が実際と異なって見えるこ
とがあります。特徴をよく理解して
ください。

 アドバイス
● カメラに汚れ、雨、雪が付着する
と、映像の映りが悪くなることがあ
ります。カメラを清掃してくださ
い。
フロントビュー／サイドビューカ

メラの取り扱い  (P.389)
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●カメラレンズの特性により、画面上の距
離と実際の距離が異なって見えたり、対
象物が変形して見えることがあります。
車幅目安ラインと予想進路線は、実際の
車幅と進路よりも広くなっています。

●シフトポジションが  以外のとき、イ
ンテリジェント ルームミラーの＜Aボタ
ン＞（メーカーオプションナビゲーショ
ンシステム非装着車）または
＜CAMERA＞ボタン（メーカーオプ
ションナビゲーションシステム装着車）
を押してインテリジェント アラウンド
ビューモニターを表示させたあと、ソ
ナーまたは移動物 検知機能が作動しない
状態で約3分間操作を行わないでいる
と、インテリジェント アラウンド

ビューモニター表示が消えます。（3分
タイマー機能）

●画面の切り替わり後は、映像の表示が遅
れることがあります。インテリジェント 
アラウンドビューモニターが完全に表示
されるまでは、映像が一時的にゆがむこ
とがあります。

●外気温が極端に高いか、低いときは、
映像の映りが悪くなることがあります
が、異常ではありません。

●カメラに直接強い光を当てると、映像の
映りが悪くなることがありますが、異常
ではありません。

●蛍光灯照明が当たると、映像にちらつき
が出ることがありますが、異常ではあり
ません。

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター映像の色味は、実際とはわずかに異
なって見えることがあります。

●暗い所や夜間時には映りが悪くなり、色
味が異なって見えることがありますが、
異常ではありません。

●トップビューの各カメラの映像に鮮明さ
の違いが生じることがあります。

●トップビューの画像は、4つのカメラか
らの映像を加工処理して表示するため、
次のように表示される場合があります。
― 立体物が倒れこんで見える
― 路面よりも高い位置にある車両などが
実際より遠くに見える

― 高さのあるものが画像の継ぎ目でずれ
て表示される

― 各カメラ画像の明るさが違う

映し出す範囲

●特定の領域は、カメラに映し出されませ
ん。フロントビューまたはリヤビューで
は、バンパー下側または地上面の部分は
表示されないことがあります 。トップ
ビューではカメラの映し出す範囲の境目
付近にあるもの、路面より高さのあるも
のは表示されないことがあります 。

映像と実際の路面との誤差
●フロントビューとリヤビューに表示され
る距離目安ラインと車幅目安ラインは、
舗装された平坦な路面上での目安として

 アドバイス
リヤビューカメラの取り扱い  

(P.389)

● アルコール、ベンジン、シンナー
などを使用してカメラを清掃しない
でください。変色する原因となりま
す。中性洗剤を薄めて含ませた布で
ふき取ったあと、乾いた布でふいて
ください。

● モニター映像に悪影響が生じるた
め、カメラに傷をつけないよう注意
してください。

● カメラにはワックスを使用しないで
ください。中性洗剤を薄めて含ませ
た清潔な布でワックスをふき取って
ください。
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使用してください。画面に表示される距
離はあくまでも目安であり、自車と映し
出されている障害物までの距離は、実際
とは異なることがあります。

急な上り坂が後方にあるとき

●距離目安ライン、車幅目安ラインは実際
の距離よりも手前に表示されます。例え
ば、位置 までの距離が1mと表示され
ていても、実際に1mの距離にあるの
は、位置 です。上り坂に障害物があ
るときは、障害物は実際よりも遠くにあ
るように見えます。

急な下り坂が後方にあるとき

●距離目安ラインと車幅目安ラインは実際
の距離よりも後ろに表示されます。 例え
ば、位置 までの距離が1mと表示され
ていても、実際に1mの距離にあるの
は、位置 です。下り坂に障害物があ
るときは、障害物は実際よりも近くにあ
るように見えます。

立体物が近くにあるとき
●立体物が近くにある場合には実際の距離
と異なって表示される場合があります。

●例1：予想進路線 は表示されているト
ラックの車体に触れていません。しか
し、トラックの車体が実際の進路上に張
り出している場合は、ぶつかることがあ
ります。
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●例2：表示されているトップビュー で
は、自車とトラックの車体間にはわずか
な距離があるように見えます。しかし、
実際の距離は表示されているよりも短
く、トラックの車体にぶつかることがあ
ります。

立体物に接近するとき

● の位置は の位置よりも遠くにあるよ
うに見えますが、実際は の位置と同じ
距離です。トラックの車体が実際の進路
上に張り出している場合は、 の位置ま
で下がるとぶつかることがあります。

画面のエラー表示について

アイコンが画面内に表示された場合
は、インテリジェント アラウンドビュー
モニター（移動物 検知機能付）の異常が
考えられます。通常走行には支障はありま
せんが、日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。
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アイコンが画面内に表示された場合
は、カメラ映像が一時的に周囲の電子機器
の影響を受けている可能性があります。頻
繁に表示される場合は日産販売会社で点検
を受けてください。

インテリジェント アラウンドビュー
モニターカメラの検知条件と制限

●インテリジェント アラウンドビューモニ
ターカメラは次のような場合、障害物や
区画線などを検知できないことがありま
す。
― 雨や水しぶきがかかったとき
― 夜間、地下、立体駐車場など周囲が
暗いとき

― 悪天候（雨、雪、霧、粉じん、
砂じん、吹雪など）などで視界が悪
いとき

― カメラにお湯や水をかけたときなど、
レンズがくもっているとき

― 太陽や電灯の光が路面に映っていると
き

― 太陽や電灯の強い光が路面にあたって
いるとき

― 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れ
て光っていたり、水たまりがあった
りするとき

― 朝日や夕日など、太陽の光がカメラ
に入るとき

― カメラのレンズの曇りや、汚れ、油
膜、虫汚れ、水滴、氷、雪、泥
などが付着しているとき

― カメラの視界を妨げるようなものを取
り付けたとき

― カメラのレンズに強い光（太陽光や
対向車両のハイビームなど）を受け
ているとき

― 急ブレーキや積載によって車両姿勢が
大きく傾いたとき

― トンネルの出入り口や日陰など、急
に明るさの変化が起こったとき

― 勾配の変化があるところを走行してい
るとき

― バックドアが開いているとき
― シフトポジションが 以外のとき
― 至近距離に歩行者が飛び出してきたと
き

― 子供などの背の低い人や動物、自転
車

― 前屈や後屈など直立・歩行以外の姿
勢の人

― 乗り物に乗っている人
― ショッピングカートやベビーカーなど
を押している人

― 合羽やワンピースなど輪郭が曖昧にな
る服装の人

― 傘や大きなカバンを所持していて体の
一部が隠れている人

― 歩行者が大きな荷物を持っている、
背景と同じ色の服を着ているなど人特
有の輪郭が認識できないとき

カメラ映像が正常に表示されない場
合

シフトポジションを に入れ、インテリ
ジェント アラウンドビューモニターを作動
させた状態でも次のような画面表示が続く
場合は、カメラシステムの異常が考えられ

ます。通常走行には支障ありませんが、
日産販売会社で点検を受けてください。
カメラECUが作動しない場合（メーカー
オプションナビゲーションシステム非装着
車）
●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター画面がカメラ画面に切り替わらず、
ミラー表示し続けているとき
カメラECUが作動しない場合（メーカー
オプションナビゲーションシステム装着
車）
●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター画面がカメラ画面に切り替わらず、
前の画面（ナビゲーションシステムな
ど）を表示し続けているとき
カメラが作動しない／カメラの故障／カメ
ラECUの故障などにより映像に異常がある
場合
●インテリジェント アラウンドビューモニ
ター画面が黒色／青色／灰色など、異常
なカメラ映像が表示されるとき

プロパイロット パーキング★
プロパイロット パーキングは、車庫入れ、
縦列駐車、前向き駐車を支援する機能です。

プロパイロット パーキングについて

 警告
● プロパイロット パーキングの性能に
は限界があります。
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●ナビゲーションシステムの画面に表示さ
れます。

●カメラとソナーにより駐車位置を検出
し、アクセル、ブレーキ、ステアリン
グ、シフトポジション操作を制御するこ
とにより駐車操作を支援します。

●スイッチを押すとプロパイロット パーキ
ングが起動します。

プロパイロット パーキング画面

駐車目安枠調整アイコン
（［ ］）
駐車目安枠の位置を調整できます。

 警告
安全運転を行う責任は運転者にあり
ますので、通常の運転操作と同様
に、周りの状況をミラーや目視で直
接確認し、周囲の車両や障害物、
人などに接触しそうな場合はブレー
キペダルを踏んで車両を停止してく
ださい。

● ソナーやカメラの性能には限界があ
るため、障害物を検出できず、駐
車位置や切り返し位置が適切に調整
されない場合があります。
詳細については、ソナー/インテリ
ジェント アラウンドビューモニター
カメラの検知条件と制限をお読みく
ださい。（ P.211、 P.287）

● ステアリング制御中に、ハンドルの
スポーク部に触れない。
手や指がスポーク部に巻き込まれ、
ケガをするおそれがあります。ま
た、ネクタイ、スカーフなども巻
き込まれないように十分注意してく
ださい。思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
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駐車位置検出アイコン
駐車位置検出中に、左右どちらの駐
車位置が検出されているか表示しま
す。
［ ］：右側の駐車位置が検出さ
れているとき
［ ］：左側の駐車位置が検出さ
れているとき
障害物目安線（赤色）
駐車制御中に車両が通過する目安範
囲を表示します。
駐車目安枠（緑色）
駐車しようとする目安位置を表示し
ます。駐車制御中に水色に変わりま
す。
（青色）
これから駐車する位置を表示しま
す。
（無色）
選択された駐車位置以外に、選択可
能な駐車位置を表示します。タッチ
すると （青色）に切り替わりま
す。
駐車方法切り替えアイコン
現在選択されている駐車方法を表示
します。
タッチすると駐車方法を切り替える
ことができます。
［駐車開始］/［再開］
駐車制御を開始します。
［終了］/［キャンセル］
プロパイロット パーキングを終了し
ます。

駐車位置検出目安線（水色）
駐車位置を検出する目安範囲を表示
します。
設定アイコン（［ ］）
プロパイロット パーキングの設定を
変更できます。
切り返し目安枠（緑色）
切り返しを開始する目安位置を表示
します。
プロパイロット パーキング制御アイ
コン （［ ］）
プロパイロット パーキングの制御状
態を色で表示します。
緑色：制御中
灰色：非制御中

●ワイパー作動中やカメラレンズに付着し
た水滴などを検出すると［ ］が表
示されます。［ ］表示中は、検出
できる駐車位置が制限されます。

■ 車速が約10km/h以上になった場合

駐車位置検出中に車速が約10km/h以上に
なると、画面が切り替わります。
車速が約10km/h以下になると、通常の
プロパイロット パーキング画面に戻りま
す。

駐車方法の選択
●［駐車開始］をタッチする前に、駐車
方法切り替えアイコンで駐車方法を変更
できます。アイコンをタッチするごとに
駐車方法が切り替わります。

プロパイロット パーキングを使って
駐車する

■ 操作例：車庫入れ（右側）

表示 駐車方法
車庫入れ 並列駐車場所に後

退して駐車

縦列駐車 縦列駐車場所に後
退して駐車

前向き駐車 並列駐車場所に前
進して駐車
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1. 駐車したい場所の手前で停車しま
す。

2. ＜プロパイロット パーキングスイッ
チ＞を押すと、プロパイロット 
パーキングが起動します。

3. ゆっくりと前進し、駐車したい場所
の真横（約1m）でブレーキペダ
ルを踏んで停車する。
駐車位置検出アイコン［ ］が
駐車したい場所の中央付近を示すよ
うに車両を停止します。
2本の駐車位置検出目安線（水色）
の範囲内に駐車区画線が入るように
車を移動すると、駐車位置を検出し
やすくなります。

4. 停車状態で、駐車したい場所に  
が表示されていることを確認してく
ださい。
が表示されている駐車場所内や周
辺に近接した障害物がないこと、車
両が駐車できる十分な広さがあり、
駐車可能な場所であることを確認し
てください。

5. ブレーキペダルを踏んだまま画面上
の［駐車開始］をタッチするとプ
ロパイロット パーキング制御アイコ
ン［ ］が緑色になり、自動で
ブレーキをかけて停車状態を保持し
ます。
ソナー、カメラで検出した障害物に
より駐車位置まで移動できないと判
断した場合は、駐車制御が開始され
ません。その場合は通常走行で駐車
を行ってください。

6. ブレーキペダルを離すと切り返し目
安枠の方向（矢印の向き）に車両
が移動します。周辺状況に応じてブ
レーキペダルを踏んで車速を調整し
てください。
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7. 切り返し目安枠（緑色）に到達す
るとシフトポジションが自動で切り
替わり、車両が後退します。
障害物などがあり切り返し目安枠に
到達できない場合は、ブレーキペダ
ルを踏んで障害物の手前で車両を停
止させ、セレクトレバーで進行方向
を切り替えてください。
駐車制御の進行方向を切り替える  

(P.283)

8. 駐車目安枠（水色）に到達すると
車両が停止し、駐車制御が終了しま
す。
駐車制御が終了すると、音と表示で
お知らせします。
そのとき、シフトポジションが に
切り替わり、電動パーキングブレー
キが作動します。
駐車目安枠（水色）に到達する前
に駐車制御が自動で終了することが
あります。
駐車制御中（車両移動時）の自

動終了について  (P.280)
障害物などがあり駐車目安枠に到達
できない場合は、ブレーキペダルを
踏んで車両を停止させ、画面上の
［キャンセル］をタッチしてプロパ
イロット パーキングを終了させてく
ださい。

●ナビゲーションシステムの
＜CAMERA＞ボタンを押し、インテリ

ジェント アラウンドビューモニター画面
上の［ ］をタッチしても、プロパ
イロット パーキングを起動できます。
インテリジェント アラウンドビューモ

ニター（移動物 検知機能付）  (P.263)
●プロパイロット パーキング作動中はオー
ディオなどの音量が小さくなります。

●駐車目安枠が実際の駐車可能な位置に表
示されない場合（障害物や側溝にかかる
など）、適切な駐車位置に手動で設定し
てください。
駐車目安枠の調整  (P.282)

●駐車制御を開始するとソナー機能が自動
でONになります。プロパイロット パー
キングが終了すると、アドバンスドドラ
イブアシストディスプレイで設定された
ソナーの設定状態に戻ります。

●駐車制御中は［ ］、［ ］など
のランチャーメニューのアイコンをタッ
チしても画面は切り替わりません。
＜CAMERA＞ボタンを押すと、プロパ
イロット パーキングは終了します。
プロパイロット パーキングの終了のし

かた  (P.280)
●以下の場合には駐車制御を開始できませ
ん。状況が改善すると駐車制御を開始で
きます。
― 運転席のシートベルトを締めていない
とき

― 電動パーキングブレーキが作動してい
るとき

― VDCがOFFのとき
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●駐車車両などの障害物が障害物目安線に
かかっている場合、ソナーが障害物を検
知して車両が停止し、駐車を完了できな
いことがあります。

プロパイロット パーキングの一時停
止について

駐車制御の自動停止
以下の場合は自動的にブレーキがかかり車
両が停止します。
●進行方向に障害物を検出したとき
●運転席のシートベルトを外したとき
●駐車制御を再開すると、自動でシフトポ
ジションが または に切り替わりま
す。

●障害物を検出して停止した場合、駐車制
御を再開すると進行方向を変えて、切り
返しにより駐車制御を継続します。

●ソナー、カメラで検出した障害物により
駐車位置まで移動ができないと判断した
場合、駐車制御を再開できません。

●シートベルトを着用しないと駐車制御を
再開できません。
状況が改善されたことを確認し、ブレーキ
ペダルを踏みながら画面上の［再開］を
タッチすると駐車制御を再開できます。

プロパイロット パーキングの終了の
しかた

画面上の［終了］または［キャンセル］
をタッチすると、プロパイロット パーキ
ングが終了します。
駐車制御中にプロパイロット パーキングを
終了すると、自動的にブレーキがかかり車

両が停止し、電動パーキングブレーキが作
動します。このとき、シフトポジション
は に切り替わります。

■ 駐車位置検出中の自動終了について

以下の場合は、プロパイロット パーキン
グが自動的に終了します。
●運転席、助手席、後席、またはバック
ドアのいずれかのドアを開けたとき

●プロパイロット パーキング起動後約
500m以上走行したとき

●車速が約30km/hを超えたとき
●ドアミラーを閉じたとき
●［ ］や＜CAMERA＞ボタンなどで
画面を切り替えたとき

●システムに異常が検出されたとき

■ 駐車制御中（車両移動時）の自動終了
について

以下の場合は、プロパイロット パーキン
グが自動的に終了します。
駐車制御中に自動終了すると、自動的にブ
レーキがかかり車両が停止し、電動パーキ
ングブレーキが作動します。このとき、
シフトポジションは に切り替わります。
●ハンドルを操作したとき

●アクセルペダルを操作したとき
●運転席、助手席、後席、またはバック
ドアのいずれかのドアを開けたとき

●電動パーキングブレーキを作動させたと
き

●シフトポジションを切り替えたとき
●＜CAMERA＞ボタンを押したとき
●ドアミラーを閉じたとき
●＜プロパイロット パーキングスイッチ＞
を押したとき

●障害物などにより駐車位置まで移動がで
きないと判断したとき

●駐車制御による駐車位置が大きくずれた
と判断したとき

●VDCをOFFにしたとき
●VDC/TCS/ABSが作動したとき
●車速が約8km/hを超えたとき
●システムに異常が検出されたとき
●駐車位置に近い場所で以下の状況になっ
たとき
― 駐車経路上に障害物を検出したとき
― 運転席のシートベルトを外したとき

■ 駐車制御中（一時停止時）の自動終了
について

以下の場合は音と表示でお知らせし、プロ
パイロット パーキングが自動的に終了しま
す。
このとき、電動パーキングブレーキが作動
し、シフトポジションが に切り替わりま
す。
●運転席、助手席、後席、またはバック
ドアのいずれかのドアを開けたとき

 警告
● 駐車位置検出中の自動終了時はブ
レーキペダルを踏む。
自動でブレーキがかからないため、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
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●アクセルペダルを踏んだとき
●電動パーキングブレーキを作動させたと
き

●シフトポジションを または に切り替
えたとき

●一時停止状態が約1分以上経過したとき
●＜CAMERA＞ボタンを押したとき
●ドアミラーを閉じたとき
●VDCをOFFにしたとき
●VDC/TCS/ABSが作動したとき
●システムに異常が検出されたとき
●＜プロパイロット パーキングスイッチ＞
を押したとき

プロパイロット パーキングの駐車方
法について

■ 車庫入れ

駐車したい場所の横、約1mの間隔で駐車
位置に近づいてください。

駐車位置との間隔が広すぎると、障害物が
検出できない場合や、区画線を検出できな
い場合があります。
駐車位置検出機能について  (P.283)

ゆっくりと前進し、駐車位置に垂直になる
ようにブレーキペダルを踏んで車両を停止
させてください。
自車の運転席ドア付近が駐車したい場所の
中央付近になるように車両を停止させてく
ださい。

図のような経路で駐車制御を行います。
駐車経路、切り返し回数は駐車位置、周
辺の障害物の位置により異なります。

■ 縦列駐車

駐車したい場所の横、約1mの間隔で駐車
位置に近づいてください。
駐車位置との間隔が広すぎると、障害物が
検出できない場合や、区画線を検出できな
い場合があります。
駐車位置検出機能について  (P.283)
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ゆっくりと前進し、駐車位置に平行になる
ようにブレーキペダルを踏んで車両を停止
させてください。
自車の運転席ドア付近が駐車したい場所の
先端になるように車両を停止させてくださ
い。
（例）後退から開始する場合の経路

図のような経路で駐車制御を行います。
障害物や駐車位置によっては後退から開始
する場合があります。
駐車経路、切り返し回数は駐車位置、周
辺の障害物の位置により異なります。

■ 前向き駐車

駐車したい場所の横、約1mの間隔で駐車
位置に近づいてください。
駐車位置との間隔が広すぎると、障害物が
検出できない場合や、区画線を検出できな
い場合があります。
駐車位置検出機能について  (P.283)

ゆっくりと前進し、駐車位置に垂直になる
ようにブレーキペダルを踏んで車両を停止
させてください。
自車の運転席ドア付近が駐車したい場所の
中央付近になるように車両を停止させてく
ださい。

図のような経路で駐車制御を行います。
駐車経路、切り返し回数は駐車位置、周
辺の障害物の位置により異なります。

駐車目安枠の調整
駐車目安枠を手動で調整することができま
す。
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1. ブレーキを踏んで車両を停止し、画
面上の駐車目安枠調整アイコン
（［ ］）をタッチします。
が表示されているときは、 の
あった位置に駐車目安枠が表示され
ます。
駐車位置が検出されていないとき
は、デフォルトの位置に駐車目安枠
が表示されます。

2. 矢印をタッチして微調整します。
●表示される障害物目安線は駐車位置に移
動する際に車両の一部がはみ出す可能性
がある範囲の目安を示します。車両や
ポールなどの障害物が障害物目安線より
外側にあるときに円滑な駐車を行うこと
ができます。

●左側画面を直接タッチすることで、駐車
目安枠を移動することができます。

●方向指示器を使って駐車目安枠の方向を
切り替えることができます。

駐車制御の進行方向を切り替える
車両の進行方向に障害物（ポールなど）
がある、または溝や崖など地面より低い場
所があるときには、ブレーキペダルを踏ん
で車両を停止させてください。
プロパイロット パーキングの注意事項  

(P.285)
その後、セレクトレバーで進行方向を切り
替え、駐車制御を再開します。
●ソナー、カメラで検出した障害物により
駐車位置まで移動ができないと判断した
場合、駐車制御を再開できません。

（例）駐車車両がある場合

1. ブレーキペダルを踏んで車両を停止
させます。

2. セレクトレバーで進行方向を切り替
えます。
［再開］をタッチすると駐車制御を
再開します。

駐車位置検出機能について
カメラとソナーを使って駐車位置を検出し
ます。複数の駐車位置を検出できます。
カメラを使い、駐車区画線を認識して駐車
位置を表示します。
ソナーにより、検出した駐車区画内に障害
物を検知した場合は駐車位置を表示しませ
ん。
●フロントビュー、サイドビュー、リヤ
ビューカメラのいずれかのカメラのレン
ズに汚れ、水滴などが付着しているとき
は検出できる駐車位置に制限がかかる場
合があります。

■ 車庫入れ、前向き駐車が選択されてい
る場合

以下の条件で駐車位置を検出します。
●幅約2.3m～2.5m の駐車区画を基本と
して認識します。

●単線またはU字の区画線を基本として認
識します。
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●区画線の太さは約15㎝を基本として認識
します。

●自車の前端から自車の後端約2m 以内
に区画線があるときに認識します。

●駐車区画が自車から約1m にあるとき
に認識します。

●［左右の自動選択］がONの場合は車両
の両側の駐車位置が検出されます。
プロパイロット パーキングの設定  

(P.286)

フロントのソナーセンサーの検出範囲がカ
メラにより検出された駐車区画上を通過
し、障害物を検知した場合は駐車位置を表
示しません。
ソナーセンサーの検出範囲より遠くにある
駐車区画内の障害物は検出できません。

■ 縦列駐車が選択されている場合

以下の条件で駐車位置を検出します。
●長さ約5m～6m の駐車区画を基本とし
て認識します。

●区画線は単線を基本として認識します。
●区画線の太さは約15㎝を基本として認識
します。

●自車の運転席ドア付近から自車の後端約
3m 以内に区画線があるときに認識し
ます。

●駐車区画が自車から約1m にあるとき
に認識します。

●［左右の自動選択］がONの場合は車両
の両側の駐車区画が検出されます。
プロパイロット パーキングの設定  

(P.286)

フロントのソナーセンサーの検出範囲がカ
メラにより検出された駐車区画上を通過
し、障害物を検知した場合は駐車位置を表
示しません。
ソナーセンサーの検出範囲より遠くにある
駐車区画内の障害物は検出できません。
駐車区画線が認識されない場合は、ソナー
センサーを使って周囲の障害物から駐車場
所を検出します。
周囲の障害物の位置や角度によっては駐車
目安枠は大きくずれる場合があります。
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●障害物の手前にスペースがある場合

●障害物間に駐車可能なスペースがある場
合

プロパイロット パーキングに使用す
るカメラ、ソナーセンサーについて
インテリジェント アラウンドビューモニ
ターのカメラと前後左右12個のソナーセン
サーを使用しています。
取り扱いについては、フロントビュー／サ
イドビューカメラ（ P.389）、リヤ
ビューカメラ（ P.389）、ソナー
（ P.390）をお読みください。

プロパイロット パーキングの注意事
項

 警告
● 画面だけを見ながら走行することは
絶対にしないでください。
障害物に接触したり、思わぬ事故に
つながったりするおそれがありま
す。

● 周囲の車両や人の動きに十分注意し
てください。
検出された通路幅を有効に使って駐
車支援を行っています。対向車や後
続車、歩行者の動きに十分注意して
駐車制御の操作を行ってください。

● プロパイロット パーキングによる駐
車支援が必要なくなったときは、プ
ロパイロット パーキングを終了して
ください。
プロパイロット パーキングが作動状
態のままだと思わぬ事故につながる
おそれがあります。

● 車を降りる前に、電動パーキングブ
レーキが作動していること、および
シフトポジションが であることを
確認してください。

● プロパイロット パーキングを使用す
る前に、車両周辺に切り返しなどの
駐車操作ができるスペースが十分あ
ることを直接確認してください。

● 状況によっては車両内外の騒音など
により、警報音が聞こえない場合が
あります。

● 駐車制御中は周囲へ車両の進む方向
を知らせるために方向指示器を作動
させてください。

● 次のような状況ではプロパイロット 
パーキングを使用しないでくださ
い。
― 人や車両などの通行量が多い場所
― 停車および駐車が禁止されている
場所

― 車両が入らないほど狭い場所
― 穴や溝などがあるような駐車でき
ない場所

― 通路幅が狭い場所
― 急な勾配のある場所
― 砂地や砂利地などの整備されてい
ない路面

― 雪や凍結などでスリップしやすい
路面

― 傾斜地や段差、縁石、わだちな
どのある平坦ではない路面
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プロパイロット パーキングの故障に
ついて

システムに異常があると、ナビゲーション
画面に警告メッセージが表示され、プロパ
イロット パーキング制御アイコン
（［ ］）の色が橙色に変わり、プロ
パイロット パーキングが自動的に解除され
ます。使用中に警告が表示されたときは、
安全な場所に停車して＜パワースイッチ＞
をOFFにしてから再度ONにしてくださ
い。
上記の操作を行ってもプロパイロット パー
キングが起動できないときは、システムの
異常が考えられます。通常走行には支障は
ありませんが、日産販売会社で点検を受け
てください。

プロパイロット パーキングの設定
1. ナビゲーションシステム画面の

［ ］⇒［ ］をタッチしま
す。

2. ［プロパイロット パーキング］を
タッチし、設定項目を選びます。

 警告
― 道幅と駐車位置に十分なスペース
がないとき

― 真夏の炎天下でアスファルトが溶
けているような路面

― 駐車場にロードヒーター（路面凍
結防止用のヒーター）が設置され
ている場所

― 機械式駐車場や自動ロック装置の
ある駐車場、駐車場所に障害物な
どがある場所

― 過積載のとき
― 摩耗しているタイヤ、スペアタイ
ヤのような非常用タイヤ、タイヤ
チェーンを装着しているとき

― タイヤの空気圧が適正ではないと
き

― けん引フックなどを取り付けてい
るとき

― カメラの視界を妨げるようなもの
を取り付けたとき

― カメラが汚れや西日、影などで見
にくいとき

― ドアミラーが開き切っていないと
き

― カメラが正常に取り付けられてい
ないとき

― バンパーにソナーセンサーの性能
を妨げるようなものを取り付けた
とき

― バンパーにへこみなどがあるとき

― ソナーセンサー周辺に雨や雪、泥
などが付着しているとき

― 極端に重い荷物を積んだり、車両
の片側にだけ荷物などを積んでい
たりして車両が傾いているとき

 アドバイス
● 縁石や車止めは検出できません。
縁石にホイールが接触しそうな場合
や車両が車止めを越えそうな場合に
はブレーキペダルを踏み車両を停止
させてください。車両が損傷するこ
とがあります。

表示 駐車方法
［前回駐車方
法を選択］

ONにすると前回の駐車方
法が選択されます。
OFFにすると車庫入れが
選択されます。

［左右の自動
選択］

ONにすると車両の両側の
駐車位置が検出されます。
OFFにすると前回プロパ
イロット パーキングを使
用した側の駐車位置のみ検
出されます。
そのとき、方向指示器を作
動させると作動方向の駐車
位置を検出します。

［駐車方法の
設定］

プロパイロット パーキン
グ画面で選択できる駐車方
法を設定できます。
ONになっている駐車方法
が駐車方法変更アイコンを
タッチするごとに選択され
ます。
OFFになっている駐車方
法は駐車方法変更アイコン
をタッチしても選択されま
せん。
駐車方法の選択  

(P.277)
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ソナーの検知条件と制限

インテリジェント アラウンドビュー
モニターカメラの検知条件と制限

プロパイロット パーキングの条件と
制限

次のような場合、正常に作動しないことが
あります。
●以下のような状況ではブレーキがかかる
など、適切に駐車制御できない場合があ
ります。
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナーセ
ンサーに付着しているとき

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波（ソナーを搭載した車
両を含む）を発するものがあるとき

― 周囲に草が生い茂っているとき
― 凸形状または凹形状の構造物の近くを
通過しているとき

― 車両側方の近くに構造物（壁、料金
所設備、駐車場のゲート設備など）
があるとき

― 路面上に段差や突起物、排水溝のふ
たがあるとき

― 垂れ下がった旗、ビニールカーテン
などをくぐって通過するとき

― 車両周辺に雪の固まりがあるとき
●以下のような状況ではシステムが機能を
十分に発揮できない場合があります。
― 純正品以外のタイヤを使用していると
き

●以下のような状況では設定した位置に正
しく駐車制御できない場合があります。
必要に応じて適切な位置に車両を移動し
てください。
― 路面が平坦ではないとき
― 極端に重い荷物を積んだり、車両の
片側にだけ荷物などを積んでいたりし
て車両が傾いているとき

●以下のような状況では駐車位置を検出で
きない、または検出しにくい場合があり
ます。
― 自車が駐車区画に近すぎるとき
― 駐車区画がロープ、ブロックなどで
作られている区画線のない駐車場

― 区画線がかすれや汚れによってはっき
り見えないとき

― 路面と区画線のコントラストが低いと
き

― 路面の区画線が黄色などの白線以外の
色のとき

― 駐車区画が極端に狭いもしくは広いと
き

― 区画線が極端に短いとき
― 区画線が極端に細いもしくは太いとき
― 駐車エリアが傾斜しているなどカメラ
映像上で平行な区画線に見えないとき

― 区画線が斜め線などと接続されている
とき

― 区画線に車両の影や木陰などがかかっ
ているとき

― 隣の車両や障害物などが区画線上にあ
るとき

― 駐車区画内に障害物があるとき
― 夜間、地下、立体駐車場など周囲が
暗いとき

― 悪天候（雨、雪、霧、粉じん、
砂じん、吹雪など）などで区画線が
はっきりと映っていないとき

― カメラにお湯や水をかけたときなど、
レンズがくもっているとき

― 太陽や電灯の光が路面に映っていると
き

― 太陽や電灯の強い光が路面にあたって
いるとき

― 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れ
て光っていたり、水たまりがあった
りするとき

― 朝日や夕日など、太陽の光がカメラ
に入るとき

 警告
● ソナーの性能には限界があります。
詳細についてはソナーの検知条件と
制限をお読みください。
ソナーの検知条件と制限  

(P.211)

 警告
● インテリジェント アラウンドビュー
モニターカメラの性能には限界があ
ります。
詳細についてはインテリジェント ア
ラウンドビューモニターカメラの検
知条件と制限をお読みください。
インテリジェント アラウンド

ビューモニターカメラの検知条件と
制限  (P.275)
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― カメラのレンズが汚れていたり、水
滴が付着していたりしているとき

― カメラの視界を妨げるようなものを取
り付けたとき

― 段差、側溝、路面ペイント、引き
直し線などがあるとき

― 積雪や融雪剤があるとき
― 石畳や緑化駐車場のとき
― 画面上で駐車区画内にノイズ状の模様
があるように表示されているとき

― 駐車区画内に文字などが描かれている
とき

― 路面の色や明るさが一様でないとき
― 駐車区画と自車が傾いて止まっている
とき

― 通路幅が狭いとき
― 前方に障害物があるとき
― 雨、雪、氷、汚れなどがソナーセ
ンサーに付着しているとき

― 周囲で大きな音が鳴っているとき
― 周囲に超音波（ソナーを搭載した車
両を含む）を発するものがあるとき

― 周囲に草が生い茂っているとき
― 路面上に段差や突起物、排水溝のふ
たがあるとき

― 車両周辺に雪の固まりがあるとき
●以下のような状況では適切な位置に駐車
位置が検出されない場合があります。
― 区画線に見えるような光、建物など
の映り込み、段差、側溝、路面ペ
イント、引き直し線などがあるとき

― 路面補修痕、路面表示などやポール
などの障害物があるとき

― 降雨時や雨上がりなど、路面が濡れ
て光っていたり、水たまりがあった
りするとき

― 路面の色や明るさが一様でないとき
― 勾配がついている駐車場
― 区画線に駐車車両のサイドステップ
や、影が差しかかっているとき

― 区画線がかすれや汚れによってはっき
り見えないとき

― 自車の影や木陰などの影響を受けてし
まったとき

●純正品以外のタイヤを使用しているとき
には、設定した位置に正しく駐車制御で
きない場合があります。冬用タイヤなど
へ交換をした際は、日産販売会社にご相
談ください。
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室内灯
マップランプ／ルームランプ★／リヤ読書灯★／
ラゲッジランプ P.290
室内間接照明★ P.291

収納装備
グローブボックス P.292
センターコンソールボックス P.292
ロアコンソールトレイ P.292
カップホルダー/ボトルホルダー P.293
オーバーヘッドコンソール P.294

その他の室内装備
先進事故自動通報システム★ P.295
ステアリングヒーター★ P.298
ヒーターシート P.299
電源ソケット P.299
USB電源ソケット P.300
100V AC電源（1500W）★ P.301
ワイヤレス充電器★ P.306
アクティブ・ノイズ・コントロール P.307
ロールサンシェード★ P.308
フロアカーペット P.308
サンバイザー/バニティーミラー P.309
チケットホルダー P.309
アシストグリップ/コートハンガー P.310

ラゲッジアンダースペース P.310
ラゲッジフック P.310
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室内灯

マップランプ／ルームランプ★／
リヤ読書灯★／ラゲッジランプ

マップランプの使いかた

●マップランプは、フロントシート天井部
の中央にあります。

●次のように点灯・消灯します。

●＜パワースイッチ＞がOFFのときは、
マップランプを長時間点灯させないでく
ださい。12Vバッテリーがあがるおそ
れがあります。

キー連動室内照明システム（ラゲッジラン
プを除く）
●＜ ＞スイッチが押し込まれていない
とき、次の条件で点灯します。
― ＜パワースイッチ＞をOFFにしてから
約20秒間

― ＜パワースイッチ＞がOFFのとき、
ドアを解錠してから約20秒間

― ＜パワースイッチ＞がOFFのとき、
ドアを閉めてから約20秒間

― ドア（バックドアを除く）が開いて
いるとき

バッテリーセーバー
● 12Vバッテリーあがりを防止するため、
マップランプは10分以上点灯し続ける
と、自動的に消灯します。

ルームランプの使いかた

●ルームランプは、セカンドシート天井部
の中央にあります。

●＜ ＞スイッチを押すと点灯し、もう
一度押すと消灯します。

キー連動室内照明システム
●マップランプの＜ ＞スイッチが押し
込まれていないとき、次の条件で点灯し
ます。
― ＜パワースイッチ＞をOFFにしてから
約20秒間

― ＜パワースイッチ＞がOFFのとき、
ドアを解錠してから約20秒間

スイッチ 点灯・消灯のしか
た

＜ ＞

スイッチを押すと、
マップランプ、
ルームランプおよ
びリヤ読書灯が点
灯します。もう一
度押すと消灯しま
す。

＜ ＞

スイッチが押し込
まれていないとき、
ドア（バックドア
を除く）を開ける
とマップランプ、
ルームランプ、リ
ヤ読書灯が点灯し、
閉めると消灯しま
す。
スイッチが押し込
まれているとき、
消灯します。

＜ ＞
スイッチを押すご
とに点灯・消灯し
ます。

スイッチ 点灯・消灯のしか
た
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― ＜パワースイッチ＞がOFFのとき、
ドア（バックドアを除く）を閉めて
から約20秒間

― ドア（バックドアを除く）が開いて
いるとき

バッテリーセーバー
● 12Vバッテリーあがりを防止するため、
ルームランプは10分以上点灯し続ける
と、自動的に消灯します。

リヤ読書灯の使いかた

●リヤ読書灯は、セカンドシート天井部の
左右にあります。

●スイッチを押すと点灯し、もう一度押す
と消灯します。

キー連動室内照明システム（ラゲッジラン
プを除く）
●マップランプの＜ ＞スイッチが押し
込まれていないとき、次の条件で点灯し
ます。

― ＜パワースイッチ＞をOFFにしてから
約20秒間

― ＜パワースイッチ＞がOFFのとき、
ドアを解錠してから約20秒間

― ＜パワースイッチ＞がOFFのとき、
ドア（バックドアを除く）を閉めて
から約20秒間

― ドア（バックドアを除く）が開いて
いるとき

バッテリーセーバー
● 12Vバッテリーあがりを防止するため、
リヤ読書灯は10分以上点灯し続けると、
自動的に消灯します。

ラゲッジランプの使いかた

●ラゲッジランプはラゲッジルーム天井部
にあります。

●＜パワースイッチ＞がOFFのときは、
を長時間点灯させないでください。

12Vバッテリーがあがるおそれがありま
す。

●次のように点灯・消灯します。

バッテリーセーバー
● 12Vバッテリーあがりを防止するため、
ラゲッジランプは10分以上点灯し続ける
と、自動的に消灯します。

室内間接照明★
●室内間接照明はアドバンスドドライブア
シストディスプレイで次の操作をする
と、明るさ調整およびOFFができま
す。
設定［ ］⇒［車両設定］⇒［ラ
イト/照明］⇒［室内間接照明］

スイッチ 点灯・消灯のしか
た

 ON 常時点灯します。

 DOOR
バックドアを開け
ると点灯し、閉め
ると消灯します。

OFF 常時消灯します。
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収納装備

グローブボックス

グローブボックスの使いかた

●ノブを引くと、ふたが開きます。
●閉めるときは、ロックするまでふたを押
します。

センターコンソールボックス

センターコンソールボックスの使い
かた

●開けるときは、ノブ を引きます。
●閉めるときは、ロックするまでふたを押
します。

ロアコンソールトレイ

ロアコンソールトレイについて

●ロアコンソールトレイは、センターコン
ソールの下部にあります。

 注意
● グローブボックスを開けたまま走行
しない。
ブレーキを掛けたとき収納した物が
飛び出したり、ふたに当たったりす
るなどして、思わぬケガをするおそ
れがあります。

● ふたを開けるときは、ゆっくり開け
る。
ふたを全開にしたとき身体に当たる
おそれがあります。

 注意
● センターコンソールボックスを開け
たままにしない。
開けたふたで思わぬケガをするおそ
れがあります。

 注意
● ロアコンソールトレイに飛び出すお
それがあるものを置かない。
急ブレーキ時や衝突時に物が飛び出
し、思わぬケガをするおそれがあり
ます。
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カップホルダー/ボトルホルダー

フロントシート用カップホルダーに
ついて

●フロントシート用カップホルダーは、セ
ンターコンソールにあります。

セカンドシート用カップホルダーに
ついて

●ストラップを引いてアームレストを前に
倒して使います。

●元に戻すときは、アームレストを起こし
ます。

サードシート用カップホルダーにつ
いて★

●サードシート用カップホルダーは、サー
ドシート右側にあります。

ボトルホルダーについて
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●ボトルホルダーは、フロントシートおよ
びセカンドシートのドアポケットにあり
ます。

カップホルダー／ボトルホルダーに
関する注意事項

オーバーヘッドコンソール
サングラスなどを収納できます。

オーバーヘッドコンソールの使いか
た

●開けるときは、ふたを押します。
●閉めるときは、ロックするまで押し戻し
ます。

 警告
● 運転中に飲物を出し入れしない。
運転中に飲物を出し入れすると前方
不注意となり、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。運転中は信号
待ちなどの停車中に飲物を出し入れ
してください。

● ビンなどの硬いものは入れない。
側面衝突などの事故のとき、重大な
傷害につながるおそれがあります。

 注意
● 熱い飲物を置かない。
熱い飲物をカップホルダーに置く
と、走行中にこぼれたり、飛び
散ったりして、乗員がやけどを負う
おそれがあります。

● 飲物をこぼさないように注意する。
飲物の容器の形によっては、確実に
固定されないおそれがあります。

● 車室内のスイッチや画面などに飲物
をこぼさないようにする。
故障や火災のおそれがあります。

 アドバイス
● 飲物や液体がいっぱいに満たされた
容器をカップホルダーに置くと、走
行中にこぼれたり、漏れ出したりし
て、車両の電子機器などに損傷を与
えるおそれがあります。

 警告
● 炎天下で駐車するときは、サングラ
ス、メガネ、ライターなどを入れ
たままにしない。
炎天下での駐車は大変高温になるた
め、サングラスやメガネが変形した
り、ライターが爆発したりするおそ
れがあります。

 注意
● オーバーヘッドコンソールを開けた
まま走行しない。また、重いもの
を入れない。
収納物が落下して思わぬケガをする
おそれがあります。開閉は停車中に
行い、重いものを入れないでくださ
い。
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その他の室内装備

先進事故自動通報システム★
＜SOSコールスイッチ＞を押すことでSOS
コールを開始できます。また、エアバッグ
が作動するレベルの事故では、自動でSOS
コールを開始します。

先進事故自動通報システムについて

●＜パワースイッチ＞がONのとき、
＜SOSコールスイッチ＞を押すと、
SOSコールを開始できます。

●＜SOSコールスイッチ＞は、マップラ
ンプ中央にあります。

●プロパイロット緊急停止支援システム
（SOSコール機能付）により緊急停止
したときには自動でSOSコールを開始し
ます。

● SOSコールとは、急病・犯罪・事故
などの緊急時に警察・消防・医療機関
への連絡を補助するサービスです。

● SOSコールのサービス提供は、（株）
日本緊急通報サービスからのものです。

●日産販売会社でサービスのお申し込み
と、車両側での初期設定が完了していな
いと、SOSコールを利用することがで
きません。

●エアバッグ展開を伴う自動通報（SOS
コール）後は、自動通報機能が使用で
きなくなります。リセット作業が必要で
すので、日産販売会社へお問い合わせく
ださい。

先進事故自動通報システムの使いか
た

1. ＜パワースイッチ＞をONにしま
す。
＜SOSコールスイッチ＞のインジ
ケーターが赤色・緑色ともに点灯
し、約5秒後に緑色のみ点灯を続け
ます。

 警告
● ＜SOSコールスイッチ＞を押すとき
は、安全な場所に停車してから行
う。
走行中に運転者がスイッチを押そう
とすると、思わぬ事故につながるお
それがあります。

● SOSコールは無線通信機能を利用し
ています。心臓ペースメーカーなど
の医療用電気機器を使用している場
合は、当該の医療用電気機器メー
カー、もしくは販売業者に電波の影
響について必ず確認してください。

 アドバイス
● 次の場合は、すみやかに日産販売会
社で点検を受けてください。

― ＜パワースイッチ＞をONにして
も、インジケーターが赤色・緑
色ともに点灯状態にならないとき

― インジケーターが赤色・緑色とも
に点灯してから約5秒後、赤色の
インジケーターのみ点灯している
とき

● インジケーターが赤色・緑色ともに
消灯している場合は、電波環境のよ
い場所まで車を移動させてくださ
い。
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2. ＜SOSコールスイッチ＞のカバーを
開きます。

3. ＜SOSコールスイッチ＞を約1秒間
押します。
緑色のインジケーターが点滅し、オ
ペレーターに繋がります。

4. SOSコールサービスのオペレーター
と通話します。
状況に応じてオペレーターからの折
り返し、もしくは公共機関（警
察・消防・医療機関）からの通話
着信があります。着信時は自動で音
声接続します。
通話が終了したら、カバーを戻し、
ロックするまで押します。

● SOSコールサービスのオペレーターや公
共機関との通話中は、車両側から通話を
終了させることはできません。
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SOSコールスイッチのインジケーターについて
●＜SOSコールスイッチ＞には、システムの状態を表すインジケーターがあります。

インジケーターの点灯パターン
システム状態 説明・対処方法

赤色 緑色

システムOFF
サービスエリア外

● システムがOFFの状態です。
● ＜パワースイッチ＞をONにすると電源が入りま
す。＜パワースイッチ＞をONにしても、インジ
ケーターが赤色・緑色ともに点灯状態にならない
ときは日産販売会社で点検を受けてください。

● 電波環境が悪く、SOSコールを開始できない状態
です。車を電波環境の良い場所へ移動させてくだ
さい。

システムON通知
● システムがONになったことを知らせます。
● システムがONになると、約5秒間点灯します。
● 初期設定が完了していないと点灯を続けます。

SOSコール開始可能
● SOSコールを開始できる状態です。

SOSコール利用中
● オペレーターセンターと通信中、またはオペレー
ターと通話中の状態です。

システム異常
SOSコールサービス契約なし
先進事故自動通報システム使用不可

● システム異常またはSOSコールサービス契約がな
く、サービスを正常に提供できない状態です。す
みやかにサービスの利用契約期限をご確認いただ
き、日産販売会社で点検を受けてください。
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先進事故自動通報システムに関する
注意事項

●先進事故自動通報システムは、国内での
み利用できます。

●先進事故自動通報システムは、
NissanConnect サービスを申し込みい
ただくことで利用できます。

●＜SOSコールスイッチ＞の赤色のインジ
ケーターが点灯していても、SOSコー
ルを開始することができます。ただし、
発生している異常によっては、音声通話
や救急車両の案内を正常に行えないこと
があります。すみやかに日産販売会社で
点検を受けてください。

● SOSコール開始後は通話のキャンセルは
できません。いたずらや機能確認など、
緊急の場合以外で＜SOSコールスイッ
チ＞を押さないでください。

● SOSコールは車載された通信機を使用す
るため、お客さまの携帯電話がなくても
利用できます。

●通話中の音声は、ボリュームを変更する
ことができません。

● SOSコールサービスの契約期限後、継
続利用を希望しない場合、日産販売会社
にて退会手続きを行ってください。

●本システムは、オープンソースを使用し
たソフトウェアを実装しています。ライ
センスについて、次のwebサイトを参
照してください。
https://www.oss-
valeo.com/nissan/default.html

ステアリングヒーター★
ハンドルを温めます。
走行可能表示灯が点灯しているときに使えま
す。

ステアリングヒーターの使いかた

 アドバイス
● ＜SOSコールスイッチ＞の赤色のイ
ンジケーターのみ点灯する場合は、
システムに異常があるか、サービス
の契約期限が切れています。契約期
限をご確認いただき、すみやかに日
産販売会社で点検を受けてくださ
い。

● 12Vバッテリーあがりにつながるた
め、SOSコール利用中は安全を確
認したうえでe-POWERシステムを
停止せずにご使用ください。

● 通話中は、マップランプにあるマイ
クに向かって話してください。

● 先進事故自動通報システムは、携帯
電話と同様のデータ網を使用してい
ます。圏外エリア（トンネル内、
地下駐車場など）や電波の届きにく
い場所（山間部）では利用できな
い場合があります。

● 救急車両は車両位置／車種／車体
色／登録ナンバーをもとに現場の通
報車両を特定します。元の車体色が
わからなくなるほど塗り替えをして
しまっていると、救急車両の到着が
遅れる場合があります。

● システムを利用する前に車側で初期
設定が必要です。サービス契約後は
日産販売会社で初期設定を完了して
ください。

● 車の登録ナンバーを変更したとき
は、NissanConnect お客さまセ
ンターへ必ずご連絡ください。
SOSコール利用時、会員登録上の
車のナンバーと実際の車のナンバー
が一致しない場合、救急隊員の到着
が遅れることがあります。

● SOSコールサービス契約中に車を手
放す場合は、NissanConnect お
客さまセンターに必ずご連絡いただ
き、解約を行ってください。

NissanConnect お客さまセンター：
0120-981-523

受付時間 9:00～17:00（年末年始を除
く）
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※スイッチの表示灯 の位置は車種により
異なります。
●スイッチを押すと約30分間作動します。
（スイッチの表示灯 が点灯）

●作動中にスイッチを押すと作動が停止し
ます。（スイッチの表示灯の が消灯）

●ハンドルの表面温度が一定温度以上のと
きは、スイッチを押してもステアリング
ヒーターは作動しません。

ヒーターシート
フロントシートまたはセカンドシート（左右
席）★を温めます。
走行可能表示灯が点灯しているときに使えま
す。 前席ヒーターシートの使いかた

●スイッチを押すと作動します。
（スイッチの表示灯が点灯）

●スイッチを押すごとに
HI⇒MID⇒LO⇒OFF⇒HIの順に切り替わ
ります。

● e-POWERシステムを再始動すると助手
席側はOFFになります。

後席ヒーターシート★の使いかた

※スイッチの位置は車種により異なりま
す。
●スイッチを押すと作動します。
（スイッチの表示灯が点灯）

●スイッチを押すごとに
HI⇒MID⇒LO⇒OFF⇒HIの順に切り替わ
ります。

● e-POWERシステムを再始動すると助手
席側はOFFになります。

電源ソケット
カーアクセサリーの電源をとるときに使いま
す。

 注意
● 長時間の連続使用はしない。
低温やけどの原因になります。特に
皮膚の弱い方、乳幼児、病人、お
年寄り、身体の不自由な方、眠気
をもよおす薬を服用された方、深酒
や疲労の激しい方は注意してくださ
い。

● 硬くて重い物や突起がある物をシー
トに載せたり、ピンや針などの鋭い
物でシートを突き刺したりしない。

 アドバイス
● 過熱するおそれがあるため、シート
に毛皮や座布団を載せたり、シート
カバーを使用したりしないでくださ
い。

● シートを清掃するときは、シン
ナー、ベンジン、アルコールなど
の有機溶剤を使用しないでくださ
い。

● 水などをこぼしたときは、乾いた布
ですぐにふき取ってください。

モード 表示灯 働き
HI 3つ点灯 強

MID 2つ点灯 中
LO 1つ点灯 弱

OFF 消灯 停止
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電源ソケットの使いかた

※ラゲッジルームの電源ソケットの位置は
車種により異なります。

●電源ソケットはインストルメントパネル
とラゲッジルームにあります。

●ふたを開けて使います。
●使用しないときは、ふたを閉めます。
●容量は、12V（ボルト）、10A（ア
ンペア）、120W（ワット）です。

●プラグを挿入したり抜いたりするとき
は、使用機器側の電源をOFFにする

か、＜パワースイッチ＞をOFFにして
ください。

USB電源ソケット
USB電源ソケットはモバイル機器などの充電
専用です。インストルメントパネルのUSB
電源ソケット★は通信も可能です。

USB電源ソケットの使いかた

 警告
● 電源ソケットを使うときは、次のこ
とを守る。
電源ソケットの不適切な使用は、車
両のヒューズが切れるだけでなく、
最悪の場合、車両火災ややけどのお
それがあります。
― 複数の電源ソケットを持つアダプ
ターを使用して、一度にたくさん
の機器を接続しないでください。

― 消費電力120W以下のものを使っ
てください。

― 相手プラグをソケットの奥までき
ちんと挿入してください。

― 使用中や使用後はソケットやプラ
グの取り扱いに十分注意してくだ
さい。

― シガーライターをソケットに差し
込まないでください。

― ソケットに水をかけたり、指や金
属などを入れたりしないでくださ
い。

 アドバイス
● 12Vバッテリーあがりを防止するた
め、走行可能表示灯が点灯している
ときに使用してください。

 警告
● SRSエアバッグの作動を妨げるよう
な場所に、モバイル機器や接続用の
ケーブルを設置しない。
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なったり、SRSエアバッグの作動
時にモバイル機器が飛ばされたりし
て、死亡または重大な傷害につなが
るおそれがあります。

● USB電源ソケットを使用するとき
は、次のことを守る。
USB電源ソケットの不適切な使用
は、車両のヒューズが切れるだけで
なく、最悪の場合、車両火災やや
けどにつながるおそれがあります。
― 複数のUSB電源ソケットを持つア
ダプターを使用して、一度にたく
さんのモバイル機器を充電しない

― 消費電力12W以下のものを使用す
る

― ケーブルはしっかり奥まで挿入す
る
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モバイル機器を充電するのに便利なUSB電
源ソケットが用意されています。
●USB電源ソケットはセンターコンソール
にあります。

●USB Type-Aの容量は、5V（ボル
ト）、2.4A（アンペア）、12W
（ワット）です。

●USB Type-C★の容量は、5V（ボル
ト）、3A（アンペア）、15W
（ワット）です。

●インストルメントパネルのUSB電源ソ
ケット★については、別冊のナビゲー
ションシステム取扱説明書をお読みくだ
さい。

100V AC電源（1500W）★
電気製品の電源をとるときに使います。

100V AC電源（1500W）につい
て

 警告
― ソケットに水をかけたり、指や金
属などを入れたりしない

― ソケットの向きに注意し、無理な
接続や取り外しをしない

 注意
● モバイル機器または接続用のケーブ
ルは、運転の邪魔にならない場所に
固定する。
運転に支障をきたし、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

 アドバイス

● 両面挿し（リバーシブル）対応の
USBケーブルは、USB電源ソケッ
トの内部端子を破損するおそれがあ
るので使用しないでください。

● 12Vバッテリーあがりを防止するた
め、走行可能表示灯が点灯している
ときに使用してください。

※USB電源ソケットの位置は車種によ
り異なります。

 警告
● 換気の悪い場所では、100V AC電
源（1500W）を使用しない。
排気ガスが車両周辺に滞留したり、
車室内に侵入したりすることで、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。一酸化炭素を吸い込むと、意
識が薄れて事故につながるおそれが
あるほか、死亡または重大な傷害に
つながるおそれがあります。

● 駐停車中に100V AC電源
（1500W）を使用するときは、
シフトポジションを確実に に入
れ、パーキングブレーキを掛ける。
万一シフトポジションが 以外だ
と、急発進し、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

● お客様が接続される電気製品の取扱
説明書や製品に記載の警告・注意事
項を守って使用する。
火災、感電、ケガ、やけどのおそ
れがあります。

● 故障した電気製品や破損した電源プ
ラグ、水没や浸水した、またはそ
のおそれのある電気製品は使用しな
い。
火災、感電、ケガ、やけどのおそ
れがあります。
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● 100V AC電源（1500W）はラゲッ
ジルームにあります。

●AC100V（ボルト）最大負荷
1500W（ワット）の電源としてお使
いください。

●最大負荷1500W以下の電気製品を使用
してください。1500Wを超える電気製
品を使用すると、100V AC電源
（1500W）の保護機能が作動し、コ
ンセントが使用できなくなる場合があり
ます。

●最大負荷が1500W以下でも、次のよう
な電気製品は正常に作動しないことがあ
ります。
― 一時的に大きな電流が発生する電気製
品

― データ測定をする電気製品
― 安定した電力供給を必要とする電気製
品

― タイマー設定する機器など、コンセ
ントの出力が連続して必要な電気製品

●最大負荷1500Wで連続使用したとき、
作動しない場合があります。

●接続する電気製品によって、ラジオや
TV★が聞こえなくなることがあります。

● 100V AC電源（1500W）を使用し
ているとき、冷却ファンの音がする場合
がありますが、異常ではありません。

100V AC電源（1500W）の使い
かた

 警告
● 電気製品は確実に固定する。また、
調理機器などは、内容物を入れたま
ま走行しない。
振動・急停止などにより電気製品が
転倒・落下したり、内容物が飛び
出したりするおそれがあります。

● アース線のある電気製品を使用する
ときは、アース端子を備えたコンセ
ントにプラグを差し込み、アース線
をアース端子に接続して使用する。

● 使用する電気製品のプラグ形状と車
両側のコンセント形状が一致しない
場合は、市販の変換アダプターを使
用してアース線を接続する。

 注意
● お子さまだけで100V AC電源
（1500W）のコンセントを触らせ
ない。

● 車室内で蒸気が出る電気製品を使用
しない。
窓ガラスがくもり、運転する際に視
界を妨げるおそれがあります。

 アドバイス
● 車室内が高温のときは、100V AC
電源（1500W）が使用できない
場合があります。車室内の温度が下
がるまで風通しの良い日かげなどに
駐車し、窓やドアなどを開けて換気
してください。

● 長い延長コードやコードリールを使
用したとき、正常に電気製品が作動
しないことがあります。

● 電源周波数は50Hzに設定されてい
ます。周波数を切り替えたい場合
は、日産販売会社にお問い合わせく
ださい。

● 車両の状態によっては、一時的に給
電が停止することがあります。

● 災害などに起因する停電時に、他に
安定した電源が確保できない場合に
は、電動車活用社会推進協議会が発
行している「災害時における電動車
から医療機器への給電活用マニュア
ル」を参照してください。

● 測定機器は使用しないでください。
誤作動するおそれがあります。

 警告
● 濡れた手で電源プラグを抜き差しし
ない。



その他の室内装備
室
内
装
備

303☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

 警告
感電するおそれがあります。

● コンセントに水がかからないように
する。
感電するおそれがあります。

● コンセントに金属製の鋭利なもの
（ピン・針金など）を差し込まな
い。
感電するおそれがあります。

● 100V AC電源（1500W）の分
解・修理・改造をしない。
感電するおそれがあります。

● 車外で電気製品を使用しているとき
に、雷が鳴ったらすぐに電気製品の
使用を中止してコンセントから抜
く。
感電、火災のおそれがあります。

● 100V AC電源（1500W）を家
屋内のコンセントや配電盤などに接
続し、電気を供給する電源として使
用しない。

 注意
● 100V AC電源（1500W）を使
用するときは、車両から離れない。

● e-POWERシステム警告灯が点灯し
ているときは100V AC電源
（1500W）を使用しない。

● 100V AC電源（1500W）をON
にするときは、接続する電気製品の
電源がOFFになっている事を確認す
る。
電源がＯＮになっていると、電気製
品が突然作動するおそれがありま
す。
電気製品の電源スイッチが無いもの
については、先に100V AC電源
（1500W）をONにしてからコン
セントに接続してください。

● 車室内で電気製品を使用するとき
は、落下や転倒などしないように安
定した場所で使用する。
ケガをするおそれがあります。

● 100V AC電源（1500W）のコ
ンセントを使用して、電気自動車や
プラグインハイブリッド車などへの
充電はしない。

● 接続する電気製品のプラグを、確実
にコンセントの根元まで挿入して使
用する。

● 100V AC電源（1500W）を使
用して、車外で電気製品を使用する
場合は、ドアや窓にコードを挟まな
い。

● 100V AC電源（1500W）を使
用しない場合は、コンセントのふた
を閉める。
コンセントにゴミ、ほこりがたまる
とショートするおそれがあります。

● コンセントに電気製品のプラグを差
し込んだときに、緩いと感じた場合
は日産販売会社に問い合わせる。

● タコ足配線をしない。
● ACアダプター付プラグを直接コン
セントに取り付けない。
ACアダプターの重さにより、プラ
グが抜けかかり、場合によっては発
熱のおそれがあります。

 アドバイス
● 定格消費電力が大きな電気製品
（ホットプレートなど）の中には、
コンセントを単独で使うことを必須
としているものがあります。その場
合、他の電気製品と併用しないでく
ださい。

● 複数の電気製品を使用した場合、電
気製品の組み合わせにより正常に作
動しないことがあります。

● 100V AC電源（1500W）を使
用しない場合は、＜100V AC電源
（1500W）メインスイッチ＞を
OFFにすることを推奨します。
（100V AC電源（1500W）シ
ステムの待機電力分の節約のため）

● 走行中の振動や炎天下時などの車室
内温度によっては電気製品が故障す
るおそれがあるため車内で使用しな
いでください。

● 水平設置が必要な電気製品は正常に
動作しない可能性あるため車室内で
使用しないでください。
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●ブレーキペダルを踏んだまま＜パワース
イッチ＞を押して、メーター内の走行可
能表示灯が点灯していることを確認しま
す。
＜100V AC電源（1500W）メイン
スイッチ＞を押すと、100V AC電源
（1500W）を使用できます。
（＜100V AC電源（1500W）メイ
ンスイッチ＞の表示灯が点灯）

●使用するときは100V AC電源
（1500W）のふたを開けます。

●プラグをコンセントに差し、電気製品の
電源を入れて使用してください。

●アース線のある電気製品を使用するとき
は、電気製品の電源を入れる前にアース
線を接続してください。

● 100V AC電源（1500W）をOFFに
するときは、再度＜100V AC電源
（1500W）メインスイッチ＞を押しま
す。

●使用後は、100V AC電源
（1500W）のふたを閉めてください。

● 100V AC電源（1500W）使用中
に、＜パワースイッチ＞をOFFにする
と、100V AC電源（1500W）も
OFFになります。再始動しても、
100V AC電源（1500W）は自動的
にONになりません。

●駐停車中に100V AC電源（1500W）
を使用しエンジンが始動した場合、アイ
ドリングストップに関する条例違反によ
り罰則の対象となるおそれがあります。
アイドリングストップの詳しい条例につ
いては、関係する自治体に確認してくだ
さい。

 アドバイス
● 粉じんの多い場所、直射日光の当た
る場所、防水仕様の電気製品を除
き、雨や水のかかる場所では使用し
ないでください。
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100V AC電源（1500W）で困ったときは
100V AC電源（1500W）が使用できず困ったときは、次のことをご確認ください。これらを確認しても問題が解決できないとき
は、車両または100V AC電源（1500W）の故障のおそれがあるため、日産販売会社にご連絡ください。

症状 原因 対処方法
100V AC電源
（1500W）がONになら
ない

車室内が高温になっている 車室内の温度が下がるまで風通しの良い日陰などで、
窓やドアなどを開けて換気してください。

走行可能状態になっていない 走行可能状態にして使用してください。

接続する電気製品が使用
できない

接続する電気製品の最大負荷が1500Wを超えてい
る

最大負荷1500W以下の電気製品を使用してくださ
い。

接続する電気製品が一時的に大きな電流を流してい
る

一時的に大きな電流が流れない電気製品を使用して
ください。

接続する電気製品にあった周波数（50Hz／60Hz）
になっていない

電気製品の周波数を変更してください。または、お
近くの日産販売会社で電源周波数を変更してくださ
い。

接続する電気製品のプラグ形状が、曲がっている プラグ形状が曲がった電気製品を使用しないでくだ
さい。

接続する電気製品が、故障している 故障した電気製品を使用しないでください。
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ワイヤレス充電器★
ワイヤレス充電器はQi対応スマートフォンの
充電専用です。

ワイヤレス充電器の使いかた

 警告
● 充電エリアとスマートフォンの間に
コインなどの金属物を置かない。
車両火災ややけどにつながるおそれ
があります。

● 植込み型心臓ペースメーカーおよび
植込み型除細動器（ICD）、また
はそれ以外の医療電気機器を使用さ
れている方は、医療電気機器製造業
者などへ影響を確認してから使用す
る。
ワイヤレス充電器の電波が医療電気
機器の動作に影響を与える場合があ
ります。

● 充電中はスマートフォンに布などを
かぶせない。
車両火災ややけどにつながるおそれ
があります。

● スマートフォンが濡れた状態で充電
しない。
故障、火災または感電のおそれがあ
ります。

● 充電中は金属物やインテリジェント
キー、メモリードライブなどを充電
エリア内に置かない。

● 充電エリアに水や飲物などの液体を
こぼさないように注意する。
故障、火災または感電のおそれがあ
ります。

 注意
● 充電エリアにほこりや汚れが付着し
た状態で使用しない。

● 充電エリアの表面を叩かない。
● 充電エリアの清掃にはグリース、オ
イル、アルコールを使用しない。

 アドバイス
● トレイに置くことができないサイズ
のスマートフォンは、充電すること
はできません。

● 132×65mm以下のサイズのス
マートフォンは、充電できない場合
があります。

● 充電エリアとスマートフォンの間に
磁気カード、および充電エリアの近
くにクレジットカード・ETCカー
ドや磁気記録メディアなどを置かな
いでください。データが破損する可
能性があります。

● 12Vバッテリーあがりを防止するた
め、メーター内の走行可能表示灯が
点灯しているときに使用してくださ
い。

● 充電エリアとスマートフォンの間に
磁気カードや、クレジットカードな
どを置かないでください。カードの
データが破損する可能性がありま
す。
充電エリアとスマートフォンの間に
磁気カード、および充電エリアの近
くにクレジットカード・ETCカー
ドや磁気記録メディアなどを置かな
いでください。データが破損する可
能性があります。

● スマートフォンのケースやアクセサ
リーによっては充電に影響をおよぼ
す可能性があるため、充電を行う前
に取り外してください。

● 充電する前にスマートフォンのバイ
ブレーション機能をOFFにしてくだ
さい。

● アプリ起動中、またはアプリ使用直
後に充電を行うとスマートフォンや
ワイヤレス充電器の温度が上がり、
スマートフォンやワイヤレス充電器
の保護機能により充電が停止する場
合がありますが、故障ではありませ
ん。スマートフォンやワイヤレス充
電器が冷えてから充電を再開してく
ださい。

● Qi対応スマートフォンを置かなけれ
ば充電は開始しませんので、トレイ
を小物置きとしてご使用できます。

● 走行時の振動や急旋回などにより、
スマートフォンが充電エリアからず
れた場合は、Qiロゴの上に置き直
してください。
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●ワイヤレス充電器はセンターコンソール
にあります。

●スマートフォンを充電エリア 内に置く
と充電が始まります。
（インジケーター がオレンジ色に点
灯）

●スマートフォンを置くときは、スマート
フォンの受電部分がQiロゴ［ ］の上
にくるように置いてください。

●充電が完了するとインジケーター が緑
色に点灯します。（すべての機種につい
て作動の保証はいたしません）

●誤作動が発生したり、充電が停止したり
すると、インジケーター がオレンジ色
で8秒間点滅後消灯します。

●充電位置はスマートフォンによって異な
る場合があります。

●充電中に電波障害が発生した場合は充電
が停止します。充電が停止したときは、
スマートフォンの受電部分がQiロゴの上
にくるように置き直してください。

●インテリジェントキーと車両が通信をし
ているときは充電を停止することがあり
ます。

●スマートフォンにUSBケーブルが接続さ
れていると、インジケーターがオレンジ
色に点灯、または点滅する場合がありま
すが、充電は開始されません。

●スマートフォンの種類によっては、充電
が完了してもインジケーターがオレンジ
色に点灯したままになる場合がありま
す。

●スマートフォンの機種によっては、うま
く動作しない場合があります。スマート
フォンに付属の取扱説明書をお読みくだ
さい。

●金属物やキー（インテリジェントキー/
リモートコントロールエントリーシステ
ム）だけをトレイに置いたとき、数秒
間インジケーターが点滅することがあり
ますが、充電は開始しておりません。

アクティブ・ノイズ・コントロー
ル

●天井のマイク でエンジンのこもり音を
検知し、スピーカー とウーファー か
ら自動的にこもり音を打ち消す音を出す
ことで車室内の静粛性を高めます。

 知識
● アクティブ・ノイズ・コントロー
ルを正常に作動させるために次のこ
とをお守りください。
― スピーカーの周辺に物を置かな
い。

― マイクの穴をふさがない。
― スピーカー、ウーファー、パ
ワーアンプなどのオーディオ機器
を交換または改造しない。

― スピーカーやマイク取付部周辺を
改造（デッドニングなど）しな
い。
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ロールサンシェード★
セカンドシートの左右にあります。

ロールサンシェードの使いかた

●ツマミを持って上方向に引き出し、フッ
クに引っ掛けます。

●格納するときは、フックから外して元の
位置に格納します。

フロアカーペット
この車（年式）専用のフロアカーペットが
設定されています。

固定のしかた

 注意
● ロールサンシェードを使用している
ときは、窓ガラスを開けた状態で走
行しない。
風にあおられてロールサンシェード
がフックから外れてケガをしたり、
シェード部分にしわができたりする
おそれがあります。

 アドバイス
● ロールサンシェードを上方向以外に
引っ張らないでください。破損の原
因になります。

● ロールサンシェードを格納するとき
は、傾けた状態で格納しないでくだ
さい。しわになる場合があります。

● 後席ドアの開閉時はロールサン
シェードを操作しないでください。
ロールサンシェードが破損するおそ
れがあります。

 警告
● この車（年式）専用のフロアカー
ペットを、床の上にしっかりと固定
して正しく使用する。
フロアカーペットがずれて各ペダル
と干渉し、思わぬスピードが出たり
ブレーキが効きづらくなったりする
など、重大な傷害につながるおそれ
があります。

● 運転席にフロアカーペットを敷くと
きは、次のことを守る。
― 日産純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアカーペッ
トは使用しない。

― フロアカーペットでペダルを覆わ
ない。

― フロアカーペットを重ねて敷かな
い。

― 運転席専用のフロアカーペットを
使用する。

― フロアカーペットを前後さかさま
にしたり、裏返しにしたりして使
用しない。

● 運転する前にフロアカーペットが正
しく固定されていることを定期的に
確認し、洗車後は必ず確認する。

● 運転に支障がないことを確認する。
運転する前、＜パワースイッチ＞が
OFFの状態で各ペダルをいっぱいに
踏み込み、フロアカーペットと干渉
しないことを確認してください。

● タバコの火種をフロアカーペットな
どに落とさない。
火災につながるおそれがあります。
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●床面には日産純正フロアカーペット用の
固定クリップが付いています。

●フロアカーペットを床の形状に合わせて
敷き、取り付け穴に固定クリップのピン
を通して確実に固定します。

●車種により、固定クリップ・ピンの形
状や、各シートごとに設定されている数
量は異なります。詳しい固定方法は、
日産販売会社にお問い合わせください。

サンバイザー/バニティーミラー

サンバイザー

●前方からの日差しを防ぐときは、下に下
げて使います。

●横からの日差しを防ぐときは、下に下げ
てフックから外し、横にして使います。

バニティミラーの使いかた

●サンバイザー裏側にバニティミラー
（鏡）が付いています。

●サンバイザーを下に下げて、カバーを開
けて使います。カバーを開けると、天
井のランプが点灯します。

チケットホルダー

チケットホルダーの使いかた

 アドバイス
● 炎天下での駐車は車室内が大変高温
になるため、カードを入れたままに
しないでください。カードが変形す
るおそれがあります。
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●サンバイザーにチケットホルダーが付い
ています。

●カードをスライドさせ、差し込みます。

アシストグリップ/コートハンガー

アシストグリップ/コートハンガーの
注意事項

アシストグリップ/コートハンガーの
使いかた

●アシストグリップは、フロントおよびセ
カンドシート左右にあります。

●セカンドシート左右にはコートハンガー
が付いています。

ラゲッジアンダースペース
2列車にはラゲッジアンダースペースがありま
す。
収納スペースとしてお使いください。

ラゲッジアンダースペースについて

●ボードを外して使います。

ラゲッジフック

ラゲッジフックの使いかた

 注意
● コートハンガーにハンガーなど先の
とがった物を掛けない。
SRSエアバッグが作動したときに飛
ばされて、思わぬ傷害につながるお
それがあります。

 アドバイス
● セカンドシート左右のコートハン
ガーには1kg以上の物を掛けないで
ください。

 注意
● アシストグリップに手をかけて乗り
降りしない。
アシストグリップは、走行中など
シートに座った状態で身体を支える
ために使用してください。乗降用で
はないため、手をかけて乗り降りし
ないでください。万一、アシスト
グリップが外れた場合は、思わぬケ
ガをするおそれがあります。

 アドバイス
● フックには大きな力がかからないよ
うにしてください。フックが破損す
るおそれがあります。

● フックに3kg以上の物を掛けないで
ください。フックが破損するおそれ
があります。
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荷物の固定用としてロープなどを掛けると
きに使います。
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まずはじめに
故障したときは P.314
発炎筒 P.315
けん引について P.315

緊急時の対処法
パンクしたときは P.319
ドアが開かないときは P.323
e-POWERシステムを始動できないときは P.324
12Vバッテリーがあがったときは P.324
出力制限表示灯が点灯したときは P.328
警告灯がついたときは P.329
警告メッセージが表示されたときは P.338
ブザー（警報音）が鳴ったときは P.360
窓ガラスがくもったときは P.361
オーバーヒートしたときは P.361
雪道やぬかるみにはまったときは P.363
水没したときは P.364
外装ランプが点灯しないときは P.365
ヒューズが切れたときは P.366
313
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まずはじめに

故障したときは
車両が故障したときは、次の手順で対処して
ください。

故障したときの対処のしかた

1. 非常点滅表示灯で後続車に危険を知
らせながら、できるだけ路肩に寄せ
て停車します。
路肩がない場所では、可能な限り広
いところまで自走します。

2. 同乗者をガードレールの外側などに
避難させ、車両の50m以上後方に

発炎筒と停止表示板（停止表示灯）
を置きます。
発炎筒  (P.315)

避難するときは、停止車両への追突
事故が発生したときに巻き込まれな
いよう注意してください。

3. 運転者もガードレールの外側などに
避難します。

 警告
● 発炎筒はトンネル内では使用しな
い。
煙で視界が悪くなり、他車の走行の
妨げとなり、事故につながるおそれ
があります。非常点滅表示灯を使っ
てください。

 注意
● 走行中に走行可能表示灯が消灯した
ときは、慎重に運転する。
故障により走行可能表示灯が消灯す
ると、ブレーキやパワーステアリン
グが正しく機能せず、極度にブレー
キの効きが悪くなったり、ハンドル
の操作力が重くなったりすることが
あります。すみやかに安全な場所に
停車してください。

 アドバイス
● 高速道路や自動車専用道路では、停
止表示板（停止表示灯）の表示が
法律で義務付けられています。

● 高速道路上では1kmごとに非常電話
が設置されています。
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4. 非常電話や携帯電話などで救援依頼
をします。

発炎筒
高速道路や踏み切りなどで故障・事故により
緊急停車したとき、周囲に危険を知らせるた
めに使います。
発炎時間は約5分です。非常点滅表示灯と併
用してください。

発炎筒の使いかた

1. 助手席足元部のホルダーから発炎筒
を外します。

2. 本体を回しながらケースから引き抜
き、本体を逆さにして差し込みま
す。

3. 先端のふたを取り、ケースのすり薬
で発炎筒の先端をこすって着火しま
す。

けん引について
けん引が必要なときは、日産販売会社または
JAFなどのロードサービスに依頼してくださ
い。
やむをえずけん引されるときは、できる限り
短距離の移動のみとしてください。
この車両で他車をけん引することはできませ
ん。

けん引時の注意事項

 警告
● お子さまには触らせない。
いたずらなどで発火するおそれがあ
り危険です。

● 可燃物の近くで使用しない。
引火するおそれがあります。

● 点火は必ず車外で行い、点火後は顔
や身体に近づけない。
やけどをするおそれがあります。

 アドバイス
● 発炎筒に記載してある使用方法、注
意をあらかじめ確認しておいてくだ
さい。

● 発炎筒には有効期限があります。期
限が切れる前に日産販売会社でお買
い求めください。

 注意
● 2WD車の前輪を持ち上げて後輪接
地でけん引するときは、＜パワース
イッチ＞をOFFにする。
VDCが作動し、ブレーキがかかる
ことがあります。
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2WD車

e-4ORCE（4WD）車

●車両が動かなかったり、異常な音がした
りするときは、けん引せずに日産販売会
社へご連絡ください。

●車両を運搬するときは、2WD車は前輪
または4輪を、e-4ORCE（4WD）車
は4輪を持ち上げてください。

●やむをえず4輪接地の状態でけん引され
るときは、（ P.317）をお読みくだ
さい。

● 4輪接地でけん引してもらうときは、速
度30km/h以下、距離30km以内にし
てください。高速走行や長距離走行をす
ると、トランスミッションが破損するお
それがあります。できるだけレッカー
車、またはトレーラーを依頼してくださ
い。

●けん引ロープはできるだけソフトロープ
を使い、バンパーに傷付けないように注
意してください。

●けん引中はロープをたるませないよう
に、前の車の制動灯に注意してくださ
い。

●けん引フックは他車をけん引するために
使用しないでください。

●けん引中は、プロパイロットをOFFに
してください。

●けん引中は、踏み間違い衝突防止アシス
トをOFFにしてください。

リヤフックについて

後ろ側についているフック取り付け穴は緊
急脱出時、船舶輸送固定時などに使用でき
ます。
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やむをえず4輪接地でけん引される
ときは

●けん引フックは他車をけん引するために
使用しないでください。

1. 先の細いお手持ちの工具を布などで
覆い、フロントバンパーのカバーの
溝に差し込んでカバーを外します。

2. 金属の固い棒などを使用して、けん
引フックを取り付けます。
工具、タイヤ応急修理キットの

格納場所  (P.371)

 アドバイス
● けん引用として使うと、車両を損傷
するおそれがあります。

 警告
● 4輪接地でけん引されるときは、
＜パワースイッチ＞をOFFにしな
い。
この車両はオートP機能
（ P.170）により、＜パワース
イッチ＞がOFFのときはシフトポジ
ションを から に切り替えること
ができません。また、けん引中は
＜パワースイッチ＞をOFFにしない
でください。ハンドル操作ができな
くなり危険です。

 注意
● けん引フックを取り付けるときは、
長いほうのフックを使用する。
短いほうのフックを使用するとバン
パーやフックが損傷するおそれがあ
ります。

● e-POWERシステムが停止している
と、ブレーキやパワーステアリング
の倍力装置が働かなくなるため、極
度にブレーキの効きが悪くなった
り、ハンドル操作力が重くなったり
することがあるので注意する。

● e-4ORCE（4WD）車で2WDに
切り替わらないときは、4輪車載を
する。

● けん引フックに指定以外のフックは
絶対に使用しない。
フック部が破損するおそれがありま
す。

● 長い下り坂ではけん引しない。
ブレーキが過熱して効かなくなり、
事故につながるおそれがあります。
このような場所でけん引するとき
は、レッカー車で引いてもらってく
ださい。

● e-4ORCE（4WD）車はトレー
ラーに車載するか、4輪接地の状態
でけん引してもらう。
2輪を上げた状態でけん引すると、
上げた車輪が回転して、思わぬ事故
や故障につながるおそれがありま
す。

 アドバイス
● けん引中はロープをたるませないよ
うに、前の車の制動灯に注意してく
ださい。
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3. ロープ中央に30cm×30cm以上の
白い布を取り付けます。
ロープを掛けるときは、できるだけ
同じ側で水平になるように掛けてく
ださい。

4. e-POWERシステムを始動しシフト
ポジションを にして、パーキング
ブレーキを解除します。

5. e-POWERシステムが始動できない
ときは＜パワースイッチ＞をONに
し、シフトポジション にしてくだ
さい。

●けん引が終わったら、けん引フックを取
り付けたときと逆の手順で取り外しま
す。
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緊急時の対処法

パンクしたときは
この車両には、スペアタイヤおよびジャッキ
が標準で搭載されていません。
タイヤがパンクしたときは、タイヤ応急修理
キットで応急修理ができます。

応急修理する前に

●タイヤ応急修理キットの修理剤を使用し
たタイヤは、新しいタイヤに交換される
ことをおすすめします。タイヤの交換に
ついては日産販売会社または専門の修理
業者と相談し、損傷が激しい場合は交
換、修理可能と判断された場合は修理を
実施してください。

●ホイールは付着した修理剤をふき取れば
再使用できますが、タイヤのバルブは新
しいものと取り替えてください。

●修理剤とホースは再使用できません。使
用後は新しい修理剤とホースをお求めく
ださい。詳しくは日産販売会社にご相談
ください。

応急修理を行うときは、次の準備をしてく
ださい。
●地面が固く平らな場所に車両を移動す
る。

●パーキングブレーキをかける。
●シフトポジションを にする。

●＜パワースイッチ＞をOFFにする。
●非常点滅表示灯を点滅させる。
●次の場合はタイヤ応急修理キットでは応
急修理ができません。日産販売会社また
はJAFなどにご連絡ください。
― 約6mm以上の切り傷や刺し傷がある
とき

― タイヤサイド部が損傷を受けたとき
― ほとんど空気の抜けた状態で走行した
とき

― タイヤがホイールから外れているとき
― ホイールが破損しているとき
― タイヤが2本以上パンクしているとき
― 修理剤の有効期限が切れているとき

タイヤ応急修理キットについて

※：車種により、タイヤ応急修理キット
の内容や部品形状が異なります。

●タイヤトレッド部（接地面）の軽度な
パンクは、タイヤ応急修理キットで応急
修理できます。

●タイヤ応急修理キットは、ラゲッジルー
ムに格納されています。
工具、タイヤ応急修理キットの格納

場所  (P.371)
●応急修理を目的としているため、修理後
に長期間の走行はできません。修理後は
すみやかに日産販売会社または専門の修
理業者で点検、恒久修理またはタイヤ交
換を行ってください。

応急修理のしかた

■ コンプレッサーの準備

1. ラゲッジルームからタイヤ応急修理
キットを取り出します。

 アドバイス
● タイヤに釘やネジが刺さっている場
合は、抜いてしまうとパンク穴が大
きくなり空気が漏れやすくなるた
め、抜かずにタイヤ応急修理キット
で応急修理してください。
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2. コンプレッサーからホース 、電源
プラグ を取り出します。

3. コンプレッサーから、ボトルホル
ダーのキャップを外します。

4. 修理剤ボトルのキャップを外し、内
ぶたを付けたままボトルホルダーに
取り付けます。
（ボトルホルダーにねじ込むと内ぶ
たが破れます。）

5. コンプレッサーの速度制限シールを
はがし、運転者のよく見えるところ
に貼ります。

■ エアの注入

1. パンクしたタイヤのバルブから
キャップを外します。

 注意
● ハンドルのセンターパッド部には速
度制限シールを貼らない。
SRSエアバッグが正常に作動しなく
なり、重大な傷害につながるおそれ
があります。また、警告灯やス
ピードメーターが見えなくなる位置
にも貼らないでください。

 注意
● ホースとタイヤのバルブの接続を
しっかりと行う。
接続が不十分な場合、空気が漏れた
り、修理剤が飛び散ったりするおそ
れがあります。
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2. ホース先端の保護キャップ を外
し、ホースをパンクしたタイヤのバ
ルブに確実にねじ込みます。
このとき、排気バルブ が閉まって
いることを確認してください。

3. コンプレッサーのスイッチがOFF
（「〇」の位置）の状態で、電源
プラグを車室内の電源ソケットに差
し込みます。

4. ＜パワースイッチ＞をONにしま
す。

5. コンプレッサーのスイッチをON 
（「｜」の位置）にし、タイヤを
指定空気圧または180kPa以上にな
るまで空気を充てんします。この
際、実際の空気圧が測れるようにコ

 注意
● 破裂の危険があるため応急修理キッ
ト作動中は補修中のタイヤから離れ
る。

● タイヤに亀裂や変形が生じている場
合、ただちにコンプレッサーのス
イッチをOFF（「○」の位置）
にし、修理を中止する。
バルブを介して修理剤を注入するた
め、圧力が600kPaに達すること
がありますが、異常ではありませ
ん。通常は、30秒ほどで下がりま
す。

● 空気を入れたあとは、ホースの口金
が熱くなることがあるため、やけど
しないように注意する。

 アドバイス
● コンプレッサーは長時間使用すると
故障につながるおそれがあるため、
10分以上連続して作動させないでく
ださい。タイヤ空気圧を昇圧できな
い場合は修理できません。
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ンプレッサーを一時停止して空気圧
計で測定してください。
※タイヤの指定空気圧は、運転席ド
ア開口部に表示されています。

6. 指定空気圧または180kPa以上まで
昇圧できたら、コンプレッサーのス
イッチをOFF（「○」の位置）
にし電源プラグを電源ソケットから
抜きます。

7. ホースをタイヤのバルブからすばや
く取り外し、タイヤのバルブに
キャップを取り付けます。

10分以内に180kPaまで昇圧できない場
合
10分以内に180kPaまで昇圧できない場
合は、タイヤがひどい損傷を受けているお
それがあります。この場合は、本修理
キットで応急修理をすることはできませ
ん。日産販売会社またはJAFなどにご連絡
ください。

空気を入れすぎてしまったとき

排気バルブを反時計回りに回して、空気を
抜いてください。

■ 点検走行

1. ただちに走行を始め、10分間また
は3km程度走行してください。
80km/h以下の速度で注意深く運転
してください。

2. 走行後、再度タイヤ空気圧を測定し
ます。コンプレッサーのスイッチが
OFF（「○」の位置）であるこ
とを確認します。コンプレッサーか
らのホースをタイヤのバルブに取り
付け、タイヤ空気圧を確認してくだ
さい。

130kPa未満の場合
本修理キットによる応急修理はできませ
ん。運転を中止して日産販売会社または
JAFなどのロードサービスにご連絡くださ
い。
130kPa以上指定空気圧未満の場合
コンプレッサーのスイッチをON（「｜」
の位置）にして指定空気圧まで昇圧し、
点検走行の作業を行います。上記作業を繰
り返しても指定空気圧より低下する場合
は、本修理キットによる応急修理はできま
せん。運転を中止して日産販売会社または
JAFなどのロードサービスにご連絡くださ
い。
JAFの営業所一覧…別冊のメンテナンス
ノートをお読みください。

 アドバイス
● 修理剤ボトルは、コンプレッサーの
ボトルホルダーから取り外さないで
ください。取り外すとボトル内に
残った液剤がこぼれるおそれがあり
ます。

 注意
● 走行するときは、低速で慎重に運転
し、特にカーブや旋回時には注意す
る。

 アドバイス
● 応急修理後の恒久修理の際、パンク
穴を発見できないために恒久修理で
きないことがあります。そのまま走
行を続ける場合は、こまめに空気圧
をチェックしてください。頻繁に空
気圧の低下がみられるときは、日産
販売会社または修理会社で点検を受
けてください。

● 修理剤は再使用できません。使用後
は新しい修理剤をお求めください。
詳しくは日産販売会社にご相談くだ
さい。
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指定空気圧の場合
応急修理は完了です。すみやかに日産販売
会社または専門の修理業者まで慎重に運転
してください。

タイヤ応急修理キットの注意事項

ドアが開かないときは
インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、12Vバッテリーがあがったときなどドア
が開かないときは、次の方法で施錠・解錠
してください。

内蔵キー（メカニカルキー）でのド
アの開けかた

運転席ドアにある鍵穴に内蔵キーを差し込
んで車両前方に内蔵キーを回すと解錠しま
す。施錠するときは、車両後方に内蔵
キーを回します。

緊急時のバックドアの開けかた

12Vバッテリーあがりなどにより、バッ
クドアを開けられなくなったときは、次の
操作をしてください。

 注意
タイヤ応急修理キットについて
● タイヤ応急修理キットは搭載車両専
用のため、他の車には使用しない。

● タイヤ応急修理キットは自動車用タ
イヤの空気充てんや空気圧チェック
以外で使用しない。

● タイヤ応急修理キットはDC12V専
用のため、他の電源での使用はしな
い。

● 分解、改造などは絶対にしない。
● コンプレッサーに衝撃を与えない。
故障の原因となります。

● お子さまが誤って手を触れないよう
に注意する。

修理剤について
● 修理剤を口に入れない。
修理剤を飲み込むと健康に害があり
ます。万一誤って飲んだ場合は、
できるだけたくさんの水を飲み、た
だちに医師の診療を受けてくださ
い。

● 万一、目や皮膚に付着したときは、
水でよく洗い流す。

それでも異常を感じたときは、医師
の診療を受けてください。

 アドバイス
● タイヤ応急修理キットは、必ず日産
純正品を使用してください。

● 水やほこりを避けて使用してくださ
い。

 アドバイス
● 次の手順は、あくまで故障時の緊急
手段です。故障の原因になるため、
正常なときは使用しないでくださ
い。

● ＜バックドアオープナースイッチ＞
などの故障につながるおそれがある
ため、操作をしたときは日産販売会
社で点検を受けてください。

● 操作後はなるべく早く日産販売会社
で点検を受けてください。
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●お手持ちの工具（プラスドライバーまた
はマイナスドライバーなどの細い工具）
を使用して、バックドアの車室内側にあ
るロック機構のレバーを矢印の方向に動
かして解錠し、バックドアを持ち上げま
す。

e-POWERシステムを始動できな
いときは

キーの電池が切れたときや、使用環境により
キーと車両の通信が正常に行われていないと
きは、次の手順でe-POWERシステムを始動
してください。

始動のしかた

1. ＜パワースイッチ＞を押してから、
キーのロゴの裏面を＜パワースイッ
チ＞に接触させます。
（ブザーが“ピピッ” と鳴ります）

2. ブザーが鳴ってから10秒以内に、
ブレーキペダルをしっかりと踏みな
がら、＜パワースイッチ＞を押しま
す。

●ドアの施錠・解錠は、内蔵キー（メカ
ニカルキー）（ P.323）をご使用く
ださい。

●キーの電池が切れたときは、早めに電池
を交換してください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.382)

停止のしかた
e-POWERシステムを停止するときは、次
のいずれかの操作を行ってください。
●＜パワースイッチ＞を2秒以上押し続け
る。

●＜パワースイッチ＞をすばやく3回押
す。

12Vバッテリーがあがったときは
12Vバッテリーがあがり、e-POWERシステ
ムの始動ができなくなったときは救援車を依
頼し、ブースターケーブル（別売り）をつ
ないで始動してください。

 アドバイス
● 次の手順でe-POWERシステムを始
動できない場合は、早めに日産販売
会社にご連絡ください。

 警告
● ジャンプスタートを行うときは換気
を十分に行い、火気は近づけない。
バッテリーから発生する可燃性ガス
に引火して爆発するおそれがありま
す。

● バッテリー液が付着したときは、す
ぐに多量の水で洗浄し、飲み込んだ
ときは多量の水を飲んで応急処置を
したあと、医師の診療を受ける。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

● ブースターケーブルを正しい順番と
位置でつなぐ。

● ブースターケーブルを自車バッテ
リーの 端子に直接つながない。

● ブースターケーブルの 端子と 端
子を接触させない。
火花が発生し、バッテリーから発生
する可燃性ガスに引火して爆発し、
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。
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 警告
● バッテリーの 側ターミナルが周辺
の金属と接触しないようにする。
接触するとショートして火災の原因
となるおそれがあります。また、
バッテリーの端子の締め付けが緩い
と、配線などが過熱、焼損し、火
災につながるおそれがあります。

● バッテリーを交換するときは、必ず
同じサイズ（型式）に交換し、動
かないようにしっかりと固定する。
しっかり固定できていないと、
ショートなどの原因となり火災につ
ながるおそれがあります。詳しく
は、日産販売会社にご相談くださ
い。
325
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ジャンプスタートのしかた

1. 自車と救援車の＜パワースイッチ＞
をOFFにします。
始動する  (P.166)

2. 自車のヒューズボックスのカバーを
ツメ を押しながら外します。

 警告
● ブースターケーブルのワニグチク
リップは、エンジンやモーターに絶
対に接続しない。

 注意
● ブースターケーブルのワニグチク
リップは、車体に触れたり、他の
ワニグチクリップと接触したりしな
いように注意する。

● ブースターケーブルは、確実に接続
する。
エンジン始動時の振動で外れたりし
ないように確実につないでくださ
い。

● 冷却ファンやベルトに注意する。
ブースターケーブルをつなぐときや
外すときは、冷却ファンやベルトに
巻き込まないように注意してくださ
い。

 アドバイス
● 押しがけによる始動はできません。
● この車両を救援車として使用しない
でください。

● 救援車には12Vバッテリー仕様の車
両を使用してください。

● e-POWERシステムが始動できない
場合には、＜パワースイッチ＞を
OFFにしてください。インテリ
ジェントキーを車室内に置いた状態
で、一度運転席ドアを開閉したあ
と、ナビゲーションシステム★、
オーディオ★、ドアロックなどすべ
ての操作を行わず、ドアを閉じた状
態のまま3分以上待機します。その
後、再始動してください。

● 12Vバッテリーがあがると、＜パ
ワースイッチ＞のON・OFFができ
なくなります。すみやかに12V
バッテリーを充電してください。

● e-POWERシステムを始動するとき
は、ヘッドランプやエアコン、お
よびその他の電装品はOFFにしてく
ださい。

● e-POWERシステムが始動しても、
しばらくエアコンやオーディオ★を
使用しないでください。
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3. ブースターケーブルを自車のヒュー
ズボックス横の 端子に接続しま
す。

4. 手順3のケーブルの反対側 を救援
車の12Vバッテリーの 端子に接続
します。

5. もう1本のブースターケーブル を
救援車の12Vバッテリーの 端子に
接続します。

6. 手順5で接続したケーブルの反対側
をイラストのような自車の車体 に
接続します。

7. 救援車のエンジンを始動し、回転数
を少し高めにします。

8. 自車のブレーキペダルをしっかりと
踏みながら、＜パワースイッチ＞を
一回押します。

9. 走行可能表示灯が点灯したことを確
認し、ブースターケーブルをつない
だときと逆の手順で外します。
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出力制限表示灯が点灯したときは
出力制限表示灯［ ］が点灯したときは、次の対処方法に従ってください。

点灯したときの状況 対処方法 注意事項

走行中に出力制限表示灯
［ ］が点灯したとき

高速道路を走行しているとき
80km/h以下で走行してください。次のパーキングエリアまたは
サービスエリアで車両を止め、出力制限表示灯［ ］が消灯する
まで待ちます。
一般道を走行しているとき
安全な場所に停車し、出力制限表示灯［ ］が消灯するまで待ち
ます。

他の警告灯が点灯しているときは、そ
ちらの警告灯に対する処置を優先して
行ってください。出力制限表示灯
［ ］のみが点灯した場合は、左記の
対処方法に従ってください。

停車中に警報音（ブザー）
とともに出力制限表示灯
［ ］が点灯したとき

アクセルペダルから足を離してください。 点灯した状態でシフトポジションを
に入れると、走行用モーターの出力

が制限され、アクセルペダルを踏み込
んでも速度が上がりにくくなります。
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警告灯がついたときは
警告灯は、車両故障などを運転者に知らせるためのものです。警告灯が点灯または点滅したときは、次の「説明・対処方法」に従ってくだ
さい。警告や表示は、グレード、オプションなどにより異なります。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法

油圧警告灯

● 正常なときは、＜パワースイッチ＞をON
にすると点灯し、e-POWERシステムが始
動すると消灯します。

● e-POWERシステムが作動しているとき、
エンジン内部を潤滑しているオイルの圧力
が低下すると点灯します。

● 点灯したときは、すみやかに安全な場所に
停車し、日産販売会社にご連絡ください。

 注意
 

●油圧警告灯が点灯したまま走行しない。
エンジンを破損するおそれがあります。

e-POWERシステ
ム警告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、モー
ターや高電圧システムなどに異常が発生す
ると点灯します。

● 点灯したときは、すみやかに安全な場所に
停車し、日産販売会社に連絡してくださ
い。

● 点灯したときは、100V AC電源
（1500W）★を使用しないでください。

12V系充電警告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● 走行可能表示灯が点灯しているとき、12V
バッテリーの充電系統に異常があると点灯
します。

● 点灯したときは、すみやかに安全な場所に
停車し、日産販売会社にご連絡ください。

 注意
 

● 12V系充電警告灯が点灯したまま走行しな
い。
バッテリーが破損したり、エンジンが突然
停止したりし、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
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故障警告灯（MIL）

● 正常なときは、＜パワースイッチ＞をON
にすると点灯し、e-POWERシステムが始
動すると消灯します。

● ＜パワースイッチ＞をONで警告灯が点灯
しているときに、システムチェックにより
点滅することがありますが異常ではありま
せん。

● e-POWERシステムが作動しているとき、
エンジン電子制御システムに異常があると
点灯または点滅します。

● 点灯または点滅したときは、すみやかに安
全な場所に停車し、日産販売会社にご連絡
ください。

ABS警告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、ABSの
システムに異常があると点灯します。

● ＜パワースイッチ＞をONにしても点灯し
ないとき、または点灯し続けるときは、高
速走行や急ブレーキを避け、すみやかに日
産販売会社で点検を受けてください。

 アドバイス
 

●ABS警告灯が点灯したときは、ABSは作
動しませんが、通常のブレーキ性能は確保
されています。この場合、滑りやすい路
面でのブレーキ時や急ブレーキ時にタイヤ
がロックすることがあります。

電動パーキングブ
レーキ警告灯

● 正常なときは、＜パワースイッチ＞がON
のとき、電動パーキングブレーキがかかっ
ていると点灯し、電動パーキングブレーキ
を解除すると消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき電動パー
キングブレーキのシステムに異常があると
点滅します。

● ＜パワースイッチ＞がONで警告灯が点滅
しているときに、電動パーキングブレーキ
を解除しても点滅が続くときは、すみやか
に車両を安全な場所に停車し、日産販売会
社にご連絡ください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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ブレーキ警告灯
（赤色）

● 正常なときは、＜パワースイッチ＞をON
にすると点灯し、数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、次の場
合は点灯し続けます。
― ブレーキ液が不足しているとき
― ブレーキシステムに異常があるとき

● 走行中にブレーキ警告灯（赤色）が点灯し
た場合は、車両を停止し、次の確認を行っ
てください。（ブレーキシステム警告灯
（黄色）と同時にVDC警告灯［ ］も点
灯します）
― ブレーキ液の量が規定通りに入っている
ことを確認してください。ブレーキ液が
不足している場合は、ブレーキ液を補充
し日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

― ブレーキ液の量が適正のときは、他に原
因があることが考えられるため、日産販
売会社で点検を受けてください。

● ブレーキシステムの電源系統に異常がある
ときは、ブザーが鳴ります。

ブレーキシステム
警告灯（黄色）

● 正常なときは、＜パワースイッチ＞をON
にすると点灯し、数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、次の機
能に異常があると点灯します。
― ブレーキシステム
― 回生ブレーキ
― ヒルスタートアシスト
― 電動パーキングブレーキ

● パーキングブレーキを解除し、ブレーキ液
量が正常でブレーキ警告灯（赤色）と同時
に点灯したときは、ただちに安全な場所に
停車して、日産販売会社にご連絡くださ
い。このときは、ブレーキの効きが極度に
悪くなっているおそれがあります。ブレー
キの効きが悪いときは、ブレーキペダルを
強く踏んで停車してください。

● ブレーキ警告灯（赤色）と同時に点灯して
いないときは、すみやかに日産販売会社で
点検を受けてください。

● ブレーキシステムの電源系統に異常がある
ときは、ブザーが鳴ります。

 アドバイス
 

●ブレーキシステム警告灯（黄色）が点灯
しているときは、回生ブレーキが作動しま
せんが、通常のブレーキ性能は確保されて
います。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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シートベルト警告
灯

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、乗員が
シートベルトを着用していないと点灯しま
す。

● シートベルトを着用していない状態で走行
すると（約15km/h以上）、警告灯が点滅
します。

シートベルト非着用警報（シートベルトリマ
インダー）
● シートベルトを着用していない状態で車速
が一定以上になると、ブザーが一定時間鳴
ります。

● シートベルトを着用してください。

 警告
 

●走行中は全員がシートベルトを着用する。
着用しないと、万一の事故時や急ブレーキ
時に、死亡や重大な傷害につながるおそれ
があります。

 知識
 

●助手席シートまたはセカンドシートに荷物
などを置くと、センサーが重量を検知し
て、警告灯が点灯することがあります。

●シートベルトの着用状態は、アドバンスド
ドライブアシストディスプレイにも表示さ
れます。
警告メッセージ（ P.340）

SRSエアバッグ警
告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
約7秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、SRSエ
アバッグのシステム、プリテンショナー機
能に異常があると、点灯を続けます。

 警告
 

●＜パワースイッチ＞をONにしても点灯しな
いとき、または点灯を続けるときは、放
置したまま走行しない。
万一のときSRSエアバッグ、プリテン
ショナーシートベルトが作動せず、重大な
傷害につながるおそれがあります。

VDC警告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、VDCが
作動すると点滅します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、VDCシ
ステムに異常があると点灯します。

● 点灯したときはVDCの作動は停止します
が、VDCシステムのない普通の車として走
行できます。滑りやすい路面では注意して
走行し、すみやかに日産販売会社で点検を
受けてください。

VDC（ビークルダイナミクスコント
ロール）  (P.199)

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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EPS（電動パワー
ステアリング）警
告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
走行可能表示灯が点灯すると消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、電動パ
ワーステアリングのシステムに異常がある
と点灯します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● 点灯しているときは、電動パワーステアリ
ングの操作力補助が制限される、または操
作力補助がなくなる状態となり、ハンドル
操作が重くなることがあります。
その場合でも、マニュアルステアリングの
性能は確保されているため、ハンドルを
しっかりと握り、通常より強く操作してく
ださい。

 アドバイス
 

●ハンドルに長時間力を掛けた状態が続いた
り停車中に操作を繰り返すと、システムの
過熱を防ぐためハンドル操作力が重くなり
ますが、異常ではありません。しばらく
ハンドル操作を控え、システムの温度が下
がると、通常のハンドル操作力に戻りま
す。

 知識
 

●すばやいハンドル操作を行うと、ハンドル
付近から擦れるような音が聞こえてくるこ
とがありますが、異常ではありません。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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燃料残量警告灯

＜パワースイッチ＞がONのとき、燃料の残量
が少ないと黄色に点灯します。

すみやかに指定の燃料を補給してください。

 アドバイス
 

●燃料切れでエンジンが停止したときは、e-
POWERシステムの始動操作を繰り返さな
いでください。リチウムイオンバッテリー
保護のため、始動できない場合がありま
す。燃料を補給しても始動できない場合
は、日産販売会社にご連絡ください。

●燃料の残量が約7ℓ以下で点灯します。な
お、走行に使用できる燃料残量は、上記
より若干少なくなります。

●車両姿勢、走行状況などによっては燃料が
タンク内で移動するため、警告灯の点灯す
るタイミングが変わる場合があります。

出力制限表示灯

● 正常なときは、＜パワースイッチ＞をON
にすると点灯し、数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、次の場
合に点灯します。
― リチウムイオンバッテリーの残量が極端
に低下しているとき

― 真冬の屋外などで、リチウムイオンバッ
テリーの温度が極端に低いとき

― 上り坂の連続走行などで、走行用モー
ターやリチウムイオンバッテリーなどの
温度が極端に高いとき

― 発電出力が制限されているとき
― シフトポジションが で停車中、アクセ
ルペダルを踏み込んだとき

● 点灯中は走行用モーターまたは発電用モー
ターの出力が制限され、アクセルペダルを
踏み込んでも速度が上がりにくくなりま
す。

● アドバンスドドライブアシストディスプレ
イに出力制限警告（ P.347）が表示され
ます。
出力制限表示灯が点灯したときは  

(P.328)

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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電制シフト警告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
数秒後に消灯します。

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、電制シ
フトに異常があると点灯します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● アドバンスドドライブアシストディスプレ
イにメッセージが表示されたときは、表示
されたメッセージに従ってください。

インテリジェント 
エマージェンシー
ブレーキ警告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
走行可能表示灯が点灯すると消灯します。

● 次の場合は点灯します。
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキの設定をOFFにしているとき

― VDCの設定をOFFにしているとき
― インテリジェント エマージェンシーブ
レーキまたはインテリジェント FCW
（前方衝突予測警報）のシステムに異常
が発生しているとき

― フロントガラスの汚れなどにより、マル
チセンシングフロントカメラの前方視界
が遮蔽されていると判断したとき

― 前方からの強い光により、マルチセンシ
ングフロントカメラが前方を認識できな
くなったとき

― 炎天下に駐車したときなど、マルチセン
シングフロントカメラが高温になったと
き

― フロントガラスの結露やくもりなどによ
り、マルチセンシングフロントカメラが
前方を認識できなくなったとき

● インテリジェント エマージェンシーブレー
キをOFFにしているときは、ONにすると
消灯します。

● VDCをOFFにしているときは、ONにする
と消灯します。

VDCのON・OFFのしかた  (P.200)
● 安全な場所に停車し、＜パワースイッチ＞
をOFFにします。インテリジェントキーを
車室内に置いた状態で、一度運転席ドアを
開閉したあと、ナビゲーションシステ
ム★、オーディオ★、ドアロックなどすべ
ての操作を行わず、ドアを閉じた状態のま
ま3分以上待機します。再始動後も警告灯
が点灯が表示するときは、システムの異常
が考えられます。通常走行に支障はありま
せんが、日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

● フロントガラスが汚れているときは、フロ
ントガラスを清掃し、警告灯が消灯したこ
とを確認してください。

● 車室内の温度が高いときなどは、温度が下
がると自動的に作動を復帰します。

各システムについては、インテリジェント エ
マージェンシーブレーキ（ P.227）および
インテリジェント FCW（前方衝突予測警報）
（ P.251）をお読みください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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● 次の場合にも点灯します。
― 周辺の電波源の影響を受けているとき
― センサーの汚れなどで、インテリジェン
ト エマージェンシーブレーキが一時的
に作動できない状態になっているとき

― 車両前部に取り付けられたレーダーセン
サー周辺に雪や氷、泥などが付着してい
るとき

― 道路形状や周辺の建造物により、レー
ダーセンサーが先行車を正確に検知でき
ないとき（例：長い橋、雪原、長い壁の
横など）

― 夜間やトンネル内などでヘッドランプを
点灯せず、真っ暗な状態が継続したとき

― インテリジェントエマージェンシーブ
レーキのシステムチェックが正常に終了
しなかったとき

― けん引されているとき

踏み間違い衝突防
止アシスト警告灯

● ＜パワースイッチ＞をONにすると点灯し、
走行可能表示灯が点灯すると消灯します。

● 次の場合は点灯します。
― 踏み間違い衝突防止アシストの設定を

OFFにしているとき
― VDCの設定をOFFにしているとき
― 踏み間違い衝突防止アシストのシステム
に異常が発生しているとき

● 次の場合はゆっくり点滅します。
― 踏み間違い衝突防止アシストのシステム
が一時的に使用できない場合

● 踏み間違い衝突防止アシストの設定をOFF
にしていることによって点灯しているとき
は、ONにすると消灯します。

● VDCの設定をOFFにしていることによって
点灯しているときは、ONにすると消灯し
ます。

VDCのON・OFFのしかた  (P.200)
● 一度＜パワースイッチ＞をOFFにしてから
再始動しても警告灯が点灯し続けるとき
は、システムの異常が考えられます。通常
走行には支障はありませんが、日産販売会
社で点検を受けてください。

● システムについては、踏み間違い衝突防止
アシスト（ P.232）をお読みください。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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マスターウォーニ
ング

● メーターに警告メッセージが表示されると
同時に点灯します。

● 同時に表示した警告メッセージを確認し、
それぞれの対処方法に従ってください。

車両接近通報シス
テム警告灯

● 車両接近通報装置に異常があると点灯しま
す。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

手放し警告灯

● プロパイロットでハンドル支援を行ってい
るとき、ハンドルを持っていない、または
ハンドル操作が検出されないと点灯しま
す。

● 手放し警告灯が点灯しているにもかかわら
ず、運転者のハンドル操作が検出されない
場合は、警告音とともに手放し警告灯が点
滅し、ハンドル支援は解除されます。

● プロパイロットのシステムに異常があると
点灯します。

● すみやかにハンドルを持って操作してくだ
さい。運転者のハンドル操作を検出すると
警告灯は消灯し、ハンドル支援が復帰しま
す。

● e-POWERシステム再始動後も警告灯が点
灯し続けるときは、システムの異常が考え
られます。通常走行には支障はありません
が、日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

警告灯 名称 点灯・点滅する条件 説明・対処方法
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警告メッセージが表示されたときは
警告メッセージが表示されたときは、次の「説明・対処方法」に従ってください。表示は、グレード、オプションなどにより異なりま
す。

警告メッセージ

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法

e-POWERシステ
ム始動操作表示

● インテリジェントキーを持って車室内に入
ると表示します。

● ブレーキペダルを踏みながら＜パワース
イッチ＞を押すと、走行可能表示灯が点灯
し、走行できるようになります。

● 次の場合、表示が消えます。
― 走行可能表示灯が点灯したとき
― リモコン機能、ドアハンドルのセン
サー、またはバックドアのスイッチでド
アを施錠したとき

インテリジェント
キー非作動時e-
POWERシステム
始動表示

● インテリジェントキーの電池が切れたとき
や、使用環境により、キーと車両の通信が
正常に行われないときに表示します。

● ブレーキペダルを踏みながら、キーの裏面
を＜パワースイッチ＞に接触させてくださ
い。

e-POWERシステムを始動できないとき
は  (P.324)

インテリジェント
キー電池切れ表示

● インテリジェントキーの電池切れが近くな
ると電池の交換を知らせます。

● 新しい電池に交換してください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.382)
● 次の場合、インテリジェントキー電池切れ
表示が消えます。
― 表示から約30秒経過したとき
― ＜パワースイッチ＞をON以外にしたと
き
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オイル交換時期表
示

● 車両システムが自動で設定したエンジンオ
イル交換までの距離が1,500km未満にな
ると、＜パワースイッチ＞をONにしたと
きに表示します。

● エンジンオイル交換後は、必ず表示をリ
セットしてください。リセットするとき
は、この画面を表示中にステアリングス
イッチの＜OK＞スイッチを1秒以上押しま
す。

 アドバイス
 

●表示されたときは、できるだけ早くエンジ
ンオイルを交換してください。劣化したエ
ンジンオイルのまま走行し続けると、エン
ジンが破損するおそれがあります。

●エンジンオイル交換時以外にリセットはし
ないでください。

● 車両システムが自動で設定したエンジンオ
イル交換距離に達すると表示します。

インテリジェント
キー持ち出し警告

● 次の場合に表示します。
― 走行可能表示灯が点灯している状態で、
インテリジェントキーが車外に持ち出さ
れたとき

― キーを携帯していないとき
― 携帯しているキーの電池が切れていると
き

― 登録されていないキーを携帯していると
き

● 次のように対処してください。
― キーが車外に持ち出されていないか確認
してください。

― キーを携帯してください。
― 新しい電池に交換してください。
インテリジェントキーの電池交換  

(P.382)
― 自車のキーであることを確認してくださ
い。

● e-POWERシステムを停止させるときは、
次の操作を行ってください。
― ＜パワースイッチ＞を2秒以上押し続け
る

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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ドア開き警告

● ドアが確実に閉まっていないとき、開いて
いる位置を表示します。

● ドアを確実に閉めてください。

 注意
 

●走行前に表示が消えていることを確認す
る。
ドアが完全に閉まっていない（半ドア）
と走行中に突然開き、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。

シートベルト警告

● ＜パワースイッチ＞がONのとき、乗員が
シートベルトを着用していないと、シート
ベルトを着用していない席を赤色で表示し
ます。

● シートベルトを着用している席は緑色で表
示されます。

● 空席は灰色で表示されます。

● シートベルトを着用してください。

 警告
 

●走行中は全員がシートベルトを着用する。
着用しないと、万一の事故時や急ブレーキ
時に、死亡や重大な傷害につながるおそれ
があります。

 知識
 

●助手席シートまたはセカンドシートに荷物
などを置くと、センサーが重量を検知し
て、シートベルト警告が表示されることが
あります。

キーシステム警告
● キーシステムに異常があると表示します。 ● 日産販売会社にご連絡ください。＜パワー

スイッチ＞を切り替えられないことがあり
ます。

戻し忘れ警告
● シフトポジションが 以外で運転席ドアが
開いていると表示します。

● シフトポジションを に入れてください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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電動パーキングブ
レーキ戻し忘れ警
告

● 電動パーキングブレーキを掛け、運転席ド
アを閉めずにアクセルペダルを踏み、発進
すると表示します。

● 電動パーキングブレーキを解除し忘れたま
ま走行すると表示します。

● 走行中、非常事態で電動パーキングブレー
キを作動させると表示します。
電動パーキングブレーキに関する注意事

項  (P.170)

● すみやかに電動パーキングブレーキを解除
してください。
電動パーキングブレーキ  (P.170)

電動パーキングブ
レーキ警告

● 急な坂道などで電動パーキングブレーキが
かかった状態で車両が動くと表示し、ブ
ザーが鳴ります。

● 電動パーキングブレーキがかかった状態
で、ブレーキペダルを踏まずに＜電動パー
キングブレーキスイッチ＞を押した場合に
表示します。

● すみやかにブレーキペダルを踏んでくださ
い。

● 解除する場合は、ブレーキペダルを踏んで
から＜電動パーキングブレーキスイッチ＞
を押してください。
電動パーキングブレーキ  (P.170)

オートブレーキ
ホールド警告

● オートブレーキホールド機能が作動中に車
両が動いたときに表示し、ブザーが鳴りま
す。

● ブレーキペダルを踏んで車両を停止させて
ください。

オートブレーキ
ホールド急坂路注
意表示

● 急な坂道などでオートブレーキホールド機
能が作動したときに表示し、ブザーが鳴り
ます。

● すみやかにブレーキペダルを踏んでくださ
い。

● 急な坂道や滑りやすい路面でオートブレー
キホールド機能が作動していても、車両が
動き出すおそれがあります。
オートブレーキホールド  (P.171)

オートブレーキ
ホールド急坂路操
作表示

● 急な坂道などでオートブレーキホールド機
能が作動してから一定時間経過し、ブレー
キが踏まれていなかった場合に表示し、ブ
ザーが鳴ります。

● すみやかにブレーキペダルを踏んでくださ
い。

● 急な坂道などでオートブレーキホールド機
能が作動してから一定時間経過し、電動
パーキングブレーキがかかるときに車両が
動き出すおそれがあります。
オートブレーキホールド  (P.171)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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オートブレーキ
ホールドスイッチ
解除操作表示

● オートブレーキホールド機能作動中、ブ
レーキペダルを踏まずに＜オートブレーキ
ホールドスイッチ＞を押したときに表示し
ます。

● ブレーキペダルを踏んでから＜オートブ
レーキホールドスイッチ＞を押してくださ
い。
オートブレーキホールド  (P.171)

燃料残量警告

● 燃料が少なくなると表示します。 ● すみやかに指定の燃料を補給してくださ
い。

 知識
 

●燃料の残量が約7ℓ以下で表示します。
●車両姿勢、走行状況によっては、燃料が
タンク内で移動するため、警告が表示され
るタイミングが変わる場合があります。

オーバーヒート警
告

● エンジン冷却水の温度が異常に高くなると
表示します。

● 表示したときは、ただちに安全な場所に車
を停めて処置してください。
オーバーヒートしたときは  (P.361)

 注意
 

●表示したまま走行をしない。
そのまま走行を続けると、エンジン故障の
原因となり、火災につながるおそれがあり
ます。

シャシー制御表示
● シャシー制御のシステムに異常があると表
示します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

4WD警告

● 走行可能表示灯が点灯しているとき、e-
4ORCE（4WD）システムに異常があると
表示します。

● e-4ORCE（4WD）システムに異常が発生
しているため2WD状態になっています。
高速走行をせず、すみやかに日産販売会社
で点検を受けてください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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踏み間違い衝突防
止アシスト作動時
表示

● 踏み間違い衝突防止アシストが作動すると
表示します。

● 進行方向に壁などの障害物、車両や歩行者
などを検知している場合に、アクセルペダ
ルがすばやく深く踏み込まれたとシステム
が判断したときに作動します。
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.232)

ヘッドランプ警告

● LEDヘッドランプに異常があると表示しま
す。

● 安全な場所に停車し、一度e-POWERシス
テムを停止してからマルチセンシングフロ
ントカメラの前の障害物を取り除き、汚れ
を清掃してe-POWERシステムを再始動し
てください。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、
すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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システム故障警告

● プロパイロット（ナビリンク機能付）★、
踏み間違い衝突防止アシスト、BSW（後
側方車両検知警報）★、インテリジェント
BSI（後側方衝突防止支援システム）★ 、
LDW （車線逸脱警報）、インテリジェント
LI（車線逸脱防止支援システム）、RCTA
（後退時車両検知警報）★、インテリジェン
トDA（ふらつき警報）、標識検知機能、駐
車支援機能（フロントソナー、コーナーソ
ナー、リヤソナー）が故障すると表示しま
す。

● 安全な場所に停車し、＜パワースイッチ＞
をOFFにします。インテリジェントキーを
車室内に置いた状態で、一度運転席ドアを
開閉したあと、ナビゲーションシステ
ム★、オーディオ★、ドアロックなどすべ
ての操作を行わず、ドアを閉じた状態のま
ま3分以上待機します。

● 再始動後もメッセージが表示するときは、
システムの異常が考えられます。通常走行
に支障はありませんが、日産販売会社で点
検を受けてください。
プロパイロット★  (P.211)
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.227)
踏み間違い衝突防止アシスト  (P.232)
BSW（後側方車両検知警報）★／インテ

リジェント BSI（後側方衝突防止支援シス
テム）★  (P.239)

LDW（車線逸脱警報）／インテリジェン
ト LI（車線逸脱防止支援システム）  
(P.247)
インテリジェント FCW（前方衝突予測

警報）  (P.251)
RCTA（後退時車両検知警報）★  

(P.254)
インテリジェント DA（ふらつき警報）  

(P.257)
標識検知機能  (P.259)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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ソナーシステム異
常警告

● ソナーが故障したときに表示します。 ● 安全な場所に停車し、＜パワースイッチ＞
をOFFにします。インテリジェントキーを
車室内に置いた状態で、一度運転席ドアを
開閉したあと、ナビゲーションシステ
ム★、オーディオ★、ドアロックなどすべ
ての操作を行わず、ドアを閉じた状態のま
ま3分以上待機します。

● 再始動後もメッセージを表示するときは、
システムの異常が考えられます。
通常走行に支障はありませんが、日産販売
会社で点検を受けてください。

インテリジェント 
DA（ふらつき警
報）表示

● 運転者のハンドル操作から注意力が低下し
ていると判断したときに表示します。

● 表示・非表示の設定ができます。
インテリジェント DA（ふらつき警報）  

(P.257)

進入禁止標識検知
表示

● 前方の車両進入禁止標識を検知し、一方通
行路へ進入する可能性がある場合に表示し
ます。

● 表示・非表示の設定ができます。
標識検知機能  (P.259)

一時停止標識検知
表示

● 前方の一時停止標識を検知した場合には、
メーターに表示します。

● 表示・非表示の設定ができます。
標識検知機能  (P.259)

最高速度標識検知
表示

● 前方の最高速度標識を検知した場合には、
メーターおよび走行支援グループ［ ］に
表示します。

● 表示・非表示の設定ができます。
標識検知機能  (P.259)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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ライト消し忘れ警
告

● ＜パワースイッチ＞がON以外の位置で運
転席ドアを開けたとき、次の場合に表示
し、ブザーが鳴ります。
― ライトスイッチが＜ ＞の位置にある
とき

― ライトスイッチを＜ ＞の位置に回し
て、テールランプ表示灯［ ］が点灯
しているとき

● ライトスイッチを＜AUTO＞の位置にす
る、または＜ ＞の位置に回してテール
ランプ表示灯［ ］を消灯してください。

オイル/オイル
フィルター交換表
示

● 設定したオイル/オイルフィルター交換距
離に達すると表示します。

● オイル/オイルフィルター交換距離は、設
定したりリセットしたりできます。
設定については、メンテナンス（ P.92）
または（ P.64）をお読みください。

タイヤ交換表示

● 設定したタイヤ交換距離に達すると表示し
ます。

● タイヤ交換距離は、設定したりリセットし
たりできます。
設定については、メンテナンス（ P.92）
または（ P.64）をお読みください。

メンテナンス距離
表示

● オイル/オイルフィルター、タイヤ以外の
整備項目の点検距離または交換距離に達す
ると表示します。

● その他の整備項目には、例えばタイヤの
ローテーションを行う距離の設定ができま
す。項目の点検／交換距離は、設定したり
リセットしたりできます。

凍結注意アラーム
表示

● 外気温が3℃以下になったことを知らせま
す。

● 表示・非表示の設定ができます。

走行時間アラーム
表示

● 設定した時間まで連続走行したことを知ら
せます。

● 表示・非表示の設定ができます。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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自動電源OFF表示
A

● e-POWERシステムが停止している状態
で、＜パワースイッチ＞をONにしたまま
しばらくすると表示することがあります。

● そのまま＜パワースイッチ＞を切り替えな
いと、省エネのため＜パワースイッチ＞が
OFFになります。

自動電源OFF表示
B

● e-POWERシステムが停止している状態
で、＜パワースイッチ＞をONにしたまま
時間が経過し、＜パワースイッチ＞が自動
でOFFになったときに表示することがあり
ます。

出力制限警告

● 出力制限表示灯［ ］が点灯すると同時
に表示します。

● 出力が制限され、アクセルペダルを踏み込
んでも速度が上がらなくなります。

● リチウムイオンバッテリーの残量が極端に
低下して点灯したときは、すみやかに安全
な場所に停車し、日産販売会社にご連絡く
ださい。

マナー（EV）モー
ド警告A

● デフロスターが作動している場合に表示し
ます。

● デフロスターが作動したため、マナー
（EV）モードを使用できません。

● デフロスター停止後に＜EVモードスイッ
チ＞を押してください。
マナー（EV）モード  (P.194)

マナー（EV）モー
ド警告B

● リチウムイオンバッテリーの残量が少ない
場合に表示します。

● リチウムイオンバッテリー残量低下により
マナー（EV）モード走行はできません。

● チャージモードで走行するなど、リチウム
イオンバッテリー残量を増やしてから
＜EVモードスイッチ＞を押してください。
マナー（EV）モード  (P.194)

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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マナー（EV）モー
ド警告C

● マナー（EV）モードの作動条件から外れ
ていると表示します。

● システムの判断によりマナー（EV）モー
ドを使用できません。
（外気温が極端に低いときなど）

● 作動条件を満たすと表示が消えるため、そ
のときに＜EVモードスイッチ＞を押して
ください。
マナー（EV）モード  (P.194)

チャージモード警
告

● チャージモードの作動条件から外れている
と表示します。

● システムの判断によりチャージモードを使
用できません。
（外気温が極端に低いときなど）

● 作動条件を満たすと表示が消えるため、そ
のときに＜EVモードスイッチ＞を押し続
けてください。
チャージモード  (P.194)

e-POWERシステ
ム警告A

● 停車中、e-POWERシステムに異常が発生
し、e-POWERシステムが停止していると
きに表示します。

● すみやかに日産販売会社にご連絡くださ
い。

e-POWERシステ
ム警告B

● e-POWERシステムに異常が発生し、e-
POWERシステムが再始動できないときに
表示します。

● すみやかに日産販売会社にご連絡くださ
い。

e-POWERシステ
ム警告C

● e-POWERシステムに異常が発生し、出力
が制限されていると表示します。

● すみやかに日産販売会社にご連絡くださ
い。

e-POWERシステ
ム警告D

● 走行中、e-POWERシステムに異常が発生
し、e-POWERシステムが停止していると
きに表示します。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売
会社にご連絡ください。

e-POWERシステ
ム警告E

● 停車中、e-POWERシステムに異常が発生
し、e-POWERシステムが停止していると
きに表示します。

● すみやかにパーキングブレーキを掛け、日
産販売会社にご連絡ください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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e-POWERシステ
ム警告F

● 走行中、e-POWERシステムに異常が発生
し、出力が停止しているときに表示しま
す。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売
会社にご連絡ください。

e-POWERシステ
ム警告G

● 走行中、e-POWERシステムに異常が発生
し、出力が制限されていると表示します。

● すみやかに安全な場所に停車し、日産販売
会社にご連絡ください。

e-POWERシステ
ム警告H

● e-POWERシステムに異常が発生し、e-
POWERシステムが停止せず、出力が制限
されていないときに表示します。

● すみやかに日産販売会社にご連絡くださ
い。

e-Pedal Stepシ
ステム異常警告

● e-Pedal Stepシステムに異常があると表
示します。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

電制シフト警告A

● 電制シフトに異常が発生したときに表示し
ます。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● 駐車するときは、パーキングブレーキを確
実に掛けてください。パーキングブレーキ
をかけていないと、＜パワースイッチ＞を
OFFにできないことがあります。

● ＜パワースイッチ＞をOFFにできないとき
は、次の操作を行ってください。
― 停車してパーキングブレーキを掛けま
す

― ブレーキペダルを踏み込みながら＜パ
ワースイッチ＞を押して、ONに切り替
えます

― シフトポジションを に切り替えます
― ＜パワースイッチ＞を押して、OFFに
切り替えます

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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電制シフト警告B

● 電制シフトに異常が発生したときに表示し
ます。

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● シフトポジションがすぐに切り替わらない
ことがあるため、目的のシフトポジション
の位置でセレクトレバーを保持し、シフト
ポジションが切り替わったことを確認して
から手を離してください。

● オートP機能（ P.167）が作動しないこ
とがあるため、駐車するときはセレクトレ
バーにある スイッチを押し、 に切り替
わったことを確認してください。

シフトポジション
警告

● セレクトレバーが中央の位置以外で保持さ
れ続けたときに表示します。

● セレクトレバーが中央の位置にあるか確認
してください。

● セレクトレバーが中央の位置にあるときに
表示された場合は、日産販売会社で点検を
受けてください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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フロントレーダー
システム停止警告

● 車両前部に取り付けられたレーダーセン
サー周辺に雪や氷、泥などが付着し、次の
システムが停止すると表示します。
プロパイロット★  (P.211)

● 次のような道路形状、または建造物がある
場合は、レーダーが先行車を正確に検知で
きず、作動が停止します。
― 長い橋を走行しているとき
― 砂地や雪原を走行しているとき
― 長い壁の近くを走行しているとき

● 安全な場所に停車し、一度e-POWERシス
テムを停止してからレーダーセンサーおよ
びその周辺の汚れなどを取り除き、e-
POWERシステムを再始動してください。

● 停止したときの状態が改善、または変更さ
れると、システムは作動を再開します。

● 車両前部に取り付けられたレーダーセン
サー周辺に雪や氷、泥などが付着し、次の
システムが停止すると表示します。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.227)
インテリジェント FCW（前方衝突予測

警報）  (P.251)

サイドレーダーシ
ステム停止警告

● 車両後部に取り付けられたレーダーセン
サー周辺に雪や氷、泥などが付着し、次の
システムが停止すると表示します。
― BSW（後側方車両検知警報）★／イ
ンテリジェント BSI（後側方衝突防止支
援システム）★  (P.239)

― RCTA（後退時車両検知警報）★  
(P.254)

● レーダーセンサーおよびその周辺の汚れな
どを取り除いてから、システムを一旦OFF
にしたあと、再度ONにしてください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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作動範囲外警告

● 次のシステムが停止すると表示します。停
止する条件については、各システムをお読
みください。
― プロパイロット★  (P.211)
― インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）★（ P.239）

― インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）（ P.247）

● VDCをOFFにしたとき

● 停止したシステムを再び作動させる場合
は、停止したときの状態が改善されてか
ら、スイッチで再度ONにしてください。

カメラ高温警告

● 炎天下に駐車したときなど、マルチセンシ
ングフロントカメラが高温になり、次のシ
ステムが停止すると表示します。
― プロパイロット★  (P.211)
― インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）（ P.239）

― LDW（車線逸脱警報）／インテリ
ジェント LI（車線逸脱防止支援システ
ム）  (P.247)

● 停止したシステムを再び作動させる場合
は、マルチセンシングフロントカメラ周辺
の温度が下がってから、再度ONにしてく
ださい。

● カメラおよびカメラ周辺の温度が高いとき
に表示します。

● 車室内の温度が下がるとシステムは自動的
に作動を再開します。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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353☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

スリップ警告

● 次のシステムが停止すると表示します。停
止する条件については、各システムをお読
みください。
― プロパイロット★  (P.211)
― インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム）（ P.239）

― インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム）（ P.247）

● ABSまたはVDC（トラクションコント
ロール機能（TCS）は含まない）が作動し
たとき

● 停止したシステムを再び作動させる場合
は、停止したときの状態が改善されてか
ら、スイッチで再度ONにしてください。

システムOFF表示

● RCTA（後退時車両検知警報）がOFFのと
き、シフトポジションを にすると表示し
ます。

RCTA（後退時車両検知警報）★  
(P.254)

● RCTA（後退時車両検知警報）をONにす
ると、シフトポジションを にしても表示
されません。

GPFセルフクリー
ニング表示

● GPF内にPMが一定以上堆積したときに表
示します。

GPF（ガソリンパティキュレートフィル
ター）★  (P.173)

● GPF再生中は、エンジン回転数が上昇し、
エンジン音が大きくなる場合がありますが
異常ではありません。

● クルーズコントロール★およびプロパイ
ロット★作動中、アドバンスドドライブア
シストディスプレイにGPFセルフクリーニ
ング表示が表示されると、制御がOFFにな
ることがあります。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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GPFメンテナンス
表示

● GPFが飽和状態で自動再生ができないとき
に表示します。

GPF（ガソリンパティキュレートフィル
ター）★  (P.173)

● すみやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

● 故障警告灯（MIL）も同時に点灯する場合
があります。GPFメンテナンス表示が表示
されたり、故障警告灯（MIL）が点灯した
りしているときに長時間運転すると、GPF
を損傷する可能性があります。

● クルーズコントロール★およびプロパイ
ロット★作動中、アドバンスドドライブア
シストディスプレイにGPFメンテナンス表
示が表示されると、制御がOFFになりま
す。

インテリジェント 
エマージェンシー
ブレーキシステム
故障警告

● インテリジェント エマージェンシーブレー
キシステムが故障すると表示します。

● 安全な場所に停車し、＜パワースイッチ＞
をOFFにしてから再始動してください。

● 再始動後もメッセージが表示するときは、
システムの異常が考えられます。通常走行
に支障はありませんが、日産販売会社で点
検を受けてください。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキ  (P.227)
インテリジェント FCW（前方衝突予測

警報）  (P.251)

インテリジェント 
エマージェンシー
ブレーキシステム
視界不良警告

● 悪天候（雨、雪、霧、風塵、砂塵、吹雪な
ど）で視界が悪いときに表示します。

● 前方から強い光（太陽光や対向車両のハイ
ビームなど）を受けているときに表示しま
す。

● 悪天候時にはインテリジェント エマージェ
ンシーブレーキシステムは作動しません。

● 状況が改善されると、システムは自動的に
作動を再開します。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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355☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

カメラ視界不良警
告

● 雨、雪、霧または、カメラ前方のフロント
ガラス凍結、汚れなどで、カメラの視界が
確保できなくなったときに表示します。

● 夜間やトンネル内などでヘッドランプを点
灯せず、真っ暗な状態が継続したときに表
示します。

● 安全な場所に停車し、一度e-POWERシス
テムを停止してからカメラ前方のフロント
ガラスの汚れなどを取り除き、e-POWER
システムを再始動してください。

● 停止したときの状態が改善されると、シス
テムは作動を再開します。

VDC OFF警告

● VDCをOFFにしたときに表示します。 ● VDCをOFFにしたときに停止する機能につ
いては、（ P.200）をお読みください。

● インテリジェント FCW（前方衝突予測警
報）は作動します。

インテリジェント 
エマージェンシー
ブレーキシステム
電波障害警告

● 放送局など周辺の電波源により影響を受け
ているときに表示します。

● 周辺の電波源による影響を受けているとき
はインテリジェント エマージェンシーブ
レーキは作動しません。

● 状態が改善されると、システムは作動を再
開します。

インテリジェント 
エマージェンシー
ブレーキシステム
作動制限警告

● インテリジェント エマージェンシーブレー
キのシステムチェックが正常に終了しな
かったとき表示します。
インテリジェント エマージェンシーブ

レーキの作動が停止するとき  (P.231)
● けん引されているときに表示します。

● 安全な場所に停車し、＜パワースイッチ＞
をOFFにします。インテリジェントキーを
車室内に置いた状態で、一度運転席ドアを
開閉したあと、ナビゲーションシステム、
オーディオ、ドアロックなどすべての操作
を行わず、ドアを閉じた状態のまま3分以
上待機します。

● けん引されているときはインテリジェント 
エマージェンシーブレーキシステムは作動
しません。

● 状況が改善されると、システムは自動的に
作動を再開します。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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後席リマインダー
作動開始表示

● 後席リマインダーのシステムがONになっ
たときに表示します。
後席リマインダー  (P.123)

● ステアリングスイッチで［メッセージを閉
じる］を選択すると、一時的にメッセージ
を消すことができます。

● ステアリングスイッチで［リマインダーを
無効にする］を選択すると、一時的に後席
リマインダーをOFFにすることができま
す。再び後席リマインダーをONにしたい
ときは、e-POWERシステムを再始動して
ください。

後席リマインダー
表示

● 後席リマインダーがONのとき、走行前に
後席ドアを開閉してから10分以内に車両
を発進させると、走行後にシフトポジショ
ンをPに切り替えたときに表示し、ブザー
が鳴ります。
後席リマインダー  (P.123)

● 後席を確認してください。

画面表示 名称 表示する条件 説明・対処方法
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プロパイロット（インテリジェント クルーズコントロール）警告メッセージ
警告メッセージが表示されたときは、次の「説明・対処方法」に従ってください。メーター内の表示は、グレード、オプション
などにより異なります。

警告表示 表示する条件 説明・対処方法
● VDCをOFFにしたとき
● プロパイロット パーキングが作動し
ているとき。

● VDCがOFFの場合はプロパイロットを使用することができません。
● プロパイロットパーキングが作動しているときは、プロパイロットを
使用することができません。

● 電動パーキングブレーキが作動した
とき

● 電動パーキングブレーキが作動しているときはプロパイロットを使用
することができません。

● 運転席のシートベルトを解除したと
き

● 運転席のシートベルトが解除されている場合はプロパイロットを使用
することができません。

● システム故障 ● 安全な場所に停車して、一度＜パワースイッチ＞をOFFにしてから再
始動します。再始動後も警告灯が点灯し続けるときは、システムの異
常が考えられます。通常走行には支障はありませんが、日産販売会社
で点検を受けてください。

● プロパイロットにより車両が停止
中、運転席ドアが開いたが電動パー
キングブレーキが正常に作動しな
かったとき

● すみやかにブレーキペダルを踏んでください。

● 車両前部に取り付けられたレーダー
センサー周辺に雪や氷、泥などが付
着したとき

● 安全な場所に停車し、一度e-POWERシステムを停止してからレー
ダーセンサーおよびその周辺の汚れなどを取り除き、e-POWERシス
テムを再始動してください。
レーダーセンサーの取り扱い  (P.388)

● VDC/TCSが作動したとき
● タイヤの空転を検出したとき

● VDC/TCSが作動する、または、タイヤが空転するような状況ではプ
ロパイロットは使用できません。
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プロパイロット（ハンドル支援）警告メッセージ

警告表示 表示する条件 説明・対処方法
● 走行車線内にレーンマーカーに見えるよう
なものがあるなど、レーンマーカーが正し
く検出できない状態が長時間続いたとき 
（雪のわだち、雨の日の周辺の光の反射、
消し忘れのレーンマーカーなど）

● 再びハンドル支援を使用したいときは、レーンマーカーがはっ
きりと描かれている道路でプロパイロットを再セット、もしく
は＜ハンドル支援スイッチ＞を押してください。

● ワイパーを高速で作動させたとき ● ワイパーの高速動作を解除してください。その後、プロパイ
ロットを再度セット、もしくは＜ハンドル支援スイッチ＞を押
してください。

● 雨、雪、霧または、カメラ前方のフロント
ガラスの凍結、汚れなどで、カメラの視界
が確保できなくなったとき

● 前方から強い光（太陽光や対向車両のハイ
ビームなど）を受けているときに表示しま
す。

● 状況が改善されたあと、プロパイロットを再セット、もしくは
＜ハンドル支援スイッチ＞を押してください。

● 警告表示が出続ける場合は、安全な場所に停車して、e-
POWERシステムを一旦停止してカメラ前方のフロントガラス
の汚れなどを取り除いてください。

● カメラおよびカメラ周辺の温度が高いとき ● 車室内の温度が下がるとプロパイロットを使用することができ
ます。

● システム故障 ● 安全な場所に停車して、e-POWERシステムを一旦停止して再
始動し、再びシステムをONにしてください。

● ハンドルを持っていない、またはハンドル
を操作していないときに点灯します。
― 表示（赤）により警告します。

● 点灯後、運転者がハンドルを操作しないと
きに点滅します。
― 音、表示（赤）、および短時間のブレー
キ制御で段階的に警告します。

● すみやかにハンドルを持って操作してください。
● 運転者のハンドル操作を検出すると警告は消灯します。



緊急時の対処法
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

359☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

● 警告後、運転者のハンドル操作がない状態
が継続したときに表示します。
― 緊急警報音が鳴るとともに車両を減速、
緊急停止します。

● すみやかにハンドルを持って操作してください。
● 運転者のハンドル操作を検出すると警告は消灯し、プロパイ
ロットが解除されます。

● 車両を緊急停止させたあと、運転者がハン
ドルを操作しないときに表示します。

● すみやかにハンドルを持って操作してください。
● 運転者のハンドル操作を検出すると警告は消灯します。
● ハンドル操作をすると、非常点滅表示灯は自動で消灯します。

警告表示 表示する条件 説明・対処方法
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ブザー（警報音）が鳴ったときは
車両盗難などを防ぐため、車内外でブザー（警報音）が鳴ることがあります。

どこで音が鳴りま
したか？

どんな音が鳴りま
したか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること

車外

ピピピピ…（数秒
間）

ドアハンドルのセンサーを押したとき 走行可能表示灯が点灯していないか
キーを車室内に置き忘れていないか
いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前にドアハンドルのセンサーを触れて
いないか、またはバックドアのスイッチを押してい
ないか

バックドアのスイッチを押したとき 走行可能表示灯が点灯していないか
キーを車室内に置き忘れていないか
いずれかのドアが半ドアになっていないか

キーの＜ドア施錠スイッチ＞を押した
とき

走行可能表示灯が点灯していないか
いずれかのドアが半ドアになっていないか
ドアを閉める前に＜ドア施錠スイッチ＞を押しては
いないか

ドアを閉めたとき 無意識にドアハンドルのセンサーを触れていないか、
またはバックドアのスイッチを押していないか

ピッピッピッ（3
回）

ドアを閉めたとき 走行可能表示灯が点灯しているときに、キーが車外
に持ち出されていないか

ピピピピ…（数秒
間）

大雨もしくは洗車で大量の水がドアハ
ンドルにかかったとき

インテリジェントキーを車両から2m以上離すと鳴り
やむかスリープモード（ P.109）を作動させると
鳴りやむか

キー（金属音）

走行中にブレーキペダルを踏んだとき ディスクブレーキのパッド（摩擦材）が摩耗してい
ないか
金属音が発生したときは、すみやかに日産販売会社
で点検を受けてください。そのまま走行を続けると、
ブレーキが効かなくなり、事故につながるおそれが
あります。
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窓ガラスがくもったときは

フロントガラスのくもりの取りかた

●＜デフロスタースイッチ＞を押すとエア
コンが作動し、外気導入に切り替わりま
す。
（＜デフロスタースイッチ＞の表示灯が
点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。
（＜デフロスタースイッチ＞の表示灯が
消灯）

デフロスタースイッチ（ P.151、
P.155）

バックドアガラスのくもりの取りか
た

●＜リヤウインドーデフォッガースイッ
チ＞を押すと約15分間作動し、バック
ドアガラスの熱線が暖まります。
（スイッチの表示灯が点灯）

●止めるときは、もう一度スイッチを押し
ます。
（スイッチの表示灯が消灯）
＜リヤウインドーデフォッガースイッチ＞
（ P.151、 P.155）
●＜リヤウインドーデフォッガースイッ
チ＞を押すと、ドアミラーヒーターも同
時に作動します。

オーバーヒートしたときは
アドバンスドドライブアシストディスプレイ
にオーバーヒート警告（ P.342）が表示
されたときや、エンジンルームのすき間から
蒸気が出ているときはオーバーヒートしてい
ます。次の方法で処置してください。

処置のしかた

車室内

ポロポロポロ（3
回）

ドアを閉めたとき 走行可能表示灯が点灯しているときに、キーが車外
に持ち出されていないか

＜パワースイッチ＞を押したとき キーを携帯しているか
キーを携帯してもブザーが鳴るときは、キーの電池
を交換してください

ポロポロポロ...
（繰り返し）

運転席ドアを開けたとき ＜パワースイッチ＞がONのままになっていないか
シフトポジションを にしているか

どこで音が鳴りま
したか？

どんな音が鳴りま
したか？ 何をしたときに鳴りましたか？ 確認すること

 注意
● ＜デフロスタースイッチ＞をONに
しているときは、エアコンの設定温
度を低くしない。
フロントガラスの外側に露が付き、
視界を妨げるおそれがあります。

 アドバイス
● ＜デフロスタースイッチ＞をONに
しているときは、内気循環にしない
でください。くもりが取れにくくな
ります。

● ＜デフロスタースイッチ＞は、連続
して長時間ONにしないでくださ
い。消費電力が多いため、バッテ
リーあがりの原因になります。

 アドバイス
● 連続して長時間使用しないでくださ
い。消費電力が多いため12Vバッ
テリーあがりの原因になります。  警告

● ボンネットを開けるときは十分に注
意する。
エンジンルーム内は高温になってい
るため、やけどなど重大な傷害につ
ながるおそれがあります。
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1. ただちに安全な場所に停車します。
故障したときの対処のしかた  

(P.314)

2. e-POWERシステムを始動したまま
ボンネットを開け、風通しをよくし
てエンジンを冷やします。
万一、冷却ファンが回っていないと
きは、ただちにe-POWERシステム
を停止し、自然冷却してください。

3. アドバンスドドライブアシストディ
スプレイのオーバーヒート警告が消
えたら、e-POWERシステムを停止
させしばらく待ちます。
エンジンが十分冷えてから冷却水の
量、ホースなどからの水漏れを点検
してください。

 警告
● 蒸気が出ているときは、ボンネット
を開けない。
やけどなど重大な傷害につながるお
それがあります。
e-POWERシステムを停止し、蒸気
が出なくなるまで待ち、ボンネット
を開けてください。

● エンジンが十分に冷えていないとき
は、リザーバータンクのキャップを
外さない。
蒸気や熱湯が噴き出し、やけどなど
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

● オーバーヒートしたときは、ただち
に安全な場所に車を停めて処置をす
る。
そのまま走行を続けると、エンジン
故障の原因となり、火災につながる
おそれがあります。
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4. 冷却水が不足しているときは、エン
ジン冷却用のリザーバータンクに冷
却水を補充してください。
エンジンルーム内の配置図  

(P.375)
補充後は、しっかりキャップを閉め
てください。

5. 走行中、再度アドバンスドドライブ
アシストディスプレイにオーバーヒー

ト警告が表示されたら、手順1～
手順4の作業を繰り返し行ってくださ
い。

6. 早めに日産販売会社で点検を受けて
ください。

雪道やぬかるみにはまったときは
雪道、砂地、ぬかるみなどでタイヤが空転
したり、埋まり込んで動けなくなったりした
ときは、次の方法で脱出してください。

脱出のしかた

1. メーターでVDCをOFFにします。
VDCのON・OFFのしかた  

(P.200)
2. e-4ORCE（4WD）車は、ドラ

イブモードセレクター
（ P.190）をOFF-ROADまたは
SNOWに切り替えます。

 アドバイス
● 応急的に水だけを補充したときは、
早めに日産販売会社で点検を受けて
ください。

 警告
● 周囲の安全を必ず確認する。
周囲の人や物との衝突を避けるた
め、前進と後退を繰り返すときは、
周囲に何もないことを確認してくだ
さい。特に脱出の瞬間は、車両が
前方または後方に飛び出すおそれが
あります。

● 必要以上にアクセルペダルを踏み込
まない。
急発進して思わぬ事故につながるお
それがあります。

 注意
● 脱出するときは、過度にタイヤを空
転させない。
タイヤがバースト（破裂）した
り、駆動部品が異常過熱したりする
ことにより思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

 アドバイス
● 数回試しても脱出できないときは、
日産販売会社またはJAFなどのロー
ドサービスにご連絡ください。
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3. 車両の前後に障害物が無いことを確
認し、ハンドルを左右に回して前輪
の周囲をならします。
必要に応じ、タイヤの下に木材など
をそえてください。

4. ゆっくりとアクセルペダルを踏み、
前進または後退します。
周囲の安全を確認したうえで、前進
と後退を繰り返してください。

水没したときは

水没したときの対処のしかた

水没したときは、次のような対処方法で車
外に脱出してください。
●シートベルトを外して車外に脱出してく
ださい。

●ドアが開く水位が低いうちにドアを開け
て、車外に脱出してください。

●ドアが開かなかった場合、窓ガラスを開
け、窓から車外に脱出してください。

●＜パワーウインドースイッチ＞を押して
も窓ガラスが開かない場合、次の方法で
脱出してください。
― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオ
プション）がある場合、窓ガラスを
割り窓から車外に脱出してください。

― 緊急脱出用ハンマー（ディーラーオ
プション）がない場合、または緊急
脱出用ハンマーで窓ガラスが割れない
場合には、車内外の水位が同じ高さ
くらいまで浸水するのを待ち、ドア

 警告
● 水位が窓ガラスよりも高いとき、緊
急脱出用ハンマーを使用した場合、
割れたガラスが車室内に入り、ケガ
をするおそれがあります。

緊急脱出用ハンマー（ディーラーオプ
ション）について
● フロントウインドーガラスは合わせ
ガラスのため、緊急脱出用ハンマー
で割ることはできません。バックド
アガラスを割って脱出してくださ
い。

● ドアガラスは車種によって、合わせ
ガラスを使用しています。ただし、
車両の仕様変更により合わせガラス
の位置が異なる場合があります。
合わせ、または強化ガラスの見分け
方法については、ガラスの断面、
もしくは刻印（マーク）を確認す
ることで見分けることができます。

 警告
ガラスの断面で合わせガラスを見分ける
方法
● ドアガラスを半分ほど開け、断面を
上から確認し、2枚のガラスが貼り
合わせられている場合は合わせガラ
スとなります。

ガラスにある刻印（マーク）で合わせガ
ラスを見分ける方法
● ドアガラスには次のような刻印
（マーク）が表示されています。
この表示によって、合わせガラスか
どうかを見分けることができます。

※車両によっては、刻印（マー
ク）が表示されていない、または
ガラスの種類を示す表示の位置が異
なる場合があります。



緊急時の対処法
ト
ラ
ブ
ル
が
お
き
た
と
き
は

365☆／★：車両型式、オプションなどで異なる装備

を強く押し開けて車外に脱出してくだ
さい。
（車内外の水圧差がなくなると、ド
アを開けることができます）

●浸水・冠水被害に遭われた場合は、車
両故障につながるおそれがあるため、す
みやかに日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

外装ランプが点灯しないときは
次の交換可能な電球（バルブ）、方向指示
器兼非常点滅表示灯（後面）、番号灯、後
退灯以外の外装ランプはすべてLEDです。
LEDが一部でも点灯しない場合は日産販売会
社で点検を受けてください。
ヘッドランプ、制動灯などは、雨天走行や
洗車などにより、レンズ内面が一時的にくも
ることがあります。また、ヘッドランプ内
と外気との温度差により、レンズ内面が結露
することもあります。これは雨天時などに窓
ガラスがくもるのと同様の現象で、機能上の
問題ではありません。
また、レンズの構造上、レンズのふちに水
滴が付着することがありますが、機能上の問
題ではありません。

交換可能な電球（バルブ）の位置

●外した部品は確実に取り付けてくださ
い。水が入り故障の原因になるおそれが
あります。

●電球に油が付着したときは柔らかい布な
どでふき取ってください。 また、素手
でガラス部分に触れないでください。電

球の寿命が短くなったり電球が破損する
おそれがあります。

●電球交換をするときは、軍手などを着用
してください。

方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前
面）

1. ボンネットを開け、ソケットを矢印
の方向に回して引き抜きます。
ボンネットの開けかた、閉めか

た  (P.375)
2. 古い電球を引き抜き、新しい電球を

ソケットに取り付けます。
3. 取り付けるときは、外したときと逆

の手順で取り付けます。

 注意
● 電球交換は、ボンネットや電球が冷
えた状態で行う。
やけどをするおそれがあります。

● ステーなどの端で指や腕をケガしな
いように注意する。

● 電球は確実に取り付ける。
電球は点灯中、表面が高温になりま
す。電球が正しく取り付けられてい
ないと、走行中に電球が外れて周辺
の部品に接触するなどし、発熱、
発火につながるおそれがあります。

 アドバイス
● 取り外すときは、無理に力を加えな
いでください。破損するおそれがあ
ります。
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●方向指示器 兼 非常点滅表示灯（前
面）：12V-21W（アンバー）

ヒューズが切れたときは
ランプがつかないときや電気系統の装置が作
動しないときは、日産販売会社にご相談くだ
さい。
故障の状況から、関係するヒューズを確認し
てください。

ヒューズボックスの位置

●ヒューズボックスは、次の位置にありま
す。

― エンジンルーム内
― グローブボックス奥
― 運転席足元

●各ヒューズの位置は、ヒューズボックス
のふたの裏側またはヒューズボックス付
近に表示してあります。

ヒューズ抜きについて
●グローブボックス奥のヒューズボックス
内にヒューズ抜きがあります。

ヒューズの点検・交換のしかた（エ
ンジンルーム内）

1. ＜パワースイッチ＞をOFFにし、
ボンネットを開けます。
ボンネットの開けかた、閉めか

た  (P.375)

 警告
● 高電圧部位、サービスプラグ、高
電圧の配線（オレンジ色）および
そのコネクターに触れたり、取り外
し、分解などは絶対に行わない。
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。

● 規定の容量以外のヒューズや、
ヒューズの代わりに針金、銀紙など
は絶対に使用しない。
電装システムの破損や火災につなが
るおそれがあります。

 アドバイス

● の位置にあるヒューズを交換する
ときは、日産販売会社にご相談くだ
さい。
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2. ヒューズボックスのカバーをツメ
を押しながら外します。

3. ヒューズ抜きを使用してヒューズを
取り外します。
ヒューズ抜き（ P.366）
ヒューズを交換したときは、確実に
差し込まれていることを確認してく
ださい。

4. ヒューズが切れていないか点検しま
す。
切れているときは新しいヒューズと
交換します。
交換してもヒューズが切れるとき
は、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。

●エンジンルーム内のヒューズを交換する
ときは、日産販売会社にご相談くださ
い。

ヒューズの点検・交換のしかた（グ
ローブボックス）

1. ＜パワースイッチ＞をOFFにしま
す。

2. グローブボックスを開け、内側のプ
レート にある取っ手を手前に引き
プレート を外します。

3. ヒューズ抜きを使用してヒューズを
取り外します。
ヒューズ抜き（ P.366）

 警告
● 規定の容量以外のヒューズや、
ヒューズの代わりに針金、銀紙など
は絶対に使用しない。
電装システムの破損や火災につなが
るおそれがあります。

 アドバイス
● ヒューズを交換したときは、確実に
差し込まれていることを確認してく
ださい。

● 交換してもヒューズが切れるとき
は、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。
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4. ヒューズが切れていないか点検しま
す。
切れているときは新しいヒューズと
交換します。

ヒューズの点検・交換のしかた（運
転席足元）

1. ＜パワースイッチ＞をOFFにしま
す。

2. プレート を手前に引き、外しま
す。

3. ヒューズ抜きを使用してヒューズを
取り外します。
ヒューズ抜き（ P.366）

4. ヒューズが切れていないか点検しま
す。
切れているときは新しいヒューズと
交換します。

 警告
● 規定の容量以外のヒューズや、
ヒューズの代わりに針金、銀紙など
は絶対に使用しない。
電装システムの破損や火災につなが
るおそれがあります。

 アドバイス
● ヒューズを交換したときは、確実に
差し込まれていることを確認してく
ださい。

● 交換してもヒューズが切れるとき
は、日産販売会社で点検を受けてく
ださい。
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メンテナンスの前に

点検整備について
道路運送車両法により、定期点検と日常点検
が義務付けられています。正しい点検整備を
行いお車を安全にお使いください。
点検整備の詳細については、別冊のメンテナ
ンスノートをお読みください。

点検整備の種類
●点検・整備および保証の内容は、別冊
のメンテナンスノートに詳しく記載され
ていますので、必ずお読みください。

●日常点検
●走行距離や使用時の状態から判断し、適
切な時期にお客さまご自身で行う点検で
す。
いつもと違うことに気がついたら日産販
売会社で点検を受けてください。（音、
振動、におい、水漏れ、油漏れなど）

●定期点検
1年ごとに実施する点検です。12か月
点検および24 か月点検があります。

●その他の点検
新車時の無料点検や、厳しい使われかた
をしたときに必要な点検があります。

車検、点検整備のとき
●車検、点検整備については、日産販売
会社にご相談ください。
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工具・ジャッキ

工具★・ジャッキについて
ジャッキアップをする場合は、この車両専用
のジャッキを準備してください。詳しくは、
日産販売会社にご相談ください。
車両の仕様変更または装備変更により、本書
の内容が実車と一致しない場合がありますの
であらかじめご了承ください。

工具、タイヤ応急修理キットの格納
場所

●停止表示板（停止表示灯）、輪止めは
標準で搭載されておりませんので必要に
応じて準備してください。

●工具の種類や発炎筒（ P.315）など
は、万一のときに困らないようにあらか
じめ位置を確認しておいてください。

●工具・タイヤ応急修理キットは、ラ
ゲッジルーム内のフロアカバー★または
ラゲッジボードの下に格納されていま
す。
応急修理する前に  (P.319)
タイヤ応急修理キットについて  

(P.319)

ジャッキ、ハンドル兼ホイールナッ
トレンチ、ハンドルレバーの取り出
しかた（ディーラーオプション）

 注意
● 工具を使ったあとは、元の場所に収
納する。
車室内に放置すると思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

 注意
● ジャッキを取り出すときは、手をぶ
つけないように注意する。
金属部などに手をぶつけると、ケガ
をするおそれがあります。

● ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使用しな
い。

 アドバイス
● ジャッキとフロアカバーが内装部品
にぶつからないようにしてくださ
い。傷がつくおそれがあります。

● ジャッキを格納場所の下に落とさな
いようにしてください。周辺部品を
壊してしまうおそれがあります。
ジャッキを誤って落としたときは、
日産販売会社で点検を受けてくださ
い。
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●この車両には、ジャッキ、ハンドル兼
ホイールナットレンチ、ハンドルレバー
が標準で搭載されていません。ジャッキ
アップをする場合は、この車両専用の
ジャッキを準備してください。詳しく
は、日産販売会社にご相談ください。

●ジャッキはラゲッジフロアパネルカバー
を外して取り出します。

●ハンドル兼ホイールナットレンチ、ハン
ドルレバーはラゲッジボードを持ち上げ
て取り出します。

ジャッキの使いかた

●ジャッキにハンドルレバーとハンドル兼
ホイールナットレンチをセットします。

●ジャッキを使って車両を持ち上げるとき
は、正しい位置にジャッキを設置してく
ださい。

ジャッキアップポイント

 警告
● ジャッキアップしたときは絶対に車
両の下に入らない。
ジャッキが外れると、重大な傷害に
つながるおそれがあり非常に危険で
す。

 注意
● 工具、ジャッキを使ったあとは、
元の場所に収納する。
車室内に放置すると思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

● ハンドル兼ホイールナットレンチを
回すときは、ハンドルレバーをしっ
かり握って回す。
ハンドルレバーが回転中に外れる
と、思わぬケガをするおそれがあり
ます。

● ハンドルレバーは、確実にハンドル
兼ホイールナットレンチの穴に差し
込む。
ハンドルレバーが確実に差し込まれ
ていないと、外れて思わぬケガをす
るおそれがあります。

● ジャッキアップ中はe-POWERシス
テムを始動しない。
車が発進し、重大な傷害につながる
おそれがあります。

 注意
● ジャッキを使うときは、次のことを
必ず守る。
― ジャッキは必ずこの車両専用のも
のを使い、他車のジャッキは使用
しないでください。また、この
車両専用のジャッキは他車に使用
しないでください。

― ジャッキはタイヤ交換またはタイ
ヤチェーンの脱着以外には使用し
ないでください。

― 平坦で硬いところに駐車して作業
してください。
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●矢印の位置がジャッキアップポイントで
す。

ジャッキアップのしかた

●輪止めは標準で搭載されていませんので
必要に応じて準備してください。なお、
輪止めはタイヤを固定できる大きさの
石、木片などで代用できます。

1. 交通の妨げにならず、安全に作業が
できる地面（平坦な硬い場所）に
停車し、人や荷物を車から降ろしま
す。
停車・駐車のしかた  (P.175)

2. ジャッキをかける位置と対角線の位
置にあるタイヤに輪止めをします。
前輪をジャッキアップするとき：後
輪の後ろ側
後輪をジャッキアップするとき：前
輪の前側

3. ジャッキの上部がジャッキアップポ
イントに接触するまで、ジャッキを
矢印の方向に手で回します。

 注意
― 使用前にパーキングブレーキを掛
け、シフトポジションを にして
ください。

― 輪止めなどで車を固定してくださ
い。

― ジャッキの上下に台やブロックな
どを入れないでください。

― 人や荷物は必ず車から降ろしてく
ださい。

 アドバイス
● ジャッキアップポイント以外のとこ
ろにはジャッキをかけないでくださ
い。車体が変形するおそれがありま
す。

 注意
● 柔らかい地面の上ではジャッキアッ
プしない。
ジャッキが倒れ、事故につながるお
それがあります。

● やむをえず傾斜地で作業するとき
は、ジャッキをかける位置と対角線
の位置にあるタイヤの下り側に輪止
めをし、車が動き出さないようにす
る。
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4. ハンドル兼ホイールナットレンチを
回して、タイヤと地面が少し離れる
まで、ジャッキアップします。
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点検と整備

エンジンルーム
エンジンルーム内を点検するときは安全な場所に停車し、パーキングブレーキをかけた状態で
ボンネットを開けます。

エンジンルーム内の配置図
375

ボンネットの開けかた、閉めかた

 警告
● 点検や整備に使用した工具や布など
をエンジンルーム内に置き忘れな
い。
故障や車両火災につながるおそれが
あります。

 注意
● エンジンルーム内の作業をするとき
は、＜パワースイッチ＞をOFFに
する。
e-POWERシステム作動中に手、衣
服、工具などを入れると思わぬケガ
をするおそれがあります。

 アドバイス
● 点検整備の詳細については、別冊の
メンテナンスノートをお読みくださ
い。

 警告
● 走行前、ボンネットが確実に閉まっ
ていることを、必ず確認する。
ロックされていないと、走行中にボ
ンネットが開き、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

● 風が強いときは、ボンネットをしっ
かり持ってゆっくりと開ける。

● ステーを持つときは、必ず操作部を
持つ。
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1. 運転席の右下にあるオープナーを引
くと、ボンネットが少し浮き上がり
ます。

2. ボンネット先端のすき間に手を入
れ、レバーを横に押しながらボン
ネットを持ち上げます。

3. ステーをフックから外し、ボンネッ
ト裏側の穴（ステー差し込み位置）
に確実に差し込みます。

4. 閉めるときはステーをフックに戻
し、ボンネットを20cm ～ 30cm 
の高さまでゆっくり降ろしてから、
手を離して落としてロックします。
ロックできなかったときは、レバー
を操作してボンネットをもう一度持
ち上げてから再度落としてくださ
い。ボンネットを上から押して閉め
ようとしないでください。

ウォッシャー液の補給
ウォッシャー液が不足しているときは、
ウォッシャー液を補給してください。

補給のしかた

 警告
e-POWERシステム停止直後はス
テーが高温になることがあるため、
やけどをするおそれがあります。

● ボンネットを開けたときは、ボン
ネットに頭などをぶつけないよう注
意する。

● ラジエーターなどの高温部には触れ
ない。
やけどをするおそれがあります。

● ボンネットを閉めるときは、手など
を挟まないように注意して降ろす。

 アドバイス
● ワイパーアームを起こしたままボン
ネットを開けないでください。ボン
ネットやワイパーを損傷します。

● ボンネットを閉めるときに、ボン
ネットに体重をかけて強い力で押す
と、ボンネットがへこむおそれがあ
ります。

 注意
● ウォッシャー液を補給するときは、
液を高温部にかけない。
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●フロントワイパーとリヤワイパーの
ウォッシャータンクは兼用です。

●ウォッシャータンクのふたの穴を押さえ
て引き抜くと、スポイト式にウォッ
シャー液の残量が確認できます。

●ウォッシャー液の残量を確認したとき、
ウォッシャー液がチューブ下端にしか入
らないと、ウォッシャータンクはほぼ空
の状態です。

●日産純正ウインドウォッシャー液をおす
すめします。
ウォッシャータンク容量については、
（ P.393）をお読みください。

●減っているときは、ウォッシャータンク
のふたを外し、ウォッシャー液を補給し
てください。

●ウォッシャー液は、必要に応じ水で薄め
てください。希釈割合はウォッシャー液
の容器に表示してある凍結温度を参考に
します。

寒冷時の取り扱い
寒冷時に備えて、準備や点検などを正しく
行ってください。

冬の前の準備

■ 冷却水の濃度点検

●冷却水の凍結を防ぐため、冷却水の濃度
を点検してください。

●冷却水を補充・交換するときは、日産
純正スーパーロングライフクーラント
（50%希釈品）をお使いください。
交換油脂類  (P.393)

■ 冬用タイヤ、タイヤチェーンの準備

●冬用タイヤに交換するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン
（溝模様）のものに交換してください。

●タイヤチェーンは、タイヤサイズにあっ
た日産純正品をおすすめします。

■ ウォッシャー液の濃度点検

●ウォッシャー液の凍結を防ぐため、
ウォッシャー液の容器に記載してある凍
結温度を参考に外気温に応じた希釈割合
（濃度）にしてください。

運転する前に

 注意
出火するおそれがあります。

 アドバイス
● ウォッシャー液の代わりに石けん水
などを入れないでください。塗装面
がしみになるおそれがあります。

冷却水の濃度 凍結温度
30% 約–15℃
50% 約–35℃

 アドバイス
● 寒冷地仕様車の冷却水は工場出荷時
に50％にしてあります。

● 冷却水の点検・補充・交換は日産
販売会社にご相談ください。

 警告
● ルーフに積もった雪は落とす。
窓ガラスに雪が滑り落ちると視界の
妨げとなり、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

 アドバイス
● ドアなどの開閉部分を無理に開けな
いでください。ゴムがはがれたり損
傷したりするおそれがあります。

● ワイパー、ドアミラー、パワーウ
インドーなどを無理に動かさないで
ください。装置が損傷するおそれが
あります。

● ドアのキー穴部には、お湯をかけな
いでください。凍結するおそれがあ
ります。
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状況に応じて次のことを行ってください。
●ドアやワイパーなどが凍結したときは、
無理に開けたり動かしたりせず、凍った
部分にお湯をかけて氷を溶かしてくださ
い。溶けたらすぐに水分をふき取ってく
ださい。

●ガラスに雪や霜が積もっているときは、
プラスチックの板などを使って、ガラス
を傷付けないように雪を取り除いてくだ
さい。

●足まわり（ブレーキ周辺、フェンダー
の裏側など）が凍りついているときは、
部品を破損しないように注意しながら、
付着した氷塊を取り除いてください。

●車室内に乗り込むときは、靴についた雪
を取り除いてください。

雪道の走行のしかた

■ 滑りやすい路面に注意

●滑りやすい路面での急発進、急加速、
急ブレーキ、急ハンドルなど無理な運転
は危険ですのでしないでください。雪道
や凍結路では速度を落とし、車間距離を
取り、ゆとりある運転をしてください。

●雪道、凍結路では早めに冬用タイヤ、
タイヤチェーンなどを装着して走行して
ください。
タイヤチェーンについて  (P.380)

雪道を走行するときは、e-4ORCE
（4WD）車はドライブモードセレク
ター（ P.190）をSNOWに切り替え
ます。

■ 走行中の雪の付着に注意

●ブレーキに付着した雪が凍結し、ブレー
キの効きが悪くなることがあります。と
きどきブレーキの効き具合を確認してく
ださい。効きが悪いときは、前後の車
との距離を十分とり、低速走行で効きが
回復するまでブレーキペダルを軽く踏ん
でください。

●フェンダーの裏側に付いた雪が積もり、
ハンドルの切れが悪くなることがありま
す。ときどき確認して雪を取り除いてく
ださい。

■ 駐車するときの注意

●シフトポジションを にし、パーキング
ブレーキを掛けずに輪止めをしてくださ
い。パーキングブレーキを掛けると、
ブレーキが凍結して解除できなくなるお
それがあります。

●軒下や樹木の下には駐車しないでくださ
い。落雪で車が損傷するおそれがありま
す。

●雪が降りそうなときや降雪時にはワイ
パーアームを起こしておいてください。
ブレードと窓ガラスが凍結し、破損する
おそれがあります。

タイヤ
タイヤが摩耗・損傷していたり、適正な空
気圧でないと、安全な走行ができず乗り心地
も損なわれます。
日常的に点検を行ってください。

タイヤの点検項目
安全な走行のため、タイヤの点検は次の項
目を点検してください。
詳細は別冊のメンテナンスノートをお読み
ください。
タイヤ空気圧

●すべてのタイヤの空気圧を点検してくだ
さい。

●タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口
部に表示してあります。

●タイヤの空気は自然に少しずつ低下しま
す。月に一度はタイヤエアゲージを使用
して点検してください。

 アドバイス
● ルーフから雪を落とすときは、アン
テナに強い力をかけないようにして
ください。アンテナが破損したり、
車体がへこんだりするおそれがあり
ます。
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●タイヤ空気圧の点検は、走行前のタイヤ
が冷えているときに点検・調整してくだ
さい。

●タイヤ側面の厚みが薄いタイヤは、空気
圧が減っていることを目視で確認するこ
とが困難なため、必ずタイヤエアゲージ
を使用して点検してください。

●走行直後はタイヤ空気圧が約1割上がる
ことがあります。

タイヤの亀裂・損傷の有無
●タイヤの接地面や側面に著しい亀裂や損
傷および針などの異物が刺さっていない
か点検してください。

タイヤの溝の深さ、異常な摩耗

●タイヤの溝の深さが十分であるか、ウェ
アインジケーター（摩耗限界表示）が
表れていないか点検してください。

●タイヤが摩耗して接地面とウェアインジ
ケーター（摩耗限界表示）が同じ高さ
になったらタイヤを交換してください。

タイヤ・ロードホイールを交換する
ときは

●タイヤ交換をするときは、日産販売会社
にご相談ください。

●タイヤを交換するときは、4輪とも同時
期に行い、必ず指定サイズで同一の銘
柄、パターン（溝模様）のタイヤを取
り付けてください。

●タイヤサイズは運転席ドア開口部のタイ
ヤ空気圧表示を参照してください。

●ロードホイールを交換するときは、必ず
指定サイズで同一種類のロードホイール
を取り付けてください。
ロードホイールのサイズは巻末のサービ
スデータに記載してあります。

タイヤローテーションのしかた

左右それぞれで、前後タイヤの交換を行っ
てください。タイヤの偏摩耗を防ぎ、寿
命を延ばすために、約5,000kmごとにタ
イヤのローテーション（位置交換）を行
うことをおすすめします。

 アドバイス
● ロードホイールは、リムサイズやイ
ンセットが同じでも、他の車のもの
は使えない場合があります。お手持
ちのものをご使用になるときは、日
産販売会社にご相談ください。

● アルミホイールには荷重制限がある
ため、交換するときは日産販売会社
にご相談ください。

● タイヤやロードホイールを交換した
ときは、ホイールバランスを確実に
取ってください。

● バルブキャップは日産純正品を使用
してください。日産純正品以外のバ
ルブキャップを使用すると腐食して
固着し、外れなくなる場合がありま
す。

● バルブキャップは工具などを使用し
て締め付けると、破損するおそれが
あります。

● ホイールナットの締め付けトルク
は、108N･m（11kg･m）で
す。

 アドバイス
● タイヤの位置交換と同時に空気圧も
点検してください。

● タイヤの位置交換については、日産
販売会社にご相談ください。
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タイヤに関する注意事項

冬用タイヤ・タイヤチェーン
雪道や凍結した道路を走行するときは、冬用
タイヤやタイヤチェーンを装着してくださ
い。

冬用タイヤについて

●冬用タイヤを装着するときは、4輪とも
指定サイズで同一の銘柄、パターン
（溝模様）のものに交換してください。

タイヤチェーンについて

タイヤチェーンを装着するときは、次のこ
とを守ってください。
●タイヤチェーンを装着するときは、安全
に作業できる平坦な場所に停車し、＜パ
ワースイッチ＞をOFFにして作業してく
ださい。

●タイヤチェーンは必ず前2輪に装着して
ください。e-4ORCE（4WD）車も
前2輪に装着してください。

 警告
● タイヤの空気圧が不足したまま走行
しない。
気温や高度の変化により、タイヤの
空気圧は変化します。タイヤの空気
圧が不足したまま走行すると、バー
スト（破裂）するなど、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

 注意
● 5～7年を目安に必ず点検する。
タイヤはゴム製品のため、徐々に劣
化します。引き続き使用する場合は
安全走行を確保するため、必ず点検
を受けてください。点検については
日産販売会社へご相談ください。

● 指定サイズ以外のタイヤ・ロードホ
イールは絶対に取り付けない。
不適合なタイヤ・ロードホイールを
取り付けると、安全性が損なわれ、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

● タイヤを交換するときは、4輪とも
同時期に行い、必ず指定サイズで同
一の銘柄、パターン（溝模様）の
タイヤを取り付ける。

特にe-4ORCE（4WD）車は、
径が異なるタイヤを装着すると車の
機構に無理がかかり、重大な故障に
つながります。また、VDCシステ
ムが正常に作動しないことがありま
す。次のようなタイヤの装着はしな
いでください。回転差を吸収する機
構に無理がかかり、過熱し火災につ
ながるおそれがあります。
― 摩耗差の大きいタイヤの装着
― 前輪または後輪だけに冬用タイヤ
を装着

― サイズや種類の異なるタイヤを
個々に装着

● 著しく摩耗差のあるタイヤや空気圧
が規定値と著しく異なるタイヤを装
着しない。
車の性能が十分に発揮できなくな
り、安全性を損なったり故障の原因
になります。

 注意
● タイヤチェーンを不適正に装着した
り、タイヤサイズに合わないものを
使用しない。

ブレーキ配管やフェンダーなどを破
損するおそれがあります。

 アドバイス
● タイヤチェーンを装着すると、ホ
イールカバーやアルミホイールに傷
をつけるおそれがあります。

● 雪のない舗装路ではチェーンを装着
したまま走行しないでください。
チェーンの摩耗を早め、寿命が短く
なります。また、e-4ORCE
（4WD）車は車の性能が十分に発
揮できなくなる場合があります。

● タイヤチェーンを装着しているとき
は、突起しているところや穴の上を
走行しないでください。また、急
ハンドルやタイヤがロックするよう
なブレーキ操作をしないでくださ
い。
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●タイヤサイズに適合したチェーンを装着
してください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書に
従って装着してください。

●タイヤチェーンに付属の取扱説明書で指
定された速度で走行してください。

ワイパー
ワイパーゴムが傷んでいると、きれいにふき
取れなかったり、窓ガラスを傷付けたりしま
す。
定期的に点検し、傷んでいるときは次の手順
に従って交換してください。

ワイパーブレードの交換のしかた

●リヤワイパーブレードの点検、交換が必
要なときは、日産販売会社にご相談くだ
さい。

1. ワイパーアームを起こします。

2. 先の細いお手持ちの工具を布などで
覆い、ストッパーを起こします。

3. ワイパーブレードを矢印の方向に動
かして取り外します。

4. 新しいワイパーブレードを取り付け
ます。取り付けは取り外したときと
逆の手順で行い、ワイパーブレード
が確実に固定されていることを確認
します。

ワイパーゴムの交換のしかた
●ワイパーゴムに石けん水を塗ると脱着し
やすくなります。

 アドバイス
● 交換するときは、ワイパーアームお
よびワイパーブレードがガラスに当
たらないよう気を付けてください。
ガラスに当たるとガラスが破損する
おそれがあります。

● ワイパーブレードに大きな力を加え
て変形させないでください。ふき取
りにくくなったり、破損するおそれ
があります。
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1. ワイパーアームからワイパーブレー
ドを取り外します。

2. ワイパーゴムを矢印方向にスライド
し、取り外します。

3. 取り付けるときは、取り外したとき
と逆の手順で行います。
ワイパーゴムのストッパーがない方
からブレードに沿って差し込みま
す。
ワイパーゴムの 部をワイパーブ
レードの「SET」の位置で確実に
押し込み、固定します。

インテリジェントキーの電池交換
キーのスイッチを押しても作動しないとき
は、電池の消耗が考えられます。
次の手順に沿って、電池を交換してくださ
い。

電池交換のしかた

 警告
● 電池および取り外した部品は、お子
さまが飲み込まないように注意す
る。

インテリジェントキーには、ボタン
電池が使用されています。誤って電
池を飲み込むと、わずか2時間で重
度の化学熱傷を引き起こし、死亡ま
たは重大な傷害につながるおそれが
あります。
新しい電池および取り外した電池
は、お子さまの手の届かない場所に
保管してください。

● 電池を飲み込んだり、体内に入れて
しまった場合は、直ちに医師の診察
を受ける。

 注意
● カバーがしっかりと閉まらない場合
は、インテリジェントキーの使用を
中止する。
インテリジェントキーをお子さまの
手の届かない場所に保管し、すみや
かに日産販売会社にご連絡くださ
い。

 アドバイス
● 電池交換の際、キーを破損するおそ
れがあります。日産販売会社での交
換をおすすめします。

● 内部回路、電子端子などに触れない
でください。故障の原因となりま
す。

● 電池交換の際は、必ず同じタイプの
電池と交換してください。
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1. キー裏側のロックを外しながら、内
蔵キー（メカニカルキー）を引き
抜きます。

2. 左右のすき間にマイナスドライバー
を差し込み、ひねってカバーを取り
外します。（カバーが傷つかないよ
うに、マイナスドライバーに布を巻
いてください）

3. 消耗した電池を取り外し、新しい電
池をはめ込みます。（新しい電池

は、+ 極を下にして取り付けてくだ
さい）
使用電池：CR2032

4. カバーの先端を合わせて上下のカ
バーを組み付けます。確実に取り付
けられたことを確認してください。

12Vバッテリー
12Vバッテリーのメンテナンスについては、
メンテナンスノートをお読みください。
詳しくは日産販売会社にご相談ください。

12Vバッテリーに関する注意事項

 アドバイス
● 電池交換後は、キーシステムの各機
能が正常に作動するか必ず確認して
ください。正常に作動しないときは
故障が考えられますので、日産販売
会社にご相談ください。

 警告
● 12Vバッテリーを充電するときは換
気を十分に行い、火気は近づけな
い。
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エンジンオイル
エンジンオイルの交換時期は別冊のメンテナ
ンスノートをお読みください。
また、指定のエンジンオイルについては、
巻末のサービスデータ（ P.393）をお読
みください。

エンジンオイルに関する注意事項

 警告
12Vバッテリーから発生する可燃性
ガスに引火して爆発するおそれがあ
ります。

● バッテリー液が付着したときは、す
ぐに多量の水で洗浄し、飲み込んだ
ときは多量の水を飲んで応急処置を
したあと、医師の診断を受ける。
バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚に付着すると、失明や炎症など重
大な傷害につながるおそれがありま
す。

 注意
● 12Vバッテリーの 側ターミナルが
周辺の金属と接触しないようにす
る。
接触するとショートして火災の原因
となるおそれがあります。また、
12Vバッテリーの端子の締め付けが
緩いと、配線などが過熱、焼損
し、火災につながるおそれがありま
す。

● 12Vバッテリーを交換するときは、
必ず同じサイズ（型式）に交換
し、動かないようにしっかりと固定
する。
しっかり固定できていないと、
ショートなどの原因となり火災につ
ながるおそれがあります。詳しく
は、日産販売会社にご相談くださ
い。

● バッテリーを交換するときは、バッ
テリー内部のガスを車外に放出する
ための排気用チューブを正しく脱着
する。

 注意
● オイルの点検後は、オイルレベル
ゲージを確実に差し込む。
オイルレベルゲージが根元まで差し
込まれていないと、オイルが噴き出
し火災の原因になるおそれがありま
す。

● エンジンオイルフィラーキャップは
確実に閉める。
走行時にキャップが外れてエンジン
オイルが噴き出すと、火災の原因に
なるおそれがあります。

 アドバイス
● 適切にオイル交換が行われないと、
エンジンの破損や火災など、思わぬ
事故につながるおそれがあります。
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清掃・お手入れ

外装のお手入れ
塗装面の変色や錆などを防止するために、適
切なお手入れが大切です。

洗車のしかた
●塗装面に付着した汚れをそのままにする
と、変色や錆の原因となります。次の
ような場合は、すぐに洗車してくださ
い。
― ばい煙、虫の死がいや鳥の糞、樹
液、鉄粉、コールタールなどが付着
したとき

― 海岸地区、凍結防止剤を散布した道
路を走行したあと

― ほこり、汚れがひどいとき

■ 水洗いするときは

●水をかけながら下回りの汚れを洗い流し
ます。

●水をかけながら塗装面の高い位置から低
い位置の順にセーム皮や柔らかいスポン
ジなどで汚れを落とします。汚れがひど
いときは、ボディーシャンプーなどを使
い、その後十分に水で洗い流します。

●はん点が残らないように水をふき取りま
す。

洗車時の注意

洗車機を使うときは

 注意
● 下回りを洗うときは、ケガをしない
ように注意する。

● エンジンルームを水で洗ったり、洗
剤やワックスなどを直接スプレーし
たりしない。
e-POWERシステムの始動不良や不
調などの原因になるおそれがありま
す。また、電装品などに水がかか
ると、故障したり電気部品のショー
トにより車両火災につながるおそれ
があり危険です。
水や洗剤、ワックスなどの製品を使
用する場合は、布に塗布してからエ
ンジンルームをふいてください。

● 洗車、ワックス掛け、整備を行う
とき、ボディーカバーを付け外しす
るとき、ハンズフリーセンサー周り
に水を掛けるときなどは、アドバン
スドドライブアシストディスプレイ
の設定で［パワーバックドア］を
OFFにする。
ハンズフリーセンサーが反応して
バックドアが突然開閉し、思わぬケ
ガをするおそれがあります。
リモコンオートバックドア★  

(P.116)

 アドバイス
● ケミカル用品などは用途により使い
分けが必要です。用途にあった物を
お使いください。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶液を使用しな
いでください。変色やしみの原因と
なります。

● 硬いブラシや、たわしなどは使用し
ないでください。塗装面を傷付ける
おそれがあります。

● 寒冷時に洗車をするときは、ブレー
キに直接水がかからないように注意
してください。ブレーキ装置に水が
入ると凍結し、走行できなくなるお
それがあります。

● 洗車をするときに、車体に体重を掛
けるなどして、強い力で押したとき
に、場所によっては車体がへこむお
それがあります。

 アドバイス
● 自動洗車機で洗車すると、ブラシの
傷がつき、塗装の光沢が失われたり
劣化を早めたりすることがありま
す。

● ドアガラスのまわりに高圧ノズルを
近づけないでください。車室内に水
が漏れるおそれがあります。

● 自動洗車機で洗車すると、リヤワイ
パーを破損するおそれがあります。

● 洗車機の種類によってはスポイラー
が引っ掛かり、洗車できないことが
あります。

● アンダーカバーを外した状態で高圧
洗浄機を使用しないでください。電
気部品の故障などの原因になるおそ
れがあります。
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●ドアミラーを格納してください。
ドアミラーの格納のしかた  (P.143)

●燃料補給口を完全に閉めてください。
燃料補給口の開閉  (P.149)

●高圧洗浄機を使用するときは、高圧ノズ
ルと車体の距離を十分離して洗車してく
ださい。高圧ノズルを近づけすぎると、
モールなど樹脂部分やシール材などが変
形、損傷したり、塗装の劣化を早めた
りすることがあります。

ワックスをかけるときは

●ワックスがけは1か月に1回程度、また
は水はじきが悪くなったときに行ってく

ださい。かけかたは普通塗装車、メタ
リックおよびパール塗装車とも同じで
す。

ワックスのかけかた
塗装面の汚れを洗車などで取り除きま

す。
塗装面が冷えているとき（体温以下が目
安）にワックスをかけます。かけかたは
ワックス容器に記載してある説明に従って
ください。
ワックスの選びかた
●コンパウンド（研磨剤）の入っていな
い、塗装に適したワックスをご使用くだ
さい。
日産純正カーワックスをおすすめしま
す。詳しくは、日産販売会社にご相談
ください。

アルミホイールのお手入れ

●中性洗剤を含ませたスポンジなどを使
い、汚れを落としてください。日産純
正クリーナーをおすすめします。詳しく
は、日産販売会社にご相談ください。

軽い補修のしかた
●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺以外は、塗装面の小さ
い傷はタッチアップペイントを使い、早
めに傷部を補修してください。
サビの発生を防ぎ、塗装面を長持ちさせ
ます。

●フロントバンパー、リヤバンパーのレー
ダーセンサー周辺はタッチアップペイン
ト含め塗装修理はできません。塗装する
場合は日産販売会社にご相談ください。
レーダーセンサーの取り扱い  

(P.388)

レーダーセンサー/カメラ類の取り
扱い注意

 アドバイス
● 高圧洗浄機を使用するときは、アン
テナのまわりに高圧ノズルを近づけ
ないでください。シール部が変形、
破損するおそれがあります。

 アドバイス
● 塗装されていないバンパー、スポイ
ラーなどの樹脂部品には、ワックス
を使用しないでください。ムラにな
ることがあります。

● コンパウンド（研磨剤）の入った
ワックスを使うと、塗装面の光沢や
水をはじく特性が失われることがあ
ります。

● カメラのレンズ部にワックスを付け
ないでください。ワックスが付いた
場合は、中性洗剤を薄めて柔らかい
布に含ませ、ふき取ってください。

 アドバイス
● 変色やしみの原因になったり、傷を
付けたりするおそれがあるため、次
のことをお守りください。
― 強酸性、強アルカリ性の洗剤は使
用しない

― 洗剤はホイールの表面が冷えてい
るときに使用する（体温以下が目
安）

― 洗剤を使用したあとは、早めに十
分洗い流す

― 硬いブラシやコンパウンド（研磨
剤）の入った洗剤などは使用しな
い

 警告
● センサー、カメラ部に強い衝撃を与
えない。
精密機器のため高圧洗車など、強い
衝撃を与えないでください。故障、
火災、または感電のおそれがありま
す。
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バンパーの修理
バンパーにはレーダーセンサーが内蔵され
ているため、修理には細心の注意が必要で
す。

■ レーダーセンサーの仕組み

レーダーセンサーからレーダー信号を発生
させ、その信号の反響により障害物を検出
します。

 注意
● フロントバンパー、リヤバンパーの
レーダーセンサー周辺に誤った塗装
修理を行うと、本来の機能を発揮で
きなくなる可能性があります。
適切な修理を行うため、日産販売会
社にご相談ください。

 アドバイス
● カメラレンズ部に泥、雨滴、雪な
どが付着すると、モニター画像の映
りが悪くなりますので、濡れた柔ら
かい布で汚れをふき取ったあと、乾
いた柔らかい布でふき取ってくださ
い。

● カメラ部には傷を付けないでくださ
い。映像へ影響が出ることがありま
す。

● カメラレンズをアルコール、ベンジ
ン、シンナーなどでふかないでくだ
さい。変色などの原因になります。



清掃・お手入れ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

388

■ バンパーの修理

不適切なバンパー修理（異なる素材のパテ使用や追加塗装など）を行うと、レーダー
信号が弱まったり、 正しく発信できなかったりするため、障害物を正しく検出する事が
できなくなります。
レーダーセンサーの取り扱い
システムを正しく作動させるために次のこ
とをお守りください。

●レーダーセンサーの性能が発揮できない
可能性があるため、以下は行わないでく
ださい。
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― レーダーセンサー周辺へのステッカー
貼り付け、後付け部品の取り付け

― お客さまの手による塗装、修理
― フロントバンパー、リヤバンパーを
改造、脱着

― レーダーセンサー周辺の鳥糞、虫、
泥などの付着の放置

― 衝突などによるレーダーセンサー周辺
の破損、傷つきの放置

●フロントバンパー、リヤバンパーを塗
装、修理する場合は必ず日産販売会社に
ご相談ください。

マルチセンシングフロントカメラの
取り扱い

システムを正しく作動させるため、次のこ
とをお守りください。

●カメラ前方のフロントガラスはいつもき
れいにしておいてください。
中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませて
ふき取ります。さらに乾いた柔らかい布
でふき取ります。

●カメラ前方のフロントガラスにステッ
カー（透明なものを含む）を貼らない
でください。

●インストルメントパネル上に鏡や白い紙
などの光を反射しやすいものを置かない
でください。太陽光が反射し、カメラ
の検知性能に影響が出るおそれがありま
す。

●カメラを取り外さないでください。故
障、誤作動の原因になります。事故な
どでカメラ周辺部が変形した場合は、日
産販売会社にご相談ください。

●フロントガラスが汚れていたり、マルチ
センシングフロントカメラの前が障害物
でふさがれていたり、カメラが前方を撮
像できないとき、アドバンスドドライブ
アシストディスプレイに［ヘッドランプ
警告］の警告メッセージ（ P.343）
が表示されることがあります。カメラの
前の障害物を取り除き、汚れを清掃して
ください。

フロントビュー／サイドビューカメ
ラの取り扱い

システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。

●カメラ周辺部はいつもきれいにしておい
てください。
アルコール、ベンジン、シンナーなど
を使用してカメラを清掃しないでくださ
い。変色する原因となります。中性洗
剤を薄めて柔らかい布に含ませてふき
取ったあと、乾いた柔らかい布でふいて
ください。

●衝突などでカメラ周辺を破損したとき
は、日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

リヤビューカメラの取り扱い
システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。
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●カメラ周辺部はいつもきれいにしておい
てください。
アルコール、ベンジン、シンナーなど
を使用してカメラを清掃しないでくださ
い。変色する原因となります。中性洗
剤を薄めて柔らかい布に含ませてふき
取ったあと、乾いた柔らかい布でふいて
ください。

●光が反射するため、ナンバープレートに
アクセサリーを取り付けないでくださ
い。

●衝突などでカメラ周辺を破損したとき
は、日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

ソナーの取り扱い
システムを正しく作動させるために、次の
ことをお守りください。

●ソナーはいつもきれいにしておいてくだ
さい。
汚れているときは、柔らかい布で傷付け
ないように注意してふき取ってくださ
い。

●ソナーまたはその周辺に強い衝撃を与え
ないでください。またソナーの取り外
し、分解などをしないでください。故
障、誤作動の原因になります。事故な
どでソナーの取り付け部が変形した場合
は、日産販売会社にご相談ください。

●ソナーまたはその周辺にステッカー（透
明なものを含む）を貼ったり、アクセ

サリーなどを取り付けないでください。
故障、誤作動の原因になります。

内装のお手入れ

内装のお手入れについて

 アドバイス
● 車室内に水をかけないでください。
オーディオやスイッチ類、フロア下
の配線や電気部品などに水がかかる
と故障するおそれがあります。

● ベンジン、シンナーなどの有機溶剤
や酸、アルカリ性の溶剤を使用しな
いでください。変色やしみ、ひび
割れ、塗装はがれなどの原因となる
おそれがあります。また、各種ク
リーナー類には、これらの成分が含
まれているおそれがあるため、確認
してからご使用ください。

● オーディオやスイッチ類などの電装
品、ブレーキペダル周りにシリコー
ン（シリコン）を含むケミカル用
品（スプレー、グリース、オイル
など）を使用しないでください。
電装品の故障につながるおそれがあ
ります。
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カーペットの汚れ取り
●電気掃除機でほこりを取り除き、日産純
正ルームクリーナーなどで汚れを落とし
てください。フロアカーペットを取り外
したときは、敷き直すときにフロアカー

ペットがずれないように固定クリップで
正しく確実に固定してください。
フロアカーペット  (P.308)

布、ビニールレザーの汚れ取り
●中性洗剤を薄めて柔らかい布に含ませ、
軽くふき取ります。さらに水に浸した布
を固くしぼってふき取ります。汚れがひ
どいときは、日産純正ルームクリーナー
などで汚れを落としてください。

本革シート★のお手入れ

●本革シートのお手入れ用品（クリーナー
など）のご購入については、日産販売
会社にご相談ください。

通常のお手入れ
●ガーゼなど柔らかい布でふきます。
水溶性の汚れを取るとき
●柔らかい布をぬるま湯に浸し、固くし
ぼってからふき取ります。次に乾いた柔
らかい布でふきます。

油性の汚れを取るとき
ぬるま湯に中性洗剤を溶かし（濃度
2 ～ 3％）、柔らかい布に含ませ汚
れを取ります。

真水に浸した布を固くしぼってふき
取ります。
乾いた柔らかい布でふき、風通しの
よい日陰で乾燥させます。

IRカット＆スーパーUVカット断熱
グリーンガラスのお手入れ

前席ドアガラスが強化ガラスの場合、内側
にはIRカット＆UVカットコーティングが
施されています。
●前席ドアガラスの内側を清掃するとき
は、水または温水を含ませた柔らかいき
れいな布で早めに汚れをふき取ってくだ
さい。

 アドバイス
● 消臭剤・芳香剤、化粧品・日焼け
止めなどは、容器からこぼしたりし
ないでください。また、吊り下げ
タイプの消臭剤・芳香剤などは、
内装部品に接触しないようにしてく
ださい。含まれる成分によっては、
内装部品に付着すると変色やしみ、
ひび割れ、塗装はがれなどの原因と
なるおそれがあるため、付着した場
合は、すみやかに柔らかい布でふき
取ってください。

● 塩素系（二酸化塩素や次亜塩素酸）
の洗浄液を使用しないでください。
塗装はがれやサビなどの原因となる
おそれがあります。やむをえず洗浄
（除菌）する場合は、エタノール
75%以下をご使用ください。エタ
ノールを乾いた布に含ませ、内装部
品をふいてください。エタノールが
なくなるまでふき取ってください。
ふき残しがあると塗装はがれや色落
ちなどの原因となるおそれがありま
す。エタノールは、引火性ですの
で、火気に注意してください。

● 内装部品を固いもので擦ったり引っ
かいたりしないでください。傷がつ
き、破損するおそれがあります。

 アドバイス
● 本革シートは、直射日光により変
色、変質することがあるため、日
よけに心がけてください。

● 本革シートが水などで濡れたときは
早めにふき取ってください。皮革が
硬化、収縮する原因となります。

 アドバイス
● IRカット＆UVカットコーティング
の傷つきや劣化を防ぐため、次のこ
とをお守りください。
― 前席ドアガラスの汚れがひどいと
きは、なるべく窓ガラスの開閉を
行わない。

― 清掃するときはコンパウンド（研
磨剤）入りのガラスクリーナー、
アルカリ性洗剤は使用しない。

― 砂などが付着している布で清掃を
しない。
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メーター表面やその他光沢のあるプ
ラスチック部品の汚れ取り

●塵、ほこりを取り除き、柔らかい布を
真水に浸して、固くしぼってから軽くふ
き取ります。
硬いブラシや布、ティッシュでこする
と、傷がつくことがあります。

ガラスの汚れ取り
●バックドアガラスの内側を清掃するとき
は、熱線を切らないように水を含ませた
柔らかい布で熱線にそって軽くふいてく
ださい。

●ガラスクリーナー、洗剤などは使用しな
いでください。

●ガラスの内側を清掃するときは、アンテ
ナ線を切らないように、水を含ませた柔
らかい布で軽くふいてください。

インテリジェント ルームミラーのお
手入れ

●ミラーやカメラ部は常にきれいな状態に
しておいてください。汚れなどが付いて
いると見えにくくなるおそれがありま
す。

●ミラーやカメラ部を清掃するときは、乾
いた柔らかい布などでそっとふいてくだ
さい。

●清掃するときはアルコール、ベンジン、
シンナーなどの薬品でミラーやカメラ部
をふかないでください。変色、劣化、
故障の原因となります。汚れがひどいと
きは、まず濡れた柔らかい布でふいてか
ら乾いた柔らかい布でふいてください。

●カメラ前面のバックドアガラスはいつも
きれいにしておいてください。中性洗剤
を薄めて柔らかい布に含ませてふき取り
ます。さらに乾いた布でふき取ります。
油膜が付いているときは、油膜取りを使
用して清掃してください。

●カメラ前面のバックドアガラスにステッ
カー（透明なものを含む）を貼らない
でください。

 アドバイス
● 乾いた布やウェットティッシュなど
を使用しないでください。傷がつい
たり、変色したりする原因になりま
す。

● ワックスやコーティング剤、油など
が付着した布ではふかないでくださ
い。変色の原因になります。
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サービスデータ

点検値

※ブレーキが正常に作動しないときは、必ず日産販売会社で点検を受けてください。また、ブレーキペダルの高さの調節が必要なと
きも、日産販売会社にご相談ください。

交換油脂類
お車の性能を適正に保つため、弊社指定銘柄のご使用をおすすめします。
指定銘柄以外をお使いになる場合、指定銘柄に相当する品質のものをお使いください。
記載の規定量は目安です。実際の量とは異なることがあります。
交換時期についてはメンテナンスノートをお読みください。

エンジンオイル

■ 指定銘柄以外のエンジンオイルについて

指定銘柄以外をお使いになる場合は、次に適合したエンジンオイルをお使いください。
グレード：API規格SPをお使いください。ILSACマークのついたものをおすすめします。

項目 点検値
補器ベルト 調整不要
ブレーキペダル※ 床板とのすき間

エンジン回転中、約490N（50kg）で踏んだとき 85mm以上

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄

KR15DDT
オイルのみ交換 5.0

日産純正SPストロングセーブ・X ・X 0W-20）
（API: SP、SAE: 0W-20）オイルとオイルフィルター

交換 5.1
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粘度：SAE規格0W-20をご使用ください。

エンジン冷却水

※1：リザーバータンクのMAXレベル容量（0.83ℓ）を含みます。
※2：走行用モーターやインバーターなどが破損するおそれがあるため、市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加し
ないでください。冷却水には、日産純正スーパーロングライフクーラントを必ずご使用ください。

インバーター・インタークーラー冷却水

※1：リザーバータンクのMAXレベル容量（0.55ℓ）を含みます。
※2：走行用モーターやインバーターなどが破損するおそれがあるため、市販されている水漏れ防止剤などの添加剤は冷却水に添加し
ないでください。冷却水には、日産純正スーパーロングライフクーラントを必ずご使用ください。

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
全車 8.4※1 日産純正スーパーロングライフクーラント※2

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
2WD車 5.4※1

日産純正スーパーロングライフクーラント※2
e-4ORCE（4WD）車 7.7※1
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ギヤボックスオイル

※：必ず日産純正マチックフルードSを使用してください。日産純正マチックフルードS以外のフルードを使用するとギヤボックスが
損傷するおそれがあります。

リヤファイナルドライブオイル

※：必ず日産純正マチックフルードSを使用してください。日産純正マチックフルードS以外のフルードを使用するとリヤファイナル
ドライブが損傷するおそれがあります。

ブレーキフルード

ウォッシャー液

※：外気温に応じて濃度を調節してください。

車両仕様

電球（バルブ）の容量

適用 規定量（ℓ） 指定銘柄
全車 1.54 日産純正マチックフルードS※

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄
e-4ORCE（4WD）車 0.85 日産純正マチックフルードS※

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄
全車 - 日産純正ブレーキフルードNo.2500（DOT3）

適用 規定量（ ℓ ） 指定銘柄
全車 5.0 日産純正ウインドウォッシャー液※

電球 容量（V-W） 電球のタイプ
番号灯 12-5 W5W※
後退灯 12-16 W16W※
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※：電球が点灯しないときは日産販売会社で点検を受けてください。
次の電球が点灯しないときは日産販売会社で点検を受けてください。
●ハイビーム／ロービーム（LED）
●車幅灯（LED）
●フロントフォグランプ（LED）★
●リヤフォグランプ（LED）★
●ハイマウントストップランプ（LED）
●方向指示器兼非常点滅表示灯（前面）（LED）
●方向指示器兼非常点滅表示灯（側面）（LED）
●尾灯（LED）
●制動灯（LED）
●方向指示器兼非常点滅表示灯（後面）
●番号灯
●後退灯

方向指示器 兼 非常点滅表示灯 前面（バルブ仕様車） 12-21（アン
バー）

WY21W

後面 12-21（アン
バー）

WY21W※

電球 容量（V-W） 電球のタイプ
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タイヤ・ロードホイールサイズ

タイヤの指定空気圧は運転席ドアの開口部に表示してあるため、確認してください。

タイヤサイズ
ロードホイールサイズ

リムサイズ P.C.D. インセット
235/60R18 103H 18 × 7.5J 114.3mm

（5穴） 40mm
235/55R19 101V 19 × 7.5J
397

イベントデータレコーダ（EDR）

車両データの記録・蓄積について
●イベントデータレコーダは一般的なデー
タレコーダとは異なり、会話などの音声
は記録しません。

●氏名、性別、年齢などの個人情報は記
録しません。
この車両に装備されている次のシステムの
各コンピューターはイベントデータレコー
ダ機能を備えています。
次のシステムの各コンピューターは正常に
作動しているかどうかを常に診断し、イベ
ントデータレコーダで車両が衝突したとき
などの車両データを記録・蓄積していま
す。

■ SRSエアバッグシステム

SRSエアバッグシステムが作動したとき、
もしくは一定以上の衝突が発生した場合に
次の車両データを記録・蓄積します。
●エアバッグシステムの作動に関する情報
●エアバッグシステムの故障診断情報
●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハ
ンドルなどの操作状況

●車速 、エンジン回転数などの車両情報

■ プロパイロット（ナビリンク機能付）
システム★

プロパイロット（ナビリンク機能付）は
下記車両データを記録・蓄積します。
●アクセルペダル、ブレーキペダル、ハ
ンドルなどの操作状況



サービスデータ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

398

●先行車やレーンマーカーなどの検知状況
●車速などの車両情報
●プロパイロット（ナビリンク機能付）
の作動に関する情報

●プロパイロット（ナビリンク機能付）
の故障診断情報

●マルチセンシングフロントカメラの画像
情報（SRSエアバッグ、インテリジェ
ント エマージェンシーブレーキ作動時）

データの扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、イベントデータレコーダに記録さ
れたデータを日産自動車の車両衝突安全性
能の向上を目的として、取得・利用する
ことがあります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することは
ありません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合

車両状態記録機能

車両状態の記録・蓄積について
車両状態記録機能は、次の車両データを記
録・蓄積します。
●車輪速などの車両走行情報

車両状態記録機能
●車両状態記録機能は一般的なデータレ
コーダとは異なり、会話などの音声や映
像は記録しません。

車両状態記録機能は品質維持を目的とし
て、車両の運行状態を記録・蓄積しま
す。
車両状態記録機能から得られたデータを元
に的確なサービスを提供することができま
す。

データの取り扱いについて
日産自動車および日産自動車が委託した第
三者は、車両状態記録機能に記録された
データを日産自動車の車両衝突安全性能の
向上を目的として、取得・利用すること
があります。
なお、日産自動車および日産自動車が委託
した第三者は、取得したデータを次の場合
を除き、第三者へ開示・提供することは
ありません。
●車両の使用者の同意がある場合
●裁判所命令など、法的強制力のある要請
に基づく場合

●統計的な処理を行うなど、使用者や車両
が特定できないように加工したデータを
研究機関などに提供する場合
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100V AC電源(1500W)
100V AC電源(1500W)メインスイッチ ...P.302
100V AC電源(1500W) ......................................P.301

12V系充電警告灯 ..................................P.55, P.56, P.57
12Vバッテリー ..............................................................P.383

3点式シートベルト ........................................................P.26

A/C（エアコン）
エアコンスイッチ ...............................................P.151
エアコンを使うときに注意すること .......P.160
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席、後席）） ......................P.155
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席）） .....................................P.151
吹き出し口 ..............................................................P.159

ABS
ABS..............................................................................P.198
ABS警告灯........................................P.55, P.56, P.57

AUTOモード ..................................................................P.190

BSW（後側方車両検知警報） .............................P.239

e-4ORCE（4WD）
e-4ORCE（4WD）の扱いかた ....................P.197

e-Pedal Step.................................................................P.189
e-POWERシステム

e-POWERシステム車が事故にあった
ときの注意事項 ........................................................P.17
e-POWERシステムの取り扱いに関する
注意事項 .......................................................................P.17
燃費を良くするためのポイント .....................P.19

e-POWERシステム警告灯...............P.55, P.56, P.57
e-POWERシステムを始動できないときは...P.324
e-POWERと上手に付き合うために.....................P.19
ECOモード ......................................................................P.190
EDR（イベントデータレコーダ）.....................P.397
ELR（緊急固定）付シートベルト ........................P.26
EPS（電動パワーステアリング）
警告灯 .........................................................P.55, P.56, P.57
ETC...............................................................................................

GPF（ガソリンパティキュレート
フィルター） .................................................................P.173

i-Sizeチャイルドシート対応ISO FIXロア
アンカレッジ ....................................................................P.41

LDW（車線逸脱警報） ............................................P.247

OFF-ROADモード ......................................................P.190

RCTA（後退時車両検知警報）...........................P.254

SNOWモード .................................................................P.190
SOSコール ......................................................................P.295
SPORTモード ...............................................................P.190
SRSエアバッグ.................................................................P.29
SRSエアバッグ警告灯.......................P.55, P.56, P.57
STANDARDモード .....................................................P.190

USB電源ソケット ............................................... P.300, 

VDC
VDC............................................................................. P.199
VDC OFF表示灯 ............................P.58, P.59, P.60
VDC警告灯 .......................................P.55, P.56, P.57
399
「メンテナンスノート」をお読みください。
「自動車検査証」をご参照ください。
「ナビゲーションシステム取扱説明書」をお読みください。



索引

索
引

400

W数（電球の容量） ...................................................P.395

アームレスト
セカンドシート（2列車） ..............................P.132
セカンドシート（3列車） ..............................P.136

アウターミラー（ドアミラー）..........................P.142
アシストグリップ........................................................P.310
アダプティブLEDヘッドライトシステム
アダプティブLEDヘッドライト
システム ....................................................................P.180
アダプティブLEDヘッドライト
表示灯 ...............................................................P.58, P.59

アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ
各種設定画面 .............................................................P.81

アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ.....................................................................P.65
アドバンスドドライブアシストディスプレイ
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ .............................................................P.64
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ（ショートカット
メニュー） ..................................................................P.76
警告メッセージ .....................................................P.338
車両情報画面 .............................................................P.65
ステアリングスイッチ ............................P.64, P.76
その他の表示機能 ...................................................P.97

アドバンスドヒルディセントコントロール
（速度設定機能付）
アドバンスドヒルディセント
コントロール表示灯 ................... P.58, P.59, P.60

アラーム（インテリジェントキー）................P.360
アルミホイールのお手入れ ....................................P.386
アンサーバック機能...................................................P.109

移動物 検知機能 ...............................................................P.81
イベントデータレコーダ（EDR） ....................P.397
イモビライザー（盗難防止装置） ........................P.43
イルミネーションコントロール .........................P.105
インジケーター（表示灯） ............P.58, P.59, P.60
インテリジェント BSI（後側方衝突防止
支援システム） ............................................................P.239
インテリジェント DA（ふらつき警報） .......P.257
インテリジェント FCW（前方衝突予測
警報） ................................................................................P.251
インテリジェント LI（車線逸脱防止支援
システム） ......................................................................P.247
インテリジェント アラウンドビュー
モニター
インテリジェント アラウンドビュー
モニター....................................................................P.263

インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ
インテリジェント エマージェンシー
ブレーキ....................................................................P.227
インテリジェント エマー
ジェンシーブレーキ警告灯.....P.55, P.56, P.57

インテリジェント オートライトシステム
（フロントワイパー連動、薄暮れ感知
「おもいやりライト」機能付） .........................P.177
インテリジェント トレースコントロール
（コーナリング安定性向上システム） ..........P.201
インテリジェント ルームミラー ........................P.139
インテリジェントキー
インテリジェントキーが正常に
作動しないとき.....................................................P.323
機能・使いかた.....................................................P.108
電池交換のしかた................................................P.382
ドアの施錠・解錠の作動範囲.......................P.108

ウィンカー（方向指示器）....................................P.183
ウインドーガラス（パワーウインドー）......P.144
ウォーニング（警告灯）..................P.55, P.56, P.57
ウォッシャー
ウォッシャー液の補給 ......................................P.376
ウォッシャースイッチ ......................................P.187

ウォッシャー液（規定量）....................................P.395
ウォッシャーの噴霧状態点検.......................................
動けなくなったときは..............................................P.314
運転するときに注意すること..................................P.23
運転する前に.....................................................................P.22
運転席スイッチ（バックドア）..........................P.117
運転前の準備.....................................................................P.22

エアコン
エアコンスイッチ ................................................P.151
エアコンを使うときに注意すること ........P.160
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席、後席）） .......................P.155
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席）） ......................................P.151
吹き出し口 ...............................................................P.159

エアバッグ
SRSエアバッグ.........................................................P.29
SRSエアバッグ（前席）.....................................P.31
SRSエアバッグ警告灯................P.55, P.56, P.57
SRSカーテンエアバッグ.....................................P.34
SRSサイドエアバッグ（前席）......................P.33

エコドライブレポート.................................................P.98
エマージェンシーストップシグナル................P.198
エンジン
エンジンオイル .....................................................P.384
エンジンルームから蒸気が出ている
とき ..............................................................................P.361
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エンジンルーム ............................................................P.375

応急修理する前に .......................................................P.319
オーディオ
オーディオ ......................................................P.162, 
ステアリングスイッチ .....................................P.162

オートACC機能............................................................P.168
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席、後席）） ..............................P.155
オートエアコン（独立温度調整機能
（運転席、助手席）） .............................................P.151
オートクロージャー ..................................................P.119
オートバックドア .......................................................P.116
オートブレーキホールド
オートブレーキホールド ................................P.171
オートブレーキホールド
表示灯 .................................................P.58, P.59, P.60

オートロック機能 .......................................P.109, P.112
オーバーヒート ............................................................P.361
オーバーヒート警告が表示されたとき ..........P.361
オーバーヘッドコンソール ...................................P.294
お子さまの安全のために ............................................P.35
お子さまを乗せるときに注意すること ..............P.35
オドメーター（積算距離計） ..................................P.50
音声操作表示 .....................................................................P.99

回生ブレーキ .....................................................................P.14
外装のお手入れ ............................................................P.385
外装ランプが点灯しないときは .........................P.365
カギ（インテリジェントキー） .........................P.108
各種設定画面 .....................................................................P.81

カップホルダー
サードシート用カップホルダー ..................P.293
セカンドシート用カップホルダー .............P.293
フロントシート用カップホルダー .............P.293

カメラ
フロントビュー／サイドビューカメラ ...P.389
マルチセンシングフロントカメラ .............P.389
リヤビューカメラ ................................................P.389

ガラスアンテナ ............................................................P.162
ガラスのお手入れ（バックドアガラス） .....P.392
ガラスルーフ .................................................................P.145
ガレージモード ............................................................P.119
ガレージモード
解除 ..............................................................................P.120
設定 ..............................................................................P.119

寒冷時の取り扱い .......................................................P.377

キー
インテリジェントキー ......................................P.108
インテリジェントキーに関する注意
事項 ..............................................................................P.109
インテリジェントキーの電池交換 .............P.382
メカニカルキー .....................................................P.108

キースイッチ（パワースイッチ） ....................P.166
キー連動室内照明システム ...................................P.109

空気圧（タイヤ） ......................................P.378, P.397
くもり取り
デフロスタースイッチ ......................................P.361
リヤウインドーデフォッガースイッチ ...P.361

クラクション（ホーン） ........................................P.138

クリアランスランプ（車幅灯）
スイッチ ...................................................................P.177
点灯しないとき ....................................................P.365

クルーズコントロール
クルーズコントロール ..................................... P.195

車のお手入れ .................................................................P.385
グローブボックス .......................................................P.292

警告灯 .........................................................P.55, P.56, P.57
警告灯がついたときは .............................................P.329
警告メッセージ ............................................................P.338
警告メッセージが表示されたときは ...............P.338
警報ブザー音別一覧表
（インテリジェントキー） ................................... P.360
けん引について ............................................................P.315

交換油脂類 ......................................................................P.393
工具 .....................................................................................P.371
航続可能距離表示 ...........................................................P.49
後退灯
点灯しないとき ....................................................P.365

高電圧部品について ......................................................P.16
後部霧灯（リヤフォグランプ）
スイッチ ...................................................................P.183
点灯しないとき ....................................................P.365
リヤフォグランプ表示灯 .........P.58, P.59, P.60

コートハンガー ............................................................P.310
故障警告灯（MIL）.............................P.55, P.56, P.57
故障したときは ............................................................P.314
コンセント ......................................................................P.301
コンソールボックス ..................................................P.292
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サードシート..................................................................P.136
サービスデータ.............................................................P.393
最高速度標識検知...........................................................P.53
サイドミラー（ドアミラー）...............................P.142
サイドレーダー.............................................................P.388
サンシェード..................................................................P.146
サンバイザー..................................................................P.309
サンルーフ（パノラミックガラス
ルーフ） ............................................................................P.145

シート
サードシート ..........................................................P.136
セカンドシート ....................................P.130, P.133
チャイルドシート ...................................................P.36
パーソナルドライビングポジション
メモリーシステム ................................................P.126
ヒーターシート .....................................................P.299
フロントシート（パワーシート） .............P.125
フロントシート（マニュアルシート） ...P.128

シートベルト
シートベルト警告灯 ................... P.55, P.56, P.57
シートベルトの着用のしかた ..........................P.26
シートベルトの注意事項 ....................................P.27

事故が起きたときは......................................................P.17
室内灯 .................................................................................P.290
始動しない.......................................................................P.324
始動のしかた..................................................................P.166
シフトレバー（セレクトレバー）.....................P.169
シャシー制御..................................................................P.201
ジャッキ
ジャッキ ....................................................................P.371
ジャッキアップのしかた .................................P.373

車幅灯
スイッチ ....................................................................P.177

点灯しないとき.....................................................P.365
車両型式 ....................................................................................
車両重量 ....................................................................................
車両仕様 ...........................................................................P.395
車両状態記録機能 .......................................................P.398
車両情報画面 .....................................................................P.65
車両寸法 ....................................................................................
車両接近通報装置
車両接近通報システム
警告灯..................................................P.55, P.56, P.57
車両接近通報装置...................................P.14, P.203

ジャンプスタートのしかた ...................................P.326
収納装備 ...........................................................................P.292
出力制限表示灯 .....................................P.55, P.56, P.57
出力制限表示灯が点灯したときは ....................P.328
乗車定員 ....................................................................................
心臓ペースメーカーなどをご使用の方の
注意事項 ...............................................................................P.24

スイッチの操作
100V AC電源(1500W)メインスイッチ....P.302
e-Pedalスイッチ .................................................P.189
EVモードスイッチ ..............................................P.194
ODO TRIPスイッチ ................................................P.50
SOSコールスイッチ...........................................P.295
TRIP RESETスイッチ ............................................P.50
アドバンスドヒルディセント
コントロールスイッチ......................................P.203
イルミネーションコントロール
スイッチ....................................................................P.105
ウォッシャースイッチ......................................P.187
運転席スイッチ（バックドア）..................P.117
エアコンスイッチ...............................P.151, P.155
オートブレーキホールドスイッチ.............P.171
ガラスルーフスイッチ......................................P.146
後席ヒーターシートスイッチ.......................P.299

後席用エアコンスイッチ .................................P.158
ステアリングスイッチ
（アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ） ...........................................P.64, P.76
ステアリングスイッチ（オーディオ） ...P.162
セーフティ･シールドスイッチ.....................P.247
前席ヒーターシートスイッチ .......................P.299
デフロスタースイッチ ......................................P.361
電動パーキングブレーキスイッチ .............P.170
ドアミラースイッチ ...........................................P.142
ドアロックスイッチ ...........................................P.113
ドライブモードセレクター ............................P.190
バックドアインナースイッチ .......................P.118
バックドアインナーロックスイッチ ........P.118
バックドアオープナー
スイッチ ...................................................P.115, P.117
バックドアスイッチ ...........................................P.112
パワーウインドースイッチ ............................P.144
パワーウインドーロックスイッチ .............P.144
パワースイッチ .....................................................P.166
ハンドル支援スイッチ ......................................P.216
非常点滅表示灯スイッチ ....................................P.10
フォグランプスイッチ ......................................P.183
プロパイロットパーキングスイッチ ........P.275
ヘッドアップディスプレイスイッチ ........P.103
ヘッドランプスイッチ ......................................P.177
ヘッドランプレベライザースイッチ ........P.184
方向指示器スイッチ ...........................................P.183
ライトスイッチ .....................................................P.177
リヤウインドーデフォッガースイッチ ...P.361
リヤフォグランプスイッチ ............................P.183
ワイパースイッチ ................................................P.186

水没したときは.............................................................P.364
ステアリング（ハンドル）....................................P.138
ステアリングスイッチ
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ ................................................P.64, P.76
オーディオ .......................................................P.162, 
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音声操作 ............................................................................
ショートカットメニュー ....................................P.76
ハンズフリーフォン ...................................................
ボイスアシスタント ...................................................

ステアリングヒーター .............................................P.298
スピードメーター（速度計） ..................................P.49
スペアタイヤ
パンクしたときは ...............................................P.319

スモールランプ（車幅灯）
スイッチ ...................................................................P.177
点灯しないとき ....................................................P.365

制動灯
点灯しないとき ....................................................P.365

制動灯（ブレーキランプ）
アクセルOFF時の制動灯
（ブレーキランプ）について ......................P.193

設定（メーター） ...........................................................P.81
セレクトレバー ............................................................P.169
センサー（ハンズフリーセンサー） ...............P.117
洗車のしかた .................................................................P.385
前照灯（ヘッドランプ）
スイッチ ...................................................................P.177
点灯しないとき ....................................................P.365

先進事故自動通報システム ...................................P.295
センターコンソールボックス ..............................P.292
前部霧灯（フォグランプ）
スイッチ ...................................................................P.183
点灯しないとき ....................................................P.365
フォグランプ表示灯 ...................P.58, P.59, P.60

走行 .....................................................................................P.175

走行可能表示灯 .....................................P.58, P.59, P.60
走行支援機能画面 .......................................................P.100
走行時間アラーム（アドバンスド
ドライブアシストディスプレイ内の設定） ...P.81
走行用モーター ...............................................................P.14
速度計（スピードメーター） .................................P.49
ソナー
ソナー ............................................................................P.97
ソナー設定（アドバンスドドライブ
アシストディスプレイ内の設定） ................P.81
ソナーの取り扱い ................................................P.390

タイヤ
アルミホイールのお手入れ ............................P.386
応急修理のしかた ................................................P.319
タイヤ・ホイールを交換するとき .............P.379
タイヤ・ロードホイールサイズ ..................P.397
タイヤ応急修理キット ......................................P.319
タイヤチェーンについて .................................P.380
タイヤの位置交換（ローテーション） ...P.379
タイヤの空気圧 ....................................P.378, P.397
タイヤの点検項目 ................................................P.378
パンク .........................................................................P.319
冬用タイヤについて ...........................................P.380

正しい運転姿勢について ...........................................P.22
ダブルプリテンショナー機構 .................................P.26

チケットホルダー .......................................................P.309
チャージモード

EVモードスイッチ...............................................P.194
チャージランプ
（12V系充電警告灯） ........................P.55, P.56, P.57

チャイルドシート ...........................................................P.36
チャイルドシート適合表 ............................................P.38
チャイルドセーフティドアロック ....................P.113
着信表示 ...............................................................................P.98
駐車のしかた .................................................................P.175
チルト・テレスコピックステアリング ..........P.138
チルトアップ .................................................................P.146

通話表示 ...............................................................................P.98

定期点検 ....................................................................................
停止のしかた .................................................................P.167
停車のしかた .................................................................P.175
低水温表示灯 ..........................................P.58, P.59, P.60
テールランプ（尾灯）
スイッチ ...................................................................P.177
点灯しないとき ....................................................P.365

テールランプ表示灯 ...........................P.58, P.59, P.60
手放し警告灯 ..........................................P.55, P.56, P.57
デフロスタースイッチ .............................................P.361
点検整備について .......................................................P.370
電源ソケット .................................................................P.299
点検値 ................................................................................P.393
電制シフト警告灯 ................................P.55, P.56, P.57
電池交換のしかた
（インテリジェントキー） ................................... P.382
電動格納式ドアミラー .............................................P.142
電動パーキングブレーキ
電動パーキングブレーキ ................................P.170
電動パーキングブレーキ
警告灯 .................................................P.55, P.56, P.57
電動パーキングブレーキ注意事項 ............P.170
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ドア
ドアが開かないときは ......................................P.323
ドアスイッチ ..........................................................P.112
ドアを室内から開けられないとき
（チャイルドセーフティドアロック） ...P.113
バックドアスイッチ ...........................................P.112
フロントドア ..........................................................P.112
リモコンオートバックドア ............................P.116

ドアミラー.......................................................................P.142
ドアミラーヒーター...................................................P.143
ドアロックスイッチ...................................................P.113
灯火装置（ランプ）の点灯、点滅具合、
汚れ、損傷点検.....................................................................
盗難防止装置
イモビライザー ........................................................P.43

時計.........................................................................................P.49
ドライビングポジションメモリー
システム ............................................................................P.126
ドライブコンピュータ.................................................P.65
ドライブモードインジケーター.............................P.52
ドライブモードセレクター
ドライブモードインジケーター .....................P.52
ドライブモードセレクター ............................P.190

トラブルがおきたときは
12Vバッテリーがあがったときは ...............P.324
e-POWERシステムを始動できない
ときは .........................................................................P.324
オーバーヒートしたときは ............................P.361
外装ランプが点灯しないときは ..................P.365
警告灯がついたときは ......................................P.329
警告メッセージが表示されたときは ........P.338
けん引について .....................................................P.315
故障したときは .....................................................P.314
出力制限表示灯が点灯したときは .............P.328
水没したときは .....................................................P.364
ドアが開かないときは ......................................P.323

発炎筒.........................................................................P.315
パンクしたときは................................................P.319
ヒューズが切れたときは.................................P.366
ブザー（警報音）が鳴ったときは.............P.360
窓ガラスがくもったときは............................P.361
雪道やぬかるみにはまったときは.............P.363

トリップメーター（区間距離計） ........................P.50

内装のお手入れ ............................................................P.390
ナビゲーションシステム .................................................
ナンバー灯（番号灯）
スイッチ....................................................................P.177
点灯しないとき.....................................................P.365

日常点検 ....................................................................................

燃費情報表示 .....................................................................P.65
燃費を良くするためのポイント .............................P.19
燃料
燃料計.............................................................................P.49
燃料タンク容量.....................................................P.149
燃料補給口...............................................................P.149

燃料残量警告灯 .....................................P.55, P.56, P.57

パーキングブレーキ
電動パーキングブレーキ.................................P.170

パーソナルディスプレイ ............................................P.53
パーソナルドライビングポジション
メモリーシステム .......................................................P.126
排気量 .........................................................................................

ハイビームアシスト...................................................P.179
ハイビームアシスト
ハイビームアシスト表示灯 .....P.58, P.59, P.60

ハイマウントストップランプ
点灯しないとき .....................................................P.365

挟み込み防止機構
パノラミックガラスルーフ ............................P.147
パワーウインドー ................................................P.145

発炎筒.................................................................................P.315
バックドア
オートクロージャー ...........................................P.119
ガレージモードの解除 ......................................P.120
ガレージモードの設定 ......................................P.119
正常に作動しないとき ......................................P.120
バックドアインナースイッチ .......................P.118
バックドアオープナースイッチ ..................P.117
ハンズフリーセンサー ......................................P.117

バックドアガラスのくもりの取りかた...........P.361
発進......................................................................................P.174
バッテリー

12Vバッテリー .......................................................P.383
バッテリー液量の点検・補給 ...............................
リチウムイオンバッテリー ...............................P.14

バッテリーがあがったときは...............................P.324
バッテリーセーバー
ヘッドランプ ..........................................................P.177
マップランプ ..........................................................P.290
ラゲッジランプ .....................................................P.291
リヤ読書灯 ...............................................................P.291
ルームランプ ..........................................................P.290

発電用モーター................................................................P.14
パノラミックガラスルーフ
ガラスルーフの開閉 ...........................................P.146
サンシェード ..........................................................P.146
チルトアップ ..........................................................P.146

パノラミックガラスルーフ....................................P.145
パワーウインドーが正常に作動しない
とき......................................................................................P.145
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パワースイッチ ............................................................P.166
パワースイッチでのモードの切り替え
かた .....................................................................................P.167
パンクしたときは .......................................................P.319
番号灯
スイッチ ...................................................................P.177
点灯しないとき ....................................................P.365

ハンズフリーセンサー .............................................P.117
ハンドル ...........................................................................P.138

ヒーターシート ............................................................P.299
ヒーター付ドアミラー .............................................P.143
非常停止のしかた .......................................................P.168
非常点滅表示灯
点灯しないとき ....................................................P.365

尾灯
スイッチ ...................................................................P.177
点灯しないとき ....................................................P.365

ヒューズ ...........................................................................P.366
ヒューズが切れたときは ........................................P.366
ヒューズが切れたときは
点灯しないとき ....................................................P.366

標識検知機能
標識検知機能 .........................................................P.259

表示灯 .........................................................P.58, P.59, P.60
表示灯がついたときは .................................................P.61
ヒルスタートアシスト .............................................P.201

ブースターケーブルのつなぎかた ....................P.324
フード（ボンネット） .............................................P.375
フォグランプ
スイッチ ...................................................................P.183

点灯しないとき .....................................................P.365
フォグランプ表示灯 ....................P.58, P.59, P.60

吹き出し口 ......................................................................P.159
ブザー（警報音）が鳴ったときは ....................P.360
踏み間違い衝突防止アシスト
低速加速抑制機能 ................................................P.234
低速衝突軽減ブレーキ機能 ............................P.234
踏み間違い衝突防止アシスト .......................P.232
踏み間違い衝突防止アシスト警告灯 .........P.55, 
P.56, P.57

フューエルフィラーリッド（燃料補給口）
フューエルフィラーリッド
（燃料補給口） .....................................................P.149

フューエルメーター（燃料計） ............................P.49
冬用タイヤ・タイヤチェーン ..............................P.380
ブレーキ（回生ブレーキ） ......................................P.14
ブレーキ液量の点検・補給 ............................................
ブレーキ警告灯（赤色） .................P.55, P.56, P.57
ブレーキシステム警告灯
（黄色） ....................................................P.55, P.56, P.57
ブレーキの効き点検 ...........................................................
ブレーキフルード（規定量） ..............................P.395
ブレーキペダルの踏みしろ ............................................
ブレーキランプ（制動灯）
アクセルOFF時の制動灯
（ブレーキランプ）について .......................P.193

フロアカーペット .......................................................P.308
プロパイロット パーキング ..................................P.275
プロパイロット（ナビリンク機能付）
プロパイロット（ナビリンク機能付） ...P.211

フロントガラスのくもりの取りかた ...............P.361
フロントドア .................................................................P.112

ヘッドアップディスプレイ
ON・OFFのしかた .............................................P.103
警告メッセージ ....................................................P.102
車速表示 ...................................................................P.100
速度標識表示 .........................................................P.101
ナビゲーションシステム表示 ......................P.101
ヘッドアップディスプレイスイッチ .......P.103
ヘッドアップディスプレイとは .................P.100
ヘッドアップディスプレイの
注意事項 ...................................................................P.102
ヘッドアップディスプレイの調整の
しかた ........................................................................P.104
メッセージ表示 ....................................................P.101

ヘッドランプ
自動点灯ランプの消灯のしかた
（車両停車時） ....................................................P.178
スイッチ ...................................................................P.177
点灯しないとき ....................................................P.365
ヘッドランプ上向き表示灯 ....P.58, P.59, P.60
ヘッドランプ下向き表示灯 ....P.58, P.59, P.60

ヘッドランプの点灯、点滅具合、汚れ、
損傷点検 ....................................................................................
ヘッドランプレベライザースイッチ ...............P.184
ヘッドレスト
サードシート .........................................................P.138
セカンドシート（2列車） .............................P.131
セカンドシート（3列車） .............................P.135
フロントシート ....................................................P.129

ホイールサイズ ............................................................P.397
ホイールナットレンチ .............................................P.371
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方向指示器
スイッチ ....................................................................P.183
点灯しないとき .....................................................P.365
方向指示表示灯 ............................. P.58, P.59, P.60

方向指示器の点灯、点滅具合、汚れ、
損傷点検 ....................................................................................
防犯装置
イモビライザー ........................................................P.43

ホーム
ホーム ............................................................................P.65

ホーンの鳴らしかた...................................................P.138
ポジションインジケーター .......................................P.52
ポジションランプ（車幅灯）
スイッチ ....................................................................P.177
点灯しないとき .....................................................P.365

ボトルホルダー.............................................................P.293
ボンネット.......................................................................P.375

マスターウォーニング...................... P.55, P.56, P.57
マップランプ
キー連動室内照明システム ............................P.290
マップランプ ..........................................................P.290

窓ガラスがくもったときは ....................................P.361
マナー（EV）モード
マナー（EV）モード ..........................................P.194

マルチセンシングフロントカメラ.....................P.389

ミラー
インテリジェント ルームミラー .................P.139
ドアミラー ...............................................................P.142

メーター
アドバンスドドライブアシスト
ディスプレイ..............................................................P.64
アドバンスドドライブアシストディス
プレイ（ショートカットメニュー）............P.76
オドメーター（積算距離計）...........................P.50
各種設定画面..............................................................P.81
各部名称..........................................................P.46, P.47
警告灯..................................................P.55, P.56, P.57
警告メッセージ.....................................................P.338
航続可能距離表示....................................................P.49
車両情報画面..............................................................P.65
スピードメーター（速度計）...........................P.49
時計..................................................................................P.49
トリップメーター（区間距離計）.................P.50
表示灯..................................................P.58, P.59, P.60
ヘッドアップディスプレイ............................P.100
メーターの明るさの調節のしかた.............P.105
リチウムイオンバッテリー残量計.................P.51

メンテナンス設定（アドバンスドドライブ
アシストディスプレイ内の設定） ........................P.81
メンテナンスデータ（サービスデータ） .....P.393

モーター ...............................................................................P.14

油圧警告灯 ...............................................P.55, P.56, P.57
雪道の走行のしかた ..................................................P.378
雪道やぬかるみにはまったときは ....................P.363

ライトスイッチ ............................................................P.177

ラゲッジフック.............................................................P.310
ラゲッジランプ
キー連動室内照明システム ............................P.291
ラゲッジランプ .....................................................P.291

ランプ（室内灯）
マップランプ ..........................................................P.290
ラゲッジランプ .....................................................P.291
リヤ読書灯 ...............................................................P.291
ルームランプ ..........................................................P.290

ランプ消し忘れ警報...................................................P.177

リチウムイオンバッテリー
リチウムイオンバッテリー ...............................P.14
リチウムイオンバッテリー残量計 ................P.51

リバース連動下向ドアミラー...............................P.143
リモコンオートバックドア....................................P.116
リヤウインドーデフォッガースイッチ...........P.361
リヤ読書灯
キー連動室内照明システム ............................P.291

リヤビューカメラ........................................................P.389
リヤファイナルドライブオイル
（規定量）.......................................................................P.395
リヤフォグランプ
スイッチ ....................................................................P.183
点灯しないとき .....................................................P.365
リヤフォグランプ表示灯 ..........P.58, P.59, P.60

リヤワイパースイッチ..............................................P.186

ルームランプ
キー連動室内照明システム ............................P.290
マップランプ ..........................................................P.290
ラゲッジランプ .....................................................P.291
リヤ読書灯 ...............................................................P.291
ルームランプ ..........................................................P.290
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冷却水
寒冷時の取り扱い ...............................................P.377
冷却水量の点検・補給 ..............................................

レーダーセンサー .......................................................P.388
レバー（セレクトレバー） ...................................P.169

ロードホイール
お手入れ ...................................................................P.386
交換 .............................................................................P.379
サイズ ........................................................................P.397

ロールサンシェード ..................................................P.308
路上で故障したときは .............................................P.314
ロックノブ ......................................................................P.113

ワイパー
ワイパー・ウォッシャースイッチ ............P.186
ワイパーゴムの交換 ..........................................P.381
ワイパーブレードの交換 ................................P.381

ワイヤレス充電器 .......................................................P.306
ワックスをかけるときは ........................................P.386
407
「メンテナンスノート」をお読みください。
「自動車検査証」をご参照ください。
「ナビゲーションシステム取扱説明書」をお読みください。



索
引

408

MEMO



警告灯・表示灯・警告メッセージが表示されたときは
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メーター内に警告灯や警告メッセージが表示されたときは、すみやかに適切に対処する必要があります。詳しくは、警告灯
（ P.329）、警告メッセージ（ P.338）をお読みください。表示灯については、表示灯（ P.61）をお読みください。

警告灯 例

警告灯は、車両故障などを運転者に知らせるためのものです。警告灯が点灯したときは警告灯（ P.329）に記載
されている「説明・対処方法」に従ってください。

警告メッセージ 例

警告メッセージが表示されたときは、警告メッセージ（ P.338）に記載されている「説明・対処方法」に従って
ください。

表示灯 例

表示灯は、何らかのシステムが作動していることなどをお知らせするものです。点灯している理由は、表示灯
（ P.61）をお読みください。
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